MEC パーソナルコンピュータ 

POSBOOi/ リーズ 



NEC 





MS-D0S™3.3C 

プログラマー ズ リファレンス 
マニュアル Vol.1 



ご 注 * 

(1) 本 害の 内容の 一部 又は 全部 を 無断転載 する こと は 禁止され ています. 

(2) 本書の 内容に 関して は 将来 予告な しに 変 * する ことがあります. 

(3) 本 寄 は 内容に ついて 万全 を 期して 作成いた しました が， 万一 御 不赛な 点 や » り， 

お^付き のこと が あ りましたら 御 速 絡 卜- さ L K 



記 « もれな ど 
い. 



Microsoft (マイクロ ソフト） の ロゴ は 米国 マイクロ ソフト 社の 商 棟です 
MS-DOS は 米国 マイクロ ソフト 社の 商標です. 
CP/M は 米国 ディジタル リサーチ 社の 登録商標です. 
Intel (インテル） は 米国 インテル 社の 商棣 です. 



Original Copyright © 1981, 1983. 1984 Microsoft Corporation 

Copyright © 1985, 1988. 1989. 1990 NEC Corporation 

Translation ©1983. 1985. 1989. 1990 ASCII Techwrite/NEC Corporation 

I 輸出す る 際の;' 主意 事項 

本 製品 （ソフト ゥ ヱァ） は， 外国為替 および 外国 貿易 管理 法の 規定に より， 戦略 物資 等 輪 

出 規制 品に 該当し ます. 従って， 日本 国外に 持 出す 際に は 曰 本国 ftff? の 輸出 許可 申請 等 必要 
な手統 きをお 取り 下さい. 



AG061A 



はじめに 



MS-DOS プログラマー ズ リファレンス マニュアル （Vol. l/Vol.2) は， システム プログラマ 

一の 方の ために， MS-DOS の もとで 動作す る プログラム を 開発す る 際に 必要な， MS-DOS の 

技術 情報 を 提供す る ものです. 
なお， この マニュアル を 十分に 利用して いただく ために は， ソフトウェア および ハー ドゥエ 

ァ に関して ある 程度の 尊 門 的な 知識が 必要 となります. 

Vol. 1, Vol. 2 の それぞれで， 次の ような 内容が 扱われて います. 
Vol.1 棟 準 的な MS-DOS に関して， 次の ような 内容が 扱われて います. 

•W り 込みと システム コールの 使い方， および 用例 
• デ バイ ス ドライ バ に関する 解説， お よ びデ バイ ス ドライ パの 実例 
，その他の MS-DOS 技術 資料 
Vol. 2 楝 準の MS-DOS から 拡張され た 機能に 関して， 次の ような 内容が 扱われて います. 

• 本体の 拡張 機能 呼び だしに 関する 解 K 
• 特殊な デ パイ ス ドライ バに閱 する 解説 

• EMS インター フヱ イスに 閱 する 解説 

口 本 害 (Vol. 1) の 構成 

本 害 は 1 IS から 7 章で 構成され ています. 

第 1 車 MS-DOS で 使用で きる 割り込みと システム コール を， 用例と ともに 解説して いま 
す. 

第 2 章 デバイス ドライバ について 解説し ます. デバイス ドライバの 作成， および MS- DOS 
への ィ ン ストール (登録) のために 必要な 情報 を， 具体的な デ パイ ス ドラ イノ、' の 例と 
ともに 解説して います. 

第 3 章から 第 7 章 は， MS-DOS の 技術 » 料です. 

第 3 章 ディスク アロケーションに 閣 する 技術 资 料です. 

第 4 章 コントロール ブロックと ワーク エリアに 関する 技術 資料です. 

第 5 車 EXE 形式の フ アイ ルの 構造 と ロー ディ ング に関する 技術 資料です. 

第 6 章 ォブジ ヱクト ファイルの 形式に 関する 技術 資料です. 

第 7 章 プログラム 作成に 役立つ ヒントが 解説され ています. 
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シス テ厶 コール 

1.1 イントロダクション 

MS-DOS では システム を 操作 • 管理す るた めの サブルーチン （システム コール） を アブリ ケ 
—シ ヨン プログラムから コールす る ことができます. 
システム コール を 利用 すれば， 機種に 依存し ない プログラム を 簡単に 作成す る ことができ， 

また 将来の MS- DOS の バージョンに 対しても 問題な く 動作す る 可能性が 高くな ります. 
本 害で は， MS- DOS システム コール を つぎのように 分類して 解説 を 行います. 

標準 キャラクタ デバイス 1/0 

メモリ 管理 
プロセス 管理 

ファイル • ディレクトリ 管理 

MS- Networks コール 

その他の システム ファンクション 

MS-DOS システム コール は， ソフ トウ エア 割り込み によって アブリ ケーシ ヨン プログラム 
から 利用で きます. 

通常， MS-DOS で 使用す る 割り込み タイプ は， 20 H〜27H と 予約され ている 28H〜3FH で 
す. 

割り込み タイプ 21H は 特に * ファンク ショ ン リク エス ト" と 呼ばれ， MS-DOS の サボ 一 トす 

る 大半の 機能 を 利用す る ことができます. 
割り込み タイ プ 21H の 選択 は アプリ ケ ーショ ンブ ログ ラムが フ アンク ショ ン 番号 を AH レ 

ジス タ （いくつかの ファンクション リク エス ト では， AX レジスタ 全部） にセッ ト する ことで 行 

われます. 

各 ソフトウェア 割り込み， ファンクション リクエスト は， ファンクション 指定 情報の 受け 渡 
しのた めに レジスタ を 用います. 
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変更され た システム コール 

V2.0 (バ一 ジョン 2.0) 以前の MS-DOS で 紹介され た 多くの システム コールより も， 簡単 

に システム » 源 を 利用で きる ように， V 2.0 以降で は， その 代用と なる ファンクション リク エス 

ト を用总 しています • 今後の MS-DOS の パージ ヨンで 付加され る 機能に 対応す るた めに， 新し 
い ファンクション コールの 使用 を お奨めし ます. 

しかし， V 2.0 以前の システム コール を 使って いる プログラム を 単に V 2.0 以降の MS- DOS 
に 対応す るた めに 害き 換える 必要はありません. MS-DOS は 互換性 を 保った めに V 2.0 以前 
の システム コール も サボ一 卜 しています • 

V 2.0 以前の システム コールの 一覧と ファイル コ ン ト ロール プロ ック （FCB) の 解説に ついて 
は， 1.8 、、V2.0 以前の システム コール * を 参照して ください • 

本 害 第 1 章の 前半 は， メモリ， ファイル， プロセス などに 関する MS-DOS の システム 管理の 
方法と， システム コールの 大半 を 目的 別に 解説して います. 後半で は， 各 ソフト ゥヱァ 割り込 

トウ ヱァ 割り込みと ファンクション リク エス 卜です. これらの 解説に は MS-DOS の システム 
ff 巧! について の^ 細な 説明 も 含まれて います. 

第 2 章はデ バイ ス ドライバの 作成 方法です. あ 3 や-から； は MS-DOS の, 洋 細な 情報で, 
MS-DOS ディスク アロケーション， MS-DOS コントロール ブロックと ワーク エリ ァー 作業^ j 
域， EXE 形式の フ アイ ルの Wffi と ロー ディ ングが 解説され ています. ； K 6^ では インテル 才ブ 
ジェク トモ デルの 構造に ついて， 第 7 章で は プログラム を 作る 上での ヒントに ついて， それ ぞ 
れ 述べられ ています， 



1.2 標準 キャラクタ デバイス I/O 

標準 キャラクタの ファンクション リクエスト を 用いる と， コンソール， プリンタ， シリアル 
ポートな どの キャラクタ デバイス をす ベて 同じように， 入出力 操作す る と がで さ ま す， 

つぎ の^は 標^ キャラクタ デ パイ ス 入出力の MS- DOS ファンクション リク エス 卜の 一 で 
す. プログラムで これらの ファンクション リクエスト を 用いる と， 入出力の リダイレクト がで 
きます. 
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.3 メモ 



表 1.1 標準 キャラクタ デバイス 入出力の ファンクション リク エス ト 



ード 



01H 



02H 



03H 



04H 



06H 



07H 



08H 



09H 



OAH 



OBH 



OCH 



機 能 



キ一 ボード 入力と エコー 



文字の スクリーン 出力 
補助 入力 



補助 出力 



05H 文字の プリンタ 出力 



® 接 コンソール I/O 



接 コンソール 入力 



キーボード 入力 



ス ト リ ングの スクリーン 出力 

バッファード キーボード 入力 
キーボード ステータスの 検^ 

バッファ を 空に して， キー ボ 
ード 入力 



説 明 



標準入力から 1 文字 を 受け取る と， その 文字 を 
標準出力に 出力し ます. 

標準出力に 1 文字 を 出力し ます. 

補助 入力 装 匿から 1 文字 を 受け取り ます. 

補助 出力装置に 1 文字 を 出力し ます. 

プリンタに 1 文字 を 出力し ます. 

標準入力から 1 文字 を 受け取る か， 標準出力に 
1 文字 を 出力し ます. 

標準入力から 1 文字 を 受け取ります * 

標準入力から 1 文字 を 受け取り ます. 

標準出力に 文字列 を 出力し ます， 

棟 準 入力から 文字列 を 受け取ります. 

標 * 入力の バッファの ステータス を 返します. 

ほ 準 入力の バッ ノ ァを 空に して 標準入力から 1 
文字 を 受け取ります. 



標难 キャラクタ I/O ファンクション リク エス トの いくつか は 同じ 機能 を 持って いますが， キ 
ャラ クタ を 標準入力から 棟 準 出力に エコーす るか， コントロール キャラクタ を チヱ ック する か 
どうかで 区別され ます. この 違いに ついての 詳細 は， 1-9〜1.11 を 参照して ください • 



1.3 メモリ 管理 

MS-DOS は， 各 メモリ 領域の 先頭の メモリ コントロール ブロック によって メモリ 領域の 割 
り 当て を 管理して います • この メモリ コントロール ブロックに は， その メモリ 領域が 使われて 
いる カヽ 使用 中なら ば その メモリ ブロック を 要求した プロセスの PSP の セグメ ント アドレス， 

この メモリ コントロール ブロックが 管理す る メモリ ブロックの サイズな どが 書き込まれて いま 
す • もし， ある メモリ 領域が 使われて いなければ， 他の プロセスで 利用す る ことができます • 
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つぎの 表 は メモリ 管理の MS-DOS ファンクション リクエストの 一覧です 



表 1.2 メモリ 管理 ファンクション リク エス ト 



コード 


機 能 


説 明 


48H 


メモリの 割り当て 


メモリの 割り当て を 要求す る 


49H 


割り当てられた メモリの 解放 


割り当てられた メモリ を 解放し ます. 


4AH 


割り当てられた メモリ ブロック 


割り当てられた メモリ ブロック を 変更し ます. 




の 変更 





プロセスが ファンクション 48H によって， メモリの 割り当て を 要求す ると， MS-DOS は 要求 
を满 たす 大きさの 空き メモリ ブロック を 捜します. 条件に 見合う 空き メモリ ブロックが 見つか 

ると， MS-DOS は その メモリ コントロール ブロック を 修正し， 要求 を 出した プロセスの 所有す 
る メモリと します， 

もし， 空き メモリ ブロックが 要求 量よりも 大きかった とき は， まず メモリ コントロール プロ 
ックの サイズ フィールド を 要求 量に 合うよう に 修正し， 必要 量 を プロセスに 割り当てます. つ 
ぎに， 残った 空き メモリ 領域の 先頭に 新しい メモリ コントロール ブロック を 作成し， ポインタ 
を ^ 新して， この メモリ ブロック を メモリ コントロール ブロックの チェイン （連鎖） に 力 n えま 

す. そして， MS-DOS は メモリ を 要求した プロセスへ， 割り当てた メモリ ブロックの 先頭 バイ 
卜の セグメント アドレス を 返します. '■' ！ 

プロセスが ファンクション 49H によって メモリ ブロック を 解放した とき は， MS-DOS はメ 
モリ コントロール ブロック を 利用 可能 （いずれの プロセス にも 所有され ていない） な ものと し 

ます. 

プロセスが ファンクション 4AH を 使って， メモリ ブロック サイズ を 縮小 させた とき は， MS 
-DOS は 縮小に よって 解放され た メモリ 領域の 先頭に メモリ コントロール ブロック を 作成し， 
メモリ コント ロール ブロックの チェインに 加えます • 

プロセスが ファンクション 4AH を 使って， メモリ ブロック サイズ を 拡大 させた とき は， MS 
-DOS は メモリ ブロック を 割り当てる ときと 同様に 扱います が， このと き は セグメント ァ ドレ 

スは 返さず， たんに: iiira メモリ ブロックと それまでの メモリ ブロック を チヱ インし ます， 

もし， ファンクション 48H または 4AH で， 要求 量を满 たす 空き メモリ ブロックが 見つから 
なかった 場合に は， MS-DOS は メモリ を 要求した プロセスに エラー コード を 返します. 

プログラム （プロセス） は 制御が 渡された ときに， まず ファンクション 4AH によって， メモ 
リア ロケーション ブロック （PSP から 始まる） の 初期設定 値 を 修正し， ブロック を 必要な だけ 
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の 大きさに 切り詰める とよいで しょう. この 処 ffi は 不必要な メモリ 領域 を 解放し ます. また, 



プログラムが EXIT (終了） するとき は， 呼び出した プログラム （アプリケーション ブ ログ ラ 
ムを 呼び出す の は 通常 COMMAND. COM です） がコ ン ト 口一 ルを 取り戻す 前に， MS-DOS は 
自動的に メモリ アロケーション ブロック を 解放し ます. プロセスが EXIT する ことにより， MS 
-DOS は 占有され ていた メモリ をす ベて 解放し ます. 



どのような プログラム も， メモリ コントロール ブロック を こわして はなり ません. もし メモ 
リ コントロール ブロックの チェインが こわれる と， メモリ アロケーション エラーと なり， シス 

テム を 再起動し なければ なりません. 



1.4 プロセス 管理 

MS-DOS はブ ログ ラムの ロード， 実行， 終了な どの プロセス に関する 種々 の ファンクション 
コール を 備えて います • アプリケーション プログラム でも， これらの ファンクション コール を 
使って 他の プログラムの 管理が できます. 

つぎの 表 は， プロセス 管理の ための MS-DOS ファンクション リク エス トの 一覧です. 



表 1.3 プロセス 理 ファンクション リクエスト 



コード 


機 能 


K 明 


31 H 


キープ プロセス 


プログラム を 終了 させ， 呼び出した プログラム 
に 制御 を 返します が， 終了した プログラム はメ 
モリ 上に 残って います. 


4B00H 


プログラムの ロードと 実行 


プログラム を ロードし， 実行し ます. 


4B03H 


オーバーレイの ロード 


プログラム を ロードし ますが， 実行し ません. 


4CH 


プロセスの 終了 


呼び出した プログラムに 制御 を 返します. 


4DH 


子 プロセスから リ ターン コ 
—ドを 得る ' 


子 プロセスが EXIT したと きの コード を 返し 

ます. /» , 


62H 


PSP コード を 得る 


頭の セグメント アドレス を 返します， 1 
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1.4.1 プログラムの ロードと 実行 

ファンクション 4B00H によって， ある プログラムが 別の プログラム を 起動 するとき， つぎの 
よ う な 手順の 処理が 行われます. 

まず， MS-DOS によって， メモリが 割り当てられます. つぎに， 割り当てられた メモリの 先 
頭 （オフセット 0) に， 新しい プログラム セグメ ント プレフィクス （PSP) が 害き 込まれ ま 
す. 続いて， プログラムが ロードされ， プロセスの 制御が 目的の プログラムに 渡されます. 呼 
び 出された プログラムが EXIT (終了） した ときには， 制御 は 呼び出した プログラムに 戻り ま 
す. 

COMMAND. COM は， ファンクション 4B00H を 使って コマンド を ロードし， 実行して いま 
す. アプリケーション プログラムで， COMMAND.COM 以上の プロセス 管理 をす る こと もで 
きます. 

MS-DOS で 実行可能な プログラムに は， COM 形式 （.COM の 拡張 子 を 持つ） と EXE 形式 
(.EXE の拡 « 子 を 持つ） の 2 種類の 形式が あります • いままでに 扱った 事柄 は， 両 形式に 共通 
の 部分でした. 以下で は， 両者の 違い を 述べます. 

COM 形式の □ —ドと 実行 

C0MMAND.COM は， COM 形式 プログラム を ロードし， 実行 するとき， 空 メモリ 領域す 
ベて を アプリケーションに 割り当て， プログラムに 64 KB 以上の メモリ を 割り当てる ことが で 
きるならば， オフセット 0000 H を SP にセッ ト し， スタックに 0 を PUSH して SP = FFFEH 
とします. 割り当てる メモリが 64 KB よりも 少ない とき プログラムの 最上 位 オフ セッ ト +1 を 
SP にセッ ト し， 0 を PUSH します. 

COM 形式の プログラム は， ファンクション 4AH で メモリ アロケーション ブロックの 初期 

値 を 縮小され る 前に， スタック 領域 を 確保し ます. なぜなら， 既定の スタック 領域 は 解放され 
る メモリ 領域に あるから です. 

もし， 新たに ロード された プログラム 力 >•， COM 形式 プログラム のように， すべての メモリ を 
割り当てられたり， ファンクション 48H によって 空 領域の すべて を 要求す ると， MS-DOS は 
COMMAND . COM の 非 常駐 部分 も 割り当てます. 

プログラムが この 領域 を 変化 させて 終了した とき は， MS-DOS は COMMAND. COM の 非 
常駐 部 を 再 ロードし てから， 制御 を COMMAND. COM に 戻します， 

もし， プログラムが メモリ を 十分に 解放せ ずに （ファンクション リクエスト 31 H を 使って） 
常駐 終了した 場合， COMMAND.COM の 非 常駐 部 を 再 ロードで きず システムが 停止す る 恐れ 
があります. COM 形式の プログラム は， このような 事態の 発生 を 最小限に 抑える ために， 事前 
に ファンクション 4 AH を 使って， 分割され る ブロックの 初期値 を 小さく し， プログラムが 常駐 
終了す る 前に， ファンクション 49H です ベての メモリ を 解放す るよう にします. 

EXE 形式の ロード 方法 

COMAND.COM が， EXE 形式の プログラム を ロード， 実行 するとき は， つぎの ような 手順 



1.4 プロセス ff 押 



で 行われます. や ； t vx-^vtc e.f 

まず， EXE 形式の プログラム 自体の サイズ （メモリ イメージで） に， その プログラムが 必要 
とする メモリ fit を 確保し ます. この メモリ ffi は， メモリが 十分に ある 場合 は， ファイル ヘッダ 
の MAXALLOC フィールド （オフセット OCH) の 値， 不十分な 場合 は MIN ALLOC フィ一 ル 
ド （オフセット 0AH) の 値です. なお， これらの フィールドの 値 は， リンカに よって 設定され 
ます. 

つぎに， MS-DOS は ファイル ヘッダの 情報に よって， EXE 形式の ファイルの 実 アドレス を 決 
定 して， プログラム を ロードし ます. 
その後， 制御が プログラムに 引き渡されます. 

MS-DOS における， COM 形式と EXE 形式の プログラムの ロードの 詳細に ついては， 第 3 
章， 第 4 章 を ご K ください. 

プログラムから 別の ブ C3 グラム を 実行す る 方法 

COMMAND. COM は パス を 設定したり， パス を 使って 実行可能な プログラム を搜 したり， 

EXE 形式の ファイル を リロ ケート （再 配!！） するな どの 細かい 処理まで 行います. したがつ 
て， 常駐と は 別に COMMAND. COM を コピーし， その COMMAND .COM の 実行 を 通して 

別の プログラム を ロード， 実行す る ことによって， ある プログラムから 別の プログラム を 実行 
する 方法が * も 簡単です. そのために は， コマンド ラインに/ C スィッチ をつ けて， 目的の プ 
ログ ラム を 起動し ます （詳しく は ファンクション 4B00H の 解説 を 参照して ください). 

1.4.2 才ー バー レイの ロー ド 

ファンクション 4B03H を 使って， オーバーレイ 形式の プログラム を ロード するとき に， プロ 

グラム は オーバーレイ 部分が ロード される セグメント アドレス を MS-DOS に 知らせなければ 

なりません. プログラム は オーバ一 レイ を コールす ると きに， セグメント アドレス を 知らせ， 
オーバーレイ は 呼んだ プログラム ヘディ レク ト リを 返します， ォ 一パーレイ を 呼んだ プロ グラ 

ムは， それ を 完全に コントロール する 必要が あります. MS-DOS は オーバーレイ に対して PSP 
を 書き込んだり， 他の 方法で 干渉す る ことはありません. 

MS-DOS は， 呼んだ プログラムの 持って いる （使って いる） メモリ 領域に オーバーレイが 口 
—ド された 場合， その 事 を チヱ ック しません. 

もし， 呼んだ プログラムが 十分な メモリ を 持たずに オーバーレイ を ロードす ると， メモ リコ 
ン ト ロール プロ ックが こわれ， 致命的な メモリ アロケーション エラ一 が 生じます. 

それゆえに， オーバーレイ を ロードす る プログラム は， ファンクション 4AH を 使って メモリ 
アロケーション ブロックの 初期値 を 縮小 するとき に， 必ず オーバーレイ を 格納す る 場所 を 用意 

する か， メモリ アロケーション ブロックの 初期値 を 最小に 縮小して から， ファンクション 48H 
を 使って オーバーレイ のために メモリ を 割り当てます. 
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1.5 ファイル • ディ レク 



MS-DOS は， ファイル や ディ レク ト リを 管理す るた めの さまざまな ファンクション コール 
を 備えて います， 



1.5.1 ハン 

フ アイ ルを 作成したり， オープンした りする ために， プログラム は MS-DOS に パス 名 ゃファ 
ィ ルを 割り付ける ための Wrt を 渡します .MS-DOS は ハンドルと 呼ばれる 16 ビッ 卜の 数字 を 
返します. 以後， MS-DOS は統く 操作の ために この ハンドルと一 致す る ファイル だけ を 捜し ま 
す. 



ドル は ファイル か デバイスの どちら かと 対応す る ことができます. MS-DOS では 5 つ 
'、ン ドル を あらかじめ 設定して います. これら は 常に オープンされ ている ので， 使用の 
こ あらためて オープン する 必要はありません. つぎの 表 は その一 です. 

表 1.4 デバイス ハンドル 



ハン ドル 


標準 デバイス 名 


き 


0 


標準入力 


リダイレクト 可 


1 


棟 《 出力 


リダイレクト 可 


2 


エラー 出力 




3 


補助^! « 




4 


プリ ンタ 





MS- DOS は ファイル を 作成したり オープンしたり するとき に， 利用 可能な 最初の ハンドル 

を 割り付けます， 1 つの プログラム （または プロセス） が オーブン できる ハンドルの 数 は 20 で, 
この 中には 先の 5 つの 標準 デバイスが 含まれ ますから 普通 1 つの プログラムで オーブン できる 

ファイルの 数 は 15 です .5 つの 標準 デバイスの いずれも， ファンクション 46H を 使って， ファ 
ィ ルゃデ バイ ス を一 時 的に 結び付ける こ とがで きます. 



1.5.2 ファイル 管理の ファンクション リク エス 卜 

MS-DOS は， ファイル を 単純な バイト 列と して 扱います • したがって， レコード 構造体 や， 
それに 関する 特別な アクセス 技術はありません アプリケーションプログラム では， 構造体で 
も， バイ 卜 列と して 扱います. ファイルの 読み出し/害き 込み 処理 は， データ バッファへの ポ 

つぎの 表 は ファイル 管理の ファンクション リク エス ト です. 



1.5 ファイル • ディレクトリ 管理 



表 1.5 フ アイ ル 管理の ファンクション リ クェ スト 



1 —に 

」 一 卜 


ほ Ht 


W 明 


3CH 


ハンドルの 作成 


フ アイ ルの 作成 


3DH 


ハンドルの オーブン 


ファイルの オープン 


3EH 


ハンドルの クローズ 


ファイルの クローズ 


3FH 


リード ハンドル 


ファイルの 読み出し ，. 


40H 


ライ ト ハンドル 


ファイルの 書き込み 


42H 


ファイル ポインタの 移動 


読み書き する ファイル 中の ボイ ンタの 移動 


45H 


フ アイ ルハン ドルの 二重 


すでに オーブンされ ている 他の ハンドル を 同じ ハン 




化 


ドルと して 扱います. 新規の ハンドル を 返します. 


46H 


フ アイ ルハン ドルの 強制 


すでに オープンされ ている ハンドルと， すでに ォー 




二重 化 


プン されて いる 他の ハンドルと を， 同じ ファイルと 

して 扱う よ う 強制し ます. 


5AH 


—時 ファイルの 作成 


ユニークな 名前の ファイル を 作成し ます. 


5BH 


新しい ファイルの 作成 


新しい ファイル を 作成し ます. しかし， 同じ フ アイ 






ル 名が 存在す る 場合 はファ ィ ルを 作成し ません. 



MS DOS 3.3 では， 1 つ 以上の プロセスが ファイル を 共有して アクセス する フ アイ ル シェア 
リング を 導入して います • ファイル シェアリング は， ファイル シェアリング を サポートす るた 
めの シヱァ リング コマンドが 荚 行され た 後に だけ 動作し ます • つぎの^ は ファイル シェア リン 
グに 使われる ファンクション リクエストの— 覧 です • 



表 1.6 ファイル シェアリング ファンクション リクエスト 



コード 


機 能 


説明 、 ' 


3DH 


ハン ドルの オーブン 


ファイル シェアリング モードに して， 1 つの フ 






アイ ルを オープン します. 


440BH 


IOCTL リトライ 


ファイル シェアリングの 暴走に よる I/O 操作 






の 失敗に 対して， 割り込み タイプ 24H を 実行す 






る 前に 再 試行す る 回数 を 設定し ます. 


5C00H 


ファイル アクセスの ロック 


ファイルの一 部 を ロックし ます. 


5C01H 


ファイル アクセスの ロック 


フ アイ ルの一 部の ロック を 解除 します. 
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ファイル シェアリングが 有効で ない 場合， これらの ファンクション リク エス トは 使用で きま 

せん • ファンクション 3DH (ハンドルの オープン） は 種々 の モードで 動作し ます. コンパ チビ 
リ ティモ一 ドは ファイル シェアリングが 有効で なくても 使えます • ファイル シェアリング モー 

ドは， ファイル シヱァ リングが 有効な （事前に SHARE.EXE が 実行され， メモリに 常駐して 
いる） ときに 意味 を 持ちます. 

1.5.3 デバイス 管理の ファンクション リクエスト 

異なる デバイス を 扱う 種々 の コード を 含む ファンクション 44H を 使って， デバイス に対して 
I/O コントロール を 実行し ます. この ファンクション は 異なる デバイス を 扱う 種々 の コード を 
含み ま す. IOCTL ファンクション リクエストの いく つか は， デ バイ ス ドライ パが IOCTL フ ァ 

ン クシ ョ ンを サポートす るのに 使甩 されます. つぎの 表 は MS-DOS のデ パイ ス 管理の ファ ン 
クシ ヨン リク エス 卜の一 覧 です. 



表 1.7 デ バイ ス 管理 ファンクション リ ク エス ト 



コード 


機 能 


説 明 


4400H 


IOCTL データ を 得る • 


デバイスの 植 類の 取得 


4401H 


IOCTL データ をセッ 卜する， 


デバイスの 種類の セット ' 


4402H 


IOCTL キャラクタ を 受け取る， 


キャラクタ デバイスの コントロール データ を 受け取る， 


4403H 


IOCTL キャラクタ を 送る. 


キャラクタ デバイスの コントロール データ を 送る， 


4404H 


IOCTL ブロック を 受け取る. 


ブロック デバイスの コントロール データ を 受け取る • 


4405H 


10CTL ブロック を 送る， 


ブロック デ パイ スの コント ロール データ を 送る， 


4406H 


入力 ステータスの チェック 


デバイスの ステータスが 入力 かどう か を チェック します • 


4407H , 


出力 ステータスの チェック 


デ パイスの ステータスが 出力 かどう かをチ ユックし ます • 


4408H 


IOCTL の 交換 性 


ブロック デバイスが 差し換え 可能な 媒体 を 含んで いるか 






を チェック します. 


440CH 


—般 IOCTL (ハンドル 用） 


プリンタ に対して, 出力 繰り返し 回数の と s ^をし ます * 


440DH 


—般 IOCTL (ブロック デバイス 


論理 デ パイスに 対して， リード， ライト， フォーマット， 




用） 


ベリファイ を 行います • 


440EH 


» 理 ドライブ マ ッ ブの 取得 


現在の, 論理 ドライブと 物理 ドライブの マップ 情報 を 取得 






します， 


440FH 


論理 ドライブ マップの 投定 
— 


論理 ドライブ を 物理 デバイスに マップし ます • 



IOCTL ファンクション リクエストの いく つかの 形式 は， MS-Netvvorks でし か 使えません 
詳しく は 、、1.6 MS- Networks* を 参照して く ださい. 
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1.5 ファイル • ディレクトリ 管理 



1.5.4 ディレクトリ 管理の ファンクション リクエスト 

ディスクの ルート ディ レク ト リが 管理で きる ディ レクト リ， ファイル 名の 数に は メディアに 
依存す る 上限が あります • ハードディスク では， ディレクトリ， ファイル 名の 数 は MS-DOS の 
パーティション 容量に 依存し ます. サブ ディ レク ト リは 特別な 厲性を 持った ファイル であり， 
サブ ディ レク トリ 下に 作成で きる ディレクトリ， ファイルの 数 は ディスクの 空 容量に のみ 制限 
されます. また， パス 名の 長さ は 64 文字 （英数字） を 超える こと はでき ません. 

ルート ディ レク ト リ に関して は， V2.0 以前と まったく 変って いません • また， V2.0 以前の 
MS-DOS で 作成され た ディスク は， サブ ディ レク ト リ を サボ一 ト していな いので， 単に ルー ト 



命 S t4 



として 扱われます. サブ ディ レク ト リは V2.0 から サポートされ 



ディ レクト 
ており， V2.0 以降 は 互換性が あります. 
つぎに ディ レクト リ 管理の ファンクション リクエストの 一覧 を 示します. 

表 1.8 



コード 



m 能 



K 明 



39H 
3AH 
3BH 
41H 

43H 



47H 



4EH 



リ の 作成 
ディ レク ト リの 削除 

ディレクトリ エントリの 削除 

ァ ト リ ビュー ト （厲 性） を 得 

る ノセッ ト する 

カレント ディ レクト リの テキ 

ス トを 得る 

最初に一 致す る ファイル 名の 



4FH 



56H 
57H 



つぎに一 致す る ファイル 名の 



ディ レク トリエント リの 変更 
ファイルの 
る/ セッ ト する 



サブ ディレクトリの 作成 
サブ ディレクトリの 削除 
カレント ディレクトリの 変更 
ファイルの 削除 

ファイルの) a 性の 取得 または セッ ト 

指定 ドライブの カレント ディ レク トリ を 返し ま 
す， 

該当する ファイル （ワイルド カード 等で 指定し 
た） を 検索し ます. ' 
該当する ファイル （ワイルド カード 等で 指定し 
た） の 検索 を統 行し ます. この ファンクション 

は， ファンクション 4EH に統 いて 実行され ま 
す. 

ファイル 名の 変更 

ファイルの 曰 付 または 時刻 を 取得 または セッ ト 
します. 
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ディレクトリ エントリ は ファイル 名， 最後に 変更され た 日付と 時刻， ファイル サイズな ど を 

含む 32 バイ 卜の レコ一 ド です. サブ ディ レクト リの ェント リは ルート ディ レク ト リ のェン ト リ 
と 同じです. ディ レクト リ エントリに ついての 詳細 は 第 3 章 を 参照して ください， 

15.6 ファイル アトリビュート （属性） 

つぎの 表 は， ファイル アトリビュート （展性） と ディレクトリ エントリの 厲性を 表す バイト 
(オフセット OBH) の一 覽 です. アトリビュート （厲 性） は， ファンクション 43H によって 調 
ベたり， 変える ことができます. 



表 1.9 ファイル アトリビュート 



コード 


1 内 容 


00H 


普通の ファイル. 自由に 読み出し や 害き 込みが できます. 


01H 


読み出し 專 用. 害き 込む ために ファイル を オープン する こと も， 同じ 名前の ファ 
ィ ルを 作成す る こ ともで きません， 


02H 


隙し ファイル. DIR コマンドで 見る ことができません. 


04 H 
08H 


システム ファイル. DIR コマンドで 見る ことができません. 

ボリ ユー ム ID. この 《 性 を 持てる ファイル は， ルート ディ レクト リ 上に 1 つ だけ 

です. 


10H 


サブ ディレクトリ， 


20H 


アーカイブ (保存） ファイル. ファイルが 変更され たと きに 作られ， バックアップ 

コマンド によって 消去され ます. 
J 



ボリューム ID (08H) と ディレクトリ （10H) の) S 性 は， ファンクション 43H では， 変更で 
きません _ 
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1-6 MS-Networks 

1.6 MS- Networks 

MS-Networks は 1 つ 以上の サーバと ワークステーションから 構成され ます. MS-DOS は, 
サーバに 対する ワークステーション ドライブと ワークステーション デバイスの 割り当ての 情報 
を 保管し ます. MS-Networks の 詳細に ついては， MS-Networks マネージャ一 ズ ガイドと ュ 
一 ザ一 ズ ガイ ドを 参照して ください. 

つ ぎの 表 は MS-Networks 管理の ファンクション コ ール の一 1 K です. 



表 1.10 MS-Networks ファンクション リクエスト 



コード 


機 能 


説 明 


4409H 


IOCTL リ ディ レクト プロ 

ック 


ドライブ 名に よって Networks の ワーク ス 
テーシ ヨン か， サーバ か を 調べます. 


440AH 


IOCTL リ ディ レク ト ハン 

ドル 


ハンドル 名に よって Networks の ワーク ス 
テーシ ヨン か， サーバ か を 調べます， 


5E00H 


マシン 名 を 得る 


ワークステーションの Networks 名 を 得 ま 

す， ，' 


5E02H 


プリンタ セットアップ 


Networks ブリン タ へ 送る フ アイ ルの先 Sfl 
に， コ ン トロール キャラクタ をセッ ト します. 


5F02H 


割り当て リストの エントリ 
を 得る 


Networks の 割り当て リストの エントリ （ヮ 

—ク ステーションの ドライブ 名 または デ パイ 
ス名， 再 割り当て された ディレクトリ や デバ 
イスの Networks 名な ど） を 得ます. 


5F03H 


割り当て リ ス ト のェン ト リ 
を 作成 


ワークステーションの ドライ ブゃデ パイ スか 
ら, サーバ ヘリ ディ レ クシ ヨン を 行います. 


5F04H 


割り当て リストの エントリ 
の 取り消し 


ワークステーションから サーバへの リ ディ レ 
クシ ヨン を 取り消します. 



13 



第 1 章 システム コール 



1.7 その他の システム 管理 

その他の シス テムコ一 ルは， その他の システム ファンクションと ドライブ， クロック， アド 
レスな どの 情報 を 管理し ます. 

つぎの 表 は， 種々 の システム 情報 や システム 操作 を 管理す る MS-DOS ファンクション リク 
エス 卜の 一II です. 



表 1.11 その他の システム 管理 ファンクション コール 



コード 


機 能 


説 明 


0DH 


リセ ッ ト ディスク 


フ アイ ルハ *ッ フ ァ を 空に します. 


0EH 


ディスクの 選択 


デフ オルト ドライ ブの セット ， ， 


19H 


カレント ディ スクを 得る 


デフ 才/ レ トの ドライ ブを 返します 

^ ' " 、 —ノ 1 ^ * ^ Cp Ma レかヌ * 


1AH 


ディ スク 転送 ァ ドレスの セット 


ディスク 転送 パッ ファの アドレスの セット 


1BH 


デフォルトの ドライブの デー 


デフォルトの ディスクの フォー マツ ト 情報 を 返 




タを 得る 


します. 


1CH 


ドライブの データ を 得る 


ディスクの フォー マツ ト 情報 を 返します. 


25H 


'别り i 人み べク タのセ ッ ト 


？ W り 认 み 机 揮 ノレ一 チ ンのァ K レ スのぉ 、、i ト 
»™j ノ &7 严^ t>^/k ノ ' v ノ / | に ハ レノん / \ 


29H 


ファイル 名の 解析 


ファイル 名の 解析 


2AH 


日付 を 得る '' '■ 


システムの 日付 を 取得し ます • 


2BH 


日付の セッ ト 

'響 


システムの A 付 * セ ッ 卜します 


2CH 


時刻 を 得る 


システムの 時刻 を 取得し ます • 


2DH 


時刻の セ ッ ト 


シス テムの 賠 $11 夯セ 'ソト 1 主す 


2EH 


ペリ フ アイ フラグの セッ 卜/ 
リセット ' 




2FH 


ディスク 転送 アドレス を 得る 


ディスク 転送 アドレスの 取得 


30H 


MS-DOS パージ ヨン 番号 を 
得る 


MS-DOS の バー ジ ョ ン 番号 を 返 します. 


33H 


<CTRL-C> 検査の セッ ト 

ノリ セット 

割り込み ベクタ を 得る 


く CTRL-C > 検査の ステータス を 返します. 


35H 


割り込み ルーチンの アドレス を 返します • 


36H 


ディスクの フリース ペース を 
得る 


ディスクの フ リース ペースの データ を 返します. 


38H 


国別 情報 を 得る Z セットす る 


国別 情報 を 取得 Z セ ット します. 


54 H 


ベリファイの 状態 を 返す 


ペリ フ アイの ステータス を 返します. 



14 



1.8 V2.0 以前の システム コール 



1.8 V 2.0 以前の システム コール 



V 2.0 以前の システム コールで， V 2.0 以降の ファンクション リクエストで 代用され る もの 
の 多く は， ファイル を 取り扱う システム コールです. つぎの 表 は， これらの V2.0 以前の シス 

テム コールと V2.0 以降 代用され る ファンクション リク エス トの — 覽 です. 

MS-DOS は 現在で も， これらの 古い システム コール を 含んで います. しかし， これ は V2.0 
以前の プログラムの 互換性 を 保った めだけ です ので， プログラム を 作成す る 際 は， V 2.0 以前の 
システム コール を 使用し ない こと を お奨めし ます. 

表 1.12 V 2.0 以前の システム コールと その 代用と なる ファンクション リク エス ト 



V2.0 以前の システム コール 



ファンクション リクエスト 



00 H 

0FH 

10H 

11H 

12H 

13H 

14H 

15H 

16H 



ブロ グラムの 終了 
ファイルの オーブン 
フ アイ ノレの ク ローズ 
^初の ェン ト リ 



つぎの ェント ！ 
ファイルの 削除 
シーケ ンシャ ノレ リ 一 



V2.0 以降， 代用され る ファンクション リクエスト 



シ一 プ ンシ 
フ アイ ルの 作成 



K 
卜 



17H 
21H 
22 H 
23H 
24 H 
26H 
27H 
28H 



フ アイ ル 名の 変更 1 
ランダム リード 
ランダム ライ ト 

フ アイ ルの 大きさ を 得る 
相対 レコー ドのセ ッ ト 

新しい PSP を 作成す る 
ランダム ブロック リード 



ファンクション リクエスト 
4CH プロセスの 終了 
3DH ハンドルの オーブン 
3EH ハンドルの ク ローズ 

4EH JR 初に一 致す るフ 7 
4FH つぎに一 致す る フ アイ ル 名の 検索 
41H ディ レク トリエント リの 削除 ' 
3FH リード ハンドル 
40H ライ ト ハンドル 
3CH ハンドルの 作成 

5AH —時 ファイルの 作成 
5BH 新しい ファイルの 作成 ' 
56H ディ レク トリエント リの変 it 
3FH リード ハンドル 
40H ライ ト ハンドル リ! 
42H ファイル ボイ ンタの 移動 、 
42H ファイル ポインタの 移動 
4 B00H プログラムの ロードと 実行 
3FH リード ハンドル 
40H ライ ト ハンドル 



ソフ トウ ヱァ 割り込み 

20H プログラムの 終了 

27H プログラム を メモリ にと どめ 

たま ま 終了 



ファン クシ 3 ンリ ク エス ト 

4CH プロセスの 終了 
31H キープ プロセス 
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1,8.1 ファイル コン ト ロール プロック 

V 2.0 以前の ファイル 管理の ファンクション リクエスト は， ファイルの ファイル コント 口 — 
ル ブロック （FCB) を アクセス します. この ファイル コントロール ブロック は ファイル 名， サ 
ィズ， レコード 長， カレント レコードの ポインタ などの 情報 を 含んで います' 新しい ハンドル 

ス ト でも 実行で きます. 
プログラム セ グメン 

き 領域が 用意され ています. FCB を 取り扱う V2.0 以前の システム コールで は， ，オーブン さ 
れ ている FCB", * オープンされ ていない FCB* の アドレス を 指定の レジスタに セッ ト します. 
オーブンされ ていない FCB と は， ドライブ 名と ファイル 名 だけが 入って いるもので， ワイル 
ド カード （*， ？） を 入れる ことができます • オーブン された FCB のす ベての フィールド は， ォ 
ープン ファイルシステム コール （ファンクション OFH) によって 埋められます. プログラム セ 
グ メント プレフィクスの 説明と FCB の 利用 法に ついては 第 4 章 を 参照して ください. 表 1.13 
に， FCB の フィールドの 内容 を 示します. 




(FCB) のフィ 





大きさ 


才 フセッ 


h 


フィールド 名 




(パイ ト） 


16 進 


10 進 


ドライブ 番号 


1 


00H 


0 


ファイル 名 


8 


01H~O8H 


卜 8 i 


拡張 子 _ 


3 


09H〜0BH 


9〜11 


カレント （現在の） ブロック 


2 


0CH，0DH 


12, 13 


レコード サイズ 




0EH，0FH , 


- 14, 15 


ファイルの 大きさ 


4 


10H〜13H 


16〜19 


/も 後の t?f さ 込みが 行われた 日付 


2 


14H, 15H 


20, 21 


W 後の S き 込みが 行われた 時刻 


2 


16H, 17H 


22， 23 


予約 域 


8 


18H〜1FH 


24〜31 


カレント （現在の） レコー ド 


1 


20H 


32 


相対 レコード 


4 


21H〜24H 


33〜36 
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1.8 V2.0 以前の システム コール 



1.8.2 FCB の フィールド 

オフセット 00H: ドライブ 番号 

ディスク ドライブ を 指定し ます. 1 は ドライブ A, 2 は ドライブ B ，…を 指定し ます. FCB 
を ファイルの 作成 または オープン のために 使用 するとき， この フィールド を 0 に セットす ると 
カレント ドライブ （^略 時の ドライブ） を 指定す る ことができます • オープン ファイルシステム 
コール （ファンクション OFH) が この フィールド を 実際の ドライブの 番号に セッ 卜し 直します. 

オフセット 01H: ファイル 名 

8 文字までの 長さの ファイル 名が セッ ト されます. ファイル 名 は フィールドの 先頭から 入り, 
8 文字に 満たない 場合 は スペースが 入ります. 予約され た デバイス ファイル （PRN など） を 指 

定 する 場合， 終結 文字と しての コロン （：） を ファイル 名の 最後に 付けないで ください. 

オフセット 09H: ファイル 名 拡張 子 

3 文字までの 長さの ファイル 名 拡張 子が フィールドの 先頭から 入り， 3 文字に 满 たない 場合 
は スペースが 入ります. 拡張 子がない 場合 はすべ て スペース になります. 

オフ セッ ト OCH ： カレント ブロック 

現在の レコードが 入って いる プロ ック （128 レコードが 1 単位） を 示す ボイ ンタ です. この 力 
レント ブロック フィールドと カレント レコード フィールド （オフセット 20H) によって， 目的 
の レコード ポインタ を 作成し ます • この フィールド は， オープン ファイルシステム コールに よ 

つて 0 にセッ 卜されます， 

オフセット OEH: レコード サイズ 

パイ ト 単位で 表した 論理 レコードの 長さ をセッ 卜します. オーブン ファイルシステム コール 
によって， 128 が セット されます. レコード 長が 128 パイ ト でない 場合 は， ファイル を オープン 
した あと， この フィールド をセッ 卜しなければ なりません. 

オフ セッ ト 10H ： ファイルの サイズ 

バイト 琳 位で 表した ファイルの 大きさ， この 4 パ イト 分の フィールドの 先頭の ワード は， フ 
ァ ィ ルの 大き さの 下位の 部分です. 

オフセット 14H: 最後に 害き 込み 力 巧 われた 日付 

ファイルが 作成， 更新され た 日付 は 以下の ように 2 バイ 卜に セッ ト されます. 



オフ セッ ト 15H 
15 9 8 


オフ セッ ト 14H 

5 4 0 


y|y|y|y|y|y|y 


M 


M 1 M 1 M 


D | D | D 1 D D 


年 


H 
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オフセット 16H: 最後の 害き 込み 力 巧 われた 時刻 1 

ファイルが 作成， 更新され た 時刻， 分， 秒 は 以下の ように 2 バイトに セット されます. 



オフ セッ ト 17H 
15 11 10 


オフ セッ ト 16H 

5 4 0 


H | H H | H | H M M M 


M | M 1 M 


S S S S | S 


時 | 分 


杪 /2 



オフセット 18H: 予約 域 

の フィールド は， MS-DOS が 使用 する ために 確保され ています. 



， 
し 



才 フセッ ト 20H ： カレント レコード 

現在の ブロック 内の 128 個の 内の 1 つ を 示して います. 前述の カレント ブロック フィールド 
(オフセット 0CH) とこの カレント レコード フィールド によって， カレント レコード ポ イン 
タが 作成され ます. なお， オーブン ファイルシステム コール は， この フィールドの 初期値 設定 

を 行いません. この ファイル に対して シーケンシャルな リード/ライト を 行うた めに は， 事前 
にこの フィールド をセッ ト してお かなければ なり ません， 

才 フセッ ト 21H ： 相対 レコード 

ファイルの 先頭 （0 から 始まる） から カウントした， 現在 選択され ている レコード 番号 を 示 
します. なお， オーブン ファイルシステム コール は， この フィールドの 初期値 設定 を 行い ませ 
ん. この ファイル に対して， ランダムな リード/ライト を 行うた めに は， 事前に この フィ ール 
ドを セットして おかなければ なりません， レコード サイズが 64 バイ ト未满 の 場合， フィールド 
全体の 4 バイ トが， 64 バイ ト 以上の 場合， 最初の 3 パイ ト のみが 使用され ます. 

注意： プログラム セグメント プレフィクス 内の オフ セッ ト 5CH の FCB を 使用す る 場合. 相対 
レコード フィールドの 最終 パイ トは, オフ セッ ト 80H から 開始す る フォーマットされ てい 
ない パラメータ エリアの 先頭 バイトです • これ は， デフォルトの ディスク g 送 アドレス 
です， 



1.8.3 拡張 FCB 

拡張 FCB は， ディスク ディ レク ト リ 中で， 特別な ァ ト リ ビュー ト （属性） を 持つ ファイル を 
作成 *検 索す るのに 使用され ます. なお， 通常の FCB の 前の 7 バイトから なり， つぎのように 
フォーマットされ ています. なお， アトリビュート バイトの 詳細に ついては L5. 
ください. 
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フィールド 名 


大き さ 
(バイ ト） 


オフ セッ ト 

(10 進） 

■ 


フラグ バイ ト （FFH) 


1 


- 7 ., 


(枕 張 FCB である ヱ と を 示します •） 






予約 域 


5 


- 6 


ァ トリ ビュート バイ ト 


1 


一 1 



1.9 システム コールの 使い方 

第 1 章の 残りの 1.9〜1.11 は， アプリケーション プログラム 上での システム コールの 使い方, 
レジスタの 指定 も 含めた 各 システム コールの 詳細に ついて 述べます. 

1.9.1 割り込みの 使い方 

MS-DOS は， システム 自身の 使用の ために， 20H から 3FH までの 割り込み タイプ を 予約し 

ており， 80H〜FCH に 割り込み ルーチン アドレス テーブル を 持って います • 割り込みの 多く は 
ファンクション コールに!！ き 換えられ ています. 3 つの MS-DOS 割り込み ハンドラ （プロ グラ 
ムの 終了， CTRL-C, 致命的 エラーに よる 中断） に対して， ユーザ一 が ルーチン を 作成す るた 
めに， この 3 つの MS- DOS の 割り込み ハンドラ について， 1.10 で 解説して います. M り 込み 

を 行う に は， レジスタに 必要な データ を 代入して， 割り込み を 実行し ます. 

1.9.2 ファンクション リ ク エス 卜の 使い方 I 

ファンクション リクエスト は， システム 《 源の 管理 を 行う MS-DOS の ルーチン 群 を コール 

します. ファンクション リクエスト を コールす る 標準 シーケンス （手続き） はつぎの とおりです. 

1. 必要と される データ を それぞれの レジスタに セッ 卜します. 

2 . ファンク ショ ン 番号 を AH に セットし ます， 

3, 必要ならば， アクション コード を AL に セットし ます. 

4, 割り込み タイプ 21H を 実行し ます. 

もし， プログラムが 棵 « の プログラム セグメ ント プレフィクス （PSP) を 持って いる 場合 は， 
割り込み タイプ 21H を PSP 内の オフ セッ ト 50H を ロング コールす る ことで 代用で きます. 
ただし， 割り込み タイプ 21H の 使用 を お奨めし ます • 
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CP/M の システム コール 規約と一 致した シーケンス も 利用す る ことができます. 

1. 必要と される データ を それぞれの レジスタに セッ ト します （標準 シーケンスと 同 
様). 

2. ファンクション 番号 を， CL レジスタに セットす る. 

3. 現在の コード セグメント 内の ロケーション 5 に対して， セグメント 内 コール を 実行 
する. 

この 方法 は， AL レジスタに パラメータ を 渡さない， ファンクション 00H から 24H までにお 
いての み， 使用す る ことができます. この 方法に よって ファンクション コールが 行われる と AX 
レジスタ の 内容 は 常に 失われて しまいます. 

1.9.3 高級 言語からの コール 

アセンブリ モジュールと リ ンク 可 能な « 級 言 gg から， システム コール を 行う ことができ 
ます. 他の コール 方法 をつ ぎに 示します. 

BASIC からの コール 

システム コール を 利用す る 場合， コンパイラと インタープリタ では 異なった 方法 を 使用し ま 
す. コンパイル された モジュール は， アセンブリ g 語で 開発され た モジュールと リンクして 1 
つの プログラム とする ことができます. インタープリタの « ^は， CALL 文 または USR 関数 
を 使用し ます. 

1.9.4 レジスタの 処理 

MS-DOS は， ファンクション リクエスト を コールした ときに 内部的に スタック を 使います. 
そのために， リターン 情報に 使われて いない レジスタの 内容 は， 保存され ます. しかし， プロ 

グラムの スタック 領域の 大きさ を， 割り込み 処理 を 実行す るのに 十分な 大きさ （少なくとも， 

他の 処理に 必要な 大きさ +128 バイ ト） にしなければ なりません. 

1.9.5 エラー 処理 

エラーが 起きた ときに， 新しい ファンクション リクエスト （パージ ヨン 2.0 以降） は， キヤ 
リーフ ラグ を セットし， AX に エラー コード を 返します. つぎの 表 は， エラー コードの一 覽でォ • 
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コード 


意 味 

'じ、 ' 


コード 


-'、 意 昧 


1 


無効な ファンクション コード 


16 


カレント ディレクトリ を 削除し よ 




Invalid function code 




うとした 


2 


ファイル 名が 見つからない 




Attempt to remove the current 




File not found 




directory 


3 


パス 名が 見つからない 


17 


同じ デバイス ではない 




Path not found 




Not same device 


4 


オープン ファイル 過多 


18 


これ 以上 ファイル はない ' 




Too many open files (no open 




No more files 




handles left) 


19 


ディスクが ライ ト プロテクト 状態 


5 


アクセス できない 




Disk is write-protected 




Access denied 


20 


ディ スク ュニッ ト 不良 


6 


無効な ハンドル 




Bad disk unit 




Invalid handle 


21 


ドライブが * 備 されて いない 


7 


メモリ コント 口一 ルブロ ッ ク破抿 




Drive not ready 




Memory control blocks des 


22 


無効な ディスク コマンド 




troyed 




Invalid disk command 


8 


メモリ 不足 


23 


CRC ェ ラ 一 




Insufficient memory 




CRC error •• 


9 


無効な メモリ ブロック アドレス 


24 


無効な 長さ 




Invalid memory block address 




Invalid length (aisk operation) 


10 


無効な 環境 


25 


シーク エラー 




Invalid environment 




Seek error 


11 


無効な 害 式 


26 


MS- DOS の ディ スク ではない 、、 




Invalid format 




Not an MS-DOS disk 


12 


無効な アクセス コード 


27 


セクタが 見つからない t 




Invalid access code 




Sector not found 


13 


fat rt4» ^» jtr 
無効な ァータ 


28 






Invalid data 




Out of paper ！ 


14 


予約 （使用され ていない） 


29 


害き 込み 失敗 




RESERVED 




Write fault i 


15 


無効な ドライブ 名 j 


30 


読み出し 失敗 




Invalid drive 




Read fault 
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コード 


意 味 


コード 


意 味 


31 


、3£ j^li Aid OL. 
通常の 失敗 


57 


ネッ ト ワーク アダプタの ハード 




General ianure 




エフ 一 


62 


ン エア リノ グ jIk 




Network adapter hardware 




' 、 拳， * • 

Shareing violation 




error 


So 


r~» "力 、き C=7 
ロック 違反 


58 


ネッ ト ワークからの 不当な 応答 




T ハハレ "；ん 

lock violation 




Incorrect response from net 




アイ スク 指定の 失敗 




， 

work 




wrong aisK 


59 


予期で きない ネッ ト ワーク エフ 一 


35 


FCB 使用 不可能 




Un^xne^t^fl network prrnr 




FCB unavailable 


AH 


り キート アダプタ ム $trl ナ, い 

ノて 「/7 ノ 7 7^ 口 XJC し 


36 


予約 （使用され ていない） 




Incompatible remote adapter 


1 


RESERVED 


.A 通 

61 


ブリント 待ち 行列が一 杯 


49 






Print queue full 


50 


ネットワーク リク エス 卜が 準備 さ 


62 


待ち 行列 は一 杯で はない 




れてレ 、なレ i 




Queue not full 




Network request not supported 


63 


ブリント ファイルの ための スぺ一 


51 


リモート コンピュータが LISTEN 




ス が 不十分 ， 




し ていない 




勢， 警 ' 義 '曾 量 

Not enough space for print file 




l、》 一 A_ A fl • m ■ 

Remote computer not listening 


64 


ネッ ト ワーク 名 は 既に 削除され て 


52 


ネッ ト ワーク 名の 2 遠 定義 1 




いる 




Duplicate name on network 




Network name was deleted 


CO 
00 


ォ、 ッ 卜 ワーク^ 6 亡、 兒っ; 6、 らなぃ 


65 


アクセス できない 




Network name not found 




Access denied 


54 


ネ ッ ト ワーク ヒ シ一 


66 


ネッ ト ワーク アバ イスの タイプが 




Network busy 




不当 


55 


不ット ワーク アバ イス はこれ 以上 




Network device type incorrect 




ない 


67 


ネッ ト ワーク 名が 見つからない 




iNeiworK aevice no longer exists 




VT * -鼂 ^ ， 

Network name not found 


56 


ネッ ト ワーク BIOS の 限界 を 越え 


68 


ネ ッ ト ヮ一ク 名の 限界^ 招：？ ナ， 




た 




Network name limit exceeded 




Net BIOS command limit ex 








ceeded 







1.9 システム コールの 使い方 



コード 


意 味 


i 1 

コード 


i - _ 暑 

意 味 


69 


ネットワーク BIOS セッション 


80 


ファイルが 存在す る File exists 




の 限界 を 超えた 


81 


予約 RESERVED 




Net BIOS session limit exceed 


82 s 


作成 不能 




ed 




Cannot make 


70 


—時 休止 

Temporarily paused 


83 


割り込み タイプ 24H の 失敗 
Interrupt 24H failure 


71 


ネットワークの 要求が 受けつ けら 
れ ない 


84 


ストラクチャの 不良 
Out of structures 




Network request not accepted 


85 


割り当て 済み 


72 1 


プリ ンタ， ディ ス クのリ ディ レク 




Already assigned 




シ ョ ン 休止 


86 


無効な パスワード 




Print or disk redirection is 




Invalid password 




paused 


87 


無効な パラメータ 


73 
1 

79 


予約 （使用され ていない） 
RESERVED 


88 


Invalid parameter 

ネッ ト ワークへの おさ 込み 失敗 
Net write fault 



エラー 処理 は， 各 コールの すぐ 後に つぎの ような ステート メ ントを at きます. 
jc < エラー 処理 ルーチン ラベル > 

アプリケーションで， AX の 内容 を 調べて， エラーの 内容 を 判別し， 処理 ルーチンへ 制御 を 移 
します. 

V 2.0 以前の システム コールの いくつか は， システム コールが 成功した かどう か を レジスタ 
に 返します. この場合 は， アプリケーションが， その エラー コード を チェックし， 適切な 処理 
を 行って ください. 

拡張され た エラー コード 

MS-DOS の 新しい パージ ヨンで は， 古い システム コールで は 使われなかった さらに 詳細な 
エラ一 メ ッ セージが 加わって いますが， 互換性 を 保った めに 古い エラ一 メ ッ セージと は 区別 さ 
れ ます. 

これらの 新しい エラー メ ッ セージ は， ファンクション リクエスト 59H (拡張され た エラ一 を 
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得る） で 得られ， MS-DOS が 返す 重大な エラー コードの 大半 を 網羅して います. また， ファン 
クシ ヨン 59H の 項で は， 新しく 詳細な エラ 一コードの一 覽と， この ファンクション リク エス ト 
の 使い方が 解説され ております. 



1.9.6 システム コールの 解 锐 方法 

各 システム コールの 項で は 必要に応じて， その 機能の 概要 (機能)， 実行 前に セットす る レジ 

スタ とその 概要 （コール)， 実行 後に 返される レジスタ とその 概要 （リターン)， コールと リタ 
—ンで 使用す る レジスタの 詳細と システム コールの 解説 (解説)， マクロ 定義の 例 （マクロ 定義)， 
その マクロ を 使った プログラミング 例 （例） が 解説され ます. 

図 1 に， システム コールの 各種 レジスタの 状態の 例と して ファンクション 27H (ランダム ブ 
ロック リード） の一 部， 図 2 に システム コールの 使い方と しての サン ブル プログラム とその 解 
説 を 示します. 




a _m ランダム ブロック リード 



コ一ル 



AH = 2 フ H 

DS ： DX オープン された FCB 
CX K み 出すべき レコード 数 



AL = 00H 
01 H 
02H 
03H 



统み 出しの 正常終了 
EOF, 空 レコード 
セグメントの 終わり 
EOF, レコードの一 



CX K み 取られた レコード 数 







AL 


BX 


BH 


8L 


CX 


CH 


CL 


DX 







SP 



BP 



SI 



01 



IP 




図 1 システム コールの 説明の 例 
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サンプル プログラム 

つぎの サンプル プログラム は， システム コールの 使い方と データの 宣言 だけから 構成され て 
います. この サンプル プログラム は， セグメントの 宜言ゃ MS-DOS への 戻り 方と いった プロ 
グラム を 作る 上での 基本的な 事が 含まれて います， なおこの サンプル プログラム は COM 形式 
の ファイル として 実行され る ものです • 



レリ 


assume 


cs: code, ds: code, es: nothing, ss: nothing 




org 


100H 




start: 


jmp 


begin 




t 

filename 


db 


"b: Vtextfile asc"， 0 


buffer 


db 


1 oq Hun ひ） 




handle 


dw 


• 




； 

begin: 


open-handle 


■ 1101 iai 1 \j \ 


フ アイ ルの オーブン 




jc 




I ^ ータ A ほへ 




mov 


handle, ax \ 


ハンドル を セーブ 


read-line: 


redd- handle 


handle, buffer, 128; 


128 バイト を K み 込む 




|e 


error ^ read ； 


エラー 処理へ 




cmp 


ax, 0 ； 


ファイル エンド か？ 




ie 


return ； 


； はいの 時 終了 return へ 




mov 


bx, cx ； 


； いいえの 時, はみ出すべき 








： レコード 数 を セット 




mov 


buffer[bx], "$" 


終了 ス トリ ングの セット 




display 


buffer i 


ストリングの 表示 (09H) 




jmp 


read-line ； 


128 バイト R み 込む 処理 を《« 


return : 


end-process 


0 ； 


処 辦 了し MS-DOS へ 戻る 


last-inst : 






メッセージ 表示 








プ a グラムの 終了 


code 


ends 








end 


start 





図 2 システム コールに おける プログラムの 例 



この サンプル プログラム では， システム コールの 使い方 を マクロ 定義に してあります • マク 
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口 定義 ゆ pen-handle, read-handle, display, end- process ) について は， 第 1 章の 最後に ある 
マクロ 定義 例 を 参照して ください. 

これら マクロ は， 第 4 章で 解説され ている COM 形式の プログラムの ための 環境 を 想定して 
います. 特別な 例と して， 同じ 値の すべての レジスタ を 定義す る 場合が 挙げられます. 通常， 
マクロ は レジスタの 保護 も， メ ィ ン コードから エラー 処理 ルーチンに 行く ときの ラベルの チヱ 

ックも 行いません. それら は マクロ 定義の サブルーチン を 小さく する ために， マクロ を コール 
する メインの アセンブル プログラムで 定義し ます. 

サンプル プログラムでの エラー 処理 

システム コールが エラー コード を 返した ときに， サンプル プログラム は エラー 状態 をチ エツ 

クし， エラー 処理 ル一 チンへ 移ります （エラー ルーチンの 内容 は W 略します）. ふつう， エラ一 
処理 ルーチン は 簡単な メッセージ を 表示す る だけで， 作業 を統 行し ます. しかし 重大な エラー 
が 起きた とき は， メッセージ を 表示し， プログラム を 終了し ます （ただし， ファイル を クロー 
ズ するな どの 処理 を 行います). 

以下に 各 割り込み タイプと ファンクション コール を 数字 顧に 解説し ます. 

1.10 割り込み ' 

プログラムの 使用で きる 割り込み タイプ 20H〜27H について 解説し ます. 



表 1.14 MS-DOS 割り込み 



16 進 


10 進 


璧 


20H 


32 


プログラムの 終了 


21H 


' 33 


ファンクション リクエスト 


22H 


34 


終了 アドレス 


23H 


35 


<CTRL-C> の 抜け出し アドレス 


24H 


36 


致命的 エラーに よる 打ち切り アドレス 


25H 


37 


アブ ソリ ユート ディスク リード 


26H 


38 


アブ ソリ ユート ディスク ライ ト 


27H 


39 


プログラム を メモリに とどめた まま 終了 


28〜3FH 


40〜63 


予約 、 



各 ファンクション コールの 解説に ある サンプル プログラム は， 参考の ために 記載して いる も 
のです， これらの サンプル プログラム は， そのまま では 動作し ません. 
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Program Terminate 



害 |J り 込み タイプ 20H 



プログラムの 終了 



コール I cs 




ト プレフィクスの， セ 



AX 


AH 


AL 


BX: 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX: 


DH 1 


1 0L 



ター >1 なし 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh FLAGSl 



cs 



OS 



ss 



ES 



り 込み タイプ 20H によって 現在の プロセスが 終了し， 制御が 親 プロセスに 戻 
ります， すべての オーブンされ ている ファイル を クローズ します. V2.0 以前の 
MS-DOS では， COM ファイルの 終了 は， ほとんど この 割り込みで 行われます. 

この 割り込み を かける ために は， その 前に CS レジスタ 内に プログラム セグメ 
ントブ レフ ィ クスの セグメ ン ト アドレス を 入れて おきます • 

以下の 抜け出し アドレス は， プログラム セグメント ブ レフ ィ クスを 回復す る も 
のです • 



抜け出し ァ ドレス 

プログラムの 終了 

CTRL-C 
重大な エラー 



オフセット 
0AH 
0EH 
12H 



すべての ファイル バッファの 内容 は， すべて ディスクに 害き 出されます. 
注意 ： 

この 割り込み を かける 前に サイズ を 変更した すべての ファイル を クローズして 
おいてく ださい. 変更され た ファイルが クローズされ ていない # その フ アイ 
ルの 大きさ は ディ レクト リに 正しく 害き 込まれません. ファイル クローズ につい 
て は， ファンクション 10H, 3EH を 参照して ください • 



27 



第 1 章 システム コール 

割り込み タイプ 20H は， MS-DOS V 2.0 以前と 互換性が あります. V 3.1 以降 
で 開発す る 新規の プログラム では， ファンクション リクエスト 4CH を 使用して， 
プロセス を 終了 するとよ いでしょう. 

terminate macro 
int 20H 
endm 

I 例 I この 例 は， スクリーンに メッセージ を 表示し， MS-DOS に 戻る プログラムで 

す. 1.9.6 の サンプル プログラム も 参照して ください • 

message db "displayed by INT20H example", 0DH， OAH, '卞， 

int-20H: display message ； メッセージ 表示 (09H) 

terminate ； プログラムの 終了 
code ends 

end s ね rt 



マクロ 魏 
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コール 



Request 



割り込み タイプ 21H 



ファンクション リクエスト 

AH ファンクション リクエスト 
他の レジスタ 個々 の ファンクションで 指定され 



AX 


AH 


AL 


BX: 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX 


OH 


DL 



各 ファンクションの 解锐を 参照 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGS" FLAGSt 



CS 



DS 



SS 



ES 



iC3 



AH レジスタに は， 目的の システム ファンクションの 番号 を セットし ます. 詳 
細に ついては， 1.11 章の ，ファンクション リクエスト * を 参照して ください. 

本 « で 解説して いるすべ ての ファンクションの マクロ 定義に 割り込み タイプ 
21H が 入って いるので， この 割り込みの ための マクロ は 特に 定義し ません. 



L I 時刻 を 得る ファンクションの コール を 行います. 



mov ah, 2CH 
int 21 H 



； 時刻 を 得る ファン クシ 3 ン 2CH を コール 
； ファンクション リクエスト 
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Terminaxe Address 割り込み タイプ 22H 

CTRL - C Exit Address 2 3H 
Critical Error Handler Address ^ 



[Wlf\ 終了 アドレス （割り込み タイプ 22H) 

く CTRL-C> の 抜け出し アドレス （割り込み タイプ 23H) 
辦 的 エラーに よる 中断 アドレス （割り込み タイプ 24H) 

これら は 真の 割り込み ではなく， セグメント および オフ セッ ト アドレスの ための 記憶 域の 位 
S3 であり， 指定され た ffl 境 下で MS-DOS によって， 割り込みが かけられます. ユーザ一 自身 
の 割り込み ハンドラ を 作成したい 場合， ファンクション リクエスト 35H (割り込み ベクタ を 得 
る） を 使って アドレス を 得て， 次に ファンクション リクエスト 25H (割り込み ベクタの セッ ト） 
を 使用して， セッ 卜します. 

割り込み タイプ 22H …終了 アドレス ' 

プログラムが 終了 するとき， MS- DOS はぺ クタ テーブルの 割り込み タ イブ 22H の エントリ 
アドレス に 制御 を^ f し ます. この アドレス は， MS_DOS が プログラム セグメント を 作成 し た 
とき は， プログラム セグメント プ レフ ィ クス 内の オフ セッ ト 0AH に コピー されます. 

割り込み タイプ 23H … く CTRL-C> の 抜け出し アドレス 

く CTRL-C> を 入力した 場合' MS-DOS はべ クタ テーブルの 割り込み タイプ 23 H のェン ト 
リア ドレスに 制御 を 移行し ます. この エントリ アドレス は， MS-DOS が プログラム セグメント 
プレフィクス を 作成した とき は， プログラム セグメント プレフィクス 内の オフ セッ ト 0EH に 
コピー されます， 

ユーザ一 独自の く CTRL-C> ルーチン を 作成す る 場合， 以下の 点に 注意して ください. 

く CTRL-C> ルーチンで すべての レジスタの 内容 を 保存 すれば， IRET 命令で この ルーチン 
を 終了して プログラム を 継続す る ことができます. 割り込み 発生 時， すべての レジスタの 内容 
は MS-DOS が コール された ときの 値に セッ ト されます. IRET で 戻る ときに レジスタの 値 を 

保存す るかぎ り， MS-DOS の システム コールの 使用 を 含めて， く CTRL- C> ルーチンに 制限 は 
あり ません. 

く CTRL-C> ルーチン は， ロング リターン （Far RET) を 使う ことにより キャリー フラグ を 
用いて 割り込み 発生 前の プログラム を 強制 終了す る 力、, 続行す るか を 決定す る ことができます. 

MS-DOS は キヤ リーフ ラグが セッ ト されて いれば， プログラム を 強制 終了 させ， そうでな けれ 
ば， IRET によって 戻った ときと 同様に プログラム を 続行し ます， 
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プログラムが ファンクション リ クェ スト 09 H, 0AH, バッファード I/O のい ずれ か を 実行 
中に く CTRL-C> により ユーザーが 作成した く CTRL-C〉 ル一 チンに 割り込ん だとき， IRET 
で プログラム を統 行させる ことにより， 入出力 は 次の 行の先頭から 再開され ます， 

プログラムが ファンクション 4B00H (プログラムの ロードと 実行） を 使うな どして 第 2 の 
プログラム セグメント プレフィクス をつ くり， ベクタ テーブル のく CTRL-C> のァ ドレス を 変 
更 する 第 2 の プログラム を 実行した 場合， MS-DOS は， 第 1 の プログラムに 制御が 戻る 前にく 

注意： 

MS-DOS は， INT23 H を 実行す る 場合 必ず 画面に "て" と 0DH， 0 AH (キヤ リツ ジ リタ 一 
ン， ラインフィード） を 出力し ますが， これ を 取り消す こと はでき ません. 

割り込み タイプ 24H …致命的 エラーに よる 中断 アドレス 
I/O フ アン クシ ヨン コールの 内の 1 つ を 実行中に 致命的 ディスク エラーが 発生した 場合， 

この アドレス は， MS-DOS が プログラム セグメント を 作成した とき は， プログラム セグメント 
プレフィクス 内の オフセット 12H に コピー されます， 

割り込み タイプ 25H (アブ ソ リュート ディスク リード） または 割り込み タイプ 26H (アブ ソ 
リュート ディスク ライ ト） を 実行中に エラーが 発生した 場合， 割り込み タイプ 24H は 実行で き 
ません. これらの エラー は， 通常 COMMAND.COM 内の MS-DOS エラール一 チンに よって 
処理され ます. この ルーチン によって ディスク アクセスの 再 拭 行が 行われ， つぎに ユーザ一 は 
この 動作 を 打ち切る か， または 再 K 行す る 力、， または エラー を 無視して 統行 する ことができ ま 
す. つぎの 項目 は， 割り込み タイプ 24H ルーチンに 必要な 条件， エラー コード， レジスタと ス 
タ ックの 1? 理 について 解説し ます. 

1.10.1 ェン 卜 リの 状態 

I/O エラーに 対して， 3 回 再 試行した 後に MS-DOS は 割り込み タイプ 24H を 実行し， 割 
り 込み 処理 ルーチン は 割り込み タイプ 24H から 制御 を 渡されます. AX と DI レジスタに はェ 
ラーに ついての 情報が 入り ます. BP に は， エラー を 起こ した デバイス について 記述され ている 
デ バイ ス ヘッダ コント ロール ブロックの オフ セッ トが 入ります （セグメント ァ ドレス は， SI に 
入ります）. ' 

1.10.2 害 IJ り 込み タイプ 24H ハンドラの 必要^ |= 

プログラム を 「中止す るか， 再 試行す るか， 無視す るか」 の 選択 をさせる プロンプト を 表示す 
る MS- DOS の 割り込み タイプ 24H の 処理 ルーチン を 使いたい 場合， ユーザ一 の エラ一 処理 
ルーチン は フラグ を ブッシュし， 標準 的な 割り込み タイプ 24H ハンドラの アドレス を FAR コ 
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ール します （割り込み タイプ 24H のべ クタ を 変更した ユーザ一 の プログラム は， そのべ クタ ァ 
ドレス を セーブして おかなくて はなり ません). ユーザーが 前述の プロンプトに 答える と， MS 

-DOS は ユーザーの プログラムに 制御 を 戻します. 

ユーザ一 の 割り込み ハンドラ では， 他の 処理 を 行う 前に， BX， CX， DX, ES, DS, SS, SP の 
内容 を 保存し なくて はなり ません. 使える ファンクション コール は 01H〜0CH， 59H だけです 
(もし， 他の ファンクション コール を 使用した^, MS-DOS の スタック 領域 はこ わされ， そ 
の 後の 動作 は 保証され ません). また， デバイス ヘッダの 内容 を 変えて はいけ ません. 

ユーザーが 作成した アプリケーション プログラムで スタック 領域が こわされる 問題が 起きた 
とき は， スタック フレーム を 変更して みるの もよ いでしょう. 



もし 割り込み タイプ 24H ルーチンから MS-DOS に 返らずに ユーザーの プログラムに 戻る 
場合 は， アプリケーションプログラムの レジスタ を リストアし， スタックの 最後の 3 ワード だ 
け を 残して， IRET を 行います. エラーが 生じた I/O ファンクション リクエストから 直ちに ブ 
ログ ラムに 戾 ります. この 処理 を 行った 場合， MS- DOS は 0CH 以上の ファンクション コール 
が 行われる まで， 不安定な 状態と なります. 

エラー コード 

AX が 返す ディスク エラー コード 

AH の ビット 7 が 0 の 場合， ディスク ドライブ 関連の エラーで ある こと を 示します • AL は 
エラ一 を 起こした ドライブの 番号 （0=A, 1=B …… ） です • AH の ビット 0 は， エラーが 起き 
たのが 害き 込み 時 か， 読み込み 時 か を 示します （0 =^ み 込み 時， 1= 害き 込み 時)， AH のビ 
ット 1 と 2 は， エラー を 起こした ディスクの 領域の 種類 を 示します. その 内容 をつ ぎに 示し ま 
す. 

ビッ ト ' 

2d 鲴 

00 MS-DOS 領域 

01 ファイル アロケーション テーブル （FAT) 

10 ディレクトリ ' 

11 データ 領域 ' 

AH のビッ ト 3〜5 は， エラ一 プロンプト に対する 有効な 返答 を 指定し ます. その 内容 をつ ぎ 
に不 します • 
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ビッ 卜 内容 返答 



3 


0 


プログラムの 失敗 可 




1 


プログラムの 失敗 不可 


4 


0 


再 試行 可 




1 


再 試行 不可 


5 


0 


エラ一 の 無視 可 




1 


エラーの 無視 不可 



もし， 再 試行が 不可の 場合， MS-DOS は 再 試行 をせ ずに 失敗した とみな します. もし， エラ 
一 を 無視す るの を 不可に した 場合， MS-DOS は エラー を 無視せ ずに 失敗した とみな します. も 
し， プログラムの 失敗 を 不可に した * MS-DOS は プログラム を 中止し ます. プログラムの 

中止 は 常に 可に なって います. 

AX 力 < 返す 他の デ パイスの エラー コード 

もし， AH ビッ ト 7 の * &^, ファイル アロケーション テ一 ブル （FAT) の メモリ ィメー 
ジが 想い か， キャラクタ デバイスに エラ一 が ある こと を 示します. BP: SI によって 指定され る 
デバイス ヘッダ はデ パイスと エラーの 種類 を 示す « 性 を * す 1 リー ドを 含んで います. 

M 性 を^す 1 ワード は， デ パイス ヘッダの オフセット 04H にあります， ビット ほはデ パイ 
スの 種類 を 示します （0= ブロック， 1= キャラクタ）. 

ビット 15 が 0 (ブロック デバイス） の 場合， FAT の メモリ イメージに エラーの 原因が あり 
ます， ， 

ビット 15 が 1 (キャラクタ デバイス） の 場合， キャラクタ デバイスに エラーの 原因が ありま 
す. DI が エラー コード を 示し， AL の ビット 0〜3 は， エラー を 起こした キャラクタ デバイス 
の 種類 を 示します. その 内容 をつ ぎに 示します. 

ビット 趣 -,, 
0 樣準 入力 
1 標準出力 

2 NUL デバイス ソ， 
3 クロック デ パイス 

デ バイ ス ヘッダ コ ン ト ロール プロ ックの 詳細に ついては 2 章 を 参照して く ださい， 

DI 力 す エラー コード 

DI の 下位 パイ トは エラー コード を 示します. その 内容 をつ ぎに 示します. 
また， 上位 バイ トは 不定です. 
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エラ 一コード 

00H 
01H 
02H 
03H 
04H 
05H 
06H 
07H 
08H 
09H 
OAH 
OBH 
OCH 



ライ トブ ロテク ト されて いる ディスクに 害き 込み を 行おうと した 
存在し ない ュニッ ト 
ドライブの 準備が できない 
存在し ない コマンド 
データの CRC エラー 

パッ ド ドライブ リ クェ スト ストラクチャの 長さ 
シーク エラ一 

存在し ない メディア タイプ 
セクタが 存在し ない 
プリ ンタの 用紙 切れ 
害き 込み 不良 
^み 込み 不良 
一般的な ディスク 不良 



ユーザーの 用意した 割り込み タイプ 24H ハンドラ は， ファンクション 59H (拡張され たェ 
ラ一 コード を 得る） を 実行す る ことで， 詳細な エラーの 情報 を 得る ことができます • 



スタックの 内容 は， 以下のと おりです. 



スタックの 一番 上 



IP 



INT 24H が 出た 時点での MS-DOS の レジスタ （致 



FLAGS 
AX 
BX 

cx 

DX 
SI 
DI 
BP 

DS 



IP 



FLA< 



INT 21H が 出た 時点での ュ一 ザ一 レジスタ 



一 ザ一 から DOS への 割り込み 一 



1.10 割り込み 



再 試行 （リ トライ） 

レジスタに は， 動作の 再 試行 を 行うた めに 必要と される データが 入って います. AL に 以下 
の 値の 1 つ を 入れ， IRET を 実行す る ことによって， 行うべき 動作 を 指定し ます. 

00H エラ一 を 無視す る 
01H 再 試行 

02H プログラム を 打ち切る 

03H プログラム 上の システム コールの 失敗 

エラ一 を 無視す る オプション を 指定す る 場合 は， MS-DOS が エラーが 生じて いないと 判断 

して 処理す るた めに， 予期せ ぬ 状態になる ことが 考えられ ますので， 注意して ください. 
再 試行 を 指定す る 場合 は， レジスタの 内容 を 変更し ないで ください. 



35 



第 1 車 システム コール 



Absolute Disk Read 



割り込み タイプ 25H 



コール 



アブ ソリ ユート ディスク リード 

AL ドライブ 番号 

DS: BX ディスク 驗 アドレス （DTA) 

CX K み 込み セクタ 数 

DX 読み込み 開始 相対 セクタ 番号 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


B し 


CX 


CH 


CL 


DX 


DH 


DL 



0 ター^ CF= 1 



0 



エフ 一： 
AL に エラー コード を 返す 
処理の 正常終了 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm FLAGSl 



cs 



ss 



解 K i レジスタに は， 以下の ものが 入って いなければ なりません 



AL ドライブ 番号 （00H = A, 01H = B, •••) 



CX 読み込むべき セクタ 数 

DX 说み 込み 閒 始 相対 セクタ 番 リ- 



警告 ： この システム コールの 使用 は できるだけ 避ける ようにして ください， ファ 
ィルの アクセス は， 通常の ファンクション コール を 通して 行って ください. アブ 

ソ リュート ディスク I/O の， MS-DOS 上位の パージ ョ ン に対する 互換性 は 保証 さ 
れ ません， 

この 割り込み によって， 制御 は 直接 MS-DOS の デバイス ドライバに 移行し ま 
す. CX で 指定した 数の セクタが， ディスクから ディスク 転送 アドレスに 読み込 
まれます. この 割り込みの 使い方 や 処理 は， データが 害き 出される ので はなく 読 

み 込まれる という こと を 除けば， 割り込み タイプ 26H と 同 一です. なお， この 割 
り 込み は， 



: Am ： 

セグメント レジスタ 以外の すべての レジスタの 内容 は， この コールに よって 破 
壊される ので， 割り込み を かける 前に ユーザーの プログラムで 使用す るすべ ての 
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レジスタの 内容 を 必ず 保存して おいてく ださい. ； . 

この コール を 行う とき， フラグ は スタックに 積まれ （プッシュ フラグ： 

PUSHF), システム によって 終了後 も そこに 残って います (処理の 結果 を 表す デ 
—タが フラグ 内に 返される ためです). スタックが 制限な く 増加す る こと を 防ぐ た 
めに， 終了後 必ず その スタック を 取り出し （ポップ フラグ： POPF) てくだ さい， 
ディスク 動作が 正 し く 行われた 場合， キャリー フラグ (CF) = 0 に， 正しく 行わ 
れ なかった 場合， CF= 1 になり， AL に エラ一 コード 力 5 返されます， （エラー コー 
ド とその 意味に ついては， 割り込み タイプ 24H を 参照して ください.） 



macro 

mov 

mov 

mov 

mov 

int 

popf 

endm 



disk, buffer, num— sectors, start 
al, disk 

bx， offset buffer 
cx, num-sectors 
dx, start 
25H 



つぎの プログラム は， ドライブ A の 片面 ディスクの 内容 を ドライブ B のデ イス 
クに コピーす る ものです. この プログラム では， 32K バイトの 大きさの バッファ 
が 使用され ています. 



prompt 

start 
buffer 



db 
db 
dw 



B'\ 13, 10 



"Source in A, target in 
"Any key to start. $" 
0 

64 dup (512 dup (？) ) ； 64 sectors 



； prompt の 内容 を 表示 (09H) 



in し 25H: display prompt 
read 一 kbd 

mov cx, 5 ； 1 回 (64 セクタ) の 狭み 込み 回数 (5) を セッ卜 

copy ： push cx ； 狭み 込み カウンタ (回数) を セーブ 

abs.disk.read 0， buffer, 64, start ； アブ ソ リュート ディスク リード 

abs-dis に write 1， buffer, 64, start ： アブ ソリ ユート ディスク ライト （26H) 
add s ね rt, 64 ： 次の 64 セクタに ついて 行う 

pop cx ； 狭み 込み カウンタ を リストア 

loop copy 
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Absolute Disk Write 割り込み タイプ 26h 



1 機 能 1 アブ ソ リュート ディスク ライ ト 


AX 


AH 


AL 




BX: 


8H 


| BL 


1 コール 1 AL ドライブ 番号 


CX; 


■ CH _ 


CL 



DS: BX ディスク 転送 アドレス （DTA) 

CX 害き 出し セクタ 数 

DX 書き出し 開始 相対 セクタ 番号 



DX 



CF=1 エラー 発生 



BP 



SI 



Dl 



0 



AL に エラ 一コード を 返す 
処理の 正常終了 



ip 



FLAGSm 




cs 



DS 



ss 



ES 



レジスタに は， 以下の ものが 入って いなければ なりません, 

AL ドライブ 番号 （00H = A， 01H = B， •••） 
BX 

CX 害き 出すべき セクタ 数 

DX ^さ 出し |!fj 始 相対 セクタ 番号 



警吿： この システム コールの 使用 は できるだけ 避ける ようにして ください. ファ 
ィルの アクセス は， 通常の ファンクション コール を 通して 行って ください • アブ 

ソ リュート ディスク I/O の， 上位 バージョン に対する 互換性 は 保証され ません • 

こ の 割 り 込みに よって， 制御が 直接に MS-DOS の BIOS に 移行 します. CX で 
指定され た セクタ 数が， ディスク 転送 アドレスから ディスクに 害き 出されます， 
この 処理 は， データが ディスクから 読み取られ るので はなく ディスクに 書き込ま 
れる という こと を 除けば， 割り込み タイプ 25H と 同 一です. また， この 割り込み 
は， 使い方 を 誤 まると 勦 作が 不安定になります ので 注意して ください. 

セグメ ン ト レジスタ 以外の すべての レジスタの 内容 は， この コールに よって 破 
壊される ので， 割り込み を かける 前に ユーザ一 の プログラムで 使用す るすべ ての 
レジスタ を， 必ず 保存して おいてく ださい. 
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この コール を 行う とき， フラグ は システム によって スタックに 積まれ （プ ッシ 

ュ フラグ ： PUSHF) 終了後 も そこに 残って います （処理の 結果 を 表す データが フ 
ラグ 内に 返される ためです). スタックが 制限な く增 加す る こと を 防ぐ ために， 終 
了 後 必ず その スタック を 取り出し （ポップ フラグ： POPF) てくだ さい • 

ディスク 動作が 正 し く 行われた 場合， キャリー フラグ (CF) = 0 に， 正しく 行わ 
れ なかった 場合， CF= 1 になり， AL に エラ 一コードが 返されます • （エラ一 コ一 
ド とその 意味に ついては， 割り込み タイプ 24H を 参照して ください •） 



abs-disk-write 



macro 

mov 

mov 

mov 

mov 

int 

popf 

endm 



disk, buffer, num—sectors, start 
al t disk 

bx, offset buffer 
cx, num^sectors 
dx, start 
26H 



つぎの プログラム は， ドライブ A の 片面 ディスクの 内容 を ドライブ B のデ イス 
クにコ ビーし， 害き 出し （ライト） が 行われる ごとに ベリファイ， 検証 を 行う もの 
です. この プログラム では， 32K バイ トの 大きさの バッファが 使用され ています • 



off 
on 



equ 0 
equ 1 



prompt db "Source in A, ね rget in B", 13, 10 

db "Any key to start. $" 

start dw 0 

buffer db 64 dup (512 dup (？) ) ； 64 sectors 



int-26H: 



copy: 



display prompt 
read-kbd 
verify on 
mov cx, 5 
push cx 
abs-disk-read 0, 

abs-disk-write 1, 



prompt の 内容 を 表示 (09H) 
キー ポー ド 入力 待ち (08H) 
ベリファイ フラグ を ON にす る (2EH) 
1 回 (64 セクタ) の 読み込み 回数 (5) を セット 

書き出し カウンタ (回数) を セーブ 
buffer, 64, start ； アブ ソ リュート 

； ディスク リ-ド (25H) 

buffer, 64, start ； アブ ソ リュート 



； ディスク ライト 



39 



第 1» システム コール 



add start, 64 ； 次の 64 セクタに ついて 行う 

POP cx ； 害き 出し カウンタ を リストア 

loop copy ' 

verify off ； ベリファイ フラグ を off にす る (2EH) 
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Terminate But Stay Resident 



害 U り 込み タイプ 27H 



コール 



リ fffi 



プログラム を メモリ にと どめた まま 終了 

CS ： DX コードの 最終 バイトの つぎに 来る 最初 
の パイ 卜の アドレス 

なし ' 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX 




DL 









SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS- FLAGSi 



CS 



DS 



SS 



解 K: 



コール は， 64K パイ ト 以下の プログラム を メモリに とどめた まま 終了し ま 
す. この コール は， デバイス スぺシ フィック 割り込み ハンドラで よく 使用され ま 
す. 

この 割り込み は， V2.0 以前の MS-DOS と S 換性を 保った めに 用意され てい 
ます. 新規の プログラム では， ファンクション 31H (キープ プロセス） を 使用す 
ると よいでしょう. この ファンクション は 64K バイ トを 超える プログラム でも メ 
モ リ にと どめる ことができます. ユーザーが 作った プログラムが V 2.0 以前の 
MS-DOS に対する 互換性 を 要求され ない 限り， 常駐す る プログラムに リ ターン 
情報 を 渡す ことができます， 

DX に は， 常駐させる プログラム コードの 最終 パイ 卜の 次に 来る 先頭の オフ セ 
ッ ト （CS の セグメント アドレスからの） が 入って いなければ なりません. 割り込 
み タイプ 27H が 突 行され たと きに， プログラム は 終了し， 制御 は MS- DOS に 戻 
ります. しかし， 他の プログラム による オーバ一 レイ は 行われません. ファイル 
は オープンされ たままで， クローズされ ていません. 割り込みが 実行され たと き， 
に は 必ず プログラム セグメント プレフィクス （割り込みが 実行され たと きの 
； と DS の 値） の セグメント アドレスが 入って いなければ なりません. 
この 割り込み は， EXE 形式の プログラムで 使用す る こと はでき ません. また こ 
の 割り込み は 割り込み タイプ 22H， 23H, 24H のべ クタ を リストアし ますので， 
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新しい く CTRL-O や 致命的 エラーの エラー ハンドラ を 作る ことができません, 

stay-resident macro last instruc 

mov dx， offset last-instruc 
inc dx 
int 27H 
endm 

； CS の セグメント アド レス は 割 り 込み 実行時の PSP 優 (ES と DS(DW と 

； 同じで なければ ならない 
mov DX, LastAddress 
int 27H 

： この a り 込みに リターン 情報 はない 
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1.11 ファンクション リク エス 卜 

以下に ファンクション リ ク エス ト 00H〜62H について 解説し ます. 

表 1.15 に 以下に 解説す る ファンクション リクエスト を 数字の 順に， 表 1.16 に 50 音 順に 示し 
ます. 



m 

00H 
01H 
02H 
03H 
04 H 
05H 
06H 
07H 
08H 
09H 
0AH 
0BH 
0CH 
0DH 
0EH 
0FH 
10H 
11H 
12H 
13H 
14H 
15H 
16H 
17H 
19H 
1AH 
1BH 
1CH 
21H 



フ 



表 1. は MS-DOS 

ン クシ ヨン 名 



アン クシ ヨン リクエスト 



プログラムの 終了 
キーボード 入力と エコー 
文字の スクリーン 出力 
補助 入力 
袖 助 出力 

文字の プリンタ 出力 
ン ソール I/O 
ン ソール 入力 
キーボード 入力 
ス 卜 リ ング のスク リーン 出力 
パッ ファー ドキ一 ボード 入力 
キー ボー ド ステータスの 検査 

バッファ を 空に して キー ボー ド 入力 
リセット ディスク 

ディスクの 選択 
ファイルの オーブン 

ファイルの クローズ 
极 初の エントリ を 検索 

つぎの ェント リを 検索 

ファイルの 削除 

シーケンシャル リ 一 ド 

シーケンシャル ライ ト 

ファイルの 作成 

ファイル 名の 変更 

カレン ト ディスク を 得る 

ディ スク^ア ドレスの セッ ト 

デフ オル ト ドライブの データ を 得る 

ドライブの データ を 得る 



ランダム リード 



Terminate Program 
Read Keyboard and Echo 
Display Character 
Auxiliary Input 
Auxiliary Output 
Print Character 
Direct Console I/O 
Direct Console Input 
Read Keyboard 
Display String 
Buffered Keyboard Input 
Check Keyboard Status 
Flush Buffer, Read Keyboard 
Reset Disk 
Select Disk 
Open File 
Close File 

Search for First Entry 
Search for Next Entry 
Delete File 



Sequential Write 
Create File 
Rename File 
Get Current Disk 
Set Disk Transfer Address 
Get Default Drive Data 
Get Drive Data 
Random Read 
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22H ランダム ライト Random Write r 

23H フ アイ ルの 大き さ を 得る Get File Size 

24H 相対 レコードの セッ ト Set Relative Record 

25H 割り込み ベクタの セッ ト Set Interrupt Vector 

26H 新しい PSP を 作成す る Create New PSP 

27H ランダム ブロック リー ド Random Block Read 

28H ランダム ブロック ライト Random Block Write 

29H フ アイ ル 名の 籠 Parse File Name 

2AH 日付 を 得る Get Date 

2BH 日付 をセッ ト する Set Date 

2CH 時刻 を 得る Get Time 

2DH 時刻 を セットす る Set Time 

2EH ペリ ファイフ ラグの セット/リセット Set/Reset Verify Flag 

2FH ディスク 送ァ ドレス を 得る Get Disk Transfer Address 

30H MS-DOS バー ジ ョ ン 番号 を 得る Get MS-DOS Version Number 

31 H キープ プロセス Keep Process 

33H <CTRL-C> 検 のセ ット /リセット Contro 卜 C Check 

35H 割り込み ベクタ を 得る Get Interrupt Vector 

36H ディスクの フ リ 一 スペース を 得る Get Disk Free Space 

38H 面 別 情報 を 得る Get Country Data 

38H M 別 情報 を セットす る Set Country Data 

39H ディレクトリ の 作成 Create Directory 

3AH ディレクトリ の 削除 Remove Directory 

3BH カレント ディレクトリ の 変更 Change Current Directory 

3CH ハンド ルの 作成 Create Handle 

3DH ハンドルの オープン Open Handle 

3EH ハンドルの クローズ Close Handle 

3FH リード ハンドル Read Handle 

40H ライト ハンドル Write Handle 

41 H ディレクトリ エントリ の 削除 Delete Directory Entry 

42H ファイル ポインタ の 移動 Move File Pointer 

43H ァ ト リ ビュ一 ト （厲 性） を 得る/ セッ 卜する Get/Set File Attributes 

4400H IOCTL デ一 タを 得る Get IOCTL Data 

4401H IOCTL データ を セットす る Set IOCTL Data 

4402H IOCTL キャラクタ を 受け取る Receive IOCTL Character 

4403H IOCTL キャラクタ を 送る Send IOCTL Character 

4404H IOCTL プロ ッ ク を 受け取る Receive IOCTL Block 

4405H IOCTL プロ ッ ク を 送る Send IOCTL Block 
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4406H デバイスの 入力 ステータスの チェック Get Input IOCTL Status 

4407H デ バイ スの 出力 ステータスの チェ ッ ク Get Output IOCTL Status 

4408H IOCTL の 交換 性 IOCTL Is Changeable 

4409H IOCTL リ ディ レクト ブロック IOCTL Is Redirected Block 

440AH IOCTL リ ディ レク ト ハンドル IOCTL Is Redirected Handle , 

440BH IOCTL リトライ IOCTL Retry 

440CH —般 IOCTL (ハンドル 用） Generic IOCTL (for handles) 
440DH 一般 IOCTL (ブロ ッ ク デ バイ ス用） Generic IOCTL (for block devices) 

440EH 論理 ドライブ マ ッ ブの 取得 Get Logical Drive Map 

440FH 論理 ドライ ブマ ッ ブの 設定 Set Logical Drive Map 

45H ファイル ハンドルの 二重 化 Duplicate File Handle 

46H フ アイ ルハ ン ド ルの 強制 二重 化 Force Duplicate File Handle 

47H カレント ディレクトリ を 得る Get Current Directory 

48H メモリの 割り当て Allocate Memory 

49H 割り当てられた メモリ の 解放 Free Allocated Memory 

4AH 割り当てられた メモリ ブロックの 変更 Set Block 

4 BOOH プログラムの ロードと 実行 Load and Execute Program 

4B03H オーバーレイの ロード Load Overlay 

4CH プロ セスの 終了 End Process 

4DH 子 プロセスから リ ターン コード を 得る Get Return Code Chiled Process 

4EH » 初に一 致す るフ ァ ィ ル 名の 検索 Find First file 人 

4FH つぎに一 致す る ファイル 名の 検索 Find Next File 

54 H ベリファイ の 状態 を 得る Get Verify State 

56 H ディレクトリ エントリ の 変更 Change Directory Entry 

57 H ファイルの 日付/時刻 を 得る/ セッ 卜する Get/Set Date/Time of File 
58H アロケーション スト ラテジ を 得る/ セ ッ Get/Set Allocation Strategy 

ト する 

59H 拡張され た エラー コード を 得る Get Extended Error 

5AH —時フ ァ ィ ルの 作成 Create Temporary File 

5BH 新しい ファイルの 作成 Create New File 

5C00H ファイル アクセスの ロック Lock 

5C01H ファイル アクセスの ロック 解除 Unlock 

5E00H マシン 名 を 得る Get Machin Name 

5E02H プリンタ セットアップ Printer Setup 

5F02H 割り当て リストの エントリ を 得る Get Assign List Enery 

5F03H 割り当て リストの エントリ 作成 Make Assign List Entry 、 ト 

5F04H 割り当て リ ス 卜の ェン トリの キヤ ン セル Cancel Assign List Entry 

62H PSP を 得る GetPSP 
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表 1 . 16 MS-DOS ファンクション リクエスト， 50 音 順 ' 

ファンクション 名 番& 

IOCTL キヤ ラ クタ を 受け取る Receive IOCTL Character 4 402H 

IOCTL キヤ ラ クタ を 送る Send IOCTL Character 4403H 

IOCTL データ を 得る Get IOCTL Data 4400H 

IOCTL データ を セットす る Set IOCTL Data 4401H 

IOCTL プロ ッ ク を 受け取る Receive IOCTL Block 4404H 

IOCTL プロ ッ ク を 送る Send IOCTL Block 4405H 

IOCTL の 交換 性 IOCTL Is Changeable 4408H 

IOCTL リ ディ レクト ハンドル IOCTL Is Redirected Handle 440AH 

IOCTL リ ディ レクト ブロック IOCTL Is Redirected Block 4409H 

IOCTL リトライ I0C TL Retry 440BH 

新しい PSP を 作成す る Create New PSP 26H 

新しい フ アイ ルの 作成 Create New File 5BH 

アトリビュート （W5 性） を 得る/ セッ ト する Get/Set File Attributes 43H 

アロケーション スト ラテジ を 得る/ セッ 卜する Get/Set Allocation Strategy 58H 

—時フ ァ ィ ルの 作成 Create Temporary File 5AH 

般 IOCTL (ハンド ル用） Generic IOCTL (for handles) 440CH 



般 IOCTL (プロ ッ ク デ パイ ス用） Generic IOCTL (for block device) 440DH 



MS-DOS バ一 ジ ョ ン 番号 を 得る Get MS-DOS Version Number 30H 

オーバーレイの ロー ド Load 0ver , ay 4B03H 

拡張され た エラー コード を 得る Get Extended Error 59H 

カレント ディスク を 得る Get Current Disk 19H 

カレント ディレクトリ を 得る Get Current Directory 47H 

カレント ディレクトリ の 変更 Change Current Directory 3BH 

キープ プロセス Keep Process 31H 

キ一 ボード ステータスの 検査 Check Keyboard Status OBH 

キーボード 入力 Read Keyboard 08H 

キー ボー ド 入力と エコー Read Keyboard And Echo 01 H 

国別 情報 を 得る Get Country Data 38H 

国別 情報 を セットす る Set Country Data 38H 

子 プロセスから リ ターン コード を 得る Get Return Code Child Process 4DH 

く CTRL-C> 検査の セ ット /リセット Contro 卜 C Check 33H 

最初に一 致す る フ アイ ル 名の 検索 Find First File 4EH 

S 初の ェン ト リ を 検索 Search For First Entry 11H 

デバイスの 出力 ステータスの チェック Get Output IOCTL Status 4407H 



1.11 ファンクション リクエスト 



デバイスの 入力 ステータスの チヱ ック 
シーケンシャル ライ ト 

シーケンシャル リード 

時刻 を 得る 
時刻 をセッ 卜する 
ス ト リ ングの スクリーン 出力 
相対 レコードの セッ ト 

H 接 コンソール I/O 
直接 コンソール 入力 

つぎに一 致す る ファイル 名の 検索 
つぎの エントリ を 検索 
ディ スク 耘送ァ ドレス を 得る 
ディ スク 転送 ァ ドレスの セッ ト 
ディスクの 選択 

ディスクの フ リ一 スペース を 得る 
ディ レク ト リエ ン ト リの 削除 

ディ レク トリエント リの 変更 

ディレクトリ の 作成 
ディ レクト リの 変更 
デフォルト ドライブの データ を 得る 

ドライブの データ を 得る 
ハンドルの オープン 
ハン ド ノレの ク ローズ 
ハンドルの 作成 

バッファ を 空に して キ 一ボード 入力 
バッファード キーボード 入力 
日付 を 得る 
日付 をセッ 卜する 
PSP を 得る 

ファイル アクセスの ロック 
ファイル アクセスの ロック 解除 
ファイルの オープン 
ファイルの 大きさ を 得る 
ファイルの クローズ 
ファイルの 削除 



Get Input IOCTL Status 


4406H 


Sequential Write 


15H 


Sequential Read 


14H 


Get Time 


2CH 


Set Time 


2DH 


Display String 


09H 


Set Relative Record 


24H 


Direct Console I/O 


06H 


Direct Console Input 


07H 


Find Next File 


4FH 


Search For Next Entry 


12H 


Get Disk Transfer Address 


2FH 


Set Disk Transfer Address 


1AH 


Select Disk 


OEH 


Get Disk Free Spece 


36H 


Delete Directory Entry 


41H 


Change Directory Entry 


. 56H 


Create Directory 


39H 


Remove Directory 


3AH 


Get Default Drive Data ' 


IBH 


Get Drive Data 


ICH 


Open Handle 


3DH 


Close Handle ' 


3EH 


Create Handle ' 


3CH " 


Flush Buffer, Read Keyboard 


OCH 


Buffered Keyboard Input 


OAH 


Get Date 


2AH 


Set Date 


2BH 


Get PSP 


62H ' 


Lock 


5C00H 


Unlock 


5C01H 


Open File 


OFH 


Get File Size 


23H , 


Close File 


10H -' 


Delete File 


13H 



47 



第 1 章 システム コール 



ファイルの 作成 ， 

ファイルの 日付/時刻 を 得る/ セッ 卜する 

ファイル ハンドルの 強制 二重 化 

ファイル ハンドルの 二重 化 

ファイル ポインタの 移動 

ファイル 名の 解析 

ファイル 名の 変更 

プリンタ セッ ト アップ 

プログラムの 終了 ' 

プログラムの ロードと 実行 ■ . 

プロセスの 終了 

ベリファイの 状態 を 得る 

ペリ ファイフ ラグの セッ ト /リセット 

補助 出力 
袖 助 入力 

マシン 名 を 得る I 
メモリの 割り当て 
文字の スクリーン 出力 
文字の プリ ンタ 出力 

ライト/、 ンド ノレ 

ランダム ブロック ライ ト 
ランダム ブロック リード 
ランダム ライ ト 

ランダム リード . 

リード ハンドル 

リセット ディスク 

論理 ドライブ マップの 取得 

綸理 ドライブ マ ッ プの 設定 

割 り 当てられた メモリ の 解放 、 

割り^てられた メモリ ブロックの 変更 

割り当て リストの エントリ を 得る ， 

割り当て リストの エントリの キャンセル ノ 

割り当て リストの エントリの 作成 
割り込み ベクタ を 得る , 

割り込み ベクタの セッ ト 



Create File 16H 

Get/Set Date/Time of File 57H 

Force Duplicate File Handle 46H 

Duplicate File Handle 45H 

Move File Pointer 42H : 

Parse File Name 29H 

Rename File 17H 

Printer Setup 5E02H 

Terminate Program 00H 

Load and Execute Program 4 BOOH 

End Process 4CH 

Get Verify State 54H 

Set/Reset Verify Flag 2BH 

Auxiliary Output 04 H 

Auxiliary Input 03H 

Get Machine Name 5E00H 

Allocate Memory 48H 

Display Character 02 H 

Print Character 05H 

Write Handle 40H 

Random Block Write 28H 

Random Block Read 27H 

Random Write 22H 

Random Read 21 H 

Read Handle 3FH 

Reset Disk ODH 

Get Logical Drive Map 440EH 

Set Logical Drive Map 440FH 

Free Allocated Memory 49H 

Set Block 4AH 

Get Assign List Entry 5F02H 

Cancel Assign List Entry 5F04H 

Make Assign List Entry 5F03H 

Get Interrupt Vector 35H 

Set Interrupt Vector 25H 
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INT 21H 



Terminate Program 



ファンクション 00H 



コール 



解 in : 



プログラムの 終了 

AH = 00H 

CS プログラム セグメント プレフィクスの セ 
グ メント アドレス 



AX 1 




AL 


ex 


BH 


BL 


cx 


CH 


CL 


ox 


DH 


DL 



なし 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS. 




SS 



ES 



ファンクション 00H は 割り込み タイプ 20H を コールし， 同じ 処理 を 行います. 
この 割り込み を^ 行す るた めに は， その 前に CS レジスタに プログラム セグメ 

ントプ レフ ィ タスの セグメ ント アドレス を 入れて おかなければ なり ません， 

以下の 抜け出し アドレス は， プログラム セグメ ントブ レフ ィ クス 内の 指定され 
た オフ セッ ト アドレスから 回復され ます. 

抜け出し アドレス オフ セッ ト 



プログラムの 終了 

CTRL-C 
重大な エラ一 



0AH 
OEH 
12H 



すべて ディ スクに 害き 出されます. 

警告： この ファンクション コール を 行うた めに は， その 前に 大きさ を 変更した 
すべての ファイル を クローズして おかなければ なりません. 

変更され た ファイルが クローズされ ていない 場合， ファイルの 大きさ は ディ レ 
ク ト リに 正しく 記録され ません. ファイル クローズ システム コールに ついては， 
ファンクション 10H を 参照して く ださい. 
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I マク D 魏 termmate-program macro 

xor ah, ah 

、 int 21 H 

endm 

I 例 1 メッセージ を 出力して， MS-DOS に 戻る プログラム をつ ぎに 示します • ただし， 
これ は 1, 9. 6 の サンプル プログラムの ような プログラムの サブルーチン として 使 
われます， 

message db "Displayed by FUNCOOH example", 0DH， OAH, 
func-OOH: display message ； メッセージ 表示 (09H) 

terminate-program ； プ0 グラムの 終了 
code ends 

end start 
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1.11 フ 7 ン クシ ヨン リ ク エス ト 



INT 21H 



Read Keyboard And Echo 



ファンクション 01H 





キーボード 入力と エコー 


AX 


AH 


AL 






BX 


BH 


BL 


1 コール 1 


AH = 01H 


CX: 


CH 


CL 






OX 


DH 


DL 



I リタ 一 >l AL 入力され た 文字 



sp 



BP 



SI 



Dl 



IP 


FLAGSh 


FLAGSi 



cs 



DS 



ES 



標- 準 入力 （キーボード） から 1 文字 入力され るまで 待ち， 入力され た 文字 を標 

，出力 （スクリーン） に 出力し， その キャラクタ コード を AL レジスタに 返し ま 
す. この 入力が 〈CTRL-C〉 の埸 な， 割り込み タイプ 23H を 突ォ ラ します. 



read- kbd- and-echo macro 



int 

endm 



21H 



つぎの プログラム は， 文字 を 入力した とおりに スクリーンと プリ ンタに 出力す 
る ものです. リターン キーが 押される と 改行 キャリッジ リターン （コード） 
こ 出力され ます. ト 



func-01H: 



read^KDd-and-echo 


； キーボード 入力と エコー 


pnnt^cnar 


al 


； プリンタに 出力 (05H) 


cmp 


al, ODH 


： キャリッジ リターン コード か？ 


jne ' 


func-OlH 


； いいえの 時， 次の 文字の 入力 待ち 


print^char 


10 , 


； Sff コード を プリンタに 出力 (05H) 


display-char 


10 


； Sff コード を スクリーンに 出力 (02H) 




func-OlH 


； 他の 文字の 入力 待ち 
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INT 21H 



Display Character 



ファンクション 02H 



TO 





文字の スクリ 


ーン 出力 


AX 


L AH 1 


AL 








BX 


BH 


BL 


EB19B 


AH = 02H 




CX 


CH 


CL 




DL スク リー 


-ン 出力すべき 文字 


DX 


DH 





W^>\ なし 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSt 



DS 



ss 



ES 



DL 内の 文字 を 標準出力 （スクリーン） に 出力し ます， く CTRL-C> が 入力され 
た 場合 は， 割り込み タイプ 23H が 実行され ます， 



漏 display-char macro 



mov 
int 

endm 



character 
d,, character 
a\\ 02H 
21H 



つぎの プログラム は， 小文字 を 大文字に 
す • 

func-02H: read— kbd 

cmp al， "a 
jl uppercase 
cmp al v "z M 
や jg uppercase 

― sub al, 20H 

display— char al 
jrnp func_02H 



uppercase 



換 して スクリーンに 表示す る もので 
キーボード 入力 (08H) '、 
変換し ない 文字で ない） 



しない (英小文字 でな L， 
大文字の ASCII コードに！ 
大文字 を スクリーンに 出力 
他の 文字の 入力 待ち 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 



Auxiliary Input 



ファンクション 03H 





補助 入力 


AX 


AH 


AL 






BX 


BH 


BL 


\ コール 1 


AH = 03H 


CX: 


CH 


CL 






ox 


DH 


DL 



I リタ 一 >l AL 補助 装置から 入力され た 文字 



sp 



BP 



SI 



Dl 



IP 


FLAGSh 


FLAGSl 



cs 



OS 



ss 



ES 



I 解 Kl 補助 入力 装 B から 1 文字 入力され るまで 待ち， 入力され た 文字コード を AL に 

返します. この システム コール は， ステータス や エラー コード を 返しません， 
く CTRL-C〉 が 入力 される と 割り込み タイプ 23H が^ 行 されます. 



B auxJnput macro 



int 

endm 



ah, 03H 
21H 



つぎの プログラム は， 補助 装置から 入力され た 文字 を そのと おりに プリ ンタ出 
力す る ものです. エンド ォブ ファイル コード （ASCII コード 1AH, く CTRL- Z>) 
が 入力され ると， 出力 を 停止し ます. 



func-03H 



aux. input 

cmp al, 1AH 

je continue 

print-char al ' 

jmp func_03H 



補助 入力装置からの 入力 

ファイル エンド か？ 

はい^， 出力 を 停止 

入力 文字 を プリンタに 出力 (05H) 

他の 文字の 入力 待ち 



continue ： 
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INT 21 H 



Auxiliary Output 



ファンクション 04H 



補助 出力 

AH = 04H 

DL 補助 装置に 出力すべき 文字 



AX 
BX 
CX 

ox 



AH 


AL 


BH 


BL 


CH 


CL 


DH 





I リターン なし 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh FLAGSi 



CS 



OS 



SS 



ES 



DL 内の 文字 を， 補助 出力 装 It に 出力し ます. この システム コール は， ステ一 タ 
スゃ エラー コード を 返しません. 

<CTRL-C> が 入力 される と 割り込み タイプ 23H が 実行され ます. 



aux-outout macro 



mov 
int 

endm 



character 
dl, character 
ah, 04H 
21H 



つぎの プログラム は， キーボードから 入力され た 最高 80 バイ ト までの一 連の ス 
トリング ス （文字列） を 補助 装置に 出力す る ものです. この プログラム は， ヌル 
ストリング （CR のみ） が 入力され ると 停止し ます. 



string db 81 dup (？) 



； ファンクション 0AH 参照 



func.04H ： get-string 80, string 



cmp 
je 



string [1], 0 
continue 



キーボードから 最大 80 バイト 
入力す る (0AH) 
ヌル ストリング か？ 
はい 辦， 停止 
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mov cx, word ptr string 

mov bx, 0 
send—it: aux.output string [bx + 2] 

inc bx 

loop send-it 

jmp func-04H 

continue: • 



1-11 ファンクション リクエスト 

[1] ； ストリング 長 を 得る 

； インデックス (BX) に 0 を セット 

； 補助 装!！ に 出力 

； インデックス を インクリメント 

；次の 文字 出力 処理 

： 他の ストリングの 入力/出力 処理へ 
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Print Character 



ファンクション 05H 



□ 



mm 



rwi 



文字の プリンタ 出力 



I コール I AH = 05H 

DL プリンタに 出力すべき 文字 

PT^I なし 



AX: 


_ AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


0X 


0H 





BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh flags 



cs 



DS 



SS 



I » Kl DL 内の 文字 を プリンタに 出力し ます. く CTRL-C> が 入力され ると， 割り込み 

タイプ 23H が 実行され ます • この ファンクション は ステータス や エラー コード を 
返しません. 

print-char macro character 

mov dl, character 
mov ah, 05H 
int 21 H 



つぎの プログラム は， プリンタ 内に テストパターン を 出力す る ものです • この 

プログラム は， Lemu+o 力 5 押される と 停止し ます. 
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1.11 ファンクション リクエスト 



line—num db 0 

func-05H: mov cx, 60 

start-line: mov bl, 33 

add bl, line-m 

push cx 

mov cx, 80 

Print-it: print.char bl 

inc bl 

cmp W， 126 

]l no— reset 

mov bl, 33 

no -reset : loop print-it 

print-char 13 
print-char 10 

inc line.num 

pop cx 

loop start-line 



； プリンタ 出力 ライン 数 を 60 とする に 
： 最初に プリント 可能な ASCII 
； 文字 は (!) である 

； 出力す る 文字の オフセット を セット 
； プリンタ 出力 ライン カウンタ を セーブ 
； 1 行文の 文 翔 (80) を CX に セット 
： プリンタに 文字 を 出力 
： 次の ASCII 文字の 出力 準 懂 

； 出力 可能な 最後の 

； ASCII 文字に) か？ 

； まだのと き は no reset へ 
； 文字 (！) から 始める 

； 次の 文字の 出力 理へ 

； キャリッジ リターン コードの 出力 

； ラインフィード コードの 出力 

； オフセット を インクリメント 

： プリンタ 出力 ライン カウンタ を リストア 

： 次の ライン を プリント 
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INT 21H 



Direct Console I/O 




□ 



： 解 K 



直接 コンソール I/O 



コール I AH = 06H 




ーン AL 



コールす る 前に， DL = FFH の if^ ： 

ゼロ フラグが セッ ト されて いなければ, AL にキ 

ャラ クタが 入ります. 

ゼロ フラグが セットされ ていれば， キャラクタ 
は 無く， AL-00H になります， 
コールす る 前に， DL キ FFH の 
なし 



BP 



SI 



Dl 



IP 


F に AGSh 


FLAGSi 



cs 



OS 



ss 



, この ファンクション コ ールが 行われた ときの DL 内の 値に よ り 変わ り 



ます. 



DL = FFH 



DL キ FFH 



樣^ 入力 （キーボード） から 文字が 入力され た 場合， この 文字が 
AL 内に 返され， ゼロ フラグが 0 になります. 文字が 入力され て 
いない ゼロ フラグ は 1 になります. 
DL 内の 文字が， 標準出力 （スクリーン） に 出力され ます. 



この 機能 は， く CTRL-C> の 検査 を 行いません. 

dir-console.io macro switch 

mov dl, switch 

mov ah, 06H 

int 21 H 
endm 
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1-11 ファンクション リク エス ト 



つぎの プログラム は， システム クロック を 0 に セットし， 時刻 を 継続的に スク 

リーンに 表示す る ものです. いずれ かの 文字が 入力され たと き， 時刻の 表示が 停 

止します. 再びい ずれ かの 文字が 入力され ると， この クロック は 0 に リセット さ 

れ， 時刻の 表示が 再開し ます. 



time 



ten 



db M 00 ： 00 ： 00.00", 13, 10, "$" ； 

： ファンクション 09H 参照 

db 10 



func— 06H: 
read-clock ： 



stop: 



set-time 


0， 0, 0, 0 : 


ほ Jll もャ' ソ K fPDHl 


get 一 time 




時刻 を 得る (2CH) 


convert 


ch, tea time J 




convert 


cl， tea time [3] ； 


章 末 参照 


convert 


dh, tea time [6] ； 


十お AD 

早末变 Hft 


convert 


dl t tea time [9] ； 


單末祭 照 


display 


time ； 


time を スクリ -ンに 出力 (09H) 


dir-consoleJo 0FFH ； 


任 息の 文字 を 入力 


jne 


stop ； 


入力 ありの 時， 時刻表 示の 停止 


jmp 


read-clock ； 


入力な しの 時， 時刻表 示の 》» 






； running 


read-kbd 




キー ポー ド 入力 待ち (08H) 


jmp 


func-06H ; 


時タ j 表 不を冉 9b 
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コー 



D 



直接 コンソール 入力 


奪 AX= 1 






BX 


BH 1 


8L 


AH = 07H 


cx 


CH 


CL 




DX 


DH 


DL 



AL キーボードから 入力され た 文字 



SP 



BP 



SI 



IP 



FLAGSm FLAGSt 



cs 



ss 



ES 



標 « 入力 （キーボード） から 文字が 入力され るまで 待ち， つぎに この 文字 を AL 
に 返します， この ファンクション は， 文字の エコー やく CRT レ C> の 検査 は 行い 
ません. エコー またはく CTRL-C> の 検査 を 行う キーボード 入力 ファンクション 
について は， ファンクション 01 H または 08 H を 参照して ください， 



dir— console-input macro 



int 



ah, 07H 
21H 



つぎの プログラム は， 8 文字までの パスワード 入力 を 促す ブロン ブト を 表示し, 
—を 行わないで この 文字 をス ト リ ング 内に 入れる ものです. 



password db 8 dup (？) 
prompt db "password : $ 



； ファンクション 09H 参照 
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1.11 ファンクション リクエスト 



func-07H: 



mov cx, 8 



xor bx, bx 



get-pass: dir-consoleJnput 



continue: 



cmp al ( ODH 

je continue 

mov password [bx] ， al 

inc bx 

loop get- pass 
鲁 



prompt を スクリーンに 出力 (09H) 
入力 可能な パスワ-ドの 最大 值 8 を 

セット 

BXtfA ス ワードの インデックス 
として 使用 

キーボードから 入力され た 文字 を AL 
に 返す 

キャリッジ リターン か？ 

はい 俯 赚了 

いいえの 時， この 文字 を ストリング 内 
に 人れ る 

インデックス を インクリメント 
次の 文字 を 得る 

BX は パスワード +1 の 長さで ある 
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nsriKi 



1 



キー ボー ド 入力 



AH = 08H 



[^夕 一 >1 AL キーボードから 入力され た 文字 



AX 


AH 


AL 


8X 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX 


DH 


0L 









SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS 



FLAGSl 



cs 



DS 



SS 



ES 



一 ボード） から 1 文字 入力され るまで 待ち， つぎに この 文字 を AL 

に 返します • く CTRL-C〉 が 入力され た 場合， 割り込み タイプ 23H が 実行され ま 

す • この ファンクション は， 文字の エコー を 行いません （文字の エコー やく CTRL 
-C〉 の 検^ を 行う キーボード 入力 ファンクションに ついては， ファンクション 

01H を 参照して ください). 



read— kbd macro 
mov 
int 

endrn 



ah^ 08H 
21H 



つぎ 
表示し, 



ラム は， 8 文字までの パスワードの 入力 を 促す ため プロンプト を 
一 を 行わずに 文字 をス ト リ ング 内に 入れる ものです • 



prompt 



db 8dup (？) 
db "password: $" 



： ファンクション 09H 参照 
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1.11 ファンクション リクエスト 



func-08H 



display prompt 
mov cx, 8 

bx, bx 



get 一 pass: read-kbd 



cmp 



a I, ODH 
continue ' 
password [bx] 



inc bx 
loop 



al 



continue: 



prompt を スクリーンに 出力 (09H) 
入力 可能な パスワードの 最大 僅 8 を セット 
BXI おく ス ワードの インデックス として 
使用 

キーボードから 入力され た 文字 を 
AL に 返す 

キャリッジ リターン か？ 
はい 赚了 

いいえの 時， この 文字 を ストリング 内に 
入れる 

インデックス を インクリメント 
次の 文字 を 得る 

BX は パスワード +1 の 長さで ある 



第 1窣 システム コール 



■NT 21H 




\M if\ ス ト リ ング のスク リーン 出力 



コーを 



E 



[解 ！ 



AH = 09H 

DS:DX スクリーンに 出力すべき 文字列の 
先頭 アドレス 

なし 



AX: 


AH 


' AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX 


DH 


DL 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGS- 



J_FLAGSi 




DX に は， や で 終わる ス ト リ ングの オフ セッ ト （DS に は セグメント ァ ドレ 
ス） が 入って いなければ なりません. この ストリングが， 標準出力 （スクリーン） 
に 出力され ます （$ は， スクリーンに 出力され ません). 



display macro 



int 

endm 



string 

dx, offset string 
a は 09H 
21H 



I ^ I つぎの プログラム は， 入力され た キーの 16 進 コード を スクリーンに 出力す る も 

のです， 



table 

sixteen 

result 



"0123456789ABCDEP* 



db 
db 



"-00H", 13， 10, 



； $の《 明 は 
； 本文 を 参照 
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1.11 ファンクション リクエスト 

func-09H: read-kbd— and-echo ； キーボード 入力され た 文字 

- ： を スクリーンに 出力 (01H) 

convert al, sixteen, result [3] ；旱末 参照 

display result ； 入力され た キーの 16 進コ 

： ート' を スクリーンに 出力 
jmp func-09H ； ^WS^ 
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第 1« システム コール 



INT 21H 




^^^^^^^ ^ ^^^^ 



バッファード キーボード 入力 


AX 


AH 


AL 




BX 


BH 


8L 


AH = OAH 


CX 


CM 


CL 


DS ： DX 入力 バッファへの ポインタ 


DX 







[^ター >| なし 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS, 



FLAGS, 




DX に はパッ フ ァの オフ セッ ト （DS に は セグメ ントァ ドレス） が 入って いなけ 
れば なりません， ストリング は 標準入力 （キーボード） から 入力され ます. また， 
入力 バッファ はつぎの ような フォー マツ ト をして います， 

才 フセッ 卜 
1 



2 



3〜n 



CR (キャリッジ リターン コード） ま で 含めた バッ フ ァ 内の^ 

大文字 数 （ユーザ一 が， セットし ます.） 

実際に 入力され た， CR を 入れない 文字 数 （この 値 は， この フ 
アン クシ ヨンに よって セット されます •） 

バッファ 領域 （パイ ト 1 で 指定した 大きさ 以上で なければ な 
りません,） 



この ファンクション は， 文字が 入力され るまで 待ち， 文字が キーボードから 入 
力され ると， リターン キーが 押される まで， 3 バイト 目 以後の バッファに 入れる 
処理が 続きます. バッファが 最後の バイトの 1 つ 前まで 埋められ ると， それ 以後 

に 入力され た 文字 は 無視され， リ ターン キーが 押される まで ASCII コード 7(BEL) 
が ターミナルに 出力され ます. この ストリング は， 編集す る ことができます. 
く CTRL- C〉 が 入力され ると， 割り込み タイプ 23H が 実行され ます. 
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1.11 ファンクション リ ク エス ト 



MS-DOS はこの バッファの 2 パイ ト目 を， 入力され た 文字 数 (CR を 入れない) 
に セットし ます. - 



マクロ 定 ft get-stnng macro 



int 

endm 



limit, string 
dx, offset string 
string, limit 
ah, OAH 
21H 



つぎの プログラム は， キーボードから 最大 16 バイ 卜までの ス ト リ ングを 入力 
し， 24 行 X80 文字の スク リーン を この スト リ ングで 埋める ものです. 



buffer 
max length 

chars enierea 
string 

strings per line 
crlf 



label 

db 

db 



byte 

？ 
？ 



dw 



0 

13, 10， "$" 



最大 長 

文？ ft 

16 文字 +CR 

1 行に 出力 可能な ストリング 数 



func OAH: 



get -string 17, buffer 



display screen 



display-line: 



xor 



mov 

mov 

cbw 

div 

xor 

mov 

mov 

push 



display 
loop 



POP 

loop 



： バッファード キーボード 入力 

bx, bx :BX は バッファの インデックス として 

： バイ ト 単位で 使用 
bl, chars entered ；ス トリ ング長 を 得る 
buffer [bx+2] - "- 

al, 50H 



"$" :"$" の セット (09H) 
； ライン あたりの カラム 数 を 指定 



chars— entered ； 1 行 あた り のス ト リ ング数 を 算出 

ah. ah ： 残り をク リア 

strings- per. line, ax ； カラム カウンタ を セーブ 

cx, 24 ； ライン カウンタ を セット 

cx ； それ を セーブ 

cx, strings-per— line; カラム カウンタ を 得る 

string ； string を スクリーンに 出力 (09H) 

display-line 

crlf ； CRLF を スクリ -ンに 出力 (09H) 

cx ； ライン カウンタ を 得る 

display— screen ； 次の 1 行 ぁ 亍、 へ 



67 



第 1 章 システム コール 



INT 21H 




I リターン I AL= FFH 



00H 





キーボード ステータスの m 


AX: 




AL 






BX 


BH 


BL 


i コール 1 


AH=OBH 


CX: 


CH 


CL 






ox 


DH 


DL 



タイプ アヘッド バッファ 内に 文字 
が 入って いる. 

タイ プアへ ッ ド バッファ 内に 文字 
が 入って いない. 



SP 



SI 



DI 



IP 



FLAGSh FLAGSl 



cs 



DS 



ss 



ES 



標準入力 （標準 人力が リダイレクトで なければ タイプ アヘッド バッファ 内） に 

文字が 入って いるか どうか を 検査し ます. 入って いる 場合， AL に FFH (255) 
が， 入って いない 場合， 00H が 返されます • く CTRL-C> が バッファ 内に 入って 
いる 場合， 割り込み タイプ 23H が 実行され ます. 



園 



macro 

mov af\ OBH 
int 21 H 



つぎの プログラム は， いずれ かの キーが 押される まで， 時刻 を 継続的に スクリ 
—ンに 出力す る ものです， 



time 
ten 



db "00 ： 00 ： 00. 00,,， 13, 10， 
db 10 



• 



func— OBH: get-time 



； 時刻 を 得る (2CH) 
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1.11 ファンクション リ ク エス ト 



convert 
convert 
convert 
convert 
display 



ch, ten, time 
cl， tea time [3] 
dh, tea time [6] 
dl, ten, time [9] 
time 



check.kbd.status 
cmp a I, OFFH 



je 

jmp 



all-done 
func-OBH 



； 



ミ 参照 

mm 



E 末 参照 

time を スクリーンに 出力 (09H) 
キーボード ステータスの 検査 
タイプ アヘッド バッファ 内に 文字が 
； 入って いるか？ 

はいの 時， 《s 終了 
いいえの 時， 時刻 を»« 的に 

スクリーン 出力 



all-done: 
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第 1$ システム コール 



INT 21H 




1W 



；解 i 



マクロ 定《 



バッファ を 空に して， キーボード 入力 



コール 1 AH = OCH 

AL=01H， 06H， 07H, 08H, OAH ： 

対応す る ファンクションの コールが 行われる 
他の 値 ： これ 以上の 処理 は 行われない， 



AX 
BX 
CX 
OX 



AH 1 

BH 




BL 


CH 


CL 


DH 


DL 



• 



AL = 00H タイプ アヘッド バッファ は， 空に な 
つてい る. これ 以上の 処理 は 行われ 
ない， 



8P 



SI 



DI 



IP 


FLAGSh 1 


FLAGSi 



cs 



OS 



ss 



標 * 入力 バッファ （標準入力が リ ダイレク ト でなければ タイ プアへ ッ ド バッフ 
ァ） を 空に します. これ 以上の 処理 を 行う かどう か は， この ファンクション コー 

ルが 行われた 時の AL 内の 値に より ます， ' 
01H， 06H， 07H， 08H, 0AH …… 対応す る MS-DOS ファンクションが， 実行 

されます. 

他の 敏 …… これ 以上の 処理 は 行われず， AL に 0 が 返されます. 



flush-and-read— kbd macro 

mov 
mov 
int 

endm 



switch 
a I, switch 
ah, OCH 
21H 



I 例 I つぎの プログラム は， 文字 を 入力した とおりに スクリーンと プリ ンタに 出力す 

る ものです • リターン キーが 押された 時， この プログラム によって キャリッジ リ 
ターン 改行 （コード） が 両方に 出力され ます. 



func-OCH ： flush-and-read^kbd 1 

print-char al 



； バッファ を 空に して， キー ポー ド 入力 
； 入力され た 文字 を プリンタに 出力 (05H) 
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1.11 ファンクション リクエスト 



cmp 
jne 

print-chai 



al, ODH 

func-OCH 

10 



display-char 10 

jmp func-OCH 



キャリッジ リターン か？ 
いいえ 綱， プリンタに 出力 - 
はいの 時， プリンタに »ff コード を ： 
出力 (05H) 

スクリーンに 改行 コード を 出力 (02H) 
次の 文字 を 得る 
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第 1 % システム コール 






リセ ッ ト ディスク 


AX 


AH 


AL 






BX 


BH 


BL 




AH = ODH 


CX 


CH 


CL 






DX 


DH 


DL 




なし 







SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



F し AGSh 



FLAGS t 



CS 



DS 



SS 



ES 



内部 バッファ, ill 憶 域が ドライブ 内の ディスクと一 致して いるか どうか 確認す る 
ために 使用し ます， この ファンクション によって， 修正が 行われた バッファが 害 
き 出され， 内部 記憶 域に あるす ベての バッファに 解放され ている という 印が 付け 
られ ます. 

この ファンクション ODH はすべ ての ファイル バッファ を 書き出します • ディ 
レクト リ エントリの 更新 は 行わない ので， ユーザ は， ディレクトリ エントリの 更 
新 を 行うた めに 変更され た ファイル を クローズし なければ なりません （ファンク 
シ ヨン 10H の クローズ ファイル を， 参照して ください)， 



disk macro disk 

mov aK ODH 

int 21 H 
endm 



I 例 1 reset— disk ： この コールに は エラー リターン はない 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




能： ディスクの S 択 



解: 



「コール， AH = OEH 

DL ドライブ 番号 （00H = A:,01H = B:， など) 

I リタ 一 X AL 論理 ドライブの 数 





_ AH 1 


AL 


BX 


BH | 


BL 


cx 


CH | 


CL 


DX 


DH 





SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGSh 



FLAGS, 



CS 



ES 



DL で 指定され た ドライブ （00H = A:， 01H = B ：…） が、 カレントの ディスク 
として 選択され ます， AL に ドライブ 数が 返されます， 

注 息： 

将来の 互換性の ために， AL に 返された 値 は 注意 深 く 扱って く ださい. AL に 返 
される 論理 ドライブ 数 は， 実際に 接統 されて いる ドライブ 数と は 限らず， CON- 
FIG . SYS の LASTDRIVE 指定に よ つて 変わ ります. AL の敁小 W は 5 (LAST- 
DRIVE 指定な しで 実際の ドライブが 5 台 以下のと き） です ので， AL が 05H を 
返した からといって A, B, C, D, E の 各 ドライブが すべて 有効な ドライブ 指定 
と は 限りません. 



select-disk macro 



int 

endm 



disk 
dl, disk 
ah, OEH 
21H 



一" A" 
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第 1 牽 システム コール 

I 例 I つぎの プログラム は， 2 ドライブ システムで 現在 選択され ていない ドライブ を 

カレント ディスクに する ものです. ' 

f unc-OEH ： current-disk ； カレント ディスク を 得る （19H) 

cmp al, 00H ； ドライブ A 力^されて いるか？ 

je select-b ； はい (7)^, select b へ - 

select-disk "A" ； いいえ^， ドライブ A を 8« 
jmp continue 

select-b: select-disk "B" ； ドライブ B を 選択 

continue: • 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




コール 



ファイルの オープン 

AH =OFH 

DS : DX オープンされ ていない FCB 




R) タ―ジ AL = OOH ディレクトリ エントリが 存在す る. 

FFH ディ レクト リ エントリが 存在し ない 



SP 



BP 



SI 



Di 



IP 



FLAGSh 



FLAGSi 




DX に は， オープンされ ていない ファイル コントロール ブロック （FCB) のォ 
フセッ ト （DS 内の セグメ ントァ ドレスから） が 入って いなければ なり ません. 指 
定 された 名前の ファイル を 見つける ために， ディスク ディ レクト リ を 検索し ます. 

この ファイルの ディ レク トリエント リが 存在す る 場合， AL に 00H が 返され， 
FCB は 以下の ように セット されます. 



參 ドライブ コードが 00H (カレント ディスク） の 場合， 実際に 使用され ている 
ディスク 番号 （01H=A:， 02H = B:, • •) に 変更され ます. これにより， こ 
の ファイルで 引き 統き 行われる 動作 を 妨害す る ことなく， カレント ディスク 
を 変更す る ことができます. 

参 現在の ブロック フィールド （オフセット 0CH) は， ゼロに セッ 卜されます. 

• レコード サイズ （オフセット 0FH) は， システム デフォルト値 である 128 に 
セット されます. 

拳 ファイルの サイ ズ （オフ セッ ト 10H), 最後に 害き 込みが 行われた 日付 （オフ 
セッ ト 14H) と 時刻 （オフ セッ ト 16H) が、 ディ レク トリエント リか 

れた 情報 を 使用して セッ ト されます. 



この ファイル に対して シーケンシャルな ディスク アクセス を 行う 場合 は， 事前 



75 



第 lg システム コール 



に 現在の レコード フィールド （オフ セッ ト 20H) を， ランダムな ディ 
を 行う^ は， 相対 レコード フィールド （オフセット 21H) を セットして おかな 
ければ なりません. デフォルト レコード サイズ （128 パイ ト） を 使用し ない 場合 は， 
正しい 長さに セッ 卜して ください. 

n か' 存在し ないか， 属性が システム あるいは 隠 



された ファイルの AL に FFH (255) が 返されます. 



open 



macro fcb 

dx, offset fcb 



mov 
mov 
int 

endm 



ah, OFH 

21H ， 



つぎの プログラム は， ドライブ B: に 存在す る ディスク 上の TEXTFILE. ASC 
という 名前の ファイル を プリ ンタに 出力す る ものです. バッファの 中の レコード 
に エンド 才ブ ファイル コード （ASCII コード 1AH, <CTRL-Z» が 含まれて い 
ると き は， それが 検出され るまで 文字が 出力され ます. 



fcb 



buffer 



func-OFH 



read-line: 



db 
db 



set-dta 
open 
read.seq 
cmp 

ie 

cmp 



2, "TEXTFILEASC" 
25 dup (？) 
128 dup (？) 



buffer 

fcb 

fcb 

a I, 01H 
all-done 
a I, 00 H 



check more 



cx, 128 



xor 



SI, SI 



print-it 



print-char buffer [si] 
inc si 

print-it 



ディスク 転送 アドレスの セッ 
TEXTFILE. ASC ファイルの オーブン 
シーケンシャル リード （14H) 
ファイル エンド か？ 

はいの 時， aH— done へ 
ディレクトリ エントリ ヵ^す るか？ 

いいえの!^, check more へ 
record * 

はいの 時， バッファ 中の レコード を 

プリンタに 出力 

インデックス を 0 に セット 

バッファ 中の 文字 を プリンタに 出力 (05H) 

インデックス を インクリメント 

次の 文字 を プリンタに 出力 
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1.11 ファンクション リクエスト 



imp 

check— more: cmp 

jne 



find.eof 



al, 03H 
all-done 
cx, 128 



si. si 

cmp buffer [si] 
je all-done 
print-char buffer [si] 



mc 



all-done 



close 



si 

find-eof 
fcb 



26 



次の レコード を リード 

プリント する レコードが あるか？ 

いいえ 職 al し done へ 

はいの 時. バッファ 中の レコード を 

プリンタに 出力 

インデックス を 0 に セット 

ファイル エンド か？ 

はいの 時， al し done へ 

バッファ 中の 文字 を プリンタに 出力 

(05H) 

インデックス を インクリメント する 
ファイルの クローズ (10H) 
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第 1 章 システム コール 



INT 21H 



Close File 




解 



ファイルの クローズ 


AX: 




AL 




BX 


BH 


BL 


AH = 10H ' 


CX: 


CH 


C し 


DS:DX オープンされ ている FCB 









AL = 00H ディレクトリ ェント リが 存在す る， 
FFH ディレクトリ ェント リが 存在し ない 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm FLAGSl 



CS 



ss 



ES 



DX に は， オーブンされ ている FCB の オフセット （DS に は セグメント ァ ドレ 
ス） が 入って いなければ なりません. FCB で 指定され た ファイル を 見つける ため 
に， ディスク ディレクトリの 検索が 行われます. ファイルが 変更され た 場合， こ 
の ファンクション コール を 行わなければ ディ レク トリエント リは 更新され ませ 
ん. 

この ファイルの ディ レク トリエント リが 存在す る 場合， ファイルの ロケ ーショ 
ンが FCB 内の 対応す る エントリと 比較され ます. 必要に応じて， FCB と一 致さ 
せる ため， エントリ を 更新し， AL に 00H が 返されます. 

ファイルの ディレクトリ エントリが 存在し ない 場合， AL に FFH (255) が 返 
されます. 



close macro fcb 

mov dx, offset fcb 

mov ah, 10H 

int 21 H 
endm 
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つぎの プログラム は， ドライブ B: に 存在す る M0D1.BAS という 名前の ファ 
ィルの 先頭の バイ 卜が FFH かどう か 調べ， FFH の 場合 メッセージ を プリンタ 
に 出力す る ものです. 



message 
fcb 



buffer 



db "Not saved in ASCII format", 13， 10, 

db 2, "MODI BAS" 

db 25 dup (？) 
db 128 dup (？) 



fun に 1 OH 



set-dta 
open 



all-done: 



cmp 
jne 

display 
close 



buffer 

fcb 

fcb 

buffer, OFFH 
alLdone 



fcb 



： ディスク 転送 アドレスの セッ 
； M0D1.BAS ファイルの オープン (0FH) 

： シーケンシャル リード （14H) 

； ファイルの 先 » バイト は FFH か？ 

； いいえの 時， all jone へ 

； はいの 時， message を プリンタへ 出力 (09H) 

； ファイルの クローズ 
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システム コール 



INT 21H 



Search For First Entrv 






最初の エントリ を 検索 


AX 


AH 1 


AL 






BX: 


BH 


BL 


i コーリ n 


AH = 11H 


cx 


CH 1 


CL 




DS:DX オープンされ ていない FCB 


DX: 







AL= 00H ディレクトリ ェント リが 存在す る • 
FFH ディレクトリ エントリが 存在し ない, 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGSh 



FLAGSt 



CS 



DS 



SS 



ES 



DX に は， オーブンされ ていない FCB の オフセット （DS にはセ グメン 

ドレス） が 入って いなければ なりません. 敁 初に-致 する 名前 を a つける ために, 
ディスク ディレクトリ を 検索し ます • ファイル 名に は ワイルド カード 文字 を 使用 
する ことができます • 隠れて 見えない ファイル や システム ファイル を 検索す る 場 

合， DX は 拡張 FCB の 先頭の バイ トを 示して いなければ なりません • 

FCB 内の ファイル 名の ディ レク トリエント リが 存在す る 場合， AL に 0 が 返さ 
れ， 同じ 種類 （通常 または 拡張） の オーブンされ ていない FCB が ディスク 転送 
アドレスに 作成され ます. 

FCB 内の ファイル 名の ディ レク トリエント リが 存在し ない 場合， AL に FFH 
(255) が 返されます， 

検索して いる FCB が 通常の FCB の 場合， ディスク 転送 アドレスの 最初の 1 バ 
ィ トに は， 使われて いる ドライブ 番号が セッ ト され， つぎの 32 バイ 卜が ディ レク 
トリエント リ です， 

検索して いる FCB が 拡張 FCB の 場合， ディスク 転送 アドレスの 最初の 1 バイ 
トには FFH が， つぎの 5 バイ 卜に は 00 H がセッ 卜され， それに 続く 1 バイ 卜に 

検索して いる ファイルの 厲 性が 示されて います • 残りの 33 バイ トは 通常の FCB 

の 場合と 同じです （1 バイ 卜の ドライブ 番号と 32 バイ 
リ） • 
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1.11 ファンクション リクエスト 



ファンクション 12H (つぎの エントリ を 検索） を 使つ て ファイル 名 を 検索す る 
場合， DSIDX にあった もとの FCB は 決して オープン も 変更 もされて はなり ま 

せん. 

注意 

アトリビュート （« 性） フィールド は， 拡張 FCB の 最後の バイトで， FCB の 
前に 位 匿し ます （拡張 FCB の 詳細 は， つ, 8.3 拡張 FCB" を 参照). 
拡張 FCB が 用いられた 場合 は， つぎの よう な 検索が 行われ ま す • 

1. FCB のァ ト リ ビュー ト （K 性） が ゼロの 場合， 通常の ファイル ェント リ だけ 
が 検索され る. ボリューム ラペル， サブ ディレクトリ， 啄 された システム 

ファイル は 検索され ない. 

2. アトリビュート 性） フィールドが， 隨れた ファイル， システム フ アイ 

ル， ディレクトリ エントリ （02H, 04 H, 10 H) または その 任意の 組み合 

わせに セット された 場合， 通常の ファイルの 他に， これら も 検索され るよ 
うになる. これ は アトリビュート パイ トが 16H (隠された + システム + デ 

ィ レクト リ （3 ビット すべてが ON)) に セット された 場合で， ボリューム 

ラペル だけ は 除外され る. 

3. ァ トリ ビュート フィールドが ボリ ユー ムラ ペル （08 H) にセッ ト された 場^, 
ボリューム ラペル エントリ だけが 検索され， 他 は 対象から 除外され る. 

き fti search-first macro fcb 

mov dx， offset fcb 
mov ah, 1 1H 
int 21 H 
endm 

コ つぎの プログラム は， ドライブ B: に REPORT. ASM という 名前の ファイル 
が 存在す るか どう か を 検索す る も のです. 



yes 


db 


"FILE EXISTS. $" 


no 


db 


"FILE DOES NOT EXIST. $ 


fcb 


db 


2, "REPORT ASM" 




db 


25 dup (？) 


buffer 


db 


128 dup (？) 



func-HH: set-dta buffer ； ディスク O アドレスの セット (1AH) 
search-first fcb ； REPORT. ASM ファイルの 検索 
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第 1 章 システム コール 



cmp 
I© 

display 
jmp 

not 一 there: display 
continue : display 



a I, OFFH 
not— there 

yes 

continue 

no 

crlf 



ディレクトリ ヱン トリ 力 被す るか？ 

いいえの 時， not there へ 

はいの 時， yes を スクリーンに 出力 (0AH) 



no を スクリーンに 出力 (09H) 
CRLF を スクリーンに 出力 (09H) 
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1-11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 



Search For Next Entrv 



ン 12H 



□ 



コ— 



つぎの エントリ を 検索 

AH = 12H ベ 

： DX オープンされ ていない 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


0X 


0H 




DL 



AL = 00H ディ レク ト リ 
FFH ディ レク ト リ 



ト リが 存在す る， 
ト リが 存在し ない 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh 



CS 



DS 



SS 



ES 



し 



DX に は， 前に ファンクション 11H の コール を 行った とさに 指お された FCB 
の オフセット （DS 内の セグメント アドレスから） が 入って いなければ なり ませ 
ん， この ファンクション は， ファイル 名に ワイルド カード 文字が 使われた とき， 
他の ディ レク トリエント リ を 見つける ために， ファンクション 11H (最初の ェン 
リ 検索） の 後 使用し ます. つぎに一 致す る 名前 を 見つける ために この ディスク 
ィレク トリが， 検索され ます. ファイル 名に は ワイルド カード 文字 を 使用す る 
とがで きます. 隨れて 見えない ファイル または システム ファイル を 検索す る 場 
合， DX は 拡張 FCB の 先頭の パイ トを 示して いなければ なりません. 

FCB 内の ファイル 名の ディ レク トリエント リが 存在す る 場合， AL に 00H が 
返され， 同じ 種類 （通常 または 拡張） の オープンされ ていない FCB が ディスク 
転送 アドレスに 作成され ます. 

FCB 内の ファイル 名の ディ レク ト リエ ント リが 存在し ない 場合， AL に FFH 
(255) が 返されます （オープンされ ていない FCB について は ファンクション 11H 
を 参照して ください). 
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search- next macro fcb 

mov dx, offset fcb 

rnov ah, 12H 

int 21 H 



つぎの プログラム は， ドライブ B : に 存在す る ファイル 数 を スクリーンに 出力 



する ものです. 






， ' TOooagc 


db 


"No files',, 10， 




db 


0 


ten 


db 


10 


fcb 


db 


2, "？? ？?? ？?? ？? ？" 




db 


25 dup (？) 


buffer 


db 


128 dup (？) 


' func-12H: 


set—dta buffer 




search-first fcb 




cmp 


aL OFFH 




je 


all-done 




inc 


files 



search.dir 



done: 
all-done: 



search- next fcb 

cmp al, OFFH 

je done 

inc files 

jmp search-dir 

convert files, ten, 

display message 



ディスク 送 アドレスの セッ 

最初の エントリ を 検索 (11H) 
ディレクトリ エントリ カ爷 在す るか？ 

いいえの 時， all— done へ 

はいの 時， ファイル 数に 1 を 加える 
counter 

次の エントリ を検 《 
ディレクトリの エントリ 力 する か? 

はいの 時， ファイル 数に 1 を 加える 
counter 
再 チェック する 

:** 参照 

(message を スクリーンに 出力 (09H) 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 



Delete File 



ファンクション 13H 



t 機— ― 能—: ファイルの 削除 



コー 



例 



AH = 13H 

DS ： DX オープンされ ていない FCB 

AL = 00H ディ レク ト リエ ン ト リが 存在す る. 

FFH ディレクトリ エントリが 存在し ない 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX 







SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh 



FLAGSt 



CS 



DS 



ES 



DX に は， オーブンされ ていない FCB の オフセット （DS に は セグメント ァ 
ドレス） が 入って いなければ なりません. 目的の ファイル 名 を 見つける ために， 
ディ レクト リが 検索され ます. FCB 内の ファイル 名に は， ワイルド カード 文字 を 
用いる ことができます， 

—致す る ディ レク トリエント リが 存在す る 場合， この ェン ト リは ディ レク ト リ 
から 削除され AL に 00H が 返されます. この ファイル 名に ワイルド カード 文字 
力 5 使用され ている 場合, 該当する すべての ディ レク トリエント リが 削除され ます. 

—致す る ディレクトリ エントリが 存在し ない 場合， AL に FFH (255) が 返さ 
れ ます. ^ 



delete macro fcb 

mov dx, offset fcb 
mov ah, 13H 
int 21 H 
endm 

つぎの プログラム は， ドライブ B: に 存在す る ファイル のうち， 1982 年 12 月 31 
曰 以前に 編集 さ れた も の を 削除す る ものです. 



第 1 章 システム コール 



year 


dw 


1982 


month 


db - 


12 


day .、 


db 


31 


files 


db ― 


0 


ten 


db 


10 


message 


db 


"NO FILES DELETED.", 


fcb 


db 


2, "???????????" 




db 


25 dup (？) 


buffer 


db 


128 dup (？) 


func-13H: 


set-dti 


i buffer ； 




search-first fcb ； 




cmp 


al, OFFH ； 




je 


all-done ； 


compare: 


convert.date buffer ； 




cmp 


cx, year ； 




jg 


next ； 




cmp 


dh, month ； 




jg 


next ； 




cmp 


dh, day : 




jge 


next 




delete 


buffer ； 




inc 


files ； 



next: 



search-next fcb 



all-done 



cmp 
je 

cmp 
je 

convert 
display 



al， OOH 
compare 
files, 0 
all-done 
files, tea 



ディスク 《 送 アドレスの セッ 

最初の：!: ン トリ (7>tt 索 (11H) 
ディレクトリ エントリ は 存在す るか? 

いいえの 時， alljJone へ 
章 末 参照 

CX (年) DL (月) DH (日) を 
それぞれ year, month, day と 
比較す る 

1982 年 12 月 31 日 以前なら ば 
ファイル を 削除 



： インクリメント する 

； 次の エントリ を 検索 (12H) 

； ディレクトリ エントリ は #4 する か？ 

； はいの 時， 日付の チェック 

； いくつか ファイル を 削除した か？ 

； いいえの 時 NO FILES メッセージ を 表示 



； message を スクリーンに 出力 (09H) 
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1.11 ファンクション リ ク エス ト 



INT 21H 




コー 



シー 



ード 



AH = 14H 

DS:DX オープンされ ている FCB 

AL = 00H 正常な 読み込み 
01 H EOF 

02H ディスク 転送 アドレス （DTA) 

で 示される バッファが 小さす ぎる 
03H EOF, レコードの一 部分 




SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh FLAGSi 




DX に は， オーブンされ ている FCB の オフセット （DS に は セグメント ァ ドレ 
が 入って いなければ なりません. カレント （現在の） ブロック （オフセット 
0CH) および カレント （現在の） レコード （オフセット 20H) フィールド によつ 
て 示されて いる レコードが， ディスク 転送 アドレスに ロードされ， 次に カレント 
の ブロック および カレントの レコード フィ 一ルドが つぎの レコー ドを 示す よう に 

セット されます. 

レコード サイズ フィールド は， FCB 内の オフ セッ ト 0EH にある 値に セッ トさ 

れ ます. ， 

AL に 返される コード は， 以下の 処理が 行われた こと を 示します. 



コード 
00H 
01H 
02H 

03H 



g 味 



リード （読み込み） が 正しく 行われ， 処理 完了した. 
ファイルの 終わり. この レコードに データ は 入って いない， 

ディスク アドレス 内に， 1 レコード を 読み込む のに 十分 
な 領域が なく， 読み込み は 取り消された. 

ファイルの 終わり. く EOF> までの データが 読み込まれ， レコ 
ードの 残り の 部分が ゼ 口 で 埋め られ た. 
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第 1 章 システム コール 



macro fcb 
- mov dx, offset fcb 

mov ah, 14H 
int 21H 
endm 

つぎの プログラム は， ドライブ B: の TEXTFILE.ASC という 名前の フ アイ 
ル をスク リーンに 出力す る ものです • この フ アン クシ ヨン は MS-DOS の TYPE 
コマンドに 類似して います， 読み込んだ レコードの 途中に EOF (エンド ォ ブファ 
ィル： ASCII コード 1AH, <CTRL-Z» が ある 場合， そこまでの 文字が スクリ 
ーンに 出力され ます. 



fcb 



buffer 



db 2, "TEXTFILEASC 

db 25 dup (？) 

db 128 dup (？) , "$" 



read」ine: 



check- more 



find-eof : 



-done: 



buffer 
fcb 
fcb 

a I, 02H 
al し done 
al, 00H 
check-more 
buffer 
read-line 
a I, 03H 
al に done 

k si 

cmp buffer [si] , 26 

je al に done 

display-char buffer [si] 
inc Si 
jmp find-eof ' 



set-dta 
open 
read— seq 
cmp 

je 

cmp 
jg 

display 
jmp 」 
cmp 
jne 



ディスク fcS アドレスの セッ 
TEXTFILLASC ファイル を オープン (OAH) 
シーケンシャル リード 
ft み り 消された か？ 
はいの 時， all done へ 
ファイル エンド か？ 
はい 辦， check more へ 
buffer を スクリーンに 出力 (09H) 
次の レコ -ドを 得る 
レコード (^りが ft み 込まれて いるか？ 
いいえの 時， all 一 き へ 
インデックス を 0 に セット 
EOF キャラクタ か？ 
はいの 時. al し done へ 
バッファ 中の 文字 を スクリーンに 出力 (02H) 
インデックス を インクリメント 
次の 文字 を チェック 
ファイル を クローズ (10H) 
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INT 21H 




|] シーケンシャル ライ ト 



コール I AH = 15H 

： DX オープンされ ている 



解 Itt 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


cx 


CH 


CL 


DX 







リター^ I AL = OOH 

01H 
02H 



正常な 害き 込み. 
ディスクに 空き 領域がない， 
ディスク 転送 アドレス （DTA) 
で 示される パッ ファが 小さす ぎる. 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh 



FLAGSl 




DX に は， オーブンされ ている FCB の オフセット <DS に は セグメント ァ ドレ 
が 入って いなければ なりません. カレント （現在） の ブロック （オフセット 
0CH) および カレントの レコード （オフ セッ ト 20H) フィ 一ル ド によって 示され 
ている レコードに ディスク 転送 アドレスから 害き 込まれ， つぎに カレント ブロッ 
ク, カレント レコード フィ ール ドが つぎの レコード を 示す よう に セット されます. 

レコード サイズ は， FCB 内の オフセット 0EH にある 値に セット されます. レ 
コード サイズが 1 セクタより も/ J 、さい *^ は， ディ スク 転送 ァ ドレスに ある デ一 
タが バッファに 移され， この バッファに 入れられた データが 1 セクタに 達した 場 
合， ファイルが クローズ された «^ または リセット ディスク システム コール （フ 
アン クシ ヨン 0DH) が 行われた 場合， この バッファが ディ スクに 害き 込まれます， 
AL に 返される コード は， 以下の 処理が 行われた こと を 示します. 

コード 



00H 
01H 
02H 



耘 送が 正しく 行われ， 処理 完了した. 
ディスクに 空き 領域が なく， 害き 込み は 中止され た, 

ディスク 転送 ァ ドレスに， 1 レコード 

《ない ので， 害き 込み は 中止され た. 



き 込む ための 十分な 
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write-seq macro fcb 

mov dx, offset fcb 
mov ah, 15H 
int 21 H 
endm 

つぎの プログラム は， ドライブ B 
成す る ものです. この ファイルに は， 
と ファイル 名が 入って います， 



-size equ 



14 



に DIR. TMP という 名前の ファイル を 作 
ディスクの 番号 (01H = A ： , 02H = B ： •••) 



； FCB の 中の レコード サイズ フィールドの 
； オフセット 



fcbl 



fcb2 



bufier 



db 
db 
db 
db 
db 



2, "DIR TMP" 
25 dup (？) 
2, "???????????，' 
25 dup (？) 
128 dup (？) 



tunc 15H: set dta 



search— first 
cmp 

je 

cleate 
mov 



write it: 



write seg 

cmp 

jne 

search— next 
cmp 

ie 

imp 



buffer ； ディスク fcX アドレスの セット （1AH) 

fcb2 ； 最初の エントリ を 検索 

； ディレクトリ エントリ は 存在す るか？ 
； いいえの 畤， all done へ 
； DIR.TMP ファイルの 作成 (16H) 

fcbl [record-Size], 12 

； レコード サイズ 12 を セット 
； シーケンシャル ライ ト 



al.OFFH 
all— done 
fcbl 



all done: close 



fcbl 
al. 0 
all 一 done 
fcb2 
al, FFH 
ai し done 
write_it 
fcbl 



； 正常終了なら al し done へ 

ト； 次の l ン トリ を 検索 

. ； エントリ 力 被し なければ all— done 
； いいえの 時. all 一 done へ 
； はい 辦， レコード を ライト 
； ファイル を クローズ (10H) 



ぺ 
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INT 21H 



Create File 




ン 16H 



コール 



nngi 



フ アイ ルの 作成 

AH = 16H 

DS: DX オープンされ ていない FCB 



AX 






BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


0X 







，一 >l AL = 00H 空の ディ レク ト リが 存在す る • 

FFH 空の ディ レク ト リが 存在し ない. 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm FLAGS; 




DX に は， オーブンされ ていない FCB の オフセット （DS に は セグメント ァ 
ドレス） が 入って いなければ なりません. 空の エントリ または 指定され たフ アイ 
ル 名の 既存の ェント リ を 見つける ために， ディ レクト リが 検索され ます • 

空の ディ レク トリエント リが 存在す る 場合， この ェン トリ は ファイル サイ ズゼ 
口に 初期値 設定され， オーブン ファイル ファンクション （OFH) が 行われ， AL に 
00H が 返されます. アトリビュート バイト （オフセット FCB-1) を 2 に セット 
した 拡张 FCB を 使用す ると， 隠された ファイル を 作成す る ことができます， 

指定され た ファイル 名の エントリが 存在す る この ファイル 名に 対し ォ一 
プン ファイルシステム コール （ファンクション OFH) が 行われます， （すなわち， 
既存の ファイル は 消去され， 新規の 空の ファイルが 作成され る ことになります J 

空の ディ レクト リ エントリ も 指定され た ファイル 名の エントリ も 存在し ない 場 
合， AL に FFH (255) が 返されます. 

create macro fcb 



mov 
mov 
int 

endrn 



dx, offset fcb 
ah, 16H 
21H 
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つぎの プログラム は， ドライブ B: に DIR.TMP 

成す る ものです. この ファイルに は， ディスクの 番号 (01H = A:， 02H = B:-) 
とこの ディスク 上の ファイル 名が 入ります. 



record-size equ 



14 



； FCB の レコード サイズ フィールドの 
；才フ セット 



fcbl 



fcb2 



buffer 



db 
db 
db 
db 
db 



2, "DIR TMP' 
25 dup (？) 

2, "???????????" 

25 dup (？) 
128 dup (？) 



func-16H 



write-it: 



all-done 



set-d ね buffer 
search-first fcb2 
cmp a I, OFFH 

je all-done 
create fcbl 
mov fcbl [record 

write-seq fcbl 

search. next fcb2 

cmp al, OFFH 

je all-done 

jmp write-it 
close fcbl 



；ヂ イス ク^ア ドレスの セット (1AH) 
； 最初の エントリ を 検索 (11H) 
： ディレクトリ エントリが する か？ 
； いいえ 職 al し done へ 
； DIR.TMP ファイル (^成 
-size] ,12 

； レコード サイズ 12 を セット 
； シーケンシャル ライト （は H) 
„ ；次の エントリ を 検索 (12H) 

. ； ディレクトリ エントリ; 在す るか？ 

； いいえの 時， all 一 done へ 
； はい (^き， レコード を ライト 
； ファイル を クローズ (10H) 



1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 



Rename Mle 



ファンクション 17H 



1 機 能 i ファイル 名の 変更 



AH = 17H 

DS:DX 修正され た FCB 



AX 


AH 」 


AL 


BX 


QU 

W I 1 


B L 


cx 


CH 


1 CL 


DX 







[TJ ター >l AL = OOH 

FFH 



ディ レク トリエント リが 存在す る， 
目的の ディ レク トリエント リが 存在 
しない か， または ファイル 名が すで 
に 存在して いる. 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh FLAGSl 



CS 



_ °1 



ss 



DX に は， FCB の オフセット （DS に は セグメント アドレス） が 入って いなけ 
れ ばな りません. この FCB に は ドライブ 番号と ファイル 名に つづいて， オフ セ 
ッ ト 11H から 新しい ファイル 名が 入って いなけれ ばな りません. 修正したい フ ァ 
ィル名 （ワイルド カード 文字 を 使う ことができます） と一 致す る エントリ を 探す 
ために， この ディスク ディレクトリが 検索され ます. 

—致す る ディ レク トリエント リが 存在し， かつ 2 番目の ファイル 名が 存在し な 
い 場合， ディレクトリ ェント リの ファイル 名 は， 修正 用 FCB の 新しい ファイル 名 

に 変更され ます （新旧の ファイル 名が， 同じであって はなり ません）. 新しい 
目の ファイル 名に ワイルド カード 文字 が 使用され ている 場合， 古い ファ 
ル 名の 対応す る 文字 は 変更され ません. 処理が 完了す ると AL に 00H が 返され 



ます. 



きませ 



ん. 一致す る ディレクトリ エントリが 存在し ないか， または 2 番目の ファイル 名 
のェン ト リ がすで に 存在す る 《^ は， AL に FFH (255) が 返されます. 



1 章 システム コール 



rename macro fcb 

mov dx, offset fcb 



int 21 H 
endm 

つぎの プログラム は， 変更したい ファイル 名と 新しい ファイル 名の 入力す るプ 
ロン ブト を 出力し， ファイル 名の 変更 を 行う ものです， 



fcb 


db 


37 dup (？) 




prompt 1 


db 


"Filename: $'， 




prompt2 


db 


"New name: $" 




reply 


db 


17 dup (？) 




crlf 


db 


13, 10, 




func-17 ト 


1： display 


prompt 1 


； Promptl を スクリーンに 出力 (09H) 




get-string 15, reply 


： バッファード キーボード 入力 (OAH) 




display 


crlf 


； crlf を スクリーンに 出力 (09H) 




parse 


reply [2] , fcb 


： ファイル 名の讀 29H) 




display 


prompt2 


； prompt2 を スクリーンに 出力 (09H) 




get.string 


15, reply 


： バッファード キーボード 入力 (0AH) 




ai— play 


crlf 


； crlf を スクリーンに 出力 (09H) 




parse 


reply [2] ， fcb [16] 





rename fcb 



ファイル 名の 赌 (29H) 
ファイル 名の $5 



94 



L11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




1 機 能 1 カレント ディスク を 得る 


AX 


AH 1 


AL 


BX 






1 コ — リ门 AH = 19H 


CX 


CH 


CL 




DX 


DH 


DL 



ター- AL 現在 選択され ている ドライブ 

(00H = A f 01H = B, •••) 



sp 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh 



FLAGSl 



cs 



DS 



ss 



ES 



解 HR1 AL に 現在： SS 択 されて いる ドライブ (OOH = A ： ，01H = B ： ，•••） が 返されます, 



current-disk macro 

mov ah, 19H 
int 21 H 
endm 

つぎの プログラム は， 2 ドライブ システムで 現在 遒択 されて いる （カレン ト） ド 
ライブ を スクリーンに 表示す る ものです • 



crlf 



db 



"Current disk is $" 
13， 10,"$" 



； $の瞧 

； ファンクション 09H を 参照 



func— 19 H display message 

current-disk 
cmp al， OOH 
jne disk— b 
display— char "A" 



message を スクリーンに 出力 

カレント ドライブ を 得る 
カレント ドライブ は A か？ 
いいえの 時， diskj) へ 
を スクリーンに 出力 



95 



第 1 章 システム コール 



jmp all-done 
disk.b ： display—char "B" 
al に done: display crlf 



"B "を スクリーンに 出力 (02H) 
crlf をスク リー： 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 



Set Disk Transrer Address 



ファンクション 1AH 



ESQ 



ディスク 転送 アドレスの セッ ト 

AH = 1AH 

DS:DX ディスク feiS アドレス 



AX 
BX 

cx 

DX 



AH 


AL 


BH 


8L 


CH 


CL 


0H 





ru^>i なし 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS" 



FLAGS, 



CS 



OS 



SS 



ES 



DX に は， ディスク 転送 アドレスの オフセット （DS に は セグメント アドレス） 
が 入って いなければ なり ません. セグメ ントの 終了から^ へ 向う ディスク 転送 
や， 他の セグメ ン 卜に オーバーフロー する ような ディスク 転送 は 許されて いませ 
に 

注 息： 

as アドレス をセッ ト しない 場合， ms- dos では プログラム セグメ 

ントブ レフ イクス 内の オフ セッ ト 80H を デフォルト値 として 使用し ます • 
カレント ディスク 転送 アドレス は ファンクション 2FH で 得る ことができ ま 

す. 



& クロ^! set— d ね 



macro 
mov 
mov 
int 

endm 



buffer 

dx, offset buffer 
ah, 1AH 
21H 



I 例 1 つぎの プログラム は， プロンプト を 出力し， 入力した アルファベット を 数字 

(A = 01H, B = 02H, •••) に 変換し， つぎに ドライブ B: ALPHABET.DAT と 
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いう 名前の ファイルから 対応す る レコード を 読み出し， それ を スクリーンに 表示 

する ものです. この ファイルに は 各 レコードの サイズ は 28 バイ トの 長さの 26 個 
の レコードが 入って います. 



record-stze 


equ 


14 ； 


relative-record 


equ 

， 


33 • 


fcb 


db 


2, "ALPHABETDAT' 




db 


25 dup (？) 


buffer 


db 


34 dup (？ ), "$•' 


prompt 


db 


"Enter letter : $" 


crlf 


db 


13， 10, "$" 



FCB の レコードの 

サイズ フィールドの オフセット 

FCB の レコードの 

相対 レコード フィールドの オフセット 



func-lAH 



get— char: 



all-done 



set-dta buffer 

open fcb 

mov fcb [n 

display prompt 

read-kbd— and—echo 

cmp a\, ODH 

je alLdone 

sub a I, 41 H 



display 



display 
display 
imp 
close 



crlf 
fcb 



； ティ スク アト' レスの セット 

； ALPHABET.DAT ファイルの 
； オ-プン (0FH) 
)rd— size] , 28 ； レコード サイズ 28 を セット 
； prompt を スクリーンに 出力 (09H) 
： キーボード 入力 (01H) 
； キャリッジ リターン か？ 
； はい 綱， all 一 done へ 

； "摘， 
； ASCII コード をレ コ-ド 番号に 錢 
[relative-record] , al 

； 対応す る レコード を セット 
； crlf を スクリーンに 出力 
, ； ALPHABET.DAT ファイル を ランダム 

： リート' (21H) 
, ； buffer をスク リ ーンに 出力 (09H) 
； crlf を スクリーンに 出力 (09H) 
； 次の 文字 を 得る 
： ファイル を クローズ (15H) 



buffer 
crlf 

get-char 
fcb 
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INT 21H 



Get Default Drive Data 




ン 1BH 



CD 



lj» m デフォルト ドライブの データ を 得る 



AH = 1BH 

AL 1 クラスタ 当りの セクタ 数 
CX 1 セクタ 当りの バイ ト数 
DX 1 ドライブ 当りの クラスタ 数 
DS ： BX FAT- ID のァ ドレス 



AX 


AH 


AL 


8X 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


0X: 













SP 



BP 



SI 



01 



IP 



AGS 



AGSl 



cs 



DS 



ES 



データ は レジスタに 返されます. つぎに その 内容 を 示します • 

AL 1 クラスタ 当りの セクタ 数 （アロケーション ュニッ ト） 

CX 1 セクタ 当りの バイ ト数 

DX デフォルト ドライブの クラスタ 数 

BX は， ドライブの タイ ブを 表す ファイル アロケーション テーブル （FAT) の 
最初の 1 バイ トの オフセット アドレス （DS は， セグメント アドレス） を 返し ま 
す， つぎに その 内容 を 示します. 













ドライブの タイプ 






FFH 


320KB ディスク， 


1 


トラック 8 セクタ 


FEH 


256KB ディスク， 


1 


トラック 26 セクタ 




1MB ディスク， 


1 


トラック 8 セクタ 




160KB ディスク， 


1 


トラック 8 セクタ 


FDH 


320KB ディスク， 


1 


トラック 9 セクタ 


FCH 


160KB ディスク， 


1 


トラック 9 セクタ 


FBH 


640KB ディスク， 


1 


トラック 8 セクタ 


F9H 


640KB ディスク， 


1 


トラック 9 セクタ 


FEH 


ハードディスク 
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似た 機能 を 持つ ファンクション として 2 つの ファンクションが 挙げられます. 
1 つ は ファンクション 36H (ディスクの フリース ペース を 得る） で， 相違点 は， 
DX が 返す 値が， FAT-ID の アドレス ではなく， 使用可能な クラスタ 数な だけで 
す. もう 1 つ は， ファンクション 1CH (ドライブの データ を 得る） で， デフ オル 
ト 以外の ディスクの データ を 得る ことができます. 

ファイル アロケーション テーブル を 含む MS-DOS のデ イクス データの 詳細に 
関して は 第 3 章 を 参照して ください. 



[^口； def -drive-data 



macro 
push 



int 
mov 
pop 
endm 



ds 

a\\ 1BH 
21H 



[bx] 



つぎの プログラム は デフォルトの ドライブが 640KBFD か 別の ディスク ドラ 
イブ か を 判別し ます. 



stdout 



msg 
other 
fd640 
crH 



db 
db 
db 



1 

"Default drive is" 
"another." ' 
"fd640." 



func-lBH 



diskette : 
a I し done 二 



write— handle stdout, msg, 17 
jc write^error ― 

def drive-da ね 

cmp byte ptr[bx] f OFBH 

jne diskette 

write handle stdout, fd640， 6 



jmp short 
write— handle 
write- handle 



write error 
all-done 
stdout other, 8 
stdout crlf, 2 
write-error 



メッセージ 表示 
エラ— 処理へ 

デフォルト ドライブの データ を 得る 
FAT ID の リターン 镇= 0FBH か？ 
いいえの 時， diskette へ 
fd640 を 表示 (40H) 
エラーの 時 write error へ 
ク リア &al し done へ 
other を 表示 (40H) 
crlf を 表示 (40H) 
へ 



1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 





Get Drive Data 




ン 1CH 



ドライブの データ を 得る 


AX 


AH 


AL 


BX: 


BH 


BL 


AH= 1CH 


CX: 


CH 


CL 



DL 



ドライブ 番号 

(00H = カレント， 01H = A， 




) 



AL = 



CX 
DX 

DS: 



FFH ドライブ 番号の 指定が 無効 
FFH ^ 1 クラスタ 当りの セクタ 数 
1 セクタ 当りの パイ ト数 
1 ドライブ 当りの クラスタ 数 
BX FAT-ID のァ ドレス 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh FLAGSt 




DL で 指定され た ドライブ （00H = カレント， 01H = A, ) の データ を 返 

します. データ はつぎの レジスタ によって 返されます. 

AL 1 クラスタ （アロケーション ュニッ ト） 当りの セクタ 数 

CX 1 セクタ 当りの パイ ト数 

DX ドライブの クラスタ 数 ，， 

BX は， ドライブの タイプ を 表す ファイル アロケーション テーブル （FAT) の 
最初の 1 バイトの オフセット アドレス （DS は， セグメント アドレス） を 返し ま 
す. つぎに その 内容 を 示します. 



M 

FFH 
FEH 



- 



FDH 
FCH 
FBH 
F9H 



ドライブの タイプ 
320KB ディスク， 
6KB ディスク， 
1MB ディスク， 
160KB ディスク， 
320KB ディスク， 
160KB ディスク， 
640KB ディスク， 



1 トラック 8 セクタ 
1 卜 ラック 26 セクタ 
1 トラック 8 セクタ 
1 トラック 8 セクタ 
1 トラック 9 セクタ 
1 トラック 9 セクタ 
1 トラック 8 セクタ 



640KB ディスク， 1 トラック 9 セクタ 



FEH ハードディスク 



第 IS システム コール 



DL で 指定され た ドライブ 番号が 無効の 場合 は， AL に FFH を 返します. 

似た 機能 を 持つ ファンクション として 2 つの ファンクションが 挙げられます. 
1 つ は， ファンクション 36H (ディスクの フリース ペース を 得る） で， 相違点 は， 
BX が 返す 値が， FAT-ID の アドレス ではなく， 使用可能な クラスタ 数で ある こ 
とです. もう 1 つ は， ファンクション 1BH (デフォルト ドライブの データ を 得る) 
で， デフォルトの ディスク のみの データ を 得る ことです. ' 

ファイル アロケーション テーブル を 含む MS- DOS の ディスク データの 詳細に 
関して は 第 3 章 を 参照して ください. 



drive-data 



macro 
push 



int 



Pop 
endm 



drive 
ds 

dl, drive 
ah, 1CH 
21H 



[bx] 



ds 



つぎの プログラム は， ドライブ B: が 640KBFD か 別の ディスク ドライブ か を 

判別し ます. • ，. 



stdout 



equ 



1 



msg 
other 
fd640 
crif 



db 
db 
db 
db 



"Drive B is" 
"another' 
"fd640" 



begin 



write handle 

jc 

drive-data 

cmp 

jne 

write- handle 

jc 
jmp 



stdout, msg, 11 ； msg を 表示 

write— error ； i ラ -ft 理へ 

2 ； ドライブの デ-タ を 得る 

byte ptr[bx〕， 0FBH ； 「六丁10のリターン值=0卩8^、？ 

diskette ； いいえの 時， diskette へ 

stdout, fd640, 6 ； fd640 を 表示 (40H) 

write -error ； エラー j 

all done ； 



へ 
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1-11 ファンクション リク ヱ スト 



diskette: write.handle stdout, other, 8 
al に done: write.handle stdout, crlf, 2 

jc write- error 



other を 表示 (40H) T 
crlf を 表示 (40H) 

エラー as へ 



103 



第 1 章 システム コール 



INT 21H 



1 




Random Read 


ファンクション 21H 



： 解 Itt: 



マクロ 



ランダム リード 

AH = 21H 

DS:DX オープン された FCB 



AX 1 






BX 


BH 


8 し 


cx 


CH 


CL 


DX 







リタ 一 >l AL = 



00H 正常な 読み込み 
01 H EOF 

02H ディスク 転送 アドレス （DTA) 

で 示される バッファが 小さす ぎる 
03H EOF, レコードの一 部分 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm FLAGSl 



cs 



DS 



SS 



ES 



DX に は， オープン された FCB の オフセット （DS に は セグメント アドレス） 
が 入って いなければ なり ません. カレント （現在の） ブロ ック （オフセット 0CH) 
と カレント レコード （オフセット 20H) フィールド 力^ 相対 レコード フィールド 
(オフセット 21H) と一 致す るよう にセッ 卜され， つぎに これらの フィールド によ 
つて 指定され た レコードが， ディ スク 転送 ァ ドレスに ロード されます • 

AL に 返される コード は， つぎの 処理が 行われた こと を 示します. 



コード 
00H 
01H 
02H 

03H 



read-ran 



趣 

リード （読み込み） が 正しく 行われ， 処理が 完了した， 
ファイルの 終わり • この レコードに データ は 存在し ない • 
ディスク 転送 アドレスに， 1 レコード を 読み込む だけの 十分な 
領域が なく， 読み込み は 中止され た， 

ファイルの 終わり. く EOF> までの データが 読み込まれ， レコ一 
ドの 残りの 部分が ゼロで 埋められた， 

macro fcb 

mov dx, offset fcb 

mov ah, 21H 

int 21 H 
endm 
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1.11 ファンクション リクエスト 



つぎの プログラム は， 文字 入力 を 促す プロンプト を 表示し， 入力した アルファ 

ペット を 数字 (A-01H, B=02H, C=03H, ■••) に 変換し， 次に ドライブ B: の 
ALPHABET . DAT という 名前の ファイルから 対応す る レコード を 読み出し， 
それ を スクリーンに 出力す る ものです. この ファイルに は， 各 レコード は 28 パイ 
卜の 長さの 26 個の レコードが 入って います • 



recura - 化 


mil 


14 ； 


FCB の 

サイズ フィールドの オフセット 


relative-record 


equ 


33 ; 


FCB の 








相対 レコード フィールドの オフセット 

雪 ■，■ 攀 ， ， 


fcb 


db 
db 


2, "ALPHABETDAT 

25 dup (？) 




buffer 


db 


34 dup (？ ), 




愈 

prompt 


db 


"Enter letter : $" 




crli 


db 


13, 10, "$" 




I 

tunc 21 H- 


set-dta buffer ； 


ディスク feiS ァ ド レスの セッ ト （1AH) 




open 


fcb ； ALPHABET.DAT ファイルの オープン 

: (OFH) 




rnov 


fcb [record-size] ， 28 ； レコード サイズ 28 を セット 


get-chan 


display prompt 


： prompt を スクリーンに 出力 (09H) 




read-kbcLand— echo 


： キーボード 入力 (01H) 




cmp 


al, 0DH •• 


； キャリッジ リターン か？ 




ie 


all-done 


； はい 辦， al し done へ 




sub 


al, 41 H 








； いいえの 畤， ASCII コード を 



レコード 番号に 



mov fcb [relative-record] , al ； 対応す る レコ一 ド をセッ ト 



display crlf 
read- ran fcb 

display buffer 
display crlf 
jmp get-char 
close fcb 



； crlf を スクリーンに 出力 (09H) 

ALPHABET.DAT ファイル を 
ランダム リード 

buffer を スクリーンに 出力 (09H) 
crlf を スクリーンに 出力 (09H) 



ファイル を クローズ (10H) 
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INT 21H 



Random Write 



ファンクション 22H 



コー 



I 機 能 I ランダム ライト 



AH = 22H 

:DX オープン された FCB 



AX 
BX 
CX 
DX 



AH 


AL 


BH 


B し 


CH 


CL 




[_ " 



AL = 00H 
01H 
02H 



正常な 書き込み 

ディ スクに 空き 領域がない， 

ディスク 転送 アドレス （DTA) 
で 示される バッファが 小さす ぎる 



SP 



BP 



SI 



Dl 



• 



IP 


FLAGSh 


PLAGSi 



cs 



DS 



ss 



ES 



DX に は， オーブン された FCB 内の オフセット （DS に は セグメント ァ ドレ 
ス） が 入って いなければ なりません， カレント （現在） の ブロック （オフセット 
0CH) と カレント レコード （オフセット 20H) フィールドが 相対 レコード フィ一 
ルド （オフセット 21H) と一 致す るよう に セットされ， つぎに これらの フ ィール 
ド によって 指定され た レコードへ， ディスク 転送 アドレスから 害き 込まれます. 
レコード サイズが 1 セクタより 小さい^ は， これらの レコードが バッファに 入 

れ られ， 1 セクタ 分に 達した とき， ファイルが クローズ された， ファンクション 
0DH が 実行され た， のい ずれ かの 場合， 書き込まれます. 
AL に 返される コード は， 以下の 処理が 行われた こと を 示します • 



コード 

00H 書き込みが 正しく 行われ， 処理 は 完了した. 
01H ディスクに 空き 領域がない. 

02H ディスク 転送 アドレスに， 1 レコード を 害き 込みのに 十分な 領 

域が なく， 害き 込み は 中止され た. 
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write.ran macro fcb 

mou dx, offset fcb 
mov ah, 22H 
int 21H 
endm 

つぎの プログラム は， 文字 入力 を 促す プロンプト を 表示し， 入力した アルファ 
ペット を 数字 （A = 01H, B = 02H, C = 03H,-) に 変換し， つぎに ドライブ B: 
の ALPHABET. DAT という 名前の ファイルから 対応す る レコード を 読み込 
み， それ をスク リーンに 出力す る ものです. この ファイルに は 各 レコード 28 バイ 
トの 長さの 26 個の レコードが 入って います. 該当する レコード を 出力した 後， 変 
更 された レコード を 入力す るた めの ブロン ブト を 出力し ます. ユーザ一 が 新規の 
レコード を 入力した 場合， その レコード は ファイルに 害き 込まれ， 単に リターン 
キーの み を 押した 場合 レコードの H 換は 行われません. 



record-size 



equ 



14 



； FCB の サイズ フィールドの オフ セッ ト 



relative-record equ 



33 



； FCB の 相対 レコード フィールドの オフ セッ ト 



fcb 


db 


2, "ALPHABETDAT' 




db 


25 dup (？) 


buffer 


db 


26 dup (？ )， 13, 10,"$" 


promptl 


db 


"Enter letter : $" 


prompt 2 


db 


"New record (RETURN for no change) 


crlf . 


db 


13, 10， "$" 


reply 


db 


28 dup (32) に 


blanks 


db 


26 dup (32) 



r 



func— 22H 



get-char: 



open 



buffer ： ディスク ^アドレスの セゥ 

fcb ； ALPHABETDAT ファイルの オープン (OFH) 

fcb [record-size] ,28 ； レコード サイズ 28 をセッ ト 
display promptl ； promptl を スクリーンに 出力 (09H) 
read-kbd.and.echo ； キー ポー ド 入力 (01H) 
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cmp 
sub 



a I, ODH 

all-done 

al t 41 H 



• 



キャリッジ リターン か？ i 
はい 職 all 一 done へ 
いいえの 時， ASCII コード を 

レコード 番号に？ 》 
fcb [relative-record] , al 

； 対応す る レコード を セット 

； crlf を スクリーンに 出力 (09H) 

； ランダム ライ ト 

； buffer を スクリーンに 出力 (09H) 
； crlf を スクリーンに 出力 (09H) 
； prompt2 を スクリーンに 出力 (09H) 
： バッファ- ト' キ-ポ —ド 入力 (0AH) 
； crlf を スクリーンに 出力 (09H) 
cmp reply [1] , 0 ： キャリッジ リターン の キーが 

； 押された か？ 
； いいえ 喊 
： 次の 文字 を 得る 



display crlf 

read-ran fcb 

display buffer 

display crlf 

display prompt2 
get-string 27， reply 

display crlf 



ie 



get-Char 



alLdone: 



bx, bx 

bl, reply [1] ； カウンタ として reply の バッファ レングス 

；を 使用 

move-string blanks, buffer, 26 ； 章 末 参照 
move-string reply [2] , buffer, bx ； 章 末 参照 ' 
write-ran fcb ' ランガ 厶丹ィ ト 、，'• 

jmp get-char ； 次の 文字 を 得る 'に、 
dose fcb ； ファイル を クローズ (10H) 
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コー 



ファイルの 大きさ を 得る 


AX 




AL 


BX 


BH 


BL 


AH = 23H 


CX 


CH 


CL 



DS ： DX オープンされ ていない FCB 

AL = 00H ディレクトリ ェント リが 存在 • 

FFH ディレクトリ エントリが 存在し なレ 



DX 




SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS 



H 



FLAGS; 




DX に は， オーブンされ ていない FCB の オフセット （DS に は， セグメント 
アドレス） が 入って いなければ なりません， この ファンクション コール を 行うた 
めに は， 事前に レコード サイズ フィールド （オフセット OEH) を 該当する 値に セ 
ット してお きます. 最初に一 致す る エントリ を 見つける ために， この ディスク デ 
ィ レク 卜 リが 検索され ます. 

—致す る ディレクトリ エントリが 存在す る 場合， 相対 レコード フィールド （ォ 
フ セット 21H) が， ディ レクト リ 内の ファイル サイズ （オフセット 1CH) と FCB 
内の レコード サイズ フィールド （オフセット OEH) から 計算した ファイルの レコ 
― ド 数に セッ ト され， AL に 00H が 返されます. 

—致す る ディレクトリが 存在し ない^， AL に FFH (255) が 返されます. 

注意： ' 

FCB の レコード サイズ フィールド （オフセット OEH) の 値が， レコード 内の 実 

際の 文字 数と— 致しない * &， この ファンクション は 正しい ファイル サイズ を 返 
しません • デフォルト レコード サイズ （128) を 使わない ％ &, この ファンク ショ 

ンを 使用す る 前に レコード サイズ フィールド を 正しい 値に セッ ト してお かなけれ 

ばな りません. 
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[^クロ 魂 



file— size macro fcb 



rwi 



mov 
int 

endm 



dx， offset fcb 
ah' 23H 
21H 



つぎの プログラム は， ファイル 名の 入力 を 促す プロンプト を 表示し， この ファ 

ィルを オーブンして FCB 内の レコード サイズ フィールド を 埋め， ファイル サイ 
ズ システム コール を 行い， ファイル サイズと レコード 数 を 16 進で スク リーンに 表 
示す る ものです. 



fcb 

prompt 

msgl 

msg2 

crif 

reply 

sixteen 



db 
db 
db 
db 



db 
db 



37 dup (？) 

"File name: $ 
"Record length : 
"Records: 1 
13, 10, 
17 dup (？) 
16 



, 10, 
13, 10, "$" 



func.23H: 



get- length 



convert.it : 



display prompt 
get-string 17， reply 



cmp 
jne 

jmp ' 
display 
parse 
open 

file-size 
mov 



mov 
cmp 

je 

convert 
inc 



； prompt を スクリーンに 出力 (09H) 
： バッファード キーボード 入力 (OAH) 
； キャリッジ リターン か？ 
； いいえ 辦， getjength へ 
； はいの 時， all done へ 
； crif を スクリーンに 出力 (09H) 
； ファイル 名の)^ (29H) 
： ファイルの オープン (0FH) 
； ファイルの 大きさ を 得る 
； 相対 レコード フィールドの 
： オフセット を セット 
； msg2 に 答える 

• 魏 する 数字が 
； いいえの 時， show it へ 
fcb [si], sixteen, msg2 [di] 

si ； n-o-r ィ ン デック スをィ ンク リメ ント 



reply [1], 0 
get Jength 
al に done 
crif 

reply [2], fcb 

fcb 

fcb 

si, 33 
di, 9. 

fcb [si], 0 ' 
show 一 it 
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di 



； メッセージ イン アッタス を 
； インクリメント 



show-it: 



al し done 



imp 

convert 

display 

display 

jmp 

close 



convert— it 

fcb [14]， si: 

msgl 

msg2 

func.23H 

fcb 



； 数字 を チェック 

sen, msgl [15] 

msgl を スクリーンに 出力 (09H) 
msg2 を スクリーンに 出力 (09H) 
別の ファイル 名 を 得る 
ファイル を クローズ (10H) 
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INT 21H 



Set Relative Record 



ファンクション 24H 



コール 



:(C3 



相対 レコードの セッ ト 

AH = 24H 

:DX オープン された FCB 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


B し 


CX 


CH 


CL 


DX 







ター ジ なし 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGS" FLAGSi 



CS 



ss 



ES 



DX に は， オーブン された FCB の オフセット （DS に は， セグメント アドレス） 
が 入って いなければ なりません • 相対 レコード フィールド （オフ セッ ト 21H) は， 
カレント （現在の） ブロック （オフ セッ ト 0CH) と カレント レコード フィールド （ォ 
フセッ ト 20H) と 同じ ファイル アドレスに セット されます， 

ファンクション 21H, 22H, 27H, 28H を 使用す る 前に この ファンクション を 
使って ファイル ボイ ンタ をセッ ト しなければ なりません • 

set 一 relative-record macro fcb 

mov dx, offset fcb 
mov ah， 24H 
int 21 H 
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つぎの プログラム は， ランダム ブロック リード （読み出し） と ランダム ブロッ 

クラ イト （害き 込み） の システム コール を 使用して， ファイルの コピー を 行う も 
のです. レコード サイズ を ファイルの 大きさと 等しくなる ように セットし， レコ 

ード カウント を 1 に セットし， 32K バイ トの バッファ を 使用す る ことによって， 
コピーの 速度が 速くなります， ファイル ポインタ は， カレント レコード フ ィール 
ド （オフ セッ ト 20H) を 1 に セットし， 相対 レコードの セッ ト 機能 を 使用して 相 
対 レコード フィールド （オフ セッ ト 21H) を カレント ブロック （オフセット OCH) 

と カレント レコード フィールド （オフセット 20H) を 組み合わせ たものと 同じ レ 
コードに ポイントさせる ことによって， 位置 決めされ ます. 



current-record equ 32 



file-size 



equ 16 



； FCB の レコード サイズ フィールドの 
：才フ セット 

:FCB の ファイル サイズ フィールドの 
； オフセット 



fcb 

filename 
prompt 1 
prompt 2 
crlf 

file-length 
buffer 



db 37 dup (？) 
db 17 dup (？) 

"File to copy: $" 
"Name of copy: $ 
db 13， 10， T 
dw ？ 

db 32767 dup (？) 



; $ の 説明 は ファンクション 09H を 参照 



func-24 H 



set-dta buffer 
display prompt 1 

get-string 15, filename 
display crlf 

parse filename [2], fcb 
open fcb 

mov fcb [current-record], 



0 



ディスク 6 送 アドレスの セット 
(1AH) 

promptl を スクリーンに 出力 
(09H) 

ファイル 名の 入力 (0AH) 
crlf を スクリ 一ンに 出力 (09H) 
ファイル 名の) Btt(29H) 
ファイルの オープン (0FH) 
カレント レコード フィールド 
を セット 
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set-relative-record fcb 


； 相対 レコード を セット 


mov ax, word ptr fcb [file-Size] 


； ファイル サイズ を 得る 


mov file-length, ax ； 


ランダム ブロック ライトす る 




： ために それ を セーブ 


ran-block-read fcb, 1, ax ； 


； ランダム プロック リード (27H) 


display prompt2 ； 


prompt2 を スクリーンに 出力 




： (09H) 


get- string 15, filename ； 


ファイル 名の 入力 (0AH) 


display crlf ； 


crif を スクリーンに 出力 (09H) 


parse filename [2], fcb ； 


ファイル 名の ««f(29H) 


create fcb ； 


ファイルの 作成 (16H) 


mov fcb [current-record], 0 ； 


カレント レコード フィールド 




を セット 


set-relative.record fcb j 


相対 レコード を セット 


mov ax, file-length ； 


； オリジナル ファイル (7>ft さ を 得る 


ran— block-write fcb, 1， ax ; 


； ランダ 厶ブ 0 ック ライト (28H) 


close fcb j 


； ファイルの クローズ (10H) 
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INT 21H 




[」 



1 機 能 1 割り込み ベクタの セッ ト 


AX 


AH 


AL 




BX: 


BH 


BL 


1 コール 1 AH = 25H 


CX 


CH 


CL 


AL 割り込み タイプ 番号 


DX 







:DX 割り込み 処理 ルーチン 



リターン なし 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSi 



CS 



D 



i 



この ファンクション は， 特定の 割り込み ベクタ をセッ ト する ために 使 します. 

MS-DOS は， これによ つて プロセス ごとに 割り込み を 管理す る ことができます • 

指定した 割り込みの ベクタ テーブルに， DS ： DX で 示される 割り込み 処理 ルー 
チンの アドレス をセッ 卜します， DX に は， 割り込み 処理 ルーチンの オフ セッ ト 
(DS に は， セグメント アドレス） が 入って いなければ なりません， AL に は， この 
ルーチン によって 処理され る 割り込み タイプの 番号が 入って いなければ なり ませ 

ん. 



set— vector macro interrupt, seg-addr, off— addr 



push 


ds 


mov 


ax, seg-addr 


mov 


ds f ax 


mov 


dx, off.addr 


mov 


al, interrupt 


mov 


ah, 25H 


int 


21H 


POP 


ds 
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Ids dx, intvector 
mov ah, 25H 
mov al， intnumber 
int 21H 
； エラーが なければ リターン 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 



Create New PSP 



ファンクション 26H 



■LSI 濯 



に 漏で ■ 



新しい PSP (プログラム セグメント プ レフ イク 

ス） を 作成す る， 

AH = 26H 

DX 新しい PSP の セグメント アドレス 




なし 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh 



FLAGSl 



CS 



DS 



£S 



DX に は 必ず， 新しい PSP の セグメント アドレスが 入って いなければ なり ま 
せん • 

この ファンクション コール は， V2.0 以前の MS- DOS と 互換性 を 保った めに 
用 K されて います • 新規の プログラム では （V2.0 以前と 互換性 を 保つ 必要がない 
ならば)， ファンクション 4BH, コード 00H を 使って 子 プロセス を 起動して く 
ださい • 



create- psp 



macro 
mov 
mov 
endm 



seg-addr 
dx, seg-addr 
ah, 26H 



の ファンクション は， ファンクション 4BH, コード 00H (プログラムの 口 
ードと 実行)， ファンクション 4BH, コード 03H (オーバーレイの ロード） によ 
つて 置き換えられ ますので， プログラム は 省略いた します. 
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INT 21H 




CD 



C1E 



ランダム ブロック リード 

AH = 27H 

DS:DX オープン された FCB 
CX 読み出すべき レコード 数 



AX 


AH 


AL 


BX 


8H 


BL 


CX 


CH 


CL 


0X: 


DH 


DL 



ター ジ AL = 00 H 

01 H 
02H 



03H 



読み出しの 正常終了 
EOF, 空 レコード 

ディスク 転送 アドレス （DTA) 
で 示される バッファが 小さす ぎる 
EOF, レコードの一 i 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGS" FLAGSl 



CX 読み取られた レコード 数 



cs 



OS 



ss 



ES 



DX に は， オーブン された FCB の オフセット （DS に は， セグメント アドレス） 
が 入って いなければ なりません. CX に は， 読み出すべき レコード 数 を セットし 
ます. CX に 0 が 入って いる 場合， レコード は统み 出されずに （動作が 行われな 

い）， この ファンクション を 終了し ます， 指定され た レコード 数 （レコード サイズ 

フィールド (オフセット 0EH) から 計 H される） の 読み出しが， 相対 レコード フ 
ィー ルド （オフセット 21H) で 指定され た レコードから 開始され ます， 読み出さ 
れた レコード は， ディスク 転送 アドレスに 入ります • 

この ファンクション 実行 前に ファンクション 24H によって 相対 レコード をセ 
ッ ト しなければ なりません. 

AL に 返される レコード は， 以下の 処理が 行われた こと を 示します. 



コード 

00H 
01H 
02H 

03H 



読み出しが 正しく 行われ， 処理 は 完了した. 
ファイルの 終わり， この レコードに データ は 存在し ない. 
ディスク IE 送 アドレスに， 1 レコード を 読み込む ために 十分な 領域 
がな く， 読み込み は 中止され た. 

ファイルの 終わり， く E0F〉 までの データが 読み込まれ， レコードの 
残 り の 部分が 0 で 埋め ら れた. 
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. CX に， 読み取られた レコード 数が 返されます • カレント ブロック （オフ セッ 
, ト OCH), カレント レコード （オフセット 20H) および 相対 レコード （オフセット 
21H) フィールド は， つぎの レコードの アドレスに セット されます， 

ran— block 一 reaa macro rcb, count, rec-size 

mov dx， offset fcb 
cx, count 

word ptr fcb [14]， rec. 
ah, 27H 
21H 



mov 
mov 
mov 
int 
endm 



つぎの プログラム は， ランダム ブロック リード ファンクション を 使用し フ アイ 
ル コピー を 行う ものです • レコード カウント を 1 に， また レコード サイズ をファ 

ィルの 大きさと 等しくなる ように 指定し， 32K パイ トの バッファ を 使用す る こと 
によって， コピーの 速度が 速くなります. この ファイル は， 1 つの レコード とし 
て 読み込まれます （ファンクション 28H を 使用した プログラム 例と 比較して くだ 
さい， ファンクション 28H では， レコード サイズ を 1 に， レコード カウント をフ 
アイ ルの 大きさと 等しくなる ように 指定して います）. 



current-record equ 
file-size equ 



32 ： カレント レコード フィールドの オフセット 
16 ； ファイル サイズ フィールドの オフセット 



fcb 


db 


filename 


db 


promptl 


db 


prompt 2 


db 


crlf 


db 


file-length 


dw 


buffer 


db 



37 dup (？) 
17dup (？) 
"File to copy: $" 
"Name of copy: $ 
13, 10, T 
？ 

32767 dup (？) 



の 説明 は ファンクション 
:09H を 参照 



func-27H: 



set-dta 
display 
get 



buffer ； ティ スク 転送 アドレスの セッ 
promptl ； promptl を スクリーンに 出力 (09H) 
string 15, filename ： ファイル 名の 入力 (OAH) 
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display crif ； crlf をスク リーンに 出力 (09H) 

parse filename [2], fcb ； ファイル 名の) BSK29H) 

open fcb ； ファイルの オープン (OFH) 

mov fcb[current-record],0; カレント レコード フィールド 

： に 0 を セット 

set-relative-record fcb ； 相対 レコ一 ド をセッ ト (24H) 

ax, word ptr fcb [file—size] 

ファイル サイズ を 得る 
file-length, ax ： ランダム プロック ライトの た 

めに それ を セーブす る 
ランダム ブロック リード 

prompt2 を スクリーンに 出力 
(09H) 

ファイル 名の 入力 (0AH) 
crif を スクリーンに 出力 (09H) 
ファイル 名の 解析 (29H) 
ファイルの 作成 (16H) 



ran— block—read 
display 

get- string 

display 

parse 



fcb, 1， ax 
prompt2 

15, filename 
crlf 

filename [2], fcb 
fcb 

fcb [current- record] 



set-relative-record fcb 
mov 



ax， file-length 



ran- block-write fcb, 1, ax 
close fcb 



0 



カレント レコード フィールド 

に 0 を セット 

相対 レコード を セット (24H) 
を 得る 

ランダム ブロック ライ ト （28H) 
ファイル を クローズ (10H) 
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EB19 



1* K1 



0 ランダム ブロック ライ ト 



AH = 28H 

DS:DX オープン された FCB 
CX 害き 込むべき レコード 数 （0= ファイル サイ 
ズフィ 一， 



AX 
BX 
CX 
OX 



AH 


AL 


8H 


BL 


CH 


CL 







一: H AL = 



CX 



00 H 書き込みの 正常終了 

01H ディスクの 空き 領域がない. 
02H ディスク 転送 アドレス （DTA) で 

示される バッファが 小さす ぎる. 

害き 込まれた レコード 数 



SP 



BP 



SI 



Dl 



FLAGS 



IP 

] FLAGSi 



CS 



SS 



ES 



DX に は， オーブン された FCB の オフセット （DS に は， セグメント ァ ドレ 
ス） が， CX に は， 書き込むべき レコード 数 または 0 が 入って いなければ なり ま 
せん • 指定され た レコード 数 （オフ セッ ト 0EH の レコード サイズ フィールドから 
計算した） が， ディスク 転送 アドレスから 害き 込まれます. ファイルへの レコー 
ドの 書き込み は， FCB の 相対 レコード フィールド （オフセット 21H) が 指定され 
た レコードから 開始され ます. CX が 0 の 場合， レコード は 書き込まれません が， 
ディレクトリ ェント リの ファイル サイ ズ フィールド （オフセット 1CH) が、 FCB 

の 相対 レコード フィールド （オフセット 21H) で 指定され た レコード 数に セッ ト 
されます. アロケーション ユニット は， 必要に 応じ 割り当てられ るか， または 解 
放されます • 

この ファンクション 実行 前に ファンクション 24H によって 相対 レコード をセ 

ット しなければ なりません. 
AL に 返される コード は， 以下の 処理が 行われた こと を 示します. 

コード 意味 ' 
00H 書き込みが 正しく 行われ， 処理が 完了した， 
01 H ディスクに， 空き 領域がない， 

02H ディスク^ S アドレスに， 1 レコード を 読み込む のに 十分な 領域 
がな く， 読み込み は 中止され た. 
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cx に は， 害き 込まれた レコード 数が 返されます. カレント ブロック （オフ セ 

ッ ト OCH), カレント レコード （オフセット 20H) および 相対 レコード （オフ セッ 
ト 21H) の 各 フィールド は， そのつ ぎの レコード アドレスに セッ 卜されます. 

ran— block-write macro fcb, count, rec— size 
mov dx, offset fcb 



mov 
mov 
mov 
int 

endm 



cx, count 

word ptr fcb [14]， rec—size 

ah， 28H 

21H 



つぎの プログラム は， ランダム ブロック リードお よび ランダム ブロック ライ ト 
の ファンクション を 使/ fj して ファイル を コピーす る ものです • レコード カウント 

を ファイルの 大きさと 等しくなる ように 指定し， レコード サイズ を 1 に 指定し， 
また 32K バイ 卜の バッファ を 使用す る ことによって， コピーの 速度 を 速くす る こ 
とがで きます • ファイルの 読み出し および 害き 込み は 1 回の ディスク アクセスで 

行われる ので， 迅速に コピー されます （ファンクション 27H の プログラム 例と 比 
絞して ください • ファンクション 27H では， レコードの カウントが 1 に， また レ 
コード サイズが ファイルの 大きさと 等しくなる ように 指定され ています)， 



current— record equ 32 
file-size equ 16 



； カレント レコード フィールドの オフセット 
： ファイル サイズ フィールドの オフセット 



fcb db 
filename db 



prompt 1 
prompt2 
crH 



db 



db 



num-recs dw 
buffer db 



37 dup (？) 
17 dup (？) 
File to copy: $" 
Name of copy: $ 

13， 10, 

？ 

32767 dup (？) 



$ の 説明 は ファンクション 
09H 



f unc-28H ： set-dta 
display 



buffer 
prompt 1 



ディスク 送 アドレスの セット （1AH) 
Promptl を スクリーンに 出力 (09H) 



122 



1.11 ファンクション リクエスト 



get 一 string 15, filename 

display crlf 

parse filename [2], fcb 

open fcb 

mov fcb [current-record], 0 
set— relative—record fcb 

mov ax， word ptr fcb [file-size] 

mov nurrurecs, ax 



ファイル 名の 人力 (OAH) 
crlf を スクリーンに 出力 (09H) 
ファイル 名の 《«H29H) 
ファイルの オーブン (0FH) 



カレント レコード フィールドに 0 を セット 
相対 レコード を セット (24H) 



rari-block-read Tcb, num— recs， 
display prompt2 
get— string 15, filename 

display crlf 

parse filename [2], fcb 
create fcb 

mov fcb [current— record], 0 

set-relative-record fcb 
mov ax， file-length 

ran-block-write fcb t num— recs, 1 
close fcb 



ランダム ブロック ライトの ために 

それ を セーブ 

1 ； ランダム ブロック リード (27H) 

prompt2 を スクリーンに 出力 (09H) 
ファイル 名の 入力 (0AH) 
crlf を スクリーンに 出力 (09H) 
ファイル 名の 解析 (29H) 
ファイルの 作成 (16H) 
カレント レコード フィールドに 0 を セット 
相対 レコード を セット (24H) 
オリジナルの サイズ を 得る 
ランダム ブロック ライト 
ファイル を クローズ (10H) 
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INT 21H 



Parse File Name 




ン 29H 



コー 



ファイル 名の 解析 

AH = 29H 

AL 胃の 制御 （f»Bi を 参照して ください). 

DS:SI 解析すべき ストリング 

ES ： DI オープンされ ていない FCB 

AL = 00H ワイルド カード 文字が， 使用され 

ていない， 

01H ワイルド カード 文字が， 使用され 
ている. 

FFH ドライ ブ 文字が 無効. 
DS:SI 胃され た ストリングの つぎに くる 最 

初の バイ ト. 
ES ： DI オープンされ ていない 



AX 
BX 
CX 
DX 




BH 


BL 


CH 


CL 


DH 


DL 



SP 



BP 



SI 



IP 



fLAGSn [ FLAGSi 



CS 




SI に は， 解析すべき ストリング （コマンド 行） の オフセット （DS に は， セグ 
メント アドレス） が， DI に は， オープンされ ていない FCB の オフセット （ES 
に は， セグメント アドレス） が 入って いなければ なりません. d: ファイル 名. 拡 
M± という 會 式の ファイル 名 を 見つける ために， この ストリング を 解析し， この 
ファイル 名が 存在す る 場合， 対応す る オーブンされ ていない FCB が ES ： DI に 
作成され ます. 

AL レジスタの 0〜3 ビット 目 は， ^処理 を 制御す るた めの ものです. 4〜7 ビ 
ッ ト目 は， 無視され ます. 



ビッ ト 
0 



1 



尷 
0 

1 

0 



1 



ファイル 分離 記号 を 検出した 場合， すべての 解析 を 停止 • 
先行す る 分離 記号 を 無視. 

ス ト リ ングに ドライブ 番号が 入って いない 場合， FCB 内の 
ドライブ 番号 は 0 (カレント ドライブ） にセッ ト される. 
ストリングに ドライ ブ 番号が 入 つてい なレ FCB 内 の 
ドライブ 番号 は 変更され ない. 



124 



1.11 ファンクション リクエスト 



2 1 ス トリ ングに ファイル 名が 入って いない 場合， FCB 内の フ 

アイ ル名は 変更され ない. 
0 ス トリ ングに ファイル 名が 入って いない 場合， FCB 内の フ 

アイ ル名は 8 つの スペースに セッ ト される. 
3 1 ス トリ ングに 拡張 子が 入って いない 場合， FCB 内の 拡張 子 

は 変更され ない. 

0 ス トリ ングに 拡張 子が 入って いない 場合， FCB 内の 拡張 子 
は 3 つの スペースに セッ 卜される. 

ファイル 名 または 拡張 子に アスタリスク （*) が 入って いる 場合， ファイル 名 
または 拡張 子 内の 他の すべての 文字 は 疑問符 （？） に セット されます， 
フ アイ ル名 分離 記号 をつ ぎに 示し ま す. 

:• ；.= + /"[] ¥<> | スペース タブ 

ファイル 名の 終了 記号に は， すべての ファイル 名の 分離 記号と すべての 制御 文 
字が 含まれます. ファイル 名の 中に ファイル 名の 終了 記号 を 入れる こと はでき ま 
せん. 終了 記号 を 検出した 場合， 解析 は 停止し ます. 

ス トリ ングに 有効な ファイル 名が 入って いる g 

1 ファイル 名 または 拡張 子に ワイルド カード 文字 （* また 
は？） が 入って いる 場合 は AL に 1 が， 入って いない 場合 
0カ5 AL に 返される， 

2 DS:SI は， 解析され た ストリングの つぎに くる Jg 初の 文 
字 を 示す. 

ES ： DI は， オープンされ ていない FCB の 先頭の パイ ト 
を 示す. 

ドライブ 名が 無効な 場合， AL に FFH (255) が 返されます. ストリングに 有 
効な ファイル 名が 入って いない 場合， ES ： DI + 1 は， スペース (ASCII コ一ド 32) 
を 示します. 
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macro 
mov 



push 
push 

POP 
mov 



int 

POP 
endm 



string, fcb 
si, offset string 
di, offset fcb 
es 

ds - 
es 

al, OFH ； 0， 1， 2, 3 の ビットが ON である 
ah, 29H 

21H 



つぎの プログラム は， ブロン ブトに 応答して 入力され た 名前の ファイルが 存在 
する かどう か 検索す る ものです. 



fcb 

prompt 
reply 
yes 
no 



db 
db 
db 
db 
db 



37dup (？) 
"Filename: $" 

17 dup (？) 
"FILE EXISTS", 13， 10, 
"FILE DOES NOT EXIST", 13, 10, "$" 



func-29H 



not— there: 
continue: 



display 


prompt 


； prompt を スクリ 一ンに 出力 (09H) 


get-string 


1 5, reply 


； ファイル 名の 入力 (0AH) 


parse 


reply [2]， fcb 


； ファイル 名の)^ • 


search— first 


fcb ； 


最初の I ン トリ を 検索 (11H) 


cmp 


al, OFFH ； 


： ディレクトリ エントリが $4 する か？ 


je 


nolthere ； 


いいえの 時， not 一 there へ 


display ' 


yes ； 


はいの 時， yes を スクリーンに 出力 (09H) 


imp 


continue 




display 


no 





1.11 ファンクション リク エス ト 



Get Date 



ファンクション 2AH 



コー 



は ター^! 



I 機 能 I 日付 を 得る 



AH = 2AH 

CX 年 （1980〜2099) 

DH 月 （1〜12) 

DL 日 （1〜31) 

AL 曜日 （0= 曰， 1 = 月 



AX 


AH 1 


AL 


8X 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX 


DH 


DL 



6= 土) 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS" 



FLAGS, 



CS 



OS 



SS 



ES 



： 解 Ittj CX m I)X に, MS IX)S で'?^ I にて いろ ftift^H 付が 2 進数で^ され ま 



す. 



& クロ: get- 



CX 年 （1980〜2099) 

DH 月 （1 = 1 月， 2 = 2 月， •••） 

DL 日 （卜 31) 

AL 曜日 （0= 曰 《 曰， 1= 月曜日， 



macro 

mov ah, 2AH 
int 21H 
endm 



つぎの プログラム は， 日付 を 取得し， その 翌日に 更新され ます. 必要な 場 含, 
月 または 年 を 1 つ 増やし， 新規の 日付に セットす る ものです. 



month db 31， 28， 31, 30, 31， 30, 31, 31， 



, 31 
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func— 2AH: 



month— ok 



get-date ； 


； 日付 を 得る に 




inc dl ； 


；曰を インクリメント 




xor bx， bx ; 


； BL は インデックス として 使用 




mov bl， dh j 


月 を インデックス レジスタに セット 




dec bx 






cmp dl, month [bx] 


； 月の 最後の 日 を 越えて いるか？ 




jle month—ok ； 


； いいえの 時， 糊の 日付 を セット， mo 


nth ok へ 

一 


mov dl, 1 j 


； はい^, 日 を 1 に セット 




inc dh ； 


そして， 月 を インクリメント 




cmpdh, 12 ； 


年の 最後の 月 を 越えて いるか？ 




jle month-ok j 


いいえの 時. 新規の 日付 を セット. monthok へ 


movdh, 1 ； 


はい^, 月 を 1 に セット 




inc cx ； 


年 を インクリメント 




set-date cx, dh, dl ; 


日付の セット （2BH) 
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INT 21H 



Set Date 




ン 2BH 



コール 



D 



i 機能 I 日付 を セットす る 



AH = 2BH 

CX 年 （1980〜2099) 
DH 月 （1〜12) 
DL 日 （1〜31) 



AX: 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX: 


DH 


DL 



AL = OOH 
FFH 



有効な 日付 
無効な 日付 



sp 



8P 



SI 



01 



IP 



FLAGSn flags 



cs 



OS 



ss 



ES 



CX および DX レジスタに は， 2 進で 表した 有効な 日付が 入って いなけれ ばな 
り ません， 

CX 年 （1980〜2099) 

DH 月 （1 = 1 月， 2 = 2 月， •••） 

DL 曰 ひ〜 31) 

日付が 有効な この 日付が セッ ト され AL に 00H が 返されます. 無効な 場 
合， この ファンクション は 中止され AL に FFH (255) が 返されます. 

year, month, day 
cx, year 
dh, month 
dl， day 
ah, 2BH 
21H 



mov 



mov 
int 
endm 



つぎの プログラム は， 日付 を 取得し， その 翌日に 更新し ます. 必要な 場合 日付 
月 または 年 を 1 つ 増やし， 新しい 日付に セッ 
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month 



db 31， 28, 31, 30， 31, 30, 31， 31， 30， 31, 30， 31 



func— 2BH 



month.ok 



get— date ； 


日付 を 得る (2AH) 


inc 


mm 

dl ； 


曰 を インクリメント 


xor 


bx， bx ； 


B いま インデックス として 使用 


mov 


bl, dh 


： 月 を インデックス レジスタに セット 


dec 


bx 




cmp 


dl, month [bx] ； 


月の 最後の 日 を 越えて いるか？ 


jle 


month-ok ； 


； いいえの 時， 新規の 日付 を セット， month_ok' 


mov 


• • • 

dl, 1 ； 


はいの 時， 日 を 1 に セット 


inc 


dh ] 


そして， 月 を インクリメント 


cmp 


dh, 12 ; 


年の 最後の 月 を 越えて いるか？ 


jle 


month ok J 


ュ、 いえの 時， 魏の 日付 を セット m 0n th_ok へ 


mov 


dh, 1 ； 


はいの 時， 月 を 1 に セット 


inc 


CX .j 


年 を インクリメント 


set- ゆ 


ate cx, dh, dl ； 


日付の セット 
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INT 21H 



Get I ime 



ファンクション 2CH 



EE 



時刻 を 得る 



ヨール | AH = 2CH 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


cx 


CH 


CL 


OX 


DH 


DL 



CH 時 （0〜23) 
CL 分 （0〜59) 
DH 秒 （0〜59) 



sp 



BP 



si 



Dl 



IP 



FLAGSh 



FLAGS. 



CS 



DS 



SS 



ES 



MS-DOS が ff 理 する 時刻 を 2 進数 表現で， CX および DX に 返します • 
CH 時 （0〜23) 
CL 分 （0〜59) 
DH 秒 （0〜59) 



ク。 3Hl get-time macro 

mov ah, 2CH 
int 21 H 
endm 

I 9i I つぎの プログラム は， 任意の キーが 入力され るまで 時刻 を スクリーンに 継統的 

に 出力す る ものです， ， 

time db "00:00:00.00", 13， 10, "$" 

ten db 10 

func-2CH : get-time ； 時刻 を 得る (二の ファンクションの 実行） 
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convert ch, ten, time 
convert cl, ten, time [3] 
convert dh, ten, time [6] 
display time 
check-kbd-status 
cmp al' OFFH 
je all-done 
jmp func 一 2CH 



章 末 参照 

象 不参 照 



時刻 を スクリーンに 出力 (09H) 
キーポート' ステ- タス 辦査 (0BH) 
キー入力され たか？ 

はいの 時， mmj 




all-done: 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 



Set Time 




ン 2DH 



コー 



ョ 



I マクロ! e rt 



i 機 能 i 時刻 を セットす る 



AH = 2DH 
CH 時 （0 
CL 分 （0 
DH 秒 （0 
DL 0 

AL = 00H 
FFH 



23) 
59) 
59) 



AX 1 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 






01 



SP 



BP 



SI 



Dl 



有効な 時刻 



IP 



FLAGS 



FLAGSi 



CS 



OS 



ss 



ES 



CX および DX レジスタに は， 2 進で 表した 有効な 時刻が 入って いなけれ ばな 
りません. DL = 00H でなければ なりません • 

CH 時 （0〜23) 
CL 分 （0〜59) 
DH 秒 （0〜59) 



指定され た 時刻が 有効な 場合， その 時刻が セットされ， AL に 00H が 返され ま 
す. 無効な 場合， この ファンクション は 中止され， AL に FFH (255) が 返され 
ます， 



macro 


hour, minutes. 


mov 


ch, hour 


mov 


cl， minutes 


mov 


dh f seconds 


mov 


dl, 0 


mov 


ah, 2DH 


int 


21H 


endm 
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つぎの プログラム は， システム クロック を o に セットし たのち， 時刻 を 継続的 
に スクリーンに 出力す る ものです • 任意の キーが 入力され ると， 時刻の 表示が 停 

止し， 再び キーが 入力され ると， クロック は 0 に リセットされ， 時刻の 表示が 再 



time 
ten 



db "00:00:00 # 00" f 13， 10, "$' 
db 10 



f unc-2DH : 
read^clock 



stop: 



set-time 0, 0, 0 
get-time 

convert ch, ten, time 
convert cl， ten, time [3] 
convert dh f ten, time [6] 
display time 
dir'console-io OFFH 
cmp al, 00H 
jne stop 
jmp read-clock 
read-kbd 

jmp func 一 2DH 



時刻 を セット 
時刻 を 得る (2CH) 

章 末 参照 

* 末 参照 



時刻 を スクリーンに 出力 (09H) 
キー入力 (06H) 
文字 は 入力され たか？ 
はいの 時， 時刻の 《 示 を 停止， 
いいえ 咪， 時刻^ 示 を！^ 
キーの 再 入力 (08H) 

時刻の 表示 を醐 



へ 



1.11 ファンクション リク エス ト 



INT 21H 




コール 



マクロ 魏 



ベリファイ フラグの セッ 卜/リセ ッ ト 



AH 
AL 



DL = 



2EH 
00H 
01H 
00H 



ベリファイ を 行わな レ 
ベリファイ を 行う. 



AX 
8X 
CX 
DX 









CH 


CL 


0H 





[mes なし 



SP 



SI 



01 



IP 



FLAGSh 



FLAGSi 



CS 



DS 



SS 



ES 



AL に は， 01H (各 ディスクへの 害き 込み ごとに， そのべ リファイ を 行う） また 
は 00H (ぺ リファイ なしで 害き 込み を 行う） のい ずれ か を， また DL に は 00H 
を セットし ます • MS-DOS では， ディスクに 害き 込みが 行われる ごとに， この フ 
ラグの 検証 を 行います. 

フラグ は 通常， オフに なって いますが， ffl 要な データ を ディスクに 害き 込む 場 
合， この フラグ を オンに した 方が 望ましい でしよう. ただし， ディスク エラー は 
まれで あり， ベリファイ を 行った 場合 は 処理 速度が 遅くなる ので， 通常の データ 
を 処理 するとき は， オフに してお いても よいでしょう. 

verify macro switch 

mov a I, switch 

mov ah, 2 EH 

mov dl, 0 

int 21 H 
endm 
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第 1 章 システム コール 



つぎの プログラム は， ドライブ A にある 片面 ディスクの 内容 を ドライブ B に 
ある ディスクに コピーし， 害き 込みが 行われる ごとに ベリファイ を 行う ものです. 
この プログラム は， 32K バイトの バッファ を 使用し ます. 



on 
off 



equ 1 
equ 0 



prompt 

start 
buffer 



db 
db 
dw 
db 



'Source in A, target in B", 13, 10 
Any key to start. $" 

64 dup (512 dup (？) ) ； 64 セクタ 



func_2EH 



copy: 



display prompt 
read-kbd 

verify on 

mov cx, 5 

push cx 



:prompt を スクリーンに 出力 (09H) 
； キーボード 入力 (08H) 
； ベリファイ フラグ を on に セット 
； 64 セクタ を 5 回 コピーす る 
； カウンタの セーブ 



abs— disk-read 0, buffer, 64, start 

； アブ ソ リュート ディスク リード (INT25H) 
abs-disk-write 1, buffer, 64, start 

アブ ソリ ユート ディスク ライト (INT26H) 



pop 

loop 

verify 



start, 64 
cx 

copy 
off 



次の 64 セクタの 処理 
カウン 夕 を リストア 



ベリファイ フラグ を off に セット 
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1-11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




コール 



1 ディスク 転送 アドレス を 得る 


AX: 


AH 


1 AL 




BX 






| AH = 2FH 


CX 


CH 


CL 




DX 


0H 


DL 



PT^->I ES ： BX ディスク 転送 アドレス 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 


FLAGSn 


FLAGSl 



DS 



SS 




ディスク 転送 アドレスの オフ セッ トを BX に， ES に セグメント を 返します, 



エラ一 リターン なし 



get- dta 



int 
endm 



ah, 2FH 
21H 



つぎの プログラム は， カレント ディスクの 転送 アドレス を 表示す る プログラム 
です. 



message 

sixteen 

temp 



db 
db 



"DTA-- 
10H 

2 dup (？) 



\ ODH, OAH, 



func— 2FH: ge し dta 



； THIS FUNCTION 
word ptr temp, ES ； ディスク 錢 アドレス を 得る 
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convert temp[ij p sixteen, message[07H]; CONVERT についての 

convert temp, sixteen, message[09H] ； 説明 li* 末 参照 

convert bh, sixteea message [OCH] 

convert W, sixteea message [OEHH] 

display message ； message を スクリーンに 出力 (09H) 
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INT 21H 






• MS-DOS パージ ョ ン 番号 を 得る 


AX: 


AH 


AL 






BX: 


BH 


BL 


i コール i 


AH = 30H 


CX 


CH 


CL 






0X: 


DH 


DL 



AL バージョン： 
AH ノくー ジョン ： 
BH OEM の シリアル 番号 
BL:CX 24 ビットの ユーザー シリアル 番号 
(OEM によって異なる） 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh 



FLAGSl 



cs 



DS 



ss 



ES 



MS- DOS バージョン * り を 返します. このと さ， AL, AH に は それぞれの パー 
ジ s ン 番号の 整数 節， 小数 部が はいります. すなわち, MS DOS3-3 の 場合, AL 
は 3 に， AH は 30UEH) になります， AL が 0 の 場合 は， MS-DOS 2.0 以前の パージ 
ョ ンを 表します. • 

PC-9800 シ リーズで は， BH に は FFH， BL ： CX に は 000000 H が 返されます • 
エラー リターン なし 



get -version 



mov 
int 

endrn 



ah, 30H 
21H 



つぎの プログラム 例 は， 1,28 以上の MS- DOS の バージョン を 表示し ます * 



ten 



db 
db 



"MS-DOS Version 
OAH 



,',0DH， OAH, 



tunc 30H : 



get-version 
cmp 



al, 0 



； MS-DOS の バージョン 番号 を 得る 
； 1.28 W± か？ 
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jng 

convert 
convert 

display 



return 

ah, ten, message [12H] 
message 



： いいえの 時， 瞻了 

； はいの 時， バージョン 番号 を 

； ASCII コ-ド に 変換し， 

； バッファに セット 

； MS-DOS の バージョン を 
； スクリーンに 表示 (09H) 
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INT 21H 



keep Process 



ン 31H 



コー 



nrw\ 



キープ プロセス 

AH = 31H 
AL 抜け出し コード 
DX パラグラフでの メモリ サイズ 
(サイズ は 16 バイト 単位） - 



AX 




AH 


AL 


BX 


BH 


6L 


CX 


CH 


CL 


0X 


qh 





z^d なし 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh FLAGSi 



CS 



終了した 後， メモリ 上に プログラム を 残します. また， デバイスの 特殊な 割り 

込み ハンドル にも 使用され る 場合が あります. 割り込み タイプ 27H (プログラム 
を メモリに とどめた 終了） と 異なり， 64K バイ ト 以上の プログラムの 常駐 を 許し， 
CS (プログラム セグメ ントブ レフ ィ クスの セグメ ント アドレス） の 設定 を 必要と 
しません， MS-DOS V2.0 との 互換性 を 保つ 必要が あるよう な 特別な 場合 を 除 
いて， 割り込み タイプ 27H ではなく， ファンクション 31H を 使用して ください. 

DX は， プログラムが 必要と する メモリの パラグラフ 数 （1 パラグラフ =16 バ 
ィ ト） でなければ なりません. AL は， 抜け出し コードで なければ なりません. 

EXE 形式の プログラムの 場合 は， 注意が 必要です， DX の 値 は， 常駐す る プロ 
グラムの 合計の サイズで なければ ならず， 常駐す る プログラムの コードの セグメ 
ン 卜の サイ ズ であって はなり ません • 

ユーザ一 がよく 問 違える 例と して は， 100H バイ トのブ ログ ラム ヘッダ プ レフ 
ィ クスを 忘れて， プログラムの コード サイ ズ のみ を パラグラフ 数で DX にセッ ト 
してし まう ことがあります. 

MS-DOS は， 現在の プロセス を 終了し， イニシャル アロケーション ブロック を 
パラグラフの 大きさで セットし ます， この コール は， この プロセスに 厲 する 他の 
アロケーション ブロック を 解放す る ものではありません. AL 内に 渡された 抜け 
出し コード は， ファンクション 4DH を 通して， 親 プロセスから 取得す る ことが 
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できます. 



エラー リターン なし 



keep-process macro 



mov 



shr 
inc 



int 

endm 



return-code, last- byte 
a I, return-code 
dx, offset last- byte 
d,4 
dx, cl 

dx 、 
ah, 31H 
21H 



この コールの 使い方の 大半 は， マシン ごとの ル一 チンに 依存し ますので， プロ 
グラム は ® 略します. マクロ 定義 を 参照して ください. 
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INT 21H 




機 能 


<CTRL-C> 検査の セッ トノ 


リセ ッ ト 














BX 


8H 


BL 


1 コール 1 AH = 33H 




CX 


CH 


CL 




AL ファンクション 




DX 


0H 





OOH 現在の ステート を 得る 

01 H ステートの セッ ト 
DL (セットす る 場合： AL=1) 

00H オフ 

01H オン 
DL = 00H オフ 
01H オン 

AL = FFH エラー （コールした ときの AL が 

00H または 01H でない） 



SP 



BP 



SI 



Dl 



1 IP 


FLAGSm 


FLAGSl 



cs 



DS 



1« BH MS-DOS のく CTRL-C> 検査の 状態 を 得る か， または セットし ます. AL の 値 

はつぎの いずれ かで なければ なりません. 

AL=0 DL に 現在の く CTRL-C〉 検査の 状態 を 返す. 
1 DL の 値で ，く CTRL-C〉 検査の 状態 を 設定す る， 

AL が 0 の 場合， DL は 現在の く CTRL-C〉 検査の 状態 を 返します. AL が 1 
の 場合， DL の 値 はセッ ト される く CTRL-C〉 検査の 状態です （DL = 0: オフ， 
DL=1: オン）， AL が 0 または 1 でない 場合， AL は FFH を 返し， く CTRL- C> 
検査の 状態 は 影響 を受 け ません. 

MS-DOS は 通常， 01H から 0CH までの ファンクション コール 勦 作 を 実行し 
ている ときの み， く CTRL-C> の 検査 を 行います が， く CTRL-C〉 の 検査が オンの 
» 合， すべての システム コールに ついて この 検査 を 行わせる ことができます. た 
とえば， く CTRL- ひの 検査が オフの 場合， すべての ディスク アクセス は 割り込み 
が 実行され る ことなしに 統 行し ますが， オンの ディスク アクセス を 開始 さ 
せた システム コールに おいても く CTRL-C〉 の 割り込みが 実行され ます. 
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注意： 

ファンクション コール 06 H,07H によって， データと してく CTRL-C> を 読み 
取る プログラム は， く CTRL-C〉 検査が オフで ある こと を 確認す る 必要が ありま 
す. 

エラ一 リターン 
AL 

FFH = AL に 渡された ファン クシ ョ ンが 0〜1 の 範囲 外でした. 



ctrl-c-ck 



macro 


action, state 


mov 


al, action 


mov 


dl, state 


mov 


ah， 33H 


int 


21H 


endm 





例 



つぎの プログラム は， く CTRL-C> 検査が オン か オフ かの メ ッ セージ を 表示し ま 



す， 

message 

on 

off 

func-33H 



ck-on: 



db 
db 
db 

display 
ctrl-c-ck 

jg 

display 

jmp 
display 



"Control-C checking", 

"on", ODH, 

"off", "$". ODH, OAK "$" 



0 

dl, 0 

ck-on 

off 

return 
on 



； message を 表示 (09H) 
(CTRL-C)tti 
オフ か？ 

いいえの 時' ck_on へ 
はいの 時， "off 'を スクリ 
出力 (09H) 



ーンに 



"on" を スクリーンに 出力 (09H) 
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1.11 ファンクション リク エス ト 



INT 21H 




コー 



： 解 IS1 



： 機能： Sij リ 込みべ クタ を 得る 



AH = 35H 

AL 割り込み 番号 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 




CX 


CH 


CL 


DX 


DH 


DL 



一 >l ES:BX 割り込み ルーチン <7>11 置 を 示す. 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS« FLAGSl 



cs 



DS 




指定した 割り込みの， 割り込み ベクタの アドレス を ます. al は， 割り込み * 

号で なければ なりません. BX に は， 割り込み ルーチンの オフ セッ ト アドレス （ES 
は セグメント アドレス） が 返されます. 

互換性の 問 逝が 生じない ために， 割り込み ベクタ を メモリに 直接 銃み 害き しな 
いでく ださい. MS-DOS V2*0 との 互換性 を 保つ 必要が あるよう な 特別な 場合 を 
除いて， 割り込み ベクタ を 得る に は ファンクション 35H を， 割り込み ぺ クタの セ 
ッ 卜に は ファンクション 25H (割り込み ベクタの セッ ト） を 使用して ください. 



get- vector 



macro 
mov 
mov 
int 

endm 



interrupt 
al v interrupt 
ah, 35H 
21H 
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第 1 章 システム コール 



つぎの プログラム は， 割り込み タイプ 25 H (アブ ソ リュート ディスク リード） 
の アドレス （CS:IP) を 表示し ます. 



message 



vecseg 
vec-off 



db 
db 
db 
db 



"Interrupt 25H ― CS: 0000 IP : 0000 
ODH, 0AH， "$，' 
2 dup (？) 
2 dup (？) 



func-35H : 



push 

get-vector 

mov 



pop 

convert 
convert 
display 



25H 

ax, es 



es 



ax, 16， message[20] 
bx, 16, message [28] 
message 



ES を セーブ 

割り込み ベクタ を 得る 
INT25H の セグメント アドレス 

を AX に セット 
ES を リストア 



message を スクリーンに 出力 (09H) 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




解 ZE 





ディスクの フリース ペース を 得る 


AX 


AH 


AL 






8X: 


BH 


BL 


1 コール 1 


AH = 36H 


CX 


CH 


CL 




DL ドライブ 番号 （00H= カレント， 


DX 







01H = A, 02H = B-) 

BX 使用可能な クラスタ 数 
DX 1 ドライブ 当たりの クラスタ 数 
CX 1 セクタ 当たりの バイ ト数 
AX 1 クラスタ 当たりの セクタ 数 

= FFFFH ドライブ 番号が 無効 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSt 



CS 



OS 



SS 



ES 



指定した ドライブの 使用可能な クラスタ 数， ディスクの メディアの 情報 （,iiw 

によって 使用可能な バイ ト数を 得られます） を 返します. DL は， ドライブより' 
(00H = カレント， 01H=A ドライブ） でなければ なりません. ドライブ 番号が 有 
効な ら ばつ ぎの 情報 を 返 します. 

AX 1 クラスタ 当りの セクタ 数 

BX 使用可能な クラスタ 数 

CX 1 セクタ 当たりの バイ ト数 

DX 全 クラスタ 数 （1 ドライブ 当たりの クラスタ 数） 

ドライブ 番号が 無効な 場合， AX は， FFFFH を 返します. 

ファンクション 1BH, 1CH は， V 2.0 以前の MS-DOS と 互換性 を 保った め 
に 用意され ています. ファンクション 1BH, 1CH の 代わりに， この コール を 使 
用して ください. 

エラ一 リターン 
AX 

FFFFH = DL で 指定され た ドライブ 番号 は， 無効でした. 
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第 IS システム コール 



[^クロ 魏 



macro 
mov 



int 

endm 



drive 
dl, drive 
ah, 36H 
21H 



つぎの プログラム は， ドライブ B の ディスクの フリース ペース 情報 を 表示し ま 



す. 



db 
db 
db 



clusters on drive B,", 0DH， OAH 
clusters available/', 0DH， OAH 
sectors per cluster/ \ ODH, OAH 
bytes per sector,", ODH, OAH,"$' 



DX 
BX 
AX 
CX 



func— 36H : get-disk— space 2 



convert 
convert 
convert 
convert 
display 



ax， 10， message[55] 
bx' 10, message[28] 
cx, 10， message[83] 
dx, 10, message 
message 



； ディスクの フリース ベース を 得る 
章 末 参照 



； message を スクリーンに 出力 (09H) 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




r ' :， 



コール 



国; gijtn 報 を 得る 

AH = 38H 

AL = 00H 現在の 国 

01H USA 規格 

51 H 日本 規格 
DS: DX 32 バイ 卜の メモリ 領域に 対する 

ポインタ 

キャリー フラグが セットされ た^ 
AX = 02H 無効な ファンクション 

キャリー フラ グがセ ッ ト さ れ ない 

DS:DX に， 国に ついての データが セット さ 
れ ます. 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


0X | 







BP 



SI 



Dl 



IP 


FLAGSh 1 


FLAGSl 




し 



の ファンクション 38H は， MS-DOS が キーボード， スクリーンの 制御に 使 
う 国別 情報 を 得る， または セットし ます （Set Country Data ： 詳細に 付いて は， 
つぎの ファンクション コール を 参照して ください）. DX は， 国別 情報に ついての 
32 バイ 卜の メモ リ 領域の オフ セッ ト アドレス （セ グメ ントァ ドレス は， DS) でな 
ければ なりません. AL は カン トリ 一コードで， その 内容 をつ ぎに 示します， 

AL 趣 

0 現在の 国に ついての 情報 を 得る. 

1〜FEH この コードで 指定され た 国に ついての W 報 を 得る. 

DS: DX で アドレス を 指定され た 32 パイ トの メモリ 領域の 内容 をつ ぎに 示し 
ます. 
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第 1 章 システム コール 



00H 



02H 



07H 



09 II 



0BH 



0DH 



0FH 



10H 



11H 



12H 



16H 



18H 



2 バイ ト 


曰 付表 示 フォー マツ ト 


C j 、* ノ 1 

5 ハイ 卜 


ASCIZ ストリング 
通貨 記号 


2 ハイ 卜 


ASCIZ ストリング 
3 桁 ごとの 区切り 記号 


O , 、♦ ノ L 

2 ノ\ィ 卜 


ASCIZ ストリング 
10 進 分離 記号 


O ，、♦ ノ L 

2 ノゝィ 卜 


ASCIZ ストリング 
曰 付 分離 記号 


2 バイ ト 


ASCIZ ストリング 
時刻 分離 記号 


1 パイ ト 


ビット • フ ィ ール ド 


1 パイ ト 


通貨 桁 


1 パイ ト 


時刻 フォー マツ ト 


4 バイ ト 


ケース マッピング コール 


2 パイ ト 


ASCIZ ストリング 
データ • リスト 分離 記号 



これらの エントリの 大部分の フォーマット は， ASCIZ (NUL コ- 
る ASCII ス ト リ ング） です が， テ一 ブルの 索引 を 簡単に する ために, 
ドは 固定された 大きさが 割り当てられます. 

日付の 項 目 に は 以下の フォーマット で 値が 入 ります. ， 

0 USA 規格 m/d/y 
1 ヨーロッパ 規格 d/m/y 
2 日本 規格 y/m/d 



ドで 終了す 
各 フィ一 ル 



ビット フィールドに は， 8 ビットの 値が 入ります. 現在 定義され ていないす ぺ 
ての ビット は， ランダムな 値 を 持って いると 想定し なければ なりません. 

0 ビット 目 =0 通貨 記号が 金額の 前に 付く 場合. 

=1 通貨 記号が 金額の 後に 付く 場合. 
1 ビット 目 =0 通貨 記号が 金額の 直前に 付 く 場合. 

=1 通貨 記号と 金額の 間に， スペース を 入れる 場合 • 
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1.11 ファンクション リク エス ト 



時刻 フォーマット は， 以下の 値が 入ります. リ' 

' 0 12 時制 ' 
1 24 時制 

通貨 桁フ ィ 一ル ドは， 通貨 金額の 小数点 以下の 桁 数 を 示します. 
ケース マッピング コールと は， FAR 手続きの ことで， これによ つて 80H から 
FFH までの 文字に 対して 国に 固有の 小文字から 大文字の マッピングが 行われ ま 
す. AL に 入って いる マップすべき 文字 を 使用して， この コールが 行われます. 
AL 内に 文字が 入って いる 場合， この 文字の 正しい 大文字 コードが 返されます. 
変更され る レジスタ は AL および FLAGS のみです. この ル一 チンに 30H 未満 
の コード を 渡す こと は 可能です が， この 範囲の 文字に 対して は， 何も 行われ ませ 
ん. この場合， マッピング は 行われず， AL は 変更され ません. 

エラー リターン ' 
AL 

02H= AL に 渡された 国が， 見つかりませんでした (指定され た 国の ための テ 
一 ブルが， 存在し ません.） 

country, buffer 
gc-01 

dx, offset buffer 
ax, country 

ah, 38 H 
21H 

1 例 I つぎの プログラム は， 時刻と 日付 を 現在の カントリー コードで 表示し， 通貨 記 

号と 区切り 記号 を 使って， 999, 999 と 99/100 を 表示し ます. 

time db " ： ： ", 5 dup (20H), "$" 

date db "II ", 5 dup (20H), 

number db "999?999?99", ODH, OAH, 

data-area db 32 dup (？) 



get-country 



gc-01 H 



macro 
local 
mov 
mov 

mov 

int に 
endm 
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第 ia システム コール 



func-38H 



not-usa ： 



all-done: 



get— country 

get 一 time 

byte-to-dec 

byte-to-dec 

byte-to-dec 

get— date 

sub 

byte 一 to 一 dec 

cmp 

jne 

byte—to— dec 
byte-to-dec 
jmp 

byte— to— dec 

byte-to^dec 

mov 

mov 

mov 

mov 

display 

display 

display-char 

display 



0, data-area 



time 

timet03H] 
time[06H] 



cx, 1900 

d date[06H] 

word ptr da ね- area, 0 

not-usa 

dh, date 1 

dl, date[03H] • 

all-done 

dl date 

dh, date[03H] し 

al, data-area[07H] 

number[03H] f al 

al, data-area[09H] 

number[07H] t al 

time 

date 

data— area[02H] 
number 



； 時刻 を 得る (2CH) 

；^! に 閱 する マクロの 説明 は 
； 章 末 を 参照 

日付 を 得る (2AH) 
下 2 桁 を 得る 



mm 

カントリー コード を チェック 

USA でない 時， not usa へ 



章 末 参照 

章よ や)^ 

NUMBER に 3 桁 ごとの 区切 

り 記号 を 入れる 

AMOUNT に 10 進 》«紀 号 を 

入れる 

time を スクリーンに 出力 (09H) 
date を スクリーンに 出力 (09H) 
文字 を スクリーンに 出力 (02H) 
number を スクリーンに 出力 (09H) 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




： リタ 一一 



： 解 





国！? |J« 報 を セットす る 


AX 


AH 


AL 






BX 


BH 


BL 


1 コール 1 


AH = 38H 


CX 


CH 


CL 



DX = FFFFH ， 

AL= FFH カントリー コード 

FFH BX に カントリー コードが 入って 
いる 

BX (AL-FFH の 龄） 

FFH 以上の カントリー コード 



DX 




BP 



St 



Dl 



IP 



FLAGSh 



FLAGSi 



キャリー フラグが セット された # 

AX = 02H 無効な カントリー コ 
キャリー フラ グがセ ッ ト さ れな レ 、《^ 
エラーな し 



ード 



cs 



DS 



SS 



ES 



ファンクション 38 H は， MS-DOS が キー ボー ド， スクリーン ^^m<jwi^ 
使う 国別 情報 を セット， または， M 別 W 報 を 取得し ます （Get Country Data ： 祥 
細に ついては， 先の ファン クシ ヨン コール を 参照して く ださい）. DX は， FFFFH 
(― 1) でなければ なりません. AL は カントリー コードで， その 内容 をつ ぎに 示 
します. 

al m 

01H〜FEH この コードで 指定され た 国の カントリー コード. 
FFH BX で 指定され た 国の カントリー コード • 



カン トリ 一コード は， 通常 その 国の 国際電話 ブレ フィ クス コードです， 
(PC-9800 シリーズ では AL = 01H (USA 規格)， AL = 51H (日本 規格） のみ 指 

定 できます） 

エラ一 が 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 
します. 

エラ 一リターン 
AX 

02H = AL に 渡された 国が， 見つかりませんでした （指定され た 国の ため 
の テーブルが， 存在し ません). 
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set— country 



sc- 01 ： 



macro 


country 


local 


SC-01 


mov 


dx, OFFFFH 


mov 


ax, country 


cmp 


ax, OFFH 


ii 


sc-01 


mov 


bx, country 


mov 


al, OFFH 


mov 


ah, 38H 


int 


21H 



つぎの プログラム は， カントリー コード を イギリス (44) に 変えます • 
uk equ 44 



func_38H: set -country uk 

jc error 



；国 Siltl 報の カントリー コード を イギリスに セット 
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1-11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




l«t fel ディレクトリの 作成 


AX: 1 




AL 




BX 


BH 1 


BL 




cx 


CH 


CL 


DS: DX パス 名の 位置 


DX 




mm 



キャリー フラ グがセ ッ ト さ れた 場合 

AX = 03H 無効な パス 

05H アクセスの 否定 
キャリー フラグが セット さ れな レ 、《^ 
エラーな し 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 


FLAGSh 


mimm 




新しい サブ ディ レク ト リ を 作成し ます. DX は， 新しい サブ ディ レク ト リのパ 
ス名を 表す ASCIZ 文字列の オフセット アドレス （DS は， セグメント アドレス） 
でなければ なり ません. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コードが 返 
されます， 

エラ一 リターン 
AX 

03H= 指定され た パスが 無効で あつたか， または 存在し ませんで した. 
05H= 親 ディ レク ト リ 内に 空きの スペースがない か， すでに 同名の ディ レ 

ク ト リ/ ファイルが 存在して いるので， ディ レク ト リを 作成す る こ 

とが， できませんでした. 



make-dir 



macro 
mov 
mov 
int 

endm 



path 

dx, offset path 
a\\ 39H 
21H 
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つぎの プログラム は， ドライブ B の ディ スク 上の ルー ト ディ レクト リ 下に 
"NEWDIR" という 名の サブ ディレクトリ を 作成し， カレント ディレクトリ を 
度， "NEWDIR" に 移し， つぎに もとの ディレクトリに 戻り， "NEWDIR" 
除し ます • また， 移動す る ごとに， カレント ディレクトリ を 表示し ます • . 



old—path 
new -path 
buffer 



db 
db 
db 



"b: ¥"， 0, 63 dup (？) 
b: ¥newdir", 0 

b: ¥"， 0， 63 dup (？) 
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func-39H : 



apt rtir 


2 old Dath「03H つ 


J レ 


prrnr apt 

c ，リ i — 




oia-pain 




■ icw 一 pa Li i 


J し 


c r リ i 一 1 1 iar\c 


change^dir 


new ^ path 


jc 


error— change 


get-dir 


2, buffer[03H] 


jc 


error, get 


display-asciz 


buffer 


change.dir 


old— path 


jc 


error-change 


rem-dir 


new. path 


jc 


error- rem 


get-dir 


2， buffer[03H] 


jc 


error- get 


display-asciz 


buffer 



カレント ディレクトリ 情報 を 得る 
車 末 参照 

ディレクトリ NEWDIR を 作成 

カレント ディレクトリ を NEWDIR 
に K»(3BH) 

カレント ディレクトリ を 得る (47H) 

章 末 参照 ャ 

カレント ディレクトリの 変更 (3BH) 



ディレクトリ NEWDIR を 削除 (3AH) 



カレント ディレクトリ を 得る (47H) 



； 章 末 参照 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




□ 



ディレクトリ の 削除 



I コール I AH = 3AH 

DS: DX パス 名の 位置 



AX 
BX 
CX 
0X 



AH 


AL 


BH 


8L 


CH 


CL 




1 



キャリー フラ グがセ ッ ト さ れた 場合 

AX = 03H 無効な パス 

05H アクセスの 否定 
10H カレント ディレクトリ 
キャリー フラグが セット されない 《^ 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



F し AGSn 



FLAGSl 




サブ ディレクトリ を 削除し ます， DX は， 削除され る サブ ディレクトリの パス 

名 を 表す ASCIZ 文字列の オフ セッ ト アドレス （DS は， セグメント アドレス） 

です. 削除され る ディレクトリ は 空 （ファイル， ディレクトリ を 含んで いない） 

でなければ なりません • また， カレント ディ レクト リ を 削除す る こと はでき ませ 

に A 
エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コードが 返 

されます • < 3| 

エラ— リタ一 ン 



AX 



03H- 指定され た パスが 無効で あつたか， または 存在し ません • 
05H= 指定され た パスが 空でなかった か， ディレクトリで ないか， ル 

ディレクトリ であるか， その他 無効な 情報が 入って いました. 
10H= 指定され た ディ レクト リは， カレント ディ レク ト リ でした. 



一 ト 
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第 1 章 システム コール 



[Z^a^l rem-dir 



夏 



macro 



mov 
int 

endm 



path 

dx, offset path 
ah, 3AH 
21H 



つぎの プログラム は， ドライブ B の ディ スク 上の ルー ト ディ レクト リ 下に， 
"NEWDIR" という 名の サブ ディ レクト リ を 作成し， カレント ディレクトリ を一 
度， "NEWDIR" に 移し， つぎに もとの ディレクトリに 戻り， "NEWDIR" を 削 
除し ます. また， 移動す る ごとに， カレント ディレクトリ を 表示し ます. 



old—path 

new-path 

buffer 



db 

db 
db 



b: 0, 63 dup (？) 
b: ¥newdir,，， 0 
b : ¥"，0， 63 dup (？) 



f unc— 3AH : get-dir 



jc 

display^asciz 
make— dir 
jc 

change-dir 



jc 

get-dir 
jc 

display— asciz 
change-dir 

jc 

rem 一 dir 
jc 

get-dir 
jc 

display-asciz 



2， old— path[03H] 
error-get 
old-path 
new— path 
error- make 
new-path 

error—change 

2' buffer[03H] 

error get 

buffer 

old-path 

error-change 

new 一 path 

error- rem 

2, buffer[03H] 

error-get 

buffer 



カレント ディレクトリ 情報 を 得る (47H) 
章 末 参照 

ディレクトリ NEWDIR を 作成 (39H) 



に 変換 (3BH) 



車 末 参照 

カレント ディレクトリの $I(3BH) 

ディレクトリ NEWDIR を鹂謂 
カレント ディレクトリ を 得る (47H) 

章 末 参照 I 
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1.11 



アン クシ ヨン リ ク エス ト 




： 解 Itt 



1 機 w\ カレント ディレクトリの 変更 


AX 


AH 


AL 




BX 


, 

BH 


BL 




CX 


CH 


CL 


DS:DX パス 名の 位置 


DX 


OH i 


1 DL 



キャリーが セット された lf^ 

AX = 03H 無効な パス つ 
キャリーが セット されない 場合 

エラーな し 



SP 



BP 



S) 



DI 



IP 


FLAGSh 


FLAGSt 



cs 



DS 



SS 



ES 



カレント ディ レク ト リを 変更し ます. DX は， 新しい サブ ディ レク ト リの パス 
名 を 表す ASCIZ 文字列の オフセット アドレス （DS は， セグメント アドレス） 
でなければ なりません. ディ レク ト リ を 指定す る 文字列 は 64 文字 以内です. 

指定され た パス 名の ディ レク ト リが 存在し ない 場合， カレント ディレクトリ は 
変更され ません. エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX にェ 
ラー コードが 返されます. 

エラー リターン 'ふ 



03H=DS:DX で 指定され た パスが ファイル を 示して いたか， または パス 
が 無効でした. 



change—dir 



macro 
mov 
mov 
int 

endm 



path 

dx, offset path 
ah, 3BH 
21H 
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つぎの プログラム は， ドライブ B の ディスク 上の ルート ディ レクト リ 下に， 
"NEWDIR" という 名の サブ ディレクトリ を 作成し， カレント ディレクトリ を一 
度， "NEWDIR" に 移し， つぎに もとの ディレクトリに 戻り， "NEWDIR" を 削 
除し ます. また， 移動す る ごとに， カレント ディレクトリ を 表示し ます. 



old-path 
new-path 
buffer - 



db 
db 
db 



1 1 



b: 0, 63 dup (？) 
b: ¥newdir',， 0 

b: 0, 63 dup (？) 



func-3BH: get-dir 



jc 

display.asciz 
make 一 dir 
jc 

change— dir 
jc 

get 一 dir 
jc 



change-dir 

rem— dir 

jc ' 
get-dir 

jc 

display— asciz 



2, old-path[03H] 
error-get 
old-path 
new-path 
error, make 
new .path 
error-change 
2, buffer[03H] 

err0r " get 
buffer 

old-path ， 

error-change 

new-path 

error- rem 

2, buffer[03H] 

error, get 

buffer 



カレント ディレクトリ 臃を 得る (47H) 
章 末 参照 

ディレクトリ NEWDIR を 作成 (39H) 



カレント ディレクトリ を 得る (47H) 



ミ 参照 



ディ レク 卜リを 削除 (3AH) 



カレント ディレクトリ を 得る (47H) 
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1-11 ファンクション リ ク エス ト 



INT 21H 




コール 



解— IK! 



ハンドルの 作成 

AH = 3CH 

DS:DX パス 名 (7>fiC« 
CX ファイルの 属性 

キャリーが セット された * & 
AX = 03H 無効な パス 
04H ォ— 

が 多すぎる. 
05H アクセスの 否定 
キャリーが セットされ ない 場合 
AX ファイル ハンドル 



AX 
BX 

CX 





AL 


BH 


BL 


CH 


CL 







SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



cs 




es 



ファイル を 作成し， 最初の 利用 可能な ハンドル を 割り当てます • DX は， 新し 
い ファイルの パス 名 を 表す ASCIZ 文字列の オフセット アドレス （DS は， セグ 
メント アドレス） でなければ なりません， CX は， ファイルに 割り当てられた 疆 
性で なければ なりません. ファイルの] S 性に ついては， 1.5.6 を 参照して くださ 
い. 

同名の ファイルが 存在し ない 場合， 新規の ファイル を 作成し ます， 同名の ファ 
ィルが ある 場合 は， その ファイルの 大きさ を 0 にします • CX 内の 厲性 はフ アイ 

ルに 割り当てられ， 読み出し Z 害き 込みの ために オープン されます • AX は， フ 
アイ ルハン ドル を 返します. 

エラーが 起きた 場合， キザ リーフ ラグが セットされ， AX に エラ 一コードが 返 

されます • 



エラー リターン 



AX 
03H 

, 04 H 



指定した パスが 無効でした. 
指定され た厲 性の ファイルが 作成され ましたが， リード/ライ トァ 
クセス をす るた めの ハン ドル， または 内部 システム テーブルに 空き 
の スペースが あり ませんで した. 
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05H = CX で 指定され た厲 性に 作成 不可能な もの （ディレクトリ， ボリ ュ 
—ムラ ベル) が 入って いたか， ファイル を 保護す る厲 性が すでに 与 
えられて いた. または ディ レク ト リに 同じ 名前の ファイルが 存在し 
ていました • 



create. handle macro 

mov 
mov 
mov 
int 

endm 

つぎの プログラム は， 
アイ ルを 作成し ます. 



path, attrib 
dx, offset path 

cx, attrib 

ah, 3CH ' 

21H 



ドライブ B の ディスクに "DIR. TMP" という 名前の フ 
の ファイル は， カレント ディレクトリ にある 各 ファイル 



の ファイル 名と 拡張 子 を 含んで います, 



srch-file 
tmp-file 
buffer 
handle 



db 
db 
dw 



"b: *. 0 
"b: dir. tmp", 0 
43 dup (？) 

？ 



func-3CH 



write.it: 



all-done 



； ディスク 転送 アドレスの セット (1AH) 
； 最初に-致 する ファイル 名 (^索 (4EH) 

； これ tU: ファイルが ないか？ 
： はいの 時， all_done へ 
； ハン ドルの 作成 

： ハンドルの セーブ 

write-handle handle, buffer[lEH], 12 ； ファイルに 害き 込む (40H) 
find— next-file ； 次に一致 する ファイル 名 (^索 (4FH) 

cmp ax, 12H ； 他の エントリ は 存在す るか？ 

je al に done ； いいえの 時， all done へ 

jmp write.it ； はいの 時. レコード を 害き 込む 

handle ； ハンドルの ク0 —ズ (3EH) 



set-dta buffer 
find-first, file srch.file, 16H 
cmp ax, 12H 

je all-done 
create- handle tmp-file, 0 
jc error 

handle, ax 
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1.11 ファンクション リクエスト 



Open Handle 



ファンクション 3DH 



L 機 ハン ドルの オープン 



AH = 3DH 

AL ファイル アクセス コントロール 
DS:DX パス 名の 位置 



AX 




AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX: 


OH 


DL 



ード 



キャリー フラグが セット された： 

AX = 01H 無効な ファンクション コ 
02H ファイルが 存在し ない 
• 03H 無効な パス 

04H オープンされ ている ファイルが 

多すぎる， 
05H アクセスの 否定 
0CH 無効な アクセス 
キャリーが セット されない 場合 
AX 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm 



cs 



DS 



ss 



ES 



この ファンクション は， システム ファイル， 隨 された ファイル も 含めた あら ゆ 

る ファイル を， 入力， または 出力の モードで オーブン します. DX は， オープン 
される ファイルの パス 名 を 表す ASCIZ 文字列の オフ セッ ト アドレス （DS は， 
セグメント アドレス） でなければ なりません. AL は， ファイル を オープン する 
方法 を 表す コード （ファイル アクセス コントロール を 参照して ください） でな け 
れば なりません. 

エラーがなかった 場合， MS-DOS は， ハンドルの 最初の 1 バイ トの リード Z ラ 

ィ トの 設定 をセッ ト します. 
ファイル アクセス コント ロール 

AL に 入れる コード は， つぎの 3 つの コードの 集まりです. 

1. ファイル を オープン する モード 力 入 リード， ライト， リード/ライト のい 
ずれ かで あるか を 表します （アクセス コード ：0〜3 ビッ 卜）. 

2. 他の プロセスが ファイル を アクセス できる かどう か を 表します （シェア リ 

ング モード ：4〜6 ビッ ト）. 
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3- ファイルが 子 プロセス によって 受け 渡される かどう か を 表します （ィ ンへ 
リツ ド ビット ： 7 ビット） 



7 


6 


5 


4 


3 


2 


1 


0 



' ~ —— ^アクセス コード 

1 ^シェア リ ング モード 

1 ^インへ リツ ドビッ ト 

インへ リツ ド ビット ； 

この 最上位のビット は， ファイルが， ファンクション 4BH, コード 00H (プ 
ログ ラムの ロードと 実行） によって 作成され た 子 プロセスから， 情報 を 受け 渡さ 
れ るか どうか を 表して います. 0 の 場合， 受け 渡されます. 1 の 場合 は， 受け 渡 

されません， 

シェアリング モード 

シェアリング モード （6〜4 ビット） は， 他の プロセスが， オープン している フ 
アイ ルを アクセス できる かどう か を 表して います. 

ヒ: ： 4 ト シヱァ リング モード m 

000 コンパチブル どんな プロセス でも， この モードで は 何度でも ォ 

ープン できます. 他の シェアリング モードで ォー 
ブン できません， 

001 リード/ライト 不可 どんな プロセス （カレント プロセス 自身 さえ も） 

も， コンパチブル モードでの オープン， 読み出し， 
または 害き 込みの ための アクセス はでき ません. 

010 ライト 不可 他の プロセス は， コンパチ プル モードでの オーブ 

ン， 害き 込みの ための アクセス はでき ません， 

011 リード 不" J 他の プロセス は， コンパチブル モードでの オーブ 

ン， 読み出しの ための アクセス はでき ません. 

100 不可な し 他の プロセス は， コンパチブル モードでの ォ一プ 

ン はでき ません. 
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アクセス コード 

アクセス コード （AL の 3〜0 ビッ ト） は， ファイルが どのように アクセス でき 
るか を 表して います. 



ビッ ト 
3〜0 
0000 



許される アクセス 
リード 



0001 ライト 



リード/ライ ト 



魅 

リード 不可， リード/ライト 不可の シヱ アリン グモ 
ードで オープンで きません. 

ライト 不可， リード Z ライト 不可の シヱ アリン グモ 

― ドで オープン でき ません. 1 
リード 不可， ライト 不可， リード ノラ イト 不可の シ 

エア リング モードで オープンで きません. 



エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に， エラー コードが 
返されます. 

エラ一 リターン , 
AX 

01H = ファイル シェアリング は， 同一 の シヱァ リング モード （AL の 4〜6 

ビット） で ロードされ なければ なりません. ' 
02H = ファイル 名が 無効 か， または 存在し ません. 
03H = パス 名が 無効 か， または 存在し ません. 

04H = カレント プロセス 中に 利用で きる ハンドルが ないか， または 内部 シ 
•' ス テム テーブルが一 杯. 

05H = プログラムが ディ レク ト リか ボリ ュ一ム ID を オープンしょう と 

した か， または リードオンリーの ファイルに 書き込もう とした. 
0CH = アクセス コードが 0， 1, 2 のい ずれで もない. 



ファイル シェア リ ング による エラーの ために， システム コールが 失敗した 場合， 
MS- DOS は 割り込み タイプ 24H, エラー コード 02H (ドライブの^ 懶が できて 
いない） を 実行し ます. 統 いて 起こる ファンクション 59H (拡張され た エラ一 を 
得る） は， シヱァ リングの 破壊 を 表す 拡張され た エラー コード を 返します. 

ファイル を オープンした とき， この ファイルで 他の プロセスが 実行し うる， あ 
ら ゆる 操作に ついての 情報 を， MS-DOS に 与えて おく ことが 重要です （シェア リ 
ング モード）. デフォルトの シヱァ リング モード （コンパチブル モード） は， ファ 
ィル への 他の プロセスの アクセス をす ベて 否定し ます. ある プロセスが ファイル 

を 扱って いると きに， 他の プロセス がその ファイル を 読み込む の を 認める 場合， 
ビット 5 を セットし， 他の プロセスへの 読み込み を 許します. 
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カレント プロセスが 実行す るであろう 操作 を 明確に する こと も 重要で 
す （アクセス コード） • 

デフォルトの アクセス コード （リード/ライト） では， すでに リード 不可， ライ 

ト 不可， リ 一 ド /ライ ト 不可の いずれ かの シェア リ ング モー ドで オープン する こ 

と はでき ません. また， ある ファイル を 読み込む だけの 場合, 他の すべての プロ セ 
スカ 1', リード 不可， リー ドノ ライ ト 不可の どちら かで なければ オープン できます. 



[^クロ 线 open-handle macro 



mov 
mov 
mov 
int 

endm 



path, access 
dx, offset path 
al, access 
ah, 3DH 
21H 



つぎの プログラム は， ドライブ B の" TEXTFILE.ASC" という 名の ファイル 
を プリンタに 印字し ます. 



file 

buffer 

handle 



db 
dw 



func.3DH: open-handle 



read -char: 



read-handle 

ic 

cmp 
je 

print-char 
jmp 



"b: textfile asc", 0 

？ 

？ 

file, 0 
handle, ax 
handle, buffer, 1 
error- read 
ax, 0 
return 
buffer 



read-char 



； ハンドルの オープン 
： ハンドルの セーブ 
： 1 文字 ft み 込む 



ファイル エンド か？ 

はいの 時， 隱了 
いいえの 時， 文字 を プリンタに 
出力 (05H) 
次の 文字 を铳み 込む 
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Close Handle 



ン 3EH 



解 锐」 



&ク a 萄 





ハン ドルの クローズ 


AX: 


AH 


AL 






BX 


BH 


BL 




AH = 3EH 


CX: 


CH 


CL 






0X: 


DH 


0L 



キャリーが セット された Jf^ 

AX = 06H 無効な ハンドル 
キャリーが セット されない 場合 
エラーな し 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGSh 



FLAGSt 



cs 



DS 



ファンクション 3DH (ハンドルの オーブン）， または 3CH (ハンドルの 作成） 
で オーブン された ファイル を クローズ します • BX は， クローズすべき オープン 
された フ アイ ルハン ドルで なければ なり ません， 

エラ一 がない * MS-DOS は ファイル を クローズし， すべての 内部 バッ フ ァ 

も 解放され ます • エラ一 が 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX にェ 
ラー コード 力 j 返されます. 

エラ一 リターン 
AX 

06H=BX に 渡された ハンドル は， 現在 オープンされ ていません • 



close-handie macro 

mov 
mov 
int 

endm 



handle 
bx, handle 
ah, 3EH 
21H 



つぎの プログラム は， ドライブ B の ディスクに "DIR. TMP" という 

アイ ルを 作成し ます • この ファイル は， カレント ディレクトリ にある ファイルの 
ファイル 名と 拡張 子 を 含んで います. 
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db 
db 
db 
dw 



"b: *. 0 
"b:dir.tmp", 0 
43 dup (？) 
？ 



find-first-file 
cmp 

create.handle 

ic 



jc 

find-next-file 
cmp 

je 

jmp 

close- handle 
jc 



ディスク 転送 アドレスの セット (1AH) 
最初に 一致す る ファイル 名の 検索 (4EH) 
これ 《± ファイルが ないか？ 
はいの 時， al し done へ 
ハンドルの 作成 (3CH) 



buffer 

srch-file, 16H 
ax, 12H 
all-done 
tmp-file, 0 
error-create 

handle, ax ； ハンドルの セーブ 

handle, buffer[lEH], 12 ； ファイルに 書き込む (40H) 

error-write 

次に 一致す る ファイル 名赠索 (4FH) 
他の エントリ は 存在す るか？ 
いいえの 時， all done へ 
はいの 時， レコード を 害き 込む ' 
ハンドルの クローズ (3EH) 



ax, 12H 
all-done 
write—it 
handle 
error-close 



write it : 



3 に done: 



srch 一 file 
tmp-file 
buffer 
handle 
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INT 21H 




リード ハン ドル 

AH = 3FH 

DS:DX /く ッファ C7>fa 置 

cx 狭み 込むべき バイ ト数 

ファイル ハンドル 



AX 


AH 


1 AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 









キャリーが セット された # 

AX = 05H アクセス できない, 
06H ハンドルが 無効 
キャリーが セット されない 場合 
AX 読み込まれた パイ ト数 



SP 



BP 



SI 



Dl 




ハンド ルで 指定 された フ アイ ル， ま た は デ パイスから データ を 読み込み ま す. 

BX は， ハンドルで なければ なりません. CX は， 統 み 込む パイ ト数 でなければ 
なりません. DX は， ハ* ッファ の オフセット アドレス （DS は， セグメント ァ ドレ 
ス） でなければ なりません. 

エラーがなかった 場合， AX は， ^み 込まれた バイト 数 を 返します. ファイル 
の^が EOF (ファイルの 終り を 表す コード） の AX は， 0 を 返します. 
CX で 指定され た バイ ト 数が， すべて バッファに 転送され る 保証はありません. 
たとえば， この ファンクション を 使って キーボードから データ を 読み込む 場合， 
最高 1 行 分 （最初の キャリッジ リターン を 入力す るまで） の データし か 読み込み 
ません， 

この ファンクション を 使って， 標準入力から 読み込む リダイレクト 処理 
が 可能になります. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コードが 返 
されます. 

エラー リターン 



AX 



05H = BX で 渡された ハンドル は， リードが 許可され ていない モードで し 
た. 
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06H-BX で 渡された ハンドル は， 現在 オープンされ ていません 



read-handle 



macro 



mov 



int 

endm 



handle, buffer, bytes 

bx, handle 

dx, offset buffer 

cx, bytes 

ah, 3FH 

21H 




つぎの プログラム は， ドライブ B の ディスク 上の" TEXTFILE. ASC" という 
名前の ファイル を 表示し ます. 



filename 
buffer 

handle 



db 
db 
dw 



"b: ¥ textfile.asc", 0 
129 dup (？) • 

？ 



func— 3FH 



read— file: 



open-handle 


filename, 0 


； ハンドルの 才一 プン (3DH) 


jc 


error-open 




mov 


handle, ax 


： ハンドルの セーブ 


read-handle 


buffer, file-handle, 128 


jc 


error.open 




cmp 


ax, 0 ； 


； ファイル エンド か？ 


je 


return : 


； はいの 時， 処1» 了 


mov 


bx, ax ； 


:» み 込んだ バイト 数 を BX に セット 


mov 


buffer[bx], "$，， '； 


表示す る ストリング を 作成 


display 


buffer ； 


buffer を スクリーンに 出力 (09H) 


jmp 


read-file ； 


« けて ほみ 込む 
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INT 21H 




コール | 



ョ 



I 解 K I 



AH = 40H 

DS:DX ノく ッファ 雌置 
CX 害き 込むべき パイ ト数 



AX 
BX 

CX 
DX 



AH 


AL 


BH 


BL 


CH 


C し 







キャリーが セット された 

AX=05H アクセスの 否定 
06H 無効な ハンドル 

キャリーが セット されない # 

AX 害き 込まれた バイ 卜 数 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 


FLAGSh 






ハ ン ド ルで 指定 された フ アイ ル， ま た は デ バイ スに データ を 害き 込み ま す. BX 
は， ハンドルで なければ なりません. CX は， 書き込む バイ ト数 でなければ なり 
ません. DX は， 香き 込まれる データの オフセット アドレス （DS は， セグメント 
アドレス） でなければ なりません. 

エラーがなかった 場合， AX は， 書き込まれ たバイト 数 を 返します. ディスク 
に ファイル を 害き 込んだ 後 は 必ず， AX を チェックして ください. AX が 0 の 場 
合 は， ディスクに 書き込む 余裕がない こと を 表します. この コールが 実行され た 
後で AX の 値が CX で 指定され た ffi より 少ない 場合， キャリー フラグ は セット 
されません が， エラーで ある こと を 表します. 

標準出力に 《 き 込んだ 場合， 出力 は リダイレクト 可能になります. この ファン 
クシ ヨンで， CX=0( バイト 数 =0) を 指定した 場合， ファイル サイズ は 現在の リ 

ード /ライト ポインタの 値に セット されます. アロケーション ユニット は， 新し 

い ファイルの サイズ を 満たす ように 割り付け， または 解放され ます. 



エラーが 起きた 
されます. 



， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コードが 返 



171 



第 1 帝 システム コール 



例 



X ラ 一リターン 



AX 
05H 
06H 



= ハンドル は， ライ トを 許可す る モードではありませんでした， 
=BX で 渡された ハンドル は， 現在 オーブンされ ていません • 



write-handle macro 



mov 



mov 
mov 
int 

endm 

つぎの プログラム は 
アイ ルを 作成し ます. 



handle, da ね， bytes 
bx, handle 
dx, offset data 
cx, bytes 



21H 



ドライブ B の ディスクに "DIR. TMP" という 名前の フ 
の ファイル は， カレント ディレクトリ にある 各 ファイル 



の ファイル 名と 拡張 子 を 含んで います. 



srch.file 
tmp-file 
buffer 
handle 



db 



dw 



"b: *. 0 
"b: dir. tmp'，， 0 
43 dup (？) 

？ 



func-40H 



write, it: 



all-done: 



set-dta buffer ； ディスク GJS アドレスの セット (1AH) 

find.first.file srch.file, 16H ；翮 に-致す る ファイル 名の 検索 (4EH) 



cmp ax, 12H 

je return ' - 

create-handle tmp.file, 0 



write- handle 
jc 

find-next-file 
cmp 

je 

jmp 

close-handle 
jc 



error- cre3te 
handle, ax 



； これ W± ファイルがない か? 

； はいの 時， 膽了 
； ハンドル (^成 (3CH) 



ーブ 



handle, buffer[lEH]， 12 ； ファイルに 書き込む 
error-write 

； 次に 一致す る ファイル 名 (0«5 索 (4FH) 
； 他の I ン トリ は $4 する か？ 

； いいえ 職 赚了 
； はいの 時， レコード を 害き 込む 
； ハンドルの クローズ (3EH) 



ax, 12H 
all-done 
write- it 
handle 
error-close 
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INT 21H 



Delete Directory Entry 



ファンクション 41H 



I 機 能 I ディレクトリ エントリ の 削除 



□-Jul 



AH =41H 

:DX バス 名の 位置 



AX 
BX 

cx 

DX 



AH 


| AL 


BH 


| BL 


CH 


CL 


I 0 " 





キャリーが セット された «^ 

AX = 02H 無効な ファイル 

05H アクセスの 否定 
キャリーが セット されない^ 

エラーな し 



SP 



si 



DI 



IP 



FLAGSh 



FLAGSl 



cs 



DS 



ss 



ES 



ディレクトリ エントリ を 削除す る ことによって， ファイル を 削除し ます， DX 
は， 削除す る ファイルの パス 名 を 表す ASCIZ 文字列の オフセット アドレス （DS 
は， セグメント アドレス） でなければ なりません， ワイルド カード 文字 は 使用で 
きません • 

ファイルが '人く/ H し， 说み 出し 専用の ファイルで なければ， ファイル を 削除し ま 
す • エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セッ ト され， AX に エラー コードが 返 

されます， ； 

エラー リ ターン 
AX 

02H = 指定され た パスが 無効で あつたか， または 存在し ませんで した • 
< 05H= 指定され た パスが ディレクトリ または リード オンリ一 の ファイル 
• でした. 

アトリビュートが 読み出し 専用の ファイル を 削除す る 場合 は， ファンクション 
43 H (アトリビュート （厲 性） の 変更） で アトリビュート を 変更して ください. 
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delete— entry 



macro 



path 

dx, offset path 



int 

endm 



21H 




つぎの プログラム は， ドライブ B の ディスク 上の 1981 年 12 月 31 曰 以前の 日付 


のフ アイ 


ルを すべて 消去し ます. 


year 


dw 


1981 


month 


db 


12 


day 


db 


31 


files 


db 




message 


db 


"NO FILES DELETED.", ODH, OAH, "$，， 


path 


db 


"b: *. 0 


buffer 


db 


43 dup (？) 



func— 41H: set-dta 



compare: 



next : 



how-many 



al し done: 



select-disk 

find-first-file 

jnc 

jmp 

convert-date 
cmp 

jg 

cmp 
jg 

cmp 
Jge 

delete-entry 

jc 
inc 

fincLnext-file 

jnc 

cmp 

ie 

convert 

display 

select-disk 



buffer 
"B" 
path.0 
compare 
al し done 
buffer [— 1] 
cx, year 
next 

dl, month 
next 
dh, day 
next 

bffer[lEH] 
error 一 i 
files 



compare 
files, 0 
all-done 
files, 10, 



"A" 



ディスク 転送 アドレスの セット （1AH) 

ト' ライブ B を il 択 (OEH) 

最初に 一致す る ファイル 名の 検索 (4EH) 

一致す る ファイル を 得る 
一致し ない 時. all_done へ 

k 未 参照 

年 は 198 はり 大きい か？ 

はいの 時， ファイル を 削除し ない 
12 月 を 越えて いるか？ 

はいの 時， ファイル を 削除し ない 
31 日 W± か？ 

はいの 時， 削除し ない 

J の 削除 



； ファイル カウンタ を インクリメント 

；次に 一致す る ファイル の桉索 
： 日付 チェック 処理 を 職 
； これ! ^ ファイルがない か？ 

； はいの 時， all_dor>e へ 

； 章 末 参照 

:message を スクリーンに 出力 (09H) 
； ドライブ A を 選択 (0EH) 
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INT 21H 




rm en フ アイ ルポ ィ ン タ の 移動 



コ— , 



AH = 42H 

CX:DX 移動す る バイト 数 
AL 移動 方法 （解脱 を 参照して くださ 
BX 



AX 
BX 
CX 
DX 







BH 


BL 


CH 


CL 




： —删 ： 



い.） 



キャリーが セット された * & 

AX = 01H 無効な ファンクション 
06H 無効な ハンドル 
キャリーが セット されない 場合 

DX:AX 新規の ポインタ ロケーション 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm 



FLAGSi 



cs 



OS 



ss 



ES 



指定され た ハンドルの ファイルの リー ドノ ライ ト ボイ ンタを 移動し ます. BX 
は， ハンドルで なければ なりません. CX:DX は， 32 ビットの オフセット （CX 

が 上位 バイ トを 含みます） でなければ なりません. AL は， ポインタの 移動 方法 

で， つぎの 値で 指定し ます. 

直 
00H 

01H 



02H 



ポインタ は， フ アイ ルの 先頭 か ら オフセット の 位置に 移動 します. 

ボイ ンタ は， 現在の ロケーション （アドレス） と オフ セッ トをカ n 箅 した 
位 ffl に 移動し ます. 

ポインタ は， ファイルの 終わりに オフセット を 加算した 位置に 移動し 
ます. 



DX:AX は， 新規の リード/ライ ト ポインタ ロケーション （32 ビット 狻数： 
DX が 上位 パイ トを 含みます） を 返します. じ乂：0乂を0， AL を 2 にして， こ 
の ファンクション を コールし， ファイルの 大きさ を 設定で きます. このと き， 
DX: AX は， ファイルの 大きさ （ファイルの 最後の バイ トの つぎの バイ トの オフ 
セッ ト） を パイ トで 返します. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コード 
されます. 
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エラ一 リターン 



AX 
01H = 
06H = 

move.ptr 



AL に 渡された ファンクション は， 0〜2 の 範囲 外でした. 
BX に 渡された ハンドル は， 現在 オープンされ ていません, 



macro 


handle, high, low, method 


mov 


bx, handle 


mov 


cx, high 


mov 


dx, low 


mov 


a I, method 


mov 


ah, 42H 


int 


21H 


endm 





つぎの プログラム は， 1 文字の 入力 を 要求し， それ を 対応す る 数字に 変換 （A= 
01H, B = 02H …… ） します. つぎに その 数字 番目の レコード 内容 を ファイル か 
ら読み 込み， 表示し ます， その ファイル は， ドライブ B の カレント ディレクトリ 
中の "ALPHABET. DAT" で， 28 バイトの 26 レコードから なります. 



file db 

buffer db 

prompt db 

crlf db 

handle db 

record -length dw 



"b: alphabet dat", 0 
28 dup (?),"$" 

"Enter letter : $" 
ODH, OAH, 

？ 

28 - 



func-42H 



get-char: 



open-handle 

ic 



read ^handle 



file. 0 
error-open 
handle, ax 
display prompt 
read 一 kbd 一 and 一 echo 
sub al， 41 h 

mul byte ptr record-length 

move-ptr handle, 0, ax, 0 
jc error, move 

handle, buffer, record-length 



； ハンドルの オープン (3DH) 

ハンドル を セーブ 
prompt を スクリーンに 出力 (09H) 
1 文字の 入力 待ち (01H) 

入力 文字 を レコード 番号に； 
；才フ セット を 算出 
； ファイル ポインタ を 移動 
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jc error- read 

cmp ax, 0 ； ファイル エンド か？ 

je return ； はい 辦， 赚了 

display crlf ； crif をスク リーンに 出力 (09H) 

display buffer ； buffer を スクリーンに 出力 (09H) 

display crlf ； crlf をスク リーンに 出力 (09H) 

jmp get— char ； 次の 文字 を 得る 
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INT 21H 



Get/Set File Attributes ファンクション 43H 



rw si] アトリビュート （属性） を 得る/セット する 

I コール I AH = 43H 

DS:DX パス 名の 位 B 
CX (AL = 01 の i§^) セットすべき 属性 
AL ファンクション 

00H ファイルの 現在の 战 性 を 返す. 
01H CX で 指定され た 展性の セット 

I リタ 一 >1 キャリーが セッ 卜された お 

AX=01H 無効な ファンクション 
02H 無効な ファイル 名 

03H 無効な パス 

05H アクセスの 否定 
キャリーが セット されない 場合 

CX 風 性 (AL = 00H の 1§^) 

ほ ffTI ファイルの アトリビュート （厲 性） を 得る， または セットし ます. DX は， フ 

アイ ルの パス 名 を 表す ASCIZ 文字列の オフセット アドレス （DS は， セ グメン 
ト アドレス） でなければ なりません. AL は， アトリビュート （厲 性） を 得る か 
セットす るか を 決める パラメータ （0 ： アトリビュート を 得る， 1: ァ トリ ビュー 
トを セットす る） でなければ なりません， 

AL が 0 の 場合 （アトリビュート を 得る）， アトリビュート を 表す 1 バイトが 
CX に 返されます. AL が 1 の 場合 （アトリビュート を セットす る）， CX は， セ 
ッ ト される アト リ ビュートで なければ なりません. アトリビュートに ついては 1. 
5. 6 を 参照して ください. 

この ファンク ショ ンを 使って， ァ トリ ビュー 卜の ボリ ユー ム ID ビッ ト （08H), 
または ディ レク ト リ ビッ ト （10H) を 変更す る こと はでき ません. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に は エラ 一コードが 
返されます. • 
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'、攀 



エラ一 リターン . 

AX 

01H = AL に 渡された ファンクション は 0〜1 の 範囲 外でした 

02H = 指定され た ファイル 名 は 無効でした. 
03H = 指定され た パス 名 は， 無効でした. 

05H=CX で 指定され た厲 性に， 変更で きない ものが 含まれて いました （デ 
ィ レクト リ， ボリ ユー ムラ ベル)， 

change— attr 



macro 


patK action, attrib 


mov 


dx, offset path 


mov 


al, action 


mov 


cx, attrib 


mov 


ah, 43H 


int 


21H 


endm 





つぎの プログラム は， ドライブ B 上の ディスクの カレント ディ レクト リ にある 
REPORT. ASM" という ファイルの ァ ト リ ビュート を 表示し ます. 



path 

attribute 

blanks 



db 
db 
db 
db 
db 
dw 



15 dup (20h), "Read-"' ODH, OAH 

"Filename Only Hidden" 

"System Volume Sub-Dir Archive* 

"b: report, asm", 3 dup (0)， 
？ 

9 dup (20h), "$'， 



func 43H 



chk-bit: 



change— attr 


path, 0， 0 


ic 


error- mode 


mov 


attribute, cx 


display 


header 


display 


path 


mov , 


cx, 6 


mov 


bx, 1 


test 


attribute, bx 


jz 


no 一 attr 


display-char 


"X" 



jmp short 



next- bit 



； アトリビュート を 得る 
； アトリビュート を セーブ 

； header を スクリーンに 出力 (09H) 
:path を スクリーンに 出力 (09H) 

； (0-5) の 6 ビット を チェック 

； ビットが セットされ ている か？ 

； いいえ 織 no attr へ 

； はいの 時. "X" を スクリーンに 出力 (02H) 

；次の ビット 処理へ 
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no-attr: display-char 20h ； 空白 を スクリーンに 出力 (02H) 

next-bit ： display blanks ； blanks をスク リーンに 出力 (09H) 

shl bx, 1 ；次の ビットに シフト 

loop chk-bit ； それ を チェック 
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INT 21H 



Get IOCTL Data 



シ ヨン 44H 
コード 00H 



a 能 i 


IOCTL データ を 得る 


AX: 


AH 


AL 






BX: 


8H 


BL 


i コール 1 


AH = 44H 


CX: 


CH 





AL = 00H 



DX 



キャリー フラグが セットされ ている 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション 
06H 無効な ハンドル 
キャリー フラグが セット されない # 
DX デバイス データ 



SP 



BP 



St 



Dl 



IP 



cs 



OS 



6S 



デバイス コントロール データ を 得ます. AL は， 00H でなければ なりません. 
BX は ハンドルで なければ なりません. 

デバイス データの 2 バイ トは， DX に 返されます. デバイス データの ビッ ト 7 に 
よって ハンドルが ファイル を 表す かデ パイス を 表す かが 決まり， 他の ビットの 意 
味も與 なります. 



• デバイス （ビット 7=1) の 場合 

ビッ ト ffi 鹏 
15 
14 



1 



この 装 B は ファンクション 44 H, コード 02 H (IOCTL キャラクタ 
を 送る） と 03H (IOCTL キャラクタ を 受け取る） を 通して， コント 



口一 ルス ト リ ングを 処理で きます. この ビッ トは 読み出す こと はで 



8〜13 
7 
6 
5 



4 



1 
0 

1 
0 

1 



きます が 害き 込む こと はでき ません. 

予像 

ハンドル は デバイス を 表す 

EOF を 入力す る 場合 

コントロール キャラクタ を チヱ ック しない 

コントロール キャラクタ を チェック する 
予備 
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SEEL 



3 
2 

1 
0 



1 クロ ッ クァノ 《ィ ス 
1 NUL デ バイ ス 
1 コンソール 出力 

1 コンソール 入力 



ビッ ト 5 が チェック できる コントロール キャラクタ は， CTRL-C, CTRL-P, 
CTRL-S, CTRL-Z で， データと して 扱う 力、， コントロール キャラクタ として 扱 
うか を 決めます. ビット 5 を セットして， CTRL-C を データと して 扱う 場合， フ 
アン クシ ヨン 33 H (く CTRL-C> 検査の セッ 卜/リセット） または MS-DOS の 
BREAK コマンドで, CTRL-C を チェックし ないように しなければ なりません. 



ファイル （ビッ ト 7 = 0) の 場合 

ffl m 
予備 

0 ハンドル は ファイル を 表す 
0 書き込まれた ファイル 

デバイス 番号 （00H = A, 01H = B- 



ビッ ト 
は〜 8 

7 
6 

5〜0 



) 



エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード 
します. 

エラー リターン 
AX 

01H = AL が 00H でない 

06H = BX の ハンドルが オーブンされ ていない か， 無効で ある. 



ioct に data 



mov 
mov 
mov 
int 
endm 



code, handle 
bx, handle 
al, code 
ah, 44H ' 
21H 
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1-11 ファンクション リクエスト 



つぎの プログラム は， 標準出力の デバイス データ を 得て， コントロール キャラ 

クタ を チェックし ないように ビッ ト 5 を セット し， つぎに ビッ ト 5 を 0 にします. 



get 
set 

stdout 



equ 
equ 
equ 



0 

1 
1 



f unc-4400H : ioctl-data 

Jc 



get, stdout 



or 

ioctl-data 

ic 



dh, 0 
dl, 20H 
set, stdout 
error 



； I0CTL データ を 得る 



DH をク リア 
ビット を セット 
I0CTL データ を セット 



コントロール キャラクタ 【あ ここ では デー タ として 扱う ("raw mode") 



ioctl-data 
jc 

mov 
and 

ioctl-data 



get, stdout 
error 
dh, 0 
dl, ODFH 
set, stdout 



:I0CTL データ を 得る 



DH をク リア 
ビット 5 をク リア 
I0CTL データ を セット 



コント ロール キャラクタ は， ここで は 処理され る ("cooked mode") 
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第 1 寒 システム コール 



INT 21H 



Set IOCTL Data 




シ ヨン 44H 
コード 01H 





I IOCTL データ をセッ 卜する 


AX 


AH 


AL 






BX: 


BH 




コール 


AH = 44H 


CX 


CH 


CL 



AL =01H 
BX ハンドル 

DX デバイス データ （DH=0) 

キャリー フラグが セットされ ている # 
AX = 01H 無効な ファンクション 
06H 無効な ハンドル 

キヤ リ 一 フラグが セッ ト されない # 
DX デバイス データ 



DX 



SP 



BP 



SI 



Dl 



FLAGS- 



] FLAGSr l 



DS 



ES 



デバイス コントロール データ を セットし ます. AL は， 01H でなければ なり ま 
せん. BX は ハンドルで なければ なりません. DH は， 00H でなければ なり ませ 
ん. 

デバイス データの 2 パイ トは， DX の 内容に セット されます. デバイス データの 
ビッ ト 7 によって ハンドルが ファイル を 表す かデ パイス を 表す かが 決まり， 他の 
ビッ トの 意味 も 異なります. 

• デバイス （ビット 7=1) の 場合 



15 
14 



13〜8 
7 
6 
5 



予備 

1 この 装置 は ファンクション 44H, コード 02H(IOCTL キャラクタ 
を 送る） と 03 H (IOCTL キャラクタ を 受け取る） を 通して， コント 
ロー ルス ト リ ングを 処理で きます. この ビッ トは 読み出す こと はで 
き ますが 害き 込む こと はでき ません. 
予備 

1 ハンドル は デバイス を 表す 
0 EOF を 入力す る 

1 コント ロール キャラクタ を チェック しない 
0 コント ロール キャラクタ を チェック する 
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1，11 ファンクション リクエスト 



4 


1 


予備 


3 


1 


クロック デバイス 


2 


• 1 


NUL デ パイ ス 


1 


1 


コンソール 出力 


0 


1 


コンソール 入力 



ビッ ト 5 が チェック できる コントロール キャラクタ は， CTRL-C, CTRL-P, 
CTRL-S, CTRL-Z で， データと して 扱う 力、， コントロール キャラクタ として 扱 
うか を 決めます. ビット 5 をセッ ト して CTRL- C を データと して 扱う 場合， フ ァ 
ン クシ ヨン 33 H (く CTRL-C> 検査の セット/リセット） または MS-DOS 
BREAK コマンドで, CTRL-C を チェックし ないように しなければ なりません. 



，ファイル （ビッ ト 7 = 0) の 場合 
ビッ ト 



15〜8 

7 

6 

5〜0 



0 ハンドル は ファイル を 表す 
0 書き込まれた ファイル 

デバイス 番号 （00H = A， 01H = B- 



エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 
します. 



エラー リターン 



AX 



01H = AL が 01H でない か， AL が 01H で DH が 00H でな レ 
06H = BX の ハンドルが オーブンされ ていない か， 無効で ある. 



つ: 



ioct し da ね 



macro 



mov 
int 



code, handle 
bx, handle 
al, code 
ah, 44H 
21H 



コード 00H を 参照して ください. 
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第 I 章 システム コール 



INT 21H 



Receive luCTL Character 



'ノカ 

ノク 


、 、ノ， % - 

ン 3 ノ 
一に、 










AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


cx 


CH 


CL 


DX 







[W^f IOCTL キャラクタ を 受け取る 



1EE 



IJ 々一 



： 解 itt 



AH = 44H 
AL = 02 H 
BX ハンドル 

CX コントロール データの バイト 数 
:DX バッファの ポインタ 



sp 



BP 



SI 



01 



IP 


FLAGSh 






キャリー フラグが セットされ ている 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション 
06H 無効な ハンドル 
キャリー フラ グがセ ッ 卜 さ れ ない 場合 
AX 転送され たバイト 数 

コントロール データ を キャラクタ デバイスから 受け取ります. AL は， 02H で 
なければ なりません. BX は， プリンタ や シリアル ボートの ような キャラクタ デ 
パイスの ハンドルで なければ なりません， CX は， 読み取る ぺき コントロール デ 

—タの パイ ト 数です • DX は， データ バッファの オフ セッ ト アドレスです （DS は， 
セグメント アドレス）， 

AX は， 転送され た バイ ト数を 返します. デバイス ドライバ は， I0CTL インタ 
一 フェイス を サポートして いるもので なければ なりません. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ 一コード を 返 
します. 

エラー リ ターン 
AX » 
01H = AL が 02H でない か， デバイスが ファンクションに 適合し ない. 



06H = BX の ハンドルが オープンされ ていない か， 実在し ない, 



1.11 ファンクション リクエスト 



1 ioct に char 



macro 
mov 



int 

endm 



code, handle, buffer 
bx, handle 
dx, offset buffer 
a I, code 



21H 



0[ 



この ファンクション は デバイス ドライバの IOCTL コントロール データに 依存 
します ので プログラム は 省略し ます. 
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第 1 章 システム コール 



INT21H 

Send IOCTL Character 



ファンクション 44H 
コード 03H 



m m 



IOCTL キャラクタ を 送る 


AX 


AH 


AL 




BX 


BH 


BL 


AH = 44H 


CX 


CH 


CL 


AL = 03H 


ox 1 







CX コントロール データの バイ ト数 
:DX バッファの ポインタ 



BP 



St 



Dl 



キャリー フラグが セッ ト されて いる 場合 

AX=01H 無効な ファンクション 
06H 無効な ハンドル 
キャリー フラ グがセ ッ ト さ れ ない^ 
AX 転送され たバイト 数 



IP 


FLAGSh 


FLAGSi 



cs 



DS 



ss 



ES 



IOCTL コント ロール データ を キャラクタ デバイスに 送り ます， AL は， 03H で 
なければ なりません • BX は， ブリン タゃ シリアル ポートの ような キャラクタ デ 
バイスの ハンドルで なければ なりません • CX は， 害き 込むべき コントロール デ 

ータの バイ ト 数です. DX は， データ バッファの オフ セッ ト アドレスです （DS は， 
セグメント アドレス）， 

AX は， 転送され た バイ ト数を 返します • デバイス ドライバ は， IOCTL インタ 
ーフヱ イス を サポートして いるもので なければ なりません. 

エラ一 が 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 
します. 

エラ一 リターン 
AX 

01H = AL が 03H でない か， デバイスが ファンク 
06H = BX の ハンドルが オープンされ ていない か， 実在し ない- 



ショ ンに通 合しない 
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1.11 ファンクション リク エス ト 



ioct に char 



macro 
mov 



mov 
int 

endm 



code, handle, buffer 
bx, handle 

dx, offset buffer ：) 
al f code 
ah， 44H 
21H 



この ファンクション はデ パイス ドライバの IOCTL コント ロール データに 依存 



します のでお 略します. 
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第 1 章 システム コール 



INT 21H 



Receive IOCTL Block 



シ ヨン 44H 
コード 04H 



mm 



コー 



IOCTL ブロック を 受け取る 

AH = 44H 
AL = 04H 

BL ドライブ 番号 （00H= カレント, 

01H = A …… ） 
CX コントロール データの バイト 数 
:DX バッファの ポインタ 




SP 



BP 



SI 



01 



IP 



^^^1 ， I ■ ！に ：， 




キヤ リ 一 フラグが セッ ト されて いる 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション 
05H 無効な ドライブ 番号 
キャリー フラ グがセ ット されな し 、！ §^ 
AX 転送され た バイ ト数 

コントロール データ を ブロック デバイスから 受け取ります. al は， 04H でな 

ければ なりません. BL は， ドライブ 番号 （00H = カレント， 01H = A •••••• ) でな 

ければ なりません. CX は 転送され るべき コントロール データの バイ ト 数でォ 
DX は， データ バッファの オフ セッ ト アドレスです (DS は， セグメント アドレス）， 

AX は， 転送され た バイ ト数を 返します. デバイス ドライバ は， I0CTL インタ 
—フヱ イス を サポートして いるもので なければ なりません. ファンクション 44 

H, コード 00H 実行の 結果， ビット 14 が 1 であれば， その ドライバ は I0CTL を 
サポート しています， 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 
します. 

エラー リターン 



AX 



01H=AL が 04H でない か， デバイスが ファンクションに 適合し なレ 
05H = BL の ドライ ブ 番号が 無効. 
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1.11 ファンクション リクエスト 



お クロ^ ioctl-block 




macro code, drive, buffer 

bl， drive 

dx, offset buffer 
al t code 
ah, 44H 
int 21 H 

endm 

この ファンク ショ ンはデ バイ ス ドライバの 10CTL コント ロール データに 依存 
します ので プログラム を 省略し ます • 
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第 1 章 システム コール 



INT 21H 



Send IOCTL Block 



ファンクション 44H 
コート' 05 H 



コール 



AX 
BX 
CX 
DX 



AH 


AL 


BH 


BL 


CH 


CL 









SP 



8P 



SI 



DI 



E I0CTL プロック を 送る 

AH = 44H 
AL = 05H 

B し ドライブ 番号 （00H = カレント， 

01H = A …… ） 
CX コントロール データの バイト 数 
DS:DX バッファの ポインタ 

キャリー フラグが セッ 卜されて いる 場合 
AX = 01H 無効な ファンク ショ ン 
05 H 無効な ドライブ 番号 
キヤ リーフ ラグが セッ ト されない 場合 
AX 転送され た バイ ト数 

□ コントロール データ を ブロック デバイスに 送ります. AL は， 05H でなければ 
なりません. BL は， ドライブ 番号 （00H- カレント， 01H = A …… ） でなければ 
なり ません. CX は 転送すべき コント ロール データの パイ ト 数です. DX は， デー 
タ バッファの オフセット アドレスです （DS は， セグメント アドレス）. 

AX は， 転送され た パイ ト数を 返します. デ パイス ドライバ は， I0CTL インタ 
一 フェイス を サポートして いるもので なければ なりません. ファンクション 44 
H, コード 00H 実行の 結果， ビッ ト 14 が 1 であれば， その ドラ イノ、' は I0CTL を 
サポートして います， 




エラ一 が 起きた 
します. 

エラー リ ターン 



キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 



AX 

01H = AL が 05H でない か， 
05H = BL の ドライ ブ 番号が 無効. 



シ ヨンに 適合し なレ 
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Ill ファンクション リクエスト 

1 ioct し block macro code, drive, buffer 



mov bl, drive 

mov dx, offset buffer 

mov al, code 

mov ah， 44H 

int 21 H " 



endm 

I 例 I この ファンクション は デバイス ドライバの IOCTL コントロール データに 依存 

します ので プログラム は 省略し ます. 
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第 1 章 システム コール 



INT 21H 



Get Input IOCTL Status 



ファンクション 44H 
コード 06H 



機 I 


入力 ステータスの チ I ック 


AX 


AH 


1 A L 






BX 


BH 


BL 


1 コール 1 


AH = 44H 


CX: 


[ CH 


CL 




AL = 06H 


DX 


DH 


DL 



キャリー フラグが セッ ト されて いる 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション 

05H アクセスが 否定され ました 
06H 無効な ハンドル 

ODH 無効な データ 
キャリー フラグが セットされ ない^ 
AL = 00H レディ 状 》 ではない 
FFH レディ 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh 



FLAGSi 



CS 



DS 



ss 



ES 



'、ン ドルが レディ 状態 かどう か を チェック します. AL は， 06H でなければ な 
ません. BX は， ハンドルで なければ なりません. AL の 返す 値と ステータス 
の閱係 はつぎのと おりです. 

遮 デバイスでの 意味 入力 ファイルでの 意味 

00H レディ 状態で はない ポインタが EOF を 指して いる 

FFH レディ 状態 レディ 状態 



7— が 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コー 
します. 

エラー リターン 
AX 

01H =AL が 06H でない. 
05H = アクセスが 否定され た • 

06H 二 BX の 値が 無効 か， ハンドルが オープンされ ている. 
0DH = 無効な データ 
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1,11 ファンクション リクエスト 



ioctLstatus 



macro 



code, handle 
bx, handle 
al v code 



int 

endm 



21H 



置 



つぎの プログラム は， ハンドルの 入力 ステータスが レディ 
EOF を 指して いるか を 表示し ます. 



s ポインタが 



stdin 
stdout 



equ 
equ 



0 
1 



message 
ready 
a し eof 
crlf 



db 



"File is" 
"ready." 
"at EOF." 
ODH, OAH 



func4406H 



not— eof : 
alLdone: 



write-handle 
ic 

ioctLstatus 
ic 

cmp 
jne 

write— handle 

ic 

jmp 

write-handle 
write—handle 



stdout, message, 8 

write-error 

6, stdin 

ioct し error 

al, 0 

not-eof 

stdout at—eof, 7 



write-error 
all-done 



stdout' ready, 6 
stdout, crlf, 2 • 
write-error 



； message を 表示 

； 入力 ステータス を チェック 

； 入力 ステータス は レディ か？ 
； はいの 時， not 一 eof へ 
； a し eof を 表示 (40H) 

； all done へ 

； ready を 表示 (40H) 

； crlf を 表示 (40H) 
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第 1ft システム コール 



INT 21H 



Get Output IOCTL Status 



ファンクション 44H 
コード 07 H 



[M_~K\ 出力 ステータスの チェック 



解 



コール] AH = 44H 
AL = 07H 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


cx 


CH 


CL 


OX 


OH 


DL 



キャリー フラグが セットされ ている 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション 
05H アクセスの 否定 
06H 無効な ハンドル 
0DH 無効な データ 
キャリー フラグが セッ ト されて いない if^ 

AL = 00H レディ 状 饑 ではない 
FFH レディ 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSh 




CS 



OS 



ss 



ES 



ハンドルが レディ 状態 かどう か を チェック します, 

りません • BX は， ハンドルで なければ なりません. 
の 関係 はつぎのと おりです. 



AL は， 07H でなければ な 
AL の 返す 値と ステータス 



M デバイスでの 意味 出力 ファイルでの 意味 

00H レディ 状態で はない レディ 状態 
FFH レディ 状態 レディ 状態 

出力 ファイル は， たとえ ディスク がいつ ばいでも， レディ 状態 を 返します. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 
します. 

エラー リターン 
AX 

01H =AL が 07H でない. 
05H = アクセスが 否定され た. 

06H =BX の 値が 無効 か， ハンドルが オープンされ ている. 
ODH-無 効な データ. 



1.11 ファンクション リクエスト 



ioct に status 



macro 



code, handle 



al, code - ' 



int 



21H 



ファンクション 44H, コード 06H を 参照して ください • 
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第 1 章 システム コール 



INT 21H 



IOCTL Is Changeable 



シ ヨン 44H 
コード 08H 





IOCTL の 交換 性 


AX 




AL 






BX 


BH 




1 コール 1 


AH =44H 


CX: 


CH 


CL 




AL = 08H 


OX: 


DH 





BL ドライブ 番号 （( 
01H = A …… ） 



= カレント 



キャリー フラグが セットされ ている 場合 
AX = 01H 無効な ファンク ショ 
OFH 無効な ドライブ 番号 

キャリー フラ グがセ ット されな L 、！ §^ 
AX = 00H 交換 可能 
01 H 交換 不可能 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 


FLAGSn ] 





cs 



DS 



BL は， ドライブ 番号 (00 H= カレント， 01H = A …… ） でなければ なりません. 
AX が 01 H の 場合， ハードディスク のように 交換で きない ドライブです， AX が 
00 H の 場合， 通常の ディ スク のように 交換で きる ドライブです， 

この ファンクションが 実行され ると きに ディスク を 交換す るか 否かの メ ッセー 
ジが 出ます， 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コード を 返 
します， 

エラー リターン 
AX 

01H =デ パイ スがこ 



コールで サボ一 ト されて いない 
OFH = BL で 指定 さ れた ドライ ブ 番号が 無効. 



1-11 ファンクション リクエスト 



[^クロ: 



ioct に change 



macro 
mov 



int 

endm 



drive 
U, drive 
al, 08H 
ah, 44H 
21H 



つぎの プログラム は， カレント ディ スクが 交換で きる かどう か を 調べ 
きない ディスクの 場合 は 作業 を統 け， 交換で きる 場合 は ディスク を 差 
の メッセージ を 出します. 



stdout 



equ 



1 



drives 
crlf 



db 
db 
db 



Please replace disk in drive' 



ABCD" 



func-4408H: 



continue : 



ioct に change 
jc 

cmp 
jne 

write— handle 
jc 

current-disk 

xor 

mov 

display-char 

write.handle 

jc 



0 :I0CTL の 交 »ft の チェック 

ioct に error 

ax， 0 ； カレント ドライブの 交換 は 可能 か? 

continue ； いいえの 時， 処理 を 181 

stdout, message, 29 ； はい 辦， message を 表示 (40H) 
write—error 

カレント ディスク を 得る (19H) 
インデックス をク リア 
カレント ドライブ 番号 を セット 

に 出力 (02H) 
crlf を 表示 (40H) 



bx, bx 
bl, al 

drives [bx] 



stdout crlf, 2 
write - error 



(Further processing here) 
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INT 21H 



IOCTL Is Redirected Block 



ファンクション 44H 
コード 09H 





IOCTL リ ディ レクト ブロック 




1 _ AH 


AL 






BX 


BH 


BL 


； コール 1 


AH = 44H 


CX 


CH 


CL 




A し = 09H 


' DX 







BL ドライブ 番号 （00 H 
01H = A …- 



= カレント 



キャリー フラグが セッ ト されて いる 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション 

0FH 無効な ドライブ 番き 

キャリー フラ グがセ ッ ト さ れな レ 、！ §^ 
DX デバイス アトリビュート ワード 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGSm I FLAGSi 



CS 



OS 



SS 



の ファンクション は， ドライブ 名が MS-Networks の ワーク ステージ ョ ン 
(ローカル） の ドライブ であるか， サーバ （リモート） ヘリ ディ レクト されて いる 

か を チェック します. BL は， ドライブ 番号 （00H = カレント， 01H = A …… ） で 
なければ なりません， 

ブロック デバイスが ローカルの 場合， DX は デバイス ヘッダの アト リ ビュート 
ワード （2 バイト） を 返します. ブロック デバイスが リモートの 場合， ビット 12 
だけが セットされ （1000H), 他の ビット は 0 (予備） です. 

アプリケーション プログラム では， ビット 12 を チェック する こと はでき ませ 
ん， したがって ローカル， リモート， デバイスの 区別が できません • 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX は エラ 一コード を 返 
します. 



エラー リ ターン 
AX 



01H= この システム コール を 使うた めに は， ファイル シェアリング 
(SHARE . EXE) が ロード （常駐） されて いなければ なりません. 
0FH = BL で 指定 さ れた ドライ ブ 番号が 無効. 



2C 



1.11 ファンクション リクエスト 



ioctLrblock 



macro 



mov 
int 

endm 



drive 

bl, drive ― 
al. 09H :' 
― ah, 44H 
21H 



rwi 



つぎの プログラム は ドライブ B が ローカル か， リモート か を チェックし， 適切 
な メッセージ を 表示し ます. 



stdout 



equ 



1 



message 
loc 
rem 
crH 



db 
db 
db 
db 



"Drive B: is,' 
"local." 
"remote/* 
0DH， OAH 



fun"4409H: write—handle 

ic 

ioctLrblock 



not Joe: 



done: 



test 
jnz 

write—handle 

jc 

jmp 

write— handle 
jc 

wr け e— handle 
jc 



stdout, message 12 ； message を 表示 

write^error '、 

2 ' ； ドライブ B が ローカル か リモート 



ioct に error 
dx, lOOOh 
not-loc 
stdout loc 6 
write'erw 
done 

stdout, rem, 7 
write 一 error 
stdout crlf, 2 
write 一 error 



； かをチ i ック 

； ビット 12 が セットされ ている か？ 
、 ； はい 饿， リモート でる， no リ oc へ 
； loc を 表示 (40H) 

； rem を 表示 (40H) 
； crif を 表示 (40H) 
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INT 21H 



IOCTL Is Redirected Handle 



ファンクション 44H 
コード OAH 



IOCTL 

AH = 44H 
AL = OAH 



AX 
BX 

CX 

ox 



AH | 




BH 


BL 


CH 


CL 







キャリー フラグが セットされ ている 場合 

AX =01H 無効な ファンクション コ 
06H 無効な ハンドル 

キャリー フラグが セットされ ていない 
DX IOCTL ビット フィールド 



ード 



b き 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS 



H 




cs 



OS 



ss 



ES 



この ファンクション は， フ アイ ノレ 力 5 MS-Networks の ワーク ス テーシ ヨン （口 
—カル） の ファイル または デバイス である 力、， サーバ ヘリ ディ レクトされ ている 
か を チェック します • BX は， ファイル ハンドルで なければ なりません. DX は 
IOCTL ビット フィールド を 返します • ビット はが 1 の 場合， ハンドル はリ モー 
ト ファイル かデ パイ ス です， 

アプリケーションプログラム では， ビッ ト 15 を チェック する こと はでき ませ 
ん， したがって ローカル， リモート， デバイスの 区別が できません • 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コ一 
します， 



エラー リターン 

01H= この ファンクション リクエスト を 実行す る に は， MS-Networks 

力; 稼動して いなければ なりません. 
06H = BX で 指定 さ れた ドライ ブ 番号が 無効. 
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ioct に rhandle 



macro 
mov 



int 

endm 



handle 
bXt handle 
al' OAH 
ah, 44H 
21H 



つぎの プログラム は ハンドル 5 が ローカル か リモートの ファイル か， デバイス 
か を 表示し ます. 



stdout 



equ 



1 



loc 

rem 

crlf 



db 
db 
db 
db 



"Handle 5 is" 
"local" 
"remote" 
ODH, OAH 



func-440AH: w rite-handle stdout, message, 12 ； message を 表示 

jc write— error 

ioct に rhandle 5 



noUloc: 



done: 



jc 

test 

jnz i 
write handle 

jc 

jmp 

write-handle 

jc 

write-handle 

ic 



ioct に error 
dx, 8000h 
not」oc 
stdout loc, 6 
write—error 
done 

stdout rern 7 
write—error 
stdout, crlf, 2 
write-error 



； a ン ドル 5 が ローカル か リモート 
： かをチ i ック 

； ビット 5 が セットされ ている か？ 

； はいの 時， リモート である， not」oc へ 

； loc を 表示 (40H) 



； rem を 表示 (40H) 



； crlf を 表示 (40H) 
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INT 21H 



IOCTL Retry 



ファンクション 44H 
コード OBH 



SE 



： 解 



IOCTL リトライ 

AH = 44H 

AL = OBH 

DX リトライの 回数 

CX 待ち 時 (W 

キャリー フラグが セットされ ている # 
AX =01H 無効な ファンク ショニ 

キャリー フラ グがセ ッ ト さ れ ない if^ 
エラーな し 




SP 



BP 



SI 



Dl 



ン コード 



IP 



FLAGS 




cs 



DS 



SS 



ES 



この ファンクション は， ファイルの 共有 違反が 発生した ときに， MS-DOS が 行 
う リトライの 回数 を セットし ます • DX は， リトライの 回数で なければ なり ませ 
ん • CX は， リトライの 間隔の 時間で なければ なりません， 

MS-DOS は， この ファンクション によって 変更され ない 限り， リ トライ を 3 回 
行います • 指定され た リトライ を セットした 後， 要求され た プロセス のために， 
MS-DOS は 割り込み タイプ 24H を 実行し ます， 

CX で 与えた 待ち時間 に対して， 実際の 時間 は 機種に よって 異なります. それ 
は， MS-DOS が 用意した 待ち時間の ループ， CPU の 処理 速度と クロック サイ ク 
ルに 依存し ます • ユーザーが 実際の 時間 を 知り， それ を もとに 設定したい 場合 は， 
リ トライの 回数 を 1 にして， 待ち 時 問 を いろいろ 変える の も 1 つの 手段です. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コード を 返 
します. 



エラー リ ターン 

AX 



01H= この システム コール を 使うた めに は， ファイル シェアリング 
(SHARE . EXE) が ロード （常駐） されて いなければ なりません. 



1.11 ファンクション リクエスト 



ioct に retry macro retries, wait 

mov dx, retries 

mov cx, wait 

' mov al， OBH 

- mov ah, 44H r 




int 21H 



- つぎの プログラム は リトライの 回数 を 10 にし， 待ち時間 を 1000 にします. 

func.440BH: ioct に retry 10,1000 ： ディスク アクセスの リトライ 

, ;@« を 10 に セット 

- ic error 一 
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INT 21H 



Generic IOCTL (for handles) 



ファンクション 44H 
コード OCH 



m An -« ioctl (ハンドル 用) 



コール 



「リタ 一 



nr~B 



AH = 44H 
AL = OCH 



AX 
BX 
CX 

ox 



AH 


AL 


BH 


BL 


CH 


CL 



CH = 05H カテゴリ コード （プリンタ デバイス) 
CL ファンクション （マイナー） コード 
:DX データ バッファへの ポインタ 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



■2BI 謂 




キヤ リーフ ラグが セッ ト されて いる 場合 

AX = 1 無効な ファンクション コード 
キャリー フラグが セット されない 場合 
エラーな し 

この システム コール は， *PRINT TIL BUSY* が サポートされ ている プリ ンタ 
ドライ バに 対し て， プリンタ への 出力の 操 り 返 し 回数 を投定 ま た は 取得 します， 

CL = 45H ならば， この コール は， プリンタ に対する 繰り返し 回数 をセッ ト しま 
す. CL = 65H ならば， この コール は， プリンタ に対する 繰り返し 回数 を 取得し ま 
す， 

DS:DX は *PRINT TIL BUSY* ループの 繰り返し 回数が 格納され ている ヮ 
ード を' 丁 、イン 卜します， これ は， デバイス ドライバが デ パイスから や READY" シ 
グナル が 返される まで デバイス BUSY を 待つ 回数です 



1.11 ファンクション リクエスト 




コール 



CS 



■ ;1 



HRIOCTL (ブロック デバイス 用） 

AH ： 44H 
AL = ODH 

BL デバイス 番号 (0= カレント， 1=A, …，など) 

CH = 08H カテゴリ （メジャー） コード 

CL ファンクション （マ イナ—） コード 

DS ： DX パラメータ ブロック 一 1 への ポインタ 

キャリー フラグが セット された 場合 

AX =1 無効な ファンクション コード 
2 無効な ドライブ 
キャリー フラグが セット されない «^ 
エラ一 なし 

ファンクション コード は， 次のう ちの— つです. 




SP 



BP 



SI 



Dl 




コード 

40 H デバイス パラメータの セット 

60 H デバイス パラメータの 取得 

41 H 論理 デバイス 上の トラックの ライト （害き 出し） 

61 H 論理 デバイス 上の トラックの リード （読み込み） 

42 H 論理 デバイス 上の トラックの フォーマット 

62 H 論理 デバイス 上の トラックの ベリファイ 

$±*： 論理 デバイスの リード， ライト， フォーマット， ベリファイの 刖に， アバ 
ィ ス パラメータの セッ ト をし なけれ なりません. ' 

論理 デバイスの リード， ライト， フォーマット またはべ リファイ を 行いたい 場 
合 は， 次の 手 顧で 行って ください. リ •， 

會 デバイス パラメータの 取得 を 使用して， ドライブ パラメータ を セーブし ます. 
参 デバイス パラメータの セット を 使用して， 希望す る ドライブ パラメータ をセッ 
ト します. 
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IZO オペレーション を 実行し ます. 



き アバイ ス パラメータの セッ トを 使用して， オリジナルな ドライブ パラメ一 タを 

復元し ます. .oi ) 」T0O， jn^ 



I デ^^イス パラメータの セット （ファンクション 440DH， CL=40H) 



CL = 40H のとき， パラメータ ブロック は， 次の ような フィールド フォー マツ ト 
です. 



バイ ト 


特殊 ファンクション 


バイ ト 


デバイス タイプ 


ワード 


デ バイ ス厲性 


ワード 


シ リンダ 数 




デ パイ ス BPB 





これらの フィールド は， 次の ような 意味 を 持ちます, 



特殊 ファンクション フィ 一， 
各 ビットごとの， 値と 意味 は 次のと おりです. 



ビッ ト 

0 



0 



1 



1 



2 



0 
1 

0 



1 



m 

デバイス BPB フィールドに は， この デバイス に対する 新し 
い デフォルトの BPB を 含んで いる. もし， デバイスの セッ ト 
の コールが 以前に この ビッ ト をセッ ト したならば， Build 
BPB は 実暌の メディア BPB を 返し， さもなければ， デ パイ 
ス に対する デフォルト BPB を 返す. 

すべての BUILD BPB リクエストの 結果と して， デバイス 
BPB;^' 返される. 

パラメ 一 タブ 口 ック のす ベての フィ ール ドの リ 一 ド. 
トラック レイアウト フィールド を 除く， すべての フィールド 
の パラメータが 無視され る. 

トラック 上の セクタ サイズが 同じで ない （この 設定 は 使用す 
べきで はない）. . '-- 

トラック 上の セクタ サイズ はすべ て 同じで あり， セクタ 番号 
:, 1 から 現在の トラック 上の 総数まで である. この ビ 
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ッ トは， 常に セッ ト するべき である. 

3,4,5,6,7 0 これらの ビット は， 0 でなければ ならない • 

デバイス タイプ フィールド ： 

この バイト は， 物理 デバイス を 記述し， デバイス によって セット されます • そ 

の 値と 意味 は， 次のと おりです. 

儘 輕 t 

0 320 Z360K パイ ト 

1 一 

2 640K/720K バイ ト 

3 256K バイ ト （8 インチ 単 密度） 
4 1 メガバイト 

5 固定 ディスク 
6 

7 その他 

デバイス 属性 フィールド： 

各 ビットごとの， 値と 意味 は 次のと おりです. 

ビッ ト 簠 魅 

0 0 メディア は， 交換 可能. 

1 メディア は， 交換 不可能. 

1 0 ディスク チェンジ ライン は， サポートされ ていない • 

(ドアロックが サ ポー ト されて いない） 
1 ディスク チェンジ ライン は， サポートされ ている • 
(ドアロックが サポートされ ている） 
2 〜は 6 これらの ビッ トは 0 でなければ ならない. 

シ リンダ 数 フィールド ： 

この フィールド は， 物理 デバイスが サポート できる シリ ンダ 数の 最大値 を 示し 

ます. この 情報 は， デバイス によって セット されます. 

複数の 種類の メディア を 使用で きる ドライブ のために， この フィールド は （デ 
ノ、 • イスに 依存〉 どの 種類の メディアが ドライブに セッ ト されて いるか を 示します. 



第 1 車 システム コール 



デバイス BPB フィールド ： 

特殊 ファンクション フィールドの ビッ ト o がク リアされ た 場合， この フィ ール 
ドの BPB はデ バイ スの 新しい デフ オル ト の BPB です. 

特殊 ファンクション フィールドの ビッ ト 0 がセッ ト された 場合， デバイス ドラ 
ィバ は， BUILD BPB リク エス 卜の 後で この フ ィ 一ル ドに BPB を 返します • 

トラック レイ ァゥ トフィー ソレド ： 

この フィールド は， 各 論理 デバイスの 可変長 テーブルと， 期待され る メディア 
トラック 上の セクタの レイ ァゥ トを 示します. この フィールドの フォー マツ トは， 
次のと おり です. 



フー 


K 


セクタ カウント 一 


一 セクタの 総数 


ヮー 


K 


セクタ 番号 一 


—セクタ 1 


ヮー 


K 


セクタ サイズ 一 


一 セクタ 1 


ヮー 


ト' 


セクタ 番号 一 


一 セクタ 2 


ヮ一 


ト' 


セクタ サイズ 一 


一 セクタ 2 



ワード 


セクタ 番号 


— セクタ n 


ワード 


セクタ サイズ 


— セクタ n 



セクタ カウント フィールド は， セクタの 総数 を 示します. 各 セクタ 番号 は一 意 

で， 1 から セクタ 総数 （ n ) でなければ なりません. 

特殊 ファンクション フィールドの ビッ ト 2 がセッ 卜された 場合 は， すべての セ 
クタ サイズ は 同じで なければ なりません. 

■ デバイス パラメータの 取得 （ファンクション 440DH, CL=60H) 

CL=60H のとき， パラメ一 タブ ロック フィールド は CL = 40H のように， 同じ 
フィールド レイアウトです. しかし， いくつかの フィールド は， 異なった 意味 を 

持って います. それら は， つぎの ような 意味 を 持って います. 

特殊 ファンクション フィールド ： 

各 ビットごとの， 値と 意味 は 次のと おりです • 
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1.11 ファンクション リ ク エス ト 



ビッ ト 11 

0 0 デバイス に対する デフォルトの BPB を 返す 

1 BUILD BPB リク エス トが 返した BPB を 返す 
1,2,3,4,5,6,7 0 これらの ビッ トは 0 でなければ ならない 

トラック レイ ァゥ トフィー ルド ： 

デ パイ ス パラメータの 取得 コール は， この フィールド を 使用し ません， 

■tt 理 デバイス 上の トラックの リー ドノ ライ ト 

(ファンクション 440DH, CL=61H/CL = 41H) 

論理 デバイス 上の トラックへ ライ ト （書き出し） する に は， CL = 41H をセッ ト 
します. 論理 デバイス 上の トラック を リード （読み込み） する に は， CL = 61H を 

セットし ます. 

CL=41H または CL=61H のとき， パラメータ ブロックの フォー マツ トは 次の 
とおり です， 一 



パイ ト 


特殊 ファンクション 




ワード 


へッ卜 




ワード 


シリ ンダ 




ワード 


第 1 セクタ 




ワード 


セクタ 数 




2 ワード 


転送 アドレス 





これらの フィールドの 内容 は， 次のと おりです. 

持殊 ファンクション フィールド： ' ' 

この パイ トは 0 です， 

へッ ド フィールド ： 

この フィールド は， 害き 込み， または 読み出し を 行う ときの ヘッド 番号 を 含み 
ます. 

シ リンダ フィールド ： 

この フィールド は， 書き込み， または 読み出し を 行う ときの シ リンダ 番号 を 含 

みます. 
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ファースト セクタ フィールド ： 

この フィールド は， 書き込み， または 読み出し を 行う ときの 最初の セクタ 番号 

を 持ちます. この セクタ は 0 から 数え 始められる ため， 4 番目の セクタ は 3 と 数え 
られる わけです， ' 



セクタ 番号 フィ 一， 

の フィールド は， セクタの 総数が 含まれます. 



転送 アドレス フィールド： 

この フィールドに は， 格納され ている 害き 出すべき データ または 現在 読み込ま 
れ ている データの， アドレスが 含まれて います. 



S デ z《 イス 上の トラックの フォ- 

(ファンクション 440DH, CL=42H/CL = 62H) 

論理 デバ ィ ス 上の トラックの， フォー マツ ト とべ リファイ をす る 場合 は， CL = 

42H を セットし ます. 論理 デバイス 上の トラック をべ リファイ する 場合 は， CL= 
62H を セットし ます. 

CL-42H または CL=62H のとき， パラメ一 タブ ロックの フォー マツ トは， 次 
のとお りです， 



ペイ ト 特殊 ファンクション 



ワード ヘッド 



ワード シ リンダ 



これらの フィールドの 意味 は， 次のと おりです. 



特殊 ファンクション フィ 一， 

この パイ トは， 0 でなければ なりません. 

へッ ド フィールド ： 

この フィールド は， フォーマット またはべ リファイ を 実行す る， ヘッド 番号 を 



含みます. 



シ リンダ フィールド ： 

この フィールド は， フォーマット またはべ リファイ を 実行す る， シ リンダ 番号 
を 含みます. 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 





ファンクション 44H 


Get/Set Logical Drive Map 


コード OEH， OFH 



置： 霤,^ 



C1E 



I リターン l 



AH 
AL 



BX 



ップの 取得 設定 
44H 

OEH 論理 ドライブ マップの 取得 
0FH 論理 ドライブ マ ッ ブの 設定 
ドライブ 番号 （0 = カレント， 1=A, 
など） 



AX 
BX 

CX 



AH | 


AL 










DH 


DL | 





SP 



8P 



S1 



DI 



キャリー フラ グがセ ッ ト さ れた 場合 

AX =01 H 無効な ファンクション コード 
0FH 無効な ドライブ * 号 

キャリー フラ グがセ ットさ れ ない 場合 

AL = » 理 デバイス は 物理的に マップされ 
た （ = 0, 1 ドライブが この 物理 ドラ 
イブに 割り当てられた） 



DS 



SS 



ES 



論 wi ドライブマップの 取得 は， dos に対して， w 在 どの' 淪 ^ドライブが 物 押. 

バイスに マップされ ている か を W 問し ます， 論理 ドライブ マップの 設定 は， 職 
物理 デバイスに マップされ ている ドライブ を 変 K します. これらの ファンク ショ 

ンは， ディスク ドライブが 1 台の システム でのみ 有効です' 

アブリ ケーシ ヨンで は， これらの ファンクション によって， DOS が 現在 示す r 
ライブ 中の 正しい フロッピィ ディスクの 場所 を 無効に して' 他の 論理 ドライブ を 
アクセス する ことができ ます. 

論理 ドラ ィ ゾが 現在 どの 物理 デバイスに マップされ ている かどう か を 検出す る 
ために は， プログラム は， ファンクション 440EH または 440FH (論理 ドライブ マ 
ップの 取得/設定） の コールの 後で， AL の 値 を 調べる 必要が あります' 
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INT 21H 




AH = 45H 

BX ファイル ハンドル 

キャリーが セット された # 

AX = 04H オーブンされ ている ファイル 

が 多すぎる. 
06H 無効な ハンドル 
キャリーが セッ 卜されないで 
AX 新規の ファイル ハンドル 



AX 


_ 


AL 


BX 




BL 


CX: 


CH 


CL 


DX 


OH 


DL 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGSh 




OS 



ss 



ES 



1 つの ファイルに 追加す る ハンドル を 作成し ます. B x は， オープンされ たフ 

ァ ィ ルのハ ン ド ル でなければ な りません. 

MS-DOS は 新しい ハンドル を AX に 返します， すでに オーブンされ ている BX 
で 指定した ファイル ハンドル を 取り出し， 同じ ファイル を 示す 新規の ファイル ハ 
ン ドル を 返します （2 つの ファイルの リード/ライ ト ポインタ は 同じと ころ を 指 
します). 

この ファンクション 実行 後， どちら か 1 方の リード/ライ トポィ ンタを 移動す 
ると' もう 1 方の ポインタ b また 移動し ます. この ファンクション は 通常， 標準 
入力 （ハンドル 0) と 標準出力 （ハンドル 1) を リダイレクト として 扱い まォ 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に は エラ 一コードが 
返されます. 

エラー リターン 

AX Vl 
04H 二 現在の プロセスで 使用可能な ハンドルが 存在し なかった か， また 内 
部 システム テーブルに 空き 領域が ありませんでした. 

06H = BX に 渡された ハンドル は， 現在 オープンされ ていません- 
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マクロ 魂 xdup 



macro 



int 

enam 



handle 
bx, handle 
ah, 45H 
21H 



つぎの プログラム は， 標準出力 （ハンドル 1) を" DIRFILE" という ファイル 
に 定義し なおし， ディレクトリ を 出力す るた めの 子 プロセス を 起動し， 標準 入 刀 
を ハンドル 1 に 戻します. 



pgm-file db 

cmd-line db 

parm-blk db 

path db 

dir-file dw 

sav-stdout dw 



"command, com", 0 
9, "/c dir/w", ODH 
14 dup (0) 
"dirfile", 0 

？ 
？ 



； ハンドル 用 
； ハンドル 用 



func.45H 



set -block 
jc error- set blk 

create-handle path, 0 



mov 
xdup 

ic 



xdup2 



error, create 
dir-file, ax 
1 

error-xdup 
sav-stdout, 
dir-file, 1 
error_xdup2 



割り当てられた ブ 0 ックの 変更 (4AH) 
ハンドルの 作成 (3CH) 

ハンドル を セーブ 
ファイル ハンドル を 二重 化 

； ハンドル を セーブ 

； ハンドル を 5* 制 的に 二重 化 (46H) 



exec pgmJile, cmd-line, parm-blk ； 子 プロセス を g»(4BH) 



ic 

xdup2 

ic 

close, handle 
jc 

close-handle 



error-exec 

sav.stdout 

error—xdup2 

sav-stdout 

error-close 

dir-file 

error-dose 



ハンドル を 強制的に 二重 化 (46H) 



； ハンドルの ク。一 ズ (3EH) 



； ハンドルの クローズ (3EH) 
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INT 21H 



Force Duplicate File Handle 




i 機能 I ファイル ハン ドルの 強制 二重 化 



コール 



ョ 



AH = 46H 

BX 既存の ファイル ハンドル 
CX 新規の ファイル ハンドル 

キャリーが セット された^ 

AX = 04H オーブン されて I 

が 多すぎる. 
06H 無効な 処理 

キャリーが セット されない 場合 

エラーな し 



AX 


AH | 


i AL 


BX 


BH | 


BL 


CX 


CH 


CL 


0X: 







SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



cs 



ES 



オーブンした ファイルと 既に 連結 （二重 化） されて いる 他の ハンドル を， 指定 さ 

れた ハンドルと 強制的に 二重 化させます， BX は， オーブン された ファイルの ハ 

ン ドルで なければ なりません • CX は， 新規の ハンドルで なければ なりません • 

すでに オーブンされ ている ファイル ハンドル を 取り出し， 同じ 位置の 同じ ファ 
ィルを 示す 新規の ファイル ハンドル を 返します. CX の ファイル ハンドルが 既に 

オーブンされ ている 場合， まず， その ハンドルが クローズ されます • 
この ファンクション 実 fi^, どちら か一 方の リー ドノ ライ ト ボイ ンタを 移動す 

ると もう一 方の ポインタ もまた 移動し ます. この ファンクション は 通常， 標準 入 

力 （ハンドル 0) と 標準出力 （ハンドル 1) をリ ダイレク ト として 扱います • 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に は エラー コードが 
返されます， # 

エラー リターン 
AX 

04H= 現在の プロセスで 使用可能な 解放され た ハンドルが 存在し ないか， 

または 内部 システム テ一 ブルに 空き 領域が ありませんでした • 
06H = BX に 渡された ハンドル は， 現在 オープンされ ていません. 
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i xdup2 



macro 



int 

endm 



handled handle2 
bx， handlel 
cx, handle2 
a\\ 46H 
21H 



つぎの プログラム は， 標準出力 （ハンドル 1) を "DIRFILE" という ファイルに 
定義し なおし， ディレクトリ を 出力す るた めの 子 プロセス を 起動し， 標準入力 を 
ハンドル 1 に 戻します • 



pgm.file 
cmd— line 
parm-blk 
path 

dir-file 

sav-stdout 
func-46H : 



db 
db 
db 
db 
dw 
dw 

set -block 
jc 



"command com", 0 
9，"/c dir/w"， ODH 
14dup (0) 
"dirfile", 0 

？ 
？ 

last-inst 
error- setblk 



ハン ドル 用 
ハン ドル 用 



割り当てられた メモ リブ 0 ックの 変更 (4AH) 



create.handle path, 0 
JC 



ドルの 作成 (3CH) 



xdup 
jc 

mov 



jc 

exec 

ic 
xdup2 

jc 

close- handle 
jc 

close-handle 
jc 



error.create 
dir-file, ax 
1 

error— xdup ' 
sav-stdout, ax 
dir-fil も 1 
error.xdup2 

pgm-fil も cmdJine, parm-blk ；子 プロセス を起勛 (48H) 
error-exec 



ハンドル を セーブ 
ファイル ハンドル を 二重 化 (45H) 

ハンドル を セーブ 

ドル を 強制的に 二重 化 



sav-stdout, 1 

error— xdup2 

sav-stdout 

error-dose 

dir-file 

error-close 



； ハンドル を强制 的に 二重 化 
； ハンド JU^ クローズ (3EH) 



； ハンドルの クローズ (3EH) 
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■NT 21H 



Get Current Directory 




ン 47H 



E3 



： 解 





カレント ディレクトリ を 得る 


AX 










BX 


BH 


BL 


Ens! 


AH = 47H 


CX 


CH 


CL 




DS:SI 64 バイトの メモリ 領域に 対する 


DX: 


0H 





ポインタ 

DL ドライブ 番号 



キャリーが セット された 場合 



SP 



BP 




AX = 0FH 無効な ドライブ 
キャリーが セット されない »^ 
エラーな し 



ip 



FLAGSh 




指定した ドライブの カレント ディ レク ト リの バス 名 を 返します • DL は， ドライ 
ブ 番号 （00H= カレント， 01H=A"O でなければ なりません. SI は， 64 パイ 
卜の メモリ 領域の オフセット アドレス （DS は， セグメント アドレス） です. 

DS:SI で 指定す る メモリ 領域 は， ルート ディ レク ト リ からの 相対 位置で 表した 
パス 名 （DL で 指定した ドライブの カレン ト ディレクトリ） の 文字列 を ASCIZ 文 
字 列と した ものです • この 文字列 は， ¥ マーク （ルート ディレクトリ を 表す） か 
ら 始まらず， ドライブ 指定 も 含んで おりません. 

エラ一 が 起きた 場合 キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コードが 返さ 
れ ます， 

エラー リターン ' 
AX 



0FH = DL で 指定 さ れた ドライ ブ 番号 は 無効, 
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get— dir macro drive, buffer 

mov dl, drive 

si, offset buffer 
ah， 47H 
int 21H 
endm 

つぎの プログラム は， ドライブ B 上の ディスクの カレント ディ レク ト リを 表示 
します. 

disk db "b ： $" 

buffer db 64 dup (？) 

func-47H: get-dir 2, buffer ； カレント ディレクトリ を 得る 

jc error— dir 

display disk ； disk をスク リーンに 出力 (09H) 

display-asciz buffer ； 章 末 参照 
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INT 21H 



Allocate Memory 



ファンクション 48H 



通 W\ メモリの 割り当て 



コー 



E3 



AH = 48H 

BX 割り当てるべき メモリの 大きさ （パラグラフ) 

キャリーが セット された^ 

AX = 07H メモリ 中の データ の破壞 

08H 十分な 大 きさの メモリ がない 
BX 割 り 当て 可能な 最大の メモ リ サイ ズ 
キャリーが セッ 卜されない 場合 

AX 割り当てられた メモリの セグメント 
アドレス （パラグラフ） 



AX 


AH 


AL 


BX 




BL 


CX 


CH 


CL 


OX: 


DH 


DL 



SP 



BP 



01 



IP 



FLAGSh FLAGSl 



cs 



DS 



ss 



ES 



こ 指定され た 大きさの メモリ を 割り当てます. BX は 割り， 1 ' I 
てられるべき メモリの 大きさ （パラグラフ 単位： 1 パラグラフ =16 パイ ト） でな 

ければ なり ません. 

要求 を满 たす メモリが ある 場合， AX に 割り当てられた メモリの セグメ ントァ 

ドレス を 返します. 要求され た メモリがない 場合に は， BX に 割り当て 可能な 最 
大の メモリ サイズ （パラグラフ 単位） を 返します. 

エラーが 起きた 場合 キャリー フラグが セッ 卜され， AX に エラー コードが 返さ 
れ ます. 

エラー リターン 
AX 

07H = メモリの 内部に， 矛盾した データが 含まれて います. これ は ユーザ 
一 プログラムが 所有して いない メモリ を 変更した ために 発生し ま 

す. 

08H= 使用可能な 最大の 空きの ブロックが 要求され たもの よ り 小さい か， 
または 空きの ブロックが 存在し まぜん. 
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I 



allocate— memory 



macro 


bytes 


mov 


bx, bytes 


mov 


cl.4 い 


shr 


bx, cl 


inc 


bx 


mov 


ah, 48H 


int 


21H 


endm 





つぎの プログラム は， "TEXTFILE.ASC" という ファイル を オープンし， ラァ 
ン クシ ヨン 42H (ファイル ポインタの 移動） で， サイズ を 求めます • つぎに， そ 
の ファイル サイズで メモリ ブロック を 割り当て， 割り当てた メモリに ファイル を 
読み込みます. 最後に， 割り当てた メモリ を 解放し ます • 

db "textfile asc", 0 • 

db "File loaded into allocated memory block,", 

ODH, OAH 

db "Allocated memory now being freed 

(deallocated),", ODH, OAH 

dw ？ 
dw ？ 
dw ？ 



path 
msgl 

msg2 



handle 

mem-seg 

file^len 



func-48H : 



open-handle 

ic 

mov 

move— ptr 
jc 

mov 

set-block 



patK 0 
6iro に open 
handle, ax 
handle 0, 0， 2 
error— move 

file-lea ax 
last- inst 



ハンドルの オーブン (3DH) 

ハンドル を セーブ 

ファイル ポインタ を 移動 (42H) 

ファイル サイズ を セーブ 
；割り 当てられた メモリ ブロック 
； の 変更 (4AH) 



IC 

allocate-memory fileJen 
jc error-alloc 

mem-seg, ax 



メモリ を 割り当てる 



新規の メモリの アドレス を セーブ 
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move-ptr handle, 0, 0, 0 

jc error, move 

push ds 

mov ax, mem.seg 

mov ds, ax 



； ファイル ポインタ を 移動 (42H) 
； DS を セーブ 

： 新規の メモリの セグメント ァ 

； ドレス を 得る 
； gf« メモリに DS を セット 



read-handle csrhandle, 0, cs:fileJen ； 8f« に « り 当てられた メモリ 

；に ファイル を R み込む 
POP ds :DS を リストア 

jc error- read 

(CODE TO PROCESS FILE GOES HERE) 
write-handle stdout, msgl, 42 ； msgl を g*(40H) 
jc write-error 

free-memory mem.seg ； fl り 当てられた メモリ を 解放 (49H) 

jc error.freemem 

write-handle stout, msg2, 49 ； msg2 を «^(40H) 

jc write-error 
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INT 21H 




rm an 割り当てられた メモリ の 解放 

AH = 49H 

ES 解放すべき メモリ 領域の セグメント 
アドレス 



キャリーが セットされ た^ 

AX = 07H メモリ 中の データの 破壊 
09H 無効な ブロック 
キャリーが セットされ ない^ 

エラーな し 



AX 




AL 


BX 


8H 


BL 


CX: 


CH 


CL 


DX: 


DH 


DL 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm FLAGSl 



cs 



OS 



解 E 



ファンクション 48H (メモリの 割り当て） で， 先に 割り当てられた メモ リブ 口 
ックを 解放 （利用 可能に） します. ES は， 解放され る メモリ ブロックの セ グメン 

ト アドレスで なければ なりません. 

エラーが 起きた 場合 キャリー フラグが セッ ト され， AX に エラ一 コードが 返さ 

れ ます. 

エラー リターン 

AX 

07H= メモリの 内部に， 矛盾した データが 含まれて います. これ は ユーザ 
一 プログラムが 所有して いない メモリ を 変更した ために 発生し ま 

す. 

09H=ES 内に 渡された ブロック は， メモリ アロケーション によって 割り 
当てられた ものではありません. 



free-memory 



macro 



mov 
mov 

int 



seg— addr 

seg-addr 
es, ax 
ah, 49H 

21H 
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つぎの プログラム は， "TEXTFILRASC" という ファイル を オープンし， ファ 
ン クシ ヨン 42H (ファイル ポインタの 移動） で， サイズ を 求めます • つぎに， そ 
の ファイル サイズで メモリ ブロック を 割り当て， 割り当てた メモリに ファイル を 
住み込みます， 最後に， 割り当てた メモリ を 解放し ます. 



path 
msgl 

msg2 

handle 

mem^seg 

file-len 



db 
db 

db 



dw 
dw 
dw 



-textfila asc'\ 0 

"File loaded into allocated memory bloc に"， 
ODH, OAH 

"Allocated memory now being freed 

(deallocated).", ODH, OAH 

？ 

？ 

？ 



func—49H: open-handle path, 0 



jc 

mov 

move-ptr 
jc 

mov 

set— block 

jc ' 



error^open 
handle, ax 
handle, 0， 0, 2 
error- move 
fileJen, ax ^ 



error.setblk 



allocate— memory file-len 



jc 



move-ptr 
jc 

push 



error-alloc 
mem— sdg, ax 
handle, 0, 0， 0 
error, move 
ds 

ax, rnem—seg 
ds， ax 



： ハンドルの オープン (3DH) 

； ハンドル を セーブ 

: ファイル ポインタ を 移動 (42H) 

； ファイル サイズ を セーブ 

： 割り当てられた メモリ ブロックの 3 

； メモリの *1 り 当て (48H) 



； m メモりの アト • レス を セーブ 

； ファイル ポインタ を 移動 (42H) 
； OS を セーブ 

： 新規 メモリの セグメント アドレス を 得る 
； 新規 メモリ を DS で ポイント する 



read— handle 



handle' code, fileJen ； 練に 割り当てられた メモリに 

； ファイル を K み 込む 



pop 



ds 



； DS を リストア 



jc error- read 

(CODE TO PROCESS FILE GOES HERE) 
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write— handle stdout msgl, 42 

jc write— error 

free— memory mem— seg 

jc error-freemem 

write-handle stdout, msg2， 49 

jc write-error 



； msgl を S*(40H) 

； fl り 当てられた メモリ を 解放 
； msg2 を 表示 (40H) 
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INT 21H 



061 Block 



ファンクション 4AH 



E2 



割り当てられた メモリ ブロックの 変更 


AX 


AH 


AL 




8X: 







SP 



BP 



SI 



01 



IP 



cs 



OS 



ss 



AH = 4AH cx 
ES メモリ 領域の セグメント アドレス DX 
BX 変更したい メモリの 大きさ 
(パラグラフ） 

キャリーが セット された^ 

AX = 07H メモリ 中の データの 破壊 

08H 十分な 大きさの メモリがない 
09H 無効な ブロック 
BX 使用可能な 最大の 大きさ 
キャリーが セット されない 場合 

エラーな し 

割り当てられた メモリ ブロックの 大きさ を 変更し ます， es は， パラグラフ （1 
パラグラフ =16 パイ ト） 単位の メモリ ブロックの セグメント アドレスで なければ 
なりません. 

MS- DOS は， メモリ ブロックの サイズ を 変更し ようと します. この ファン クシ 
ヨンが メモリ を 拡大させる のに 失敗した 場合， BX は， 使用可能な 最大の ブロッ 
ク （パラグラフ 単位） を 返します. 

てし まいます ので， この コール は， しばしば 割り当てられた プログラムの メモリ 
プロ ックの 初期値の 縮小に 使われます. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ 一コードが 返 
されます， 



ラー リターン 
AX 

07H= メモリの 内部に， 矛盾した データが 含まれて います. これ は， ュ— 
ザ 一 プログラムが 所有して いない メモリ を 変更した ために 発生し ま 

す. 
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08H = 指定され た ブロックの 後に， 拡大 要求 を满 たす のに 十分な 空き メモ 

リ がありませんでした. 
09H =ES の アドレスが 不正です （ES に 渡された ブロック は， メモ リア 
ロケーション によって 割り当てられた ものではありません). 

マクロ は， COM 形式の プログラムの 割り当てられた メモリ ブロックの 初 
(整理） する ものです. プログラムの 最後の 命令に 統く 最初の バイト 
の オフ セッ トを パラメータ （LAST INST は サンプル プログラム を 参照して くだ 
さい） として 渡し， その パラメータ を パラグラフ 単位に 換算し ます. つぎに その 
計算 結果に 17(1 は， ラウンド アップ 用， 16 は， 256 バイトの スタック 用） を 加 
え， SP と BP を その スタックの ボイ ンタ にセッ 卜します. 

set- block 



macro 


last- byte 


mov 


bx, offset last- byte 


mov 


cl， 4 


shr 


bx， cl 


add 


bx, 17 


mov 


ah, 4AH 


int 


21H 


mov 


ax, bx 


shl 


ax, cl 


dec 


ax 


dec 


ax 


mov 


sp' ax 


endm 





I 例 I つぎの プログラム は， 子 プロセス を起勳 し， DIR コマンド を 実行し ます, 



pgm 一 file 
cmdJine 
parm-blk 
reg.save 



db 



db 



"command com", 0 
9,"/cdir /w"， ODH 
14 dup (？) 
10 dup (？) 



f unc.4AH : set-block 



last-inst ； 割り当てられた メモリ ブロックの 変更 
pgm-file, cmd-line, parm.blk, 0 

；子 プロセス を 6» し， DIR コマンド を 実行 (4BH) 
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INT 21H 



Load and Execute Program 



ファンクション 4BH 
コード 00H 



プログラムの ロードと 実行 

AH = 4BH 
AL = 00H 

DS: DX パス 名の 位置 

ES ： BX パラメータ ブロックの 位置 



AX 
BX 
CX 
DX 



AH 


AL 


BH 


BL 


CH 


CL 







I リタ— >1 キ ャ リ 一が セ ッ ト さ れ たお 

AX=01H 無効な ファンクション 
02H ファイルが 存在し ない 
04H オーブンされ ている ファイルが 

多すぎる 
05H アクセスの 否定 
08H 十分な 大 きさの メモリがない 

OAH 不正な 環境 
OBH 不正な フォー マツ ト 
キャリーが セットされ ない 場合 

エラーな し ， 



BP 



SI 



Dl 





FLAGSh 1 







な プログラムの ドライブ 名と パス 名 を 表す ASCIZ 文字列の 
(セグメント アドレス は DS) でなければ なりません. BX は 
ロードの ための パラメ一 タブ ロックの オフ セッ ト アドレス （セグメント アドレス 

は ES) でなければ なりません. AL は 00H でなければ なりません. 

MS-DOS が プログラム を ロードす るのに 十分な 空き メモリ 領域がなければ な 
り ません. すべての 空き メモリ 領域 は ロード された ときに プログラムに 割り当て 
られ るので， ファンクション 4BH, コード 00H を 使って 他の プログラム を ロー 
ドし 実行す る 前に， ユーザ一 は ファンクション 4AH (割り当てられた メモリ プロ 
ックの 変更） を 使って， メモリ 空間 を 解放し なければ なりません. メモリ 空間が 他 
の 目的で 使用され ない 限り， この ファンクション リ クェ ストが 実行され る 前に 力 
レント プロセス によって 縮小し なければ なりません. 

MS-DOS は プログラム を ロードす るた めに プログラム セグメ ントプ レフ イク 
スを 作成し， ファンクション 4BH が 呼ばれた 直後に， 終了 アドレス， く CTRL- 
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c〉 の 抜け出し アドレス を セットし ます. 



つぎに， パラメ一 タブ ロックの アドレスの 内容 を 示します, 
オフ セッ ト パイ ト s 意味 



00H 



2 



02H 



4 



グ メント アドレス. 00H の 場合， 
環境の コピーで ある こと を 示します. 

プログラム セグメント プレフィクスの オフセット 
80H の コマンド ラインの セグメント アドレス （先の 2 

バイト） と オフセット アドレス （続く 2 バイト）. これ 
は， 128 パイ トを 超えない 正しい コマンド ラインで な 
ければ なりません， 



06H 



4 



OAH 



4 



新しい プログラム セグメント プレフィクス （ブ ログ ラ 

ム セグメント プレフィクスの 詳細に ついては 第 4 章 を 
参照して ください） の オフセット 5CH にある FCB の 
セグメント アドレス （先の 2 バイ ト） と オフセット ァ 
ドレス （統く 2 パイ ト）. 

プログラム セグメ ント プレフィクスの オフ セッ ト 
6CH の FCB の セグメント アドレス （先の 2 バイト） 
と オフセット アドレス （統く 2 バイト）. 

プロセス 中の オーブンされ たす ベての ファイル は， 新しく ロード された プ ログ 
ラムで も 使用で きます. 標準入力， 標準出力， 外部 装置， プリンタの 各デ パイス 
の 細部に わたる 情報 も 親 プログラムから 引き継がれます. 

実行 環境 （環境 変数 （たとえば， VERIFY=ON) が 与える ASCIZ 文字列） も 
親 プロセスから 渡されます. 環境 は パラグラフ （16 の 倍数） の 境界から 始まり， 
1 バイ 卜の 0(ASCIZ ス ト リ ングの 終わり も 含めて 2 バイ トの 00H) で 終わる 32 
ドバイ ト未满 の ASCIZ 文字列です 後の 1 バイ 卜の 0 に は， プログラムに 渡す 
引数の ヮ一 ド カウントと， 引数 を 表す一 連の ASCIZ 文字列が 統 きます. 

カレント ディレクトリ 中に フ アイ ルが 見つかった «^， ASCIZ 文字列 は ファン 
クシ ヨン 4BH から 渡される 実行可能な プログラムの ドライブ 名と パス 名 を 含ん 
でい ます. ファイルが 設定され た パス 中で 見つかった 場合， ファイル 名 は パス 情 
報 （プログラム を ロード するとき にこの エリア を 使用し ます） を 加えられ たもの 

になります. 実行 環境 アドレスが 0 の 場合， 子 プロセス は 親 プロセスの S 境 を 変 
化させないで 引き継ぎます. 
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環境の セグメント アドレス を 新しい プログラム セグメント プ レフ ィ クスの オフ 

セット 2CH に 置きます. ロードした プログラム のために， パラグラフの 境界 を 
設定し， パラメータ ブロックの 最初の 2 パイ トに 環境の セグメント アドレス を 置 
きます， 親の 環境 を 受け継いだ 場合， パラメータ ブロックの 最初の 2 バイト はと 
' もに 0 になります. 

C0MMAND.COM による 子 プロセスの 起動 

C0MMAND.COM はつぎの 事項 を 詳細に 管理して います. 
パス 名の 設定 

プログラム ファイル を コマンド バス を 通じて 検索す る 
EXE 形式の プロ グラム を 再配置す る 

そのため， 他の プログラム を簡 W に ロードし， 実行す る 方法と して， COM 
MAND.COM による 子 プロセスの ロードと 実行 （起動） があります. その 方法 を 
つぎに 示します. 

/C スィ ツチ を 含んだ コマンド ライ ンを子 プロセスに 渡し （/C 以下の コ マン 
ドラ インで 子 プロセスになる プログラム について 知らせます）， COM 形式， また 
は EXE 形式の プログラム を 起動し ます. 

ZC スィッチ を ともなう コマンド ラインの フォー マツ ト はつぎのと おりです. 

く 長さ >ZC く コマンド >< ODH > 

く 長さ〉 は， 最後の キャリッジ リターン （ODH) を 含まない コマンド ラインの 

長さです • - ―、. 

く コマンド〉 は， 有効な MS-DOS の コマンドです. 

く 0DH> は， キャリッジ リターン キャラクタです. 

プログラムが 直接 他の プログラム を 実行す る 場合 （COMMAND. COM の 代わ 
りに， ファンクション 4BH を 使う 他の プログラム を 指定した 場合）， COM 
MAND.COM が 行う すべての 作業 を アプリケーションで 行わなければ なり ませ 
ん， 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが 1 になり， AX に エラ一 コードが 返さ 
れ ます. 
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エラー リターン 

AX 

' 01H = AL に 渡された ファンクションが， O0H でありません 
02 H = 指定され た バスが 無効で あつたか， または 存在し ません. 

04 H = 現在の プロセスで 使用可能な 解放され た ハンドルが 存在し ません. 

05 H = アクセスが 否定され ました. 

08 H = 作成すべき プロセスの ための 十分な 大きさの メモリが， 存在し ません. 
0AH = 環境が 32K バイ トを 超えて います. 

0BH=DS:DX によって ポイントされ ている ファイル は， EXE 形式 ファイル 
で， 内部に 矛/ した 情報が 入って います. 



i 



口 



exec macro 


path comma no, parms 


mov 


dx, offset path 


mov 


bx, offset parms 


mov 


word ptr parms[02H], offset command 


mov 


word ptr parms[04H], cs 


mov 


word ptr parms[06H], 5CH 


mov 


word ptr parms[08H], es 


mov 


word ptr parms[0AH], 6CH 


mov 


word ptr parms[OCH], es 


mov 


al.0 


mov 


ah, 4BH -/ 


int 

endm 


21H 


つぎの プログラム は COMMAND . 


COM を ロード し， ZW スィ ツチ を 使用し 


て DIR コマンド を 実行し ます. 





pgm-file 
cmdJine 
parm-blk 



db 



"command com", 0 
9,"/c dir /w"， ODH 



10 dup (？) 



func-4B00H set— block lasUnst 

pgm-file, cmd-lii 



； 割り当てられた ブロックの 変更 (4AH) 



； プログラム を a —ドし 実行 
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INT 21H 



し oad Overlay 



ファンクション 4BH 
コード 03 H 



、 



プログラム セグメント （オーバーレイ） の ロード 



AH = 
AL = 03H 

DS ： DX パス 名の 位置 

ES ： BX パラメータ ブロック <7>fi [置 

キャリーが セット された # 

AX = 01H 無効な ファンクション 
02H ファイルが 存在し ない 
04H オープンされ ている ファイルが 

多すぎる 
05H アクセスの 否定 

0AH 不正な 環境 
キャリーが セット されない 場合 
エラーな し 



AX 
BX 
CX 
DX 



AH 


AL 


BH 


BL 


CH 


CL 




SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSn FLAGSt 




DX は， 指定され た プログラム ファイルの ドライブ 名と パス 名 を 表す ASCIZ 文 
字 列の オフ セッ ト アドレス （セグメント アドレス は DS) でなければ なりません. 
BX は パラメータ ブロックの オフ セッ ト アドレス （セグメント アドレス は ES) で 
なければ なりません， AL は 03H でなければ なりません. 

MS-DOS は ロー ド する プログラムが， その プログラム 内に 口一 ド する 領域 を 

持って いると みなす ため， 特に メモリ を 解放 （ファンクション 4AH を 使って） す 
る 必要はありません. また， プログラム セグメント プレフィクス は 作成され ませ 

ん. 

つぎに， パラメータ ブロックの ァ ドレスの 内容 を 示します. 



才 フセッ ト 

00H 

02H 



パイ ト長 

2 

2 



意味 



ァロ グラムが ロー ド される セグメント アドレス 

リ ロケーション 要素， 通常， これ は パラメータ ブロックの 

最初の ワード （2 バイト） と 同じです. EXE 形式の プロ 
グラムと リ ロケーションの 詳細に ついては， 第 5 章 を 参照 
してく ださい， 
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エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 
します. 

エラー リタ一 ン 
AX 

01 H = AL に 渡された ファン クシ ョ ンが 03 H では あり ません. 

02 H = 指定 さ れた バスが 無効で あ つた 力 S フ アイ ルが 存在 しません. 

04 H = 

05 H = アクセスが 否定され ました. 
0AH = 3S 境が 32K バイ トを 超えて います. 



exec- ovl 



macro 


path, parms, seg— addr 


mov 


dx, offset path 


mov 


bx t offset parms 


mov 


parms, seg-addr 


mov 


parms[02H] f seg^addr 


mov 


al， 3 


mov 


ah, 4BH 


int 


21H 


endm 





つぎの プログラム は， リ ダイレク 卜の 標準入力 として" TEXTFILE.ASC" と 
いう ファイル を オープンし， ォ一 パーレイ として， "BIT. COM" を ロードし ます. 
つぎに， "BIT.COM" を コールし ます. "BIT.COM" は， 標準入力 として 
"TEXTFILE.ASC" を St み 込みます. 



stdin 



0 



file 

cmd-file 

parm-blk 

overlay 

handle 
new_mem 



db 

db 

dw 

label 

dw 

dw 

dw 



"TEXTFILE.ASC", 0 

*'¥bit. com", 0 

4 dup (？) 

dword 

0 

？ 

？ 



func-4B03H : set-block last-inst ； り 当てられた メモリ プロ ックの 変更 (4AH) 

jc setblock— error 
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allocate-memory 2000 



open- handle 
jc 

mov 
xdup2 

jc 

close-handle 

jc 

mov 



calf 



allocate- error 
new^mem, ax 
file, 0 
open-error 
handle, ax 
handle, stdin 
dup2-error 
handle 
close-error 
ax # new -mem 
cmd—fil も parm 



exec— error 
overlay 



free- memory new -mem 
jc free—error 



； メモリ を 割り当てる (48H) 

； メモリの セグメント アドレス を セーブ 
； ハンドルの 才一 ブン 

； ハンドル を セーブ 

； ファイルの ハンドル を 二重 化 (45H) 

； ハンドルの クロ —ズ (3EH) 

； M メモリの アドレス を セット 
blk， ax ； オーバーレイ として 
； プログラム を ロード 

； オーバーレイ を コール 

； fl り 当てられた メモリの 解放 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




コー 



[解 



I 機 能 I プロセスの 終了 



AH = 4CH 

AL リターン コード 



AX: 


AH 


AL 


BX: 


BH 


BL 


CX: 


CH 


CL 


DX: 


DH 


DL 



I リターン なし 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm 



FLAGSl 



cs 



OS 



プロセス を 終了し， MS-DOS に 制御 を 戻します • A し は， ファンクション 4DH 
子 プロセスから リターン コード を 得る） で 親 プロセス， または ERRORLEVEL 

を 使った MS-DOS の IF コマンドから 返される リ ターン コードで なければ なり 

ません. 

MS-DOS は， すべての オーブン している ハンドル を クローズし， 現在の プロ セ 

スを 終了し ます • さらに， 制御 を 起動した プロセスに 返します • 

この ファンクション は, プログラム セグメ ン ト ブ レフ ィ ク スの セグメ ント アド 
レス を CS にセッ ト する 必要はありません， V2.0 以前の MS- DOS と 互換性 を 
保つ 必要が ある 場合 （割り込み タイプ 20H, ロケーション 0 への ジャンプ） 以外, 
プログラムの 終了に は， この ファンクション を 使用して ください • 



macro 



int 

endm 



return-code 
al f return— code 
ah, 4CH 
21H 
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つぎの プログラム はメ ッ セージ を 表示し， リ ターン コード 8 で MS-DOS に 制 
御 を 戻します. この プログラムの メイン ルーチン は サンプル プログラム を 参照し 
てくだ さい. ' 



message 



db 



Displayed by FUNC-4CH example", ODH, OAH, "$，， 



func— 4CH: display 

end- process 8 

code 



end 



code 



； message をスク リーンに 出力 (09H) 
； リターン コード 8 で プロセス を 終了 
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1.11 ファンクション リクエスト 



INT 21H 




rm 能 i 


子 プロセスから リ ターン コー ドを 得る 


AX 


AH 


AL 






BX 


BH 


BL 




AH = 4DH 


CX: 


CH 


CL 






DX 


0H 


DL 



AX 抜け出し コード 



SP 



BP 



SI 



Dt 



IP 



FLAGSm FLAGSi 



CS 



OS 



SS 



£S 



ファンクション 31H (キ一 ブ プロセス）， または ファンクション 4CH (プロ セ 
スの 終了） で 子 プロセス を 終了 するとき に 指定す る リターン コード を 1 回 だけ， 
返します. コード は， AL に 返されます • AH は， プログラムの 終了す る 状態で， 
つぎのと おりです， 



AH 麵 

0 

1 

2 

3 



終了 

く CTRL-C> による 終了 
ハー ドエラ 一 

在駐 した まま 終了 （ファンクション 31H) 



エラー リターン なし 



ret— code 



macro 



int 

endm 



ah, 4DH 
21H 



返される コードが， 状況によって いろいろあります ので， プログラム は 省略し 



ます. 
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Find First File 



ファンクション 4EH 



I 機 能 I 最初に 一致す るフ ァ ィ ル 名の 検索 



コール 1 AH = 4EH 

DS ： DX パス 名の 位置 

CX 



E2 




キャリーが セッ 卜された * & 

AX = 02H ファイルがない 

12H これ 以上 フ アイ ル がない 
キャリーが セット されない 場合 

エラーな し 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS.. 



cs 



ss 



ES 



指定した， または カレントの ディ レク ト リ 上で 指定した パス 名と 最初に一 致す 

る エントリ を 検索し ます. DX は， パス 名 を 表す ASCIZ 文字列の オフセット ァ 
ドレス （DS は， セグメント アドレス） でなければ なりません （ワイルド カード を 
含む ことができます）. CX は， ファイルの 検索に 使われる アト リ ビュート （厲 性） 
でなければ なりません. アトリビュート （« 性） の 詳細に ついては， 1.5.6 を 参照 
してく ださい， 一 

ビ ― -'. —トフィー ル ド が， しソ -/ ィ ル， シ ス テ 厶 フ ？ ィ ル， ディ レク ト 
リ （02H, 04H, 10H) のい ずれ か を 1 つ 以上 持って いる すべての 
アイ ルェン ト リ もまた 検索され ます • ボリ ユー ムラ ペル を 除いた すべて 
ク トリエント リ を 検索す るに は， ァ ト リ ビュー ト バイ 卜に 16H (隠し フ 
システム ファイル + ディレクトリ エントリ） を セットし ます • 

ビュー ト と パス 名の一 致す る ディ レク トリ エントリ を 捜し出した 場合， 

イス ク 転送 ァ ドレス （DTA) で 示される バッファに は， つぎの 値が 書き込 
まれます. 

オフセット 長さ 説明 ，，，，、,， 



ァ トリ 
11 ェン ト 
フ 

の ディ レ 
/レ -1 



00H 



21 予約 



15H 



1 



ファンクション 4FH (つぎに一 致す る フ アイ ル 名の 検索) 用 
アトリビュートの 一致 



1.11 ファンクション リクエスト 



16H 2 ファイルが 最後に 書き込まれた 時刻 

18H 2 フ アイ ルが 最後に 書 き 込まれた 日付 

1AH 2 ファイル サイズの 下位 ワード （2 バイト） 

1CH 2 ファイル サイズの 上位 ワード （2 バイト） ' 

1EH 13 ファイル 名， 区切り 記号と しての ピリオド， 拡張 子， 00H か 

ら なります. 空白 は 詰められ ますので， 拡張 子が ある 場合 は， 

ピリオド によって 区切られます. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コードが 返 

されます， 
エラ 一リターン 



AX 



02H = DS ： DX 内で 指定され た パス 名 は， 無効な バス 名です, 
12H = 指定した パス 名に 一致す る ファイルが ありません. 



find- first-file 



macro 



mov 



int 



path, attrib 
dx, offset path 
cx, attrib 

Bh 4EH 
21H 



つぎの プログラム は， メッセージ を 表示し， ドライブ B の ディスクの カレント 

"REPORT* ASM" を検 紫し ます， 



yes 


db 


"FILE EXISTS.", ODH, OAH, 


no 


db 


"FILE DOES NOT EXIST.", ODH, OAH, 


path 


db 


"b: report asm", 0 




buffer 


db 


43 dup (？) 




func-4EH: 


set-d ね 


buffer ； 


ディスク 転送 アドレスの セット （1 




find-first-file 


patK 0 ； 最初に 一致す る ファイル 名の 検索 




jc 


error.findfirst 






cmp 


al, 12H ； 


これ 以上 ファイルが ないか？ 




je 


not-there ミ 


はいの 時， not— there へ 




display 


yes ； 


yes を スクリーンに 出力 (09H) 




jmp 


return 


：赚了 


not-there : 


display 


no 


； no を スクリーンに 出力 (09H) 
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第 1 赍 システム コール 



INT 21H 




tH つ ぎに 一致す る フ アイ ル 名の 検索 



リタ— 一 ^ 



解 itt; 



コール I AH = 4FH 



AX 
8X 

CX 



キャリーが セッ ト された： 

AX = 12H これ 以上 ファイルがない 
キャリーが セット されない 場合 
エラーな し 



1 AH 

BH 


BL 


CH 


CL 


DH 


DL 



SP 



8P 



SI 



DI 



IP 



CS 



OS 



SS 



ES 



先の ファンクション （先に 実行され た ファンクション 4EH) で 指定され たファ 
ィル名 を， 統 けて 検索し ます • 現在の ディスク 転送 アドレス （DTA) に は ファンク 
シ ヨン 4EH, ま た は 先行す る ファンクション 4FH が 返 した フ アイ ル 情報が 残 つ 
ていなければ なり ません. ファンクション 4EH を コールした 後に フ アンク ショ 
ン 1AH により ディスク 転送 アドレス （DTA) を 変更した 龄 は， 本 ファンク ショ 
ンを コールす る 前に ファンクション 4EH を コールした ときの ディスク 転送 アド 
レス （DTA) に 戻さなければ なりません • また， ディスク 転送 アドレス （DTA) の 内 
容は ファンクション 4EH を 参照して ください • 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コードが 返 
されます • 

エラー リターン • 
AX 

12H = この パターンと一 致す る ファイルが これ 以上ありません • 

find-next-file macro 

mov ah, 4FH 

int 21H 
endm 
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1-11 ファンクション リクエスト 



つぎの プログラム は， ドライブ B 上の カレント ディ レクト リ 中の すべての ファ 
ィル数 を 表示し ます. 



message 
files 
path 
buffer 



db 
dw 
db 
db 



"No files", ODH' OAH, "$' 



"b:*.*，，， 0 
43 dup (？) 



f unc-4FH : set— dta 



search-dir: 



done: 
all done: 



find-first-file 
jc 

cmp 

ie 
inc 

find-next-file 
jc 

cmp 

je 
inc 



convert 
display 



buffer 
path, 0 
error.findfirst 
al, 12H 
all-done 
files 



error 一 findnext 
al, 12H 
done 
files 



search— dir 



： ディスク 転送 アドレスの セッ . . 
； 最初に 一致す る ファイル 名の 検索 (4EH) 

； これ 以上 ファイルがない か？ 

； はいの 時. all done へ 

： いいえの 時， ファイル カウンタ を 

； インクリメント 

； 次に 一致す る ファイル 名の 検索 



これ W± エントリが あるか？ 

いいえの 時. done へ 

はいの 時， ファイル カウンタ を 




； そして 再び チェック 
： 章 末 参照 

； message を スクリーンに 出力 (09H) 
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INT 21H 



Get Verify State 




ン 54H 



I 機 能 I ベリファイ の 状態 を 得る 



コー お AH = 54H 



卩 夕 一: H AL 現在の ベリファイ フラグの 値 



AX 


AH 


AL 


BX 




BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX 


DH 


D し 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGSh 



FLAGSl 



cs 



DS 



ss 

ES 



MS-DOS の ディスク ファイルへの 書き込み 時の 検証の 有無 を 返します， その 
ステータス は AL に 返され， 0 ならば オフ， 1 ならば オンです • 

ペリ ファイフ ラグの 設定に ついては， ファンクション 2EH を 参照して くださ 
い • 



漏 get-verify 



mov 
int 



ah, 54H 
21H 



I 例 I つぎの プログラム は， ベリファイの ステータス を 表示し ます, 



on 



db 
db 
db 



"Verify", "$" 
"oa", ODH, OAH， 
off.", ODH, 0AH， "$，， 



func - 54H: 



display 
get- verify 

cmp 



message 



al， 0 



； message をスク リーンに 出力 (09H) 

； ベリファイの tt« を 得る 
； フラグ は オフ か？ 



1.11 ファンクション リク エス ト 



jg ver-on 

display off 

jmp return 

ver-on: display on 



； いいえの 時， ve し on へ 

； off を スクリーンに 出力 (09H) 

；娜了 

； on を スクリーンに 出力 (09H) 
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INT 21H 






ディレクトリ エントリの 変更 


AX 


AH 


AL 






BX 


BH 


BL 




AH = 56H 


CX 


CH 


CL 




DS: DX 既存の ファイルの パス 名の 位置 


ox 







ES ： DI 新規の パス 名の 位 匿 

キャリーが セット された * & 

AX =02H ファイルが 存在し ない 
05H アクセスの 否定 
11H 装置の 不一致 
キャリーが セット されない 場合 
エラーな し 



SP 



BP 



SI 




ディ レク ト リエ ント リを 変更す る ことによって， ファイル 名 を 変 足します. DX 
は 変 K される ェン ト リの パス 名の ASCIZ 文字列 を 表す オフ セッ ト アドレス （DS 
は， セグメント アドレス） です. DI は， 変更 後の エントリの パス 名の オフセット 
アドレス （ES は， セグメント アドレス） です. 

ディ レク ト リが 異なっても， 他の ディ レク ト リ 上の ファイルに 変更で きます. 
しかし， ディスク ドライブが 與 なる 場合 は， 変更で きません. 

この ファンクション は， 隠し ファイル， システム ファイル， サブ ディレクトリ 

を 変更す る こと はでき ません. エラー 力 5 起きた 場合， キャリー フラグが セット さ 
れ， AX に エラー コードが 返されます. 

エラ 一リターン 



AX 
02H 
05H 



DS:DX で 指定され た ファイル 名 は， 存在し ません. 
DS:DX で 指定され た パス 名が ディレクトリであった 力、 ES:DI 
で 指定 された フ アイ ル がすで に 存在 している か， また は 宛先 デ ィ レ 
ク トリエント リ を 作成す る こ とがで き ませんで した. 
11H= 既存の パスと 新規の バス は， 異なった ドライブに 存在し ます. 
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rename-file 


macro 


old^path, new 


-path ' 




mov 


dx, offset old-path 




push 


ds 






POP 


es 






mov 


di, offset new 


-path . 




mov 


ah, 56H 






int 


21H 






endm 






つぎの プログラム は， 変更 前と 変更 後の ファイル 名 を 表示し， ファイル 名 を 変 


更 します. 








prompt 1 


aD 


riiename ， 》 




prom pi ^ 


UU 


new I la 1 1 it? • ^ 




oia^patn 


UU 


丄； ）， f, i o aup v f ノ 




new-pain 


UU 


1 R ? 1 r Hun ( 7 ) 

13， ：, 1 3 UU\J \ • ノ 




ハ rlf 

crii 


Hh 
UU 


n 门 H HAM • W 




tunc 56H • 


disolav 


prompt 1 ； 


prompt 1 を スクリーンに 出力 (09H) 




get -St ring 


15. old-path ； 


変更 前 パス 名 を キー ポー ド 入力 (0AH) 




xor 


bx, bx ； 


BL は インデックス として 使用 




mov 


bl. old-path[l】 ； 


ス ト り ング長 を 得る 




mov 


old-path[bx+2], 0 ； 


ASCIZ ストリング を 作成 




display 


crlf ; 


crlf を スクリーンに 出力 (09H) 




display 


prompt2 ； 


； prompt2 を スクリーンに 出力 (09H) 




get-string 


15, new-path ； 


： 変更 後 パス 名 を キーボード 入力 (0AH) 




xor 


bx, bx ； 


:BL は インデックス として 使用 




mov 


bl. new-path[l] ； 


： ストリング 長 を 得る 




mov 


new-path[bx + 2], 0 


； ASCIZ ス トリ ングを 作成 




display 


crlf ； 


； crif を スクリ -ンに 出力 (09H) 




rename-file 


old-path[2], new.path[2] ； ディレクトリ I ン トリ を 変更 



JC 



error, rename 
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INT 21H 



Get/Set Date/Time of File 



ン 57H 



|] ファイルの 日付/時刻 を 得る/ セッ 卜する 



□ 



AH = 57H 
AL = 00H 
01H 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


cx 


CH 


CL 


DX 


DH 


DL 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSl 



cs 



OS 



ss 



ES 



曰 付/時刻 をセッ ト する 

II ノ \ 、 , 

cx(al = oi の 場合） セットすべき 時刻 

DX(AL = 01 の 場合） セットすべき 日付 

キャリーが セット された^ 

AX =01H 無効な ファンクション 
06 H 無効な ハンドル 
キャリーが セット されない 場合 
AL =01H ヱ ラーな し 
AL =00H CX/DX に 最後に 《 集され た 日時 

ファイルが ® 後に された 日付と 時刻 を セット， または 得ます. 日付と 時刻 
を 得る 場合 は， AL は 00H でなければ なりません. この 時， CX と DX に は， 時 
刻と 日付が それぞれ 返されます. 日付と 時刻 を セットす る 場合， AL は 01H 
ければ なりません. この 時， CX と DX は， それぞれ 時刻と 日付で なければ な 
ません. BX は ファイル ハンドルで なければ なりません. この 日付と 時刻に つ 
いて は， 1.8.1 を 参照して ください. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コードが 返 

もれます， r — ?1 ズ,， y 

エラ一 リターン 



AX 
01H 
06H 



AL に 渡された ファンクション は， 0〜1 の 範囲 外です. 
BX に 渡された ハンドル は， 現在 オープンされ ていません. 
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macro 


handle, action, time, date 


mov 


bx, handle 


mov 


al， action 


mov 


cx， word ptr time 


mov 


dx, word ptr date 


mov 


ah, 57H 


int 


21H 


endm 





つぎの プログラム は， ドライブ B の ディ スク 上の "REPORT. ASM" を 得て， 
その 曰 を 翌日に 更新し （変更され る 日付が またがつ ている 場合， 年と 月 も 更新 さ 
れ ます)， 新しい 日付 を ファイルに セットし ます， 



path 
handle 
time 
date 



db 
db 
dw 
db 
db 



31, 28, 31, 30, 31, 30， 31， 31, 30, 31, 30, 31 
"b: report, asm", 0 

2 dup (？) 
2 dup (？) 



f unc.57H : 



open-handle path, 0 ； ハン ドルの オーブン (3DH) 

mov handle, ax ； ノ、 ン ドルの セーブ 

get-set-date— time handle, 0, time, date ； ファイルの 日付/時刻 を 得る 



error-time 



mov 


word ptr time, 


cx 


； 時刻 を セーブ 


mov 


word ptr date, dx ; 


； 日付 を セーブ 


convert—date 


date 卜 24】 




； 章 末ず 照 


inc 


dh 




； 曰 を インクリメント 


xor 


bx, bx 




； BL は インデックス ト して 使用 


mov 


bl, dl 




；月を 得る 


cmp 


dh, month【bx- 


1] 


； 月の 最終日 を 越えて いるか？ 


Jle 


month— ok 




； いいえの 時， month—ok へ 


mov 


dh, 1 




； はいの 時， 曰に 1 を セット 


inc 


dl 




；月を インクリメント 


cmp 


dl, 12 




；月は 12 を 越えて いるか？ 


jle 


month.ok 




； いいえの 時， month ok へ 
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mov dl, 1 ： はいの 時， 月 を 1 に セット 

inc cx ；年を インクリメント 

month-ok ： pac に date date ； 章 末 参照 

get— set-date— time handle, 1, time, date ； ファイルの 日付/時刻 を 得る 
jc error-time 

close-handle handle ； ハン ドルの ク 0 —ズ (3EH) 
jc error-close 
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INT 21H 




t fei アロケーション スト ラテジ を 得る/ セッ ト する 

AH = 58H 
AL =00H スト ラテジ を 得る 

01H スト ラテジ をセッ 卜する 
AL =01H の 龄 
BX = 00 H 下位 
01 H 最小 
02H 上位 

'^3 キヤ リーフ ラグが セッ ト されて いる 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション コード 
キャリー フラグが セットされ ていない * & 
(AL = 00H) 

AX = 00H 卜 一位 
01 H 最小 
02H 上位 



AX 
BX 
CX 
OX 



AH 


AL 




BL 


CH 


CL 


OH 


DL 








BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS 



H 




cs 



DS 



ss 



ES 



AL が 00H の 場合， AX に スト ラテジ を 返します. AL が 01H の 場合， BX は 
ス トラ テジ でなければ なりません. つぎに スト ラテジ の 状態 を 示します， 



爐 
00H 



下位 



oih m- 



MS-DOS は デフォルト として， 最も 下位の 利用 可能な ブロッ 
ク から 捜し 始め， 最初に 見つかった ブロック を 割り当てます (割 
り 当てられた メモリ は， 最も 下位の 利用 口 J 能な ブロック〉. 

MS-DOS は， 利用 可能な 各 プロ ッ ク を 捜し， 必要 最小の 利用 可 
能な ブロック を 割り当てます. 



02H 



上位 



MS-DOS は， 最も 上位の 利用 可能な ブロックから 捜し 始め， 敁 
初に 見つかった ブロック を 割り当てます （割り当てられた メモ 

リは， 最も 上位の 利用 可能な ブロック）， 
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この ファンクション リ クェ スト は， MS-DOS の メモリの 管理 を 制御で きます. 
エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 



します， 



run 



エラー コード 



AX 



01H=AL が 00H か 01H ではない， または BX が 00H〜02H ではない. 



B alloc-strat 



macro 



mov 



int 

endm 



code, strategy 
bx, strategy 
a I, code 
ah, 58H 
21H 



つぎの プログラム は， 突 際の メモリ アロケーション スト ラテジ を 表示し， スト 
ラテジ を 上位 （2) にセッ 卜する ことにより， つぎに 割り当てられる メモリ を 利用 
可能な メモリの 最も 上位の ものにします. 



get 


equ 


0 




set 


equ 


1 




stdout 


equ 


1 




last-fit 


equ 


2 




first 


db 


"First fit ",0DH, 0' 


〜H 


best 


db 


"Best fit ，',0DH, Oi 


\H 


last 


db 


"Last fit ",0DH， OAH 


func-58H: 


alloc-strat 


get 


； アロケーション スト ラテジ を 得る 




ic 


allocerror 






mov 


cl.4 


； オフセット を 算出す るた めに 




shl 


ax, cl 


： リターン コード を 16 倍す る 




mov 


dXi offset first 


； first メ ッ セージの オフ セッ トを セット 




add 


dx, ax 


： そして ベース アドレス を 加算 




mov 


bx, stdout 


； 害き 込む ハンドル を 指定 




mov 


cs, 16 


； 16 バイト 害き 込む 
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ah, 40h ； ファンクション コード を 指定 

int 21 H ； システム コール (40H) ] 

jc write-error 

alloc-strat set last-fit ； アロケーション スト ラテジ をセッ ト 
jc a Hoc-error 
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INT 21H 




u 々一 





拡張され た エラー コード を 得る 


AX 


AH 


1 AL 






8X 


BH 


BL 


1 コー W 


AH = 59H 


CX: 


CH 


CL 




o 

X 


DX 







AX 拡張され た エラー コード 
BH エラー クラス 

BL 可能な 対処 
CH ロー カス 

C し DX, Sl， Dl, BP, DS, ES の 各 レジス 夕の 
内容 は《« されます. 



SP 



BP 



SI 



IP 



FLAGS 



H 



FLAGSl 




じ 



MS-DOS の 機能の 拡張 (MS-DOS V2.0 と 比較して） に対して， 新しい fl 
に 対応す るた めに， エラー コード を 拡張し ます. この ファンクション を 実行す る 
と， CL, DX, SI， DI， BP, DS, ES の 各 レジスタの 内容 は 破壊され ます. 

ユーザーが 用意した 割り込み タイプ 24H の ハンドラで， この ファンクション を 
使う と 致命的 エラーに ついての 詳細な 情報 を 得る ことができます. 

コールの BX は エラーの レ ペル を 表します. 通常 は 00H です， 

この ファンクションの 4 つの リターン 情報 （AX， BH, BL, CH の 4 つの レジ 
スタに 返される） の 詳細に ついて つぎに 示します （AX について は， エラー コー 
ド一覧 を 参照して ください). 

BH エラー クラス 

BH は， エラーの クラスに 関する コード を 返します. つぎに その 内容 を 示し ま 
す. 

コード 意味 

01H メモリ 容 量 や I/O チャネル などの « 源の 不足 

02H エラ一 ではありません が， 終了す るべき一 時 的 状況 （ファイルの一 部分 
が ロックされ ている） に陷 つてい ます. 



03H 権限の 問題 
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04 H システム ソフトウェアの 内部 エラ一 
05H ハードウェアに 起因す る エラー 

06H 現在の プロセスが 原因で ない システム ソフ トウ エアの エラ一 
07H アプリ ケ一シ ヨン プログラムの エラー 
08H フ アイ ル または 項目が あ り ません. 

09H ファイル ま た は 項目が 無効な フォーマット または タイ プ です. またそう 

でない M は， ファイル または 項目が 無効 か， 適切ではありません. 
0AH ファイル または 項目が 内部的に ロックされ ています. 
0BH ドライブ 内の ディスク 上に 問題が あります. ディスクの一 部分 か， 記慷 

媒体 自身に 問題が あります. 
0CH その他の 原因に よる エラー 

BL 可能な 対処 

BL は， エラ一 に対して プログラムが 対応で きる こと を 示唆す る コード を 返し 
ます. 

コード 意味 

01H 再弒 行， ユーザーに 確認 を 求める. 
02H 休止 後に 再 試行， 

03H ドライブ 名 や ファイル 名な どの データの 入力の 場合， ユーザーに 再度の 

入力 を 求めます. 
04H メモリの 内容 をク リアして， 終了し ます. 

05H すぐに 終了して ください. ファイルの クローズ ゃィ ンデッ タスの アップ 
デートより も 優先して， すぐに プログラムが 終了し なければ ならない ほ 
ど， システムの 状況が 異常です. 

06H エラー コード を 参考に してく ださい. 

07H ディスク を 取り換え， 再轼 行す るな どの 動作 を ユーザー 側で 行わな けれ 
ばな りません， 

CH ロー カス 

CH は， エラ一 に ともなう メモリの 種類な どの 付加 情報の コード を 返します. 
これら は， 特に ハ一 ドウ エアに 起因す る エラーです （BH = 5) 

コード 意味 
01H 不明 

02H ディスク ドライブの ような， ランダム アクセス ブロック デバイスに 関し 
ての エラーです. 
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03H ネッ ト ワークに 関しての エラーです. 

04H プリ ンタ のよう な， シリアル アクセス キャラクタ デバイスに 関しての ェ 
ラーです. 

05H ランダム アクセス メモリ （RAM) に関しての エラーです • 

プログラム では， V3.0 以前の システム コールで エラーが 起き る と， この シス テ 
ム コール を 実行し ます. これによ つて 拡張され た エラ一 コ一 ドを 得る ことができ 
ます. プログラムが 拡張され た エラー コード を 使わなくても， V3.0 以前の エラー 
コードで 対応で きます， 

この システム コール は， 割り込み タイプ 24H で 利用で き， ネッ ト ワーク 関係の 
エラ一 コード を 返す ことができます. 

get-error macro 

mov ah, 59H 

mov bx, 0 

int 21 H 

endm 



r~w i この ファンクション リクエスト は， 割り込み などの 種々 の 状況 を 設定し なけれ 

ばなら ない ので プログラム は 省略し ます. 
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INT 21H 



Create Temporary File 



ファンクション 5AH 



解 E 



I 機 一時 ファイルの 作成 



AH = 5AH 

CX アトリビュート 

DS:DX 1 バイ トの 00H と メモリの 13 バイ ト 
力 く パス 名 雌 置 

キャリー フラグが セットされ ている^ 

AX = 03H パス 名がない 

05H アクセス できない 
キヤり 一 フラグが セ ッ ト されない 場合 

AX 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX: 


0H 


DL 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGS« 



CS 



DS 



ss 



ES 



DX は， パス 名， 00H と メモリの 13 バイ ト （ファイル 名 を 保持して いる） から 
なる ASCIZ 文字列の オフセット アドレス （セグメント アドレス は， DS) でな け 



れば なりません. CX は， ファイルに 割り当てられた アト 



二 



ート でなければ 



なり ません. ァ トリ ビュートに ついては 1.5.6 を 参照して ください， 

MS-DOS は， 特別な ファイル 名 を 作成し， その ファイル 名に DS:DX が 指定 
する パス 名 を 付け加えます， つぎに， その ファイル を 作成し， 通常の ファイルと 
互換性の ある モードで オーブンし， AX に ファイル ハンドル を 返します • 一時 フ 
アイ ルを 必要と する プログラム は， この ファンクション を 使って， 1： 複 した ファ 

ィル名 を 使用し ないよう にします. 

MS-DOS は， 作成した プロセスが 終了した ときに， ファンクション 5AH を 
使って 作成した ファイル を 自動的に 消去し ません • ファイルが 必要で なくなった 
時点で 消去して ください • 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ 一コード を 返 
します， 



エラー リターン 

03H=DS:DX で 指定した ディ レク ト リが 無効 か， 存在し ません. 
05H = アクセス できません， 
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1 マクロ^ B create— temp 



rwi 



macro 



mov 
mov 
int 

endm 



pathname, attrib 
cx， attrib 

dx, offset pathname 

ah, 5AH 

21H 



つぎの プログラム は， ディ レク ト リ "¥WP¥DOCS" に一 時フ ァ _ 
カレント ディ レク トリの" TEXTFILE. ASC" を一 時 ファイル 内に コピーし， 両 
方の ファイル を クローズ します. 



stdout 



equ 



1 



file 

path 

temp 

open-msg 

crLmsg 

rd—msg 

wr.msg 

cLmsg 

crtf 

handlel 
handle2 
buffer 



db 
db 
db 
db 
db 
db 
db 
db 
dw 
dw 
db 



"TEXTFILE, ASC", 0 
"¥WP¥DOCS", 0 
13 dup (0) 
"opened", ODH, OAH 
created", ODH, OAH 
read into buffer/*, ODH, OAH 
Buffer written to" 
Files closed", ODH, OAH 
ODH, OAH 、 
？ 



512 dup (？) 



func-5AH 



open-handle 

jc ' 
mov 

write— handle 
jc 

write-handle 

jc 

create-temp 



； ハンドルの オープン (3DH) 

； ハンドルの セーブ 
； file を 表示 (40H) 



file, 0 
open^error 
handlel, ax 
stdout file, 12 
write—error 

stdout open—msg, 10 ； openjnsg を 表示 (40H) 
write-error 

pathO ； ファイル を 作成 
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mov 

write-hadle 
JC 

display— char 
write— handle 

ic 

write-handle 
jc 

read-handle 



jc 

write-handle 
jc 

write handle 
jc 

write-handle 



jc 

write き handle 

ic 

write- handle 

ic 

write-handle 
jc 

close-handle 
jc 

close— handle 
jc 

write—handle 
jc 



create 一 error 
handle2， ax 
stdout, path, 8 

write— error 

,す 

stdout, tempi 12 
write'error 

write-error 
handle!, buffer, 512 



read-error 
stdout, file, 12 



； ハンドル を セーブ 
； path を 表示 (40H) 

； 文字す を 《*(02H) 
:temp を 表示 (40H) 

； crl-msg を g 示 (40H) 

； ハンドルで 指定され た ファイル 
； から 狭み 込む (3FH) 

； file を 表示 (40H) 



write— error 

stdout rd-msg, 20 ； rd-msg を 表示 (40H) 
write-error 

handle2, buffer, 512 ； ハント' ルで 指定され た ファイル 



write-error 

stdout, wr— msg， 18 
write-error 

stdout temp, 12 
write-error 
stdout, crlf， 2 
write-error 



； に 書き込む (40H) 



； wr-msg を 表示 (40H) 



； temp を 表示 (40H) 



； Crif を 表示 (40H) 



； ハンドルの クローズ 



； ハンドルの クローズ 



handlel 
close— error 
handle2 
close— error 

stdout c し msg， 15 : c し msg を 表示 (40H) 
write-error 



257 



第 1 章 システム コール 



INT 21H 




b§i 新しい ファイルの 作成 



コール 



AH = 5BH 

アトリビュート ， 
:DX パス 名の 位置 



AX 
BX 
CX 
DX 



AH 1 




BH 


BL 


CH 


CL 







！ リターン： キャリー フラグが セッ 卜されて いる 場合 



AX = 03H 
04H 



パスが 存在し ない 

オーブン する ファイル 数が 多す 
ぎる 

05H アクセス できない 
50H フ アイ ルが 既に 存在す る • 
キャリー フラグが セットされ ていない 場合 
AX 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGSh 



FLAGSl 



cs 



OS 



ss 



ES 



DX は， パス 名 を 表す ASCIZ 文字列の オフ セッ ト アドレス （DS は， セグメ 

ント アドレス） でなければ なりません. cx は， アトリビュートで なければ なり 

ません （ァ ト リ ビュートの 詳細 は 1. 5 . 6 を 参照して く ださい). 

同じ ファイル 名が 存在し ない 限り， MS-DOS は ファイル を 作成し， V2.0 と 互 
換 性の ある モードで オーブンし， AX に ハンドル を 返します， 

ファンクション 3CH (ハンドルの 作成） は， 同じ ファイル 名が 存在す ると， フ 
アイ ルの 内容が 0 バイ トの ファイル 名 を 作成して いますが， この ファンクション 
は， エラー を 返します， また， ファイルの 存在 は， マルチ タスク システムの セマ 
フォと して 使えます ので， この システム コール は セマフォの テス 卜と セッ 卜に 使 
用で きます. 

エラーが 起きる と， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コード を 返し 
ます， 
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ン クシ ヨン リ ク エス 



エラー リターン 

AX 

03H = DS:DX で 指定した ディ レク ト リが 無効 または 存在し ない. 
04H 二 カレント プロセス 中に， 利用 可能な ハンドルが ないか， MS-DOS 内 
部 システム テ一 ブルが 一杯です. 
• - 05H = アクセス できない， ' 
50H = DS:DX で 指定 した フ アイ ル 名が 既に 存在 します. 



create- new 



macro 



mov 
int 

endm 



pathname, attrib 
cx, attrib 

dx, offses pathname 

ah, 5BH 

21H 



つぎの プログラム は， カレント ディ レクト リに" REPORT. ASM" という 名の 
新しい ファイル を 作成し ます. 同じ 名の ファイルが 存在した エラ一 メッセ 
—ジを 表示し， MS-DOS に 戻ります. 同じ 名の ファイルが 存在せ ず， 他の エラー 
がない 埸^, プログラム は ハンドル を セーブし， プロセス を統 行し ます， 



err— msg 

path 

handle 



db 
dw 



"FILE ALREADY EXISTS", ODH, OAH, "$" 
"REPORT. ASM", 0 

？ 



func-5BH 



create- new 
jnc 
cmp 
ine 



imp 



continue: 



path 0 
continue 
ax, 80 • 
error ' 
err- msg 
return 
handle, ax 



； 新しい ファイル を 作成 
： エラーの な u ^プロセス を 実行 

' ； ファイル は R に #S する が 

； er し msg を スクリーンに 出力 (09H) 

； MS-DOS に 戻る 
； ハンドルの セーブ 



(further processing here) 
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INT 21H 



Lock 



ファンクション 5CH 
コード 00H 





ファイル アクセスの ロック 


AX 


AH 


| AL 






BX 


BH 


BL 




AH = 5CH 


CX 


CH 


CL 



AL = 00H 



CX:DX ロック された 領域の オフセット 
SI:DI ロック された 領域の 長さ 

キャリー フラ グがセ ッ ト さ れた 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション コ 
06H 無効な ハンドル 

2ih ロックの sm 

キヤ リーフ ラグが セッ ト されない * & 
エラーな し 



DX 




SP 



BP 



SI 



ード 



, p 1 


FLAGSh i 





cs 



DS 



ES 



ン ドルで なければ なりません， 
された 領域の 始めの オフ セッ ト 



BX は， ロック された 領域 を 含む ファイルの. 
CX ： DX ( 4 パイ ト 整数〉 は， フ アイ ル 内の 口 ッ 
でなければ なりません • SI:DI(4 バイト 整数） は， 領域の 長さで なければ なり ま 
せん， 

他の プロセスが ロック された 領域に アクセス （読み出し か 害き 込み） を 行おう 
とすると， MS- DOS は 3 回 再 試行し， 失敗す ると その プロセス のために 割り込み 
タイプ 24H を 実行し ます • 再 試行の 回数の 変更に ついては， ファンクション 
44H, コード 0BH を 参照して ください. 

ロック された 領域 は， ファイル 中の どこかに ありうる わけです. その 領域が 
EOF を 超えて いても エラーに はならず， 領域 は 短期間 ロックされ ており， 一定時 

間 （ハー ドウ x ァに 依存し ます. たとえば 10 秒) 以上た つても なお 領域が ロック 
されて いる # に は エラーになります • 

ファンクション 45H (ファイル ハンドルの 二重 化） と 46H (ファイル ハンドル 
の 強制 二重 化） は， ロック された 領域に 関しても アクセス します. ファンク ショ 
ン 4BH ，コード 00H (プログラムの ロードと 実行) を 使って, 子 プロセスに オーブ 
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プログラムが ロック された 領域 を 含む ファイル を 閉じる か， または ロックされ 
た 領域 を 含む ファイル を オープンした まま 終了した ，結果 は 保証され ません. 

割り込み タイプ 23H(CTRL-C)， 24H (致命的 エラ一） によって 終了す るブ ログ 

ラム は， 割り込み タイプ を 回避す るか， または 終了す る 前に ロック された 領域 を 
アンロック （解除） します. 

プログラム は ロック された 領域が アクセス できない こと を 認識で きません. 領 

域 を ロックし ようとして エラー コード を 確認す る ことによって， プログラム は， 

領域の ステータス （ロックされ ている か 否か） を 確認す る ことができます， 



エラ一 が 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コード を 返 
します， 



エラ 一リターン 



AX 



01H= この ファンクション リク エス トを 使うた めに は， ファイル シェア 
リ ング （SHARE.EXE) が ロード （常駐） されて いなければ なり 
ません， 

06H = BX の ハンドルが 無効 か， オープン された ハンドルです. 
21H = 領域の すべて か一 部が ロックされ ています. 



lock 



macro 



mov 



mov 



handle, start, bytes 
bx, handle 
cx, word ptr start 
dx, word ptr start + 2 
si, word ptr bytes 
di, word ptr bytes + 2 



int 

endm 



ah, 5CH 
21H 



つぎの プログラム は， ロックされ ていない" FINALRPT" という 名の ファイル 
を オープンし， 最初の 128 パイ ト と 1024 パイ ト から 5116 バイ 卜までの 2 個所 を 
ロックし ます • いくつかの 作業の 後に， 同じ 場所 を アンロックし， クローズ しま 
す. 
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stdout equ l 

startl dd 0 

Igthl dd 128 

start2 dd 1023 

Igth2 dd 4096 

file db "FINALRPT", 0 

op-msg db "opened", ODH, OAH 

11- msg db "First 128 bytes locked", ODH, OAH 

12- msg db "Bytes 1024-5119 locked", ODH, OAH 
ul-msg db "First 128 bytes unlocked", ODH, OAH 
u2-msg db "Bytes 1024 5119 unlocked", ODH, OAH 
cl-msg db "closed", ODH, OAH 

handle dw ？ , 

func-5C00H: open— handle file, 01000010b ； ハンドルの オープン (3DH) 

t jc open^error 

write.handle stdout, file, 8 ； file を 表示 (40H) 

jc write—error 

write-handle stdout, op— msg, 10 ； op msg を 表示 (40H) 「 



(Further processing here) 



lock handle, startl, Igthl ； ファイル アクセスの ロック 

jc lock— error 

write— handle stdout, は— msg， 25 ； lljnsg を 表示 (40H) 

jc write.error 

lock handle, start2, Igth2 ； ファイル アクセスの ロック 

jc lock-error 

write-handle stdout, 12-msg, 25 ； 12— msg を 表示 

jc write— error 

essing here) 

unlock handle, startl, Igthl ； ファイル アクセスの ロック を 

；麵 5C01H) 



1.11 ファンクション リクエスト 



unlock 一 error 



write 一 handle 
jc 

unlock 



JC 

close-handle 

jc 

write-handle 
jc 

write-handle 



stdout, ul-msg， 27 ； uljnsg を 表示 (40H) 
write 一 error 

handle, start2, Igth2 ； ファイル アクセスの ロック を 

；娜 C01H) , 

unlock-error 

stdout u2-msg > 27 ； u2_msg を 表示 (40H) 
write.error 

handle ； ハンドルの ク0 —ズ (3EH) 



close-error 

stdout file, 8 
write-error 



； file を 表示 (40H) 



stdout, c に msg, 10 ； cl msg を 表示 
write-error 
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INT 21H 



Unlock 



ファンクション 5CH 
コード 01H 



コー 



解 锐： 



ra w\ ファイル アクセスの ロック 解除 



AX 
8X 
CX 
DX 



AH 


AL 


BH 


BL 


CH 


CL 


DH 


DL 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 



FLAGS 



FLAGS ( 



CS 



DS 



SS 



ES 



AH = 5CH 
AL = 01H 
BX ハンドル 

CX:DX ロック を 解除す る 領域の オフセット 
SI:DI ロック を, する 領域の 長さ 

キャリー フラ グがセ ットさ れ た^ 
AX = 01H 無効な コード 
06H 無効な ハンドル 
21H ロックの 破壊 
キャリー フラ グがセ ット されな t 、！ §^ 
エラーな し 

BX は， ロック を 解除す る 領域 を 含む フ ァ ィ ルの ハンドルで なければ な り ませ 
ん. CX:DX(4 バイト 整数） は， ファイル 内の ロック された 領域の 始めの オフ セ 
ット でなければ なりません. S1:DI(4 バイト 整数） は， 領域の 長さで なければ な 
り ません. この オフセット と 領域の 長さ は， ファンク ショ ン 5CH, コード 00H (口 
ック） で 口 ック された ときに 指定され たものと 同じで なければ なりません. 

ロック される 領域に ついては， ファンクション 5CH, コード 00H (ロック） を 
参照して ください. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コード を 返 
します. 



エラー リターン 
AX 

01H- この ファンクション リク エス トを 使うた めに は， ファイル シェア 
リング （SHARE.EXE) が ロード （常駐） されて いなければ なり 
ません， 

06H = BX の ハンドルが 無効 か， オーブン された ハンドルです. 
21H = 指定した 領域 は， ファンクション 5CH, コード 00H で ロック さ 
れた 領域ではありません. 



L11 ファンクション リク ヱ スト 



マクロ^ B unlock 



macro 


handle, s ね rt, bytes 


mov 


bx, handle ― 


mov 


cx, word ptr start 1 


mov 


dx, word ptr start 十 2 


mov 


si, word ptr bytes 


mov 


di, word ptr bytes + 2 


mov 


al, 1 


mov 


ah, 5CH 


int 


21H 


endm 





I 例 I ファンクション 5CH, コード 00H を 参照して ください • 
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INT 21 闢 ，: t 

Get Machine Name 



ファンクション 5EH 
コード OOH 



解 Itt: 



1 機 能 1 マシン 名 を 得る 


AX 


_ AH 


AL 




BX 


BH 


B し 


1 コール 1 AH = 5EH 


cx 


CH 


CL 


AL = 00H 


OX: 







:DX 16 バイトの バッファ (7>&霍 

キャリー フラグが セットされ ている 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション コード 

キャリー フラグが セッ ト されて いない # 
CX ローカル コンピュータの 番 g 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



FLAGSm 



FLAGSl 




この ファンクション は， 口一 カル コンピュータの ネット 名 を 得ます • DX は， 
16 バイトの バッファの オフセット アドレス （DS は， セグメント アドレス） でな 
ければ なりません. MS-Networks が 稼 勦して いなければ なり ません， 

MS-DOS は， DS:DX の 指定す る バッファ 中の ローカル コンピュータ 名 （16 バ 
イトの ASCIZ 文字列. ブランク は |g めます） を 返します， CX は， 口一 カルコ 
ン ビュー タの 番号 を 返します. 

エラ一 が 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード を 返 
します. 

エラー リターン 
AX 



01H= このフ 



シ ヨン リク エス トを 実行す るに は， MS-Networks が 



稼動して いなければ なりません. 



266 



1-11 ファンクション リクエスト 



I get-machine 一 name macro 

mov 



buffer 

dx, offset buffer 



int 

endm 



ah, 5EH 
21H 




つぎの プログラム は， MS- Networks の ワークステーションの 名前 を 表示し ま 



す. 



stdout 



equ 



1 



msg db 
mac-name 



"Netname: 



16dup ひ)， ODH, OAH 



tunc 5E00H ； get machine name mac name ； ワークステーションの 名前 を 得る 



jc name error 

write handle stdout, msg， 27 
jc write— error 



msg を 表示 (40H) 
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INT 21H 














Printer Setup 




• 


7 アン クシ ヨン 
コード 


5EH 
02 H 



コール 



プリンタ セッ ト アップ 

AH = 5EH 
AL = 02H 

BX 割り当て リストの インデックス 
CX セットアップ 文字列の 長さ 
DS:SI セットアップ 文字列の 位置 

キヤ リ 一 フラグが セッ ト されて いる 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション コード 

キヤ リ- フラグが セッ 卜されて いない 龄 
エラーな し 



AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


B し 


CX 




CL 


DX 


OH 


DL 



SP 



BP 



― 



SI 



01 



IP 




ネッ ト ワーク プリンタに 送る 各 ファイルの 先頭に， MS-DOS が 付ける コント 

ロール キャラクタ を 定義し ます. bx は， プリンタの 割り当て リストの 中の イン 
デ ックス （エントリ o は， 最初の エントリになります） でなければ なりません， 
cx は， セットアップ 文字列の 長さで なければ なりません. si は， セットアップ 

文字列の オフ セッ ト アドレス （DS は， セグメ ン ト アドレス） でなければ なり ませ 
ん. MS-Networks が 稼動して いなければ なりません. 

セットアップ 文字列 は， BX の 割り当て リストの インデックス によって， プリ 
ンタに 送られる 各 ファイルの 細に 付け加えます. この ファンクション リク エス 
トは， プリ ンタ コンフィグレーション を 持った プリ ンタを 受け持つ プログラムで 
使われます. ファンクション 5FH, コール 02H を 使って， プリンタの 割り当て 
リスト を 登録す る ことができます， 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ 一コード を 返 
します. 



エラー リターン 
AX 
01 H = この フ 



ン クシ ヨン リクエスト を 実行す るに は， MS-Networks 
いなければ なり ません， 



1.11 ファンクション リク エス ト 



[^クロ 滅 printer— setup 



macro 



mov 



int 

endm 



index, Igth, string 
bx. index 
cx, Igth 

dx, offset string 

a I. 2 
ah， 5EH 
21H 



各種の プリ ンタに 依存す ると ころな ので プログラム は 省略し ます， 
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INT 21H 







Get Assign List Entry 


ファンクション 5FH 
コード 02H 



I 機 能 I 割 り 当て リストの ェント リ を 得る 



コー 



AH = 5FH 
AL = 02H 

BX 割り当て リストの インデックス 
DS ： SI ローカル 名の バッ ファの 位置 
ES:DI リモート 名の バッファ (7>& ― 

キヤ リ 一 フラグが セッ ト されて いる 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション コード 

12H これ 以上の ファイル はない 
キヤ リ 一 フラグが セ ッ ト されて いない 
BL = 03H プリンタ 
04H ドライブ 
CX ユーザー 変数 域 



AX 
BX 
CX 
DX 




SP 



BP 



SI 



IP 


FLAGSh 






ファンクション は， ネッ ト ワークの 割り当て リス トの ェント リを 得ます， 

BX は， 割り当て リスト インデックス （エントリ 0 のとき は 最初の ェント リ） で 
なければ なりません. SI は， ローカル 名のた めの 16 バイ 卜の バッファの オフ セ 
ット アドレス （DS は， セグメント アドレス） でなければ なりません. DI は， リ 
モー ト 名の 128 バイ 卜の バッファの オフ セッ ト アドレス （ES は， セグメント アド 
レス） でなければ なりません. MS-Networks が 稼動して いなければ なり ません. 

MS-DOS は， DS:SI で 指定す る バッファ 内の ローカル 名と ES:DI で 指定す 
る バッファ 内の リ モー ト名を 設定し ます • ローカル 名 は ヌルの ASCIZ 文字列 も 
とれます. BL は， 口一 カル デバイスが ブリン タの 場合 は 03H, デバイスの 場合 
は 04H を 返します • CX は， ファンクション 5FH, コード 03H (割り当て リス 
卜の エントリの 作成） で セット された ユーザー 変数の 値 を 返します. 割り当て リ 
スト は， その 内容 を 書き換える こと もで きます. 

この ファンクション リクエスト を 使って， エントリ を 得る か， または テーブル 
を 検索して 完成した リストの コピー を 作る ことができます. 割り当て リストの 終 
わり を 見つける と， ファンクション 4EH (最初に一 致す る ファイル 名の 検索)， 



1.11 ファンクション リク エス ト 



エラ一 コード 12H を チェック します， 

エラ一 力; 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラー コード 
します. 



エラー リターン 
AX 



01H = この ファンクション リ ク エス トを 実行す るに は， MS- Networks 

が 稼動して いなければ なりません. 
12H = BX で 得られた インデックス 力 5 , 割り当ての リストの エントリの 

数より 大きい. 



get-list 



macro 



mov 
mov 



int 

endm 



index, local, remote 

bx, index 

si, offset local 

di， offset remote 

a I, 2 

ah, 5FH 

21H 



つぎの プログラム は， MS-Networks の ワーク ステ一 ショ ンの各 ェント リのロ 



一 カル 名， リモート 名， 
を 表示し ます. 



stdout 
printer 



equ 
equ 



デバイス タイプ （ドライブ か プリンタ）， 割り当て リスト 



1 

3 



locaLnm 

remote-nm 

header 



crlf 

drive- msg 
print— msg 
index 



db 
db 
db 
db 



db 
db 
dw 



16 dup (？ ), 2 dup (20h) 
128 dup (?), 2 dup (20h) 
Local name", 8 dup (20h) 
Remote name", 7 dup (20h) 
"Device Type" 



"drive" 
"printer" 

？ 
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WA% シス テムコ ークレ 



func-5F02H: write—handle 

jc 



ck-list 



error: 



got-one 



prntr : 



get- next : 



last-one: 



mov 
get— list 
jnc 
cmp 

je 

push 

write.handle 

ic 

POP 

cmp 
je 

write-handle 
jc 

jmp 

write-handle 

ic 

write-handle 

jc 

inc 

jmp 

write-handle 
jc 

jmp 



stdout, header, 51 ； header を标 (40H) 

write—error 1 

index, 0 ； り 当て リストの インデックス を セット 
index, locaLnm, remote—nm ； H り 当て リストの エントリ を 得る 

got-one ； 1 エントリ を 得る， got— one へ 

ax. 18 ； ラスト I ン トリ か？ 

last-one ； はいの 時， last one へ 



tw ； デバイス タイプ を セーブ 

stdout, loca し nm, 148 ； local_nm を 表示 (40H) 
write 一 error 



プリンタ デバイス か？ 
はいの 時， print へ 

drive msg を 表示 (40H) 



bl, printer 
prntr 

stdout, drive- msg, 5 
write—error 

ge し next ； get— next へ 

stdout, print- msg, 7 ； print— msg を 表示 (40H) 

write- error 



stdout, crlf, 2 
write-error 
index 
ck-list 

stdout, crlf, 4 
write- error 



； crlf を 表示 (40H) 



インデックス を イン 
次の エントリ を 得る 
crlf を 表示 (40H) 



return 
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INT 21H 



Make Assign List Entry 



ファンクション 5FH 
コード 03H 



リ^ S 



sj 割 り 当て リストの ェント リ の 作成 




AX 


AH 


AL 


BX 


BH 


B し 


CX 


CH 


CL 


DX 


0H 


0L 



SP 



BP 



SI 



Dl 



IP 



f"GS M |_ FLAGSt 



cs 



OS 



ss 




ス デバイス 名の 位 
にテ ィ ネー シ ョ ンデ / くィ ス 名の 1 

キャリー フラグが セットされ ている 場合 

AX =01H 無効な ファンクション コード 
03H パスが 見つからない 
05H アクセス できない 
08H メモリ 不足 （ネットワークが 起 
、こした エラーに よる） 
キヤり一フラグが セットされ ていない 龄 > 
エラーな し 



この ファンクション は， ブリン タ または ディスク ドライブ （ソース デバ 
を ネットワーク ディレクトリ （ディスティネーション デバイス〉 として リ ディ レ 
クト します. BL は， ソース デバイスが プリンタなら 03H, ディスク ドライブな 
ら 04H でなければ なりません. 

SI は， プリ ンタ 名， コロン 付きの ドライブ 名， ヌル 文字列 （1 バイ 卜の 00H) の 
いずれ か を 表す ASCIZ 文字列の オフ セッ ト アドレス （DS は， セグメント ァ ドレ 
ス） でなければ なりません， DI は， ネットワーク ディレクトリ 名 を 表す ASCIZ 
文字列の オフ セッ ト アドレス （ES は， セグメント アドレス〉 でなければ なり ませ 
ん. CX は， MS- DOS が ffitt している ユーザーが 使える 16 ビットの 変数で なけ 
れば なりません， MS-Networks が 稼動して いなければ なりません. 

ディスティネーション 文字列 は， つぎの ような 害 式で なければ なりません， 



く マシン 名 >< バス 名 >< 00H >< パスワード >< 00H > 
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く マシン 名〉 は， ネットワークの サーバの ネット 名です. 

< パス 名 > は， ソース デ パイスから リ ディ レクトに 渡される ネッ ト ワーク ディ 
レクト リのァ リアス （別名） です. 

<00H> ： ヌル コード 

く パスワード > は， ネットワーク を アクセス する ための パスワードです. パス 
ワードがない 場合 ，く パス 名 > の 後に は， 2 バイ 卜の ヌル コードが 続かなければ な 
りません. 

BL=03H の 場合， ソース 文字列 は， PRN でなければ なりません. プリンタと 
して 登 緑され たす ベての 出力 は バッファに 貯められ， ディスティネーション 文字 
列に 登録され た リモート プリ ン タス プーラに 送られます • 

BL=04H の 場合， ソース 文字列 は， コロン 付きの ドライブ 名 か， ヌル 文字列の 

いずれ かで なければ な り ません. ソース 文字列が 無効な ドライブ 名と コロ ンの場 
合， それ 以降の すべての ドライブ 名 は， ディスティネーション 文字列に 登 緑され 
たネッ ト ワーク ディ レクト リにリ ディ レク トに 渡された ものと 見なします. ソ一 
ス 文字列が ヌルの 場合， MS-DOS は， パスワードが 合う ネッ ト ワーク ディ レク ト 
リ として アクセスしょう とします. 
- ディスティネーション 文字列 は， 128 パイ ト 以下で なければ なりません. CX の 
ユーザ一 変数 は， ファンクション 5FH， コード 02H (割り当て リスト エントリ を 
得る） で 与えられます. 

エラーが 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ 一コード を 返 
します. 

ヱラ —リターン . JI . A ' 

AX 

01H= この ファンクション リ ク エス トを 実行す るのに 必要な MS- Net 
works が 稼動して いない， BX は 01H から 04H の 範囲に ない， 
ソース 文字列の 害 式が 誤りで ある， ディスティネーション 文字列 
の 害 式が 親り である， ソース デバイスが すでに リ ディ レク 卜に 渡 
されて いる， のい ずれ かです， 
， 03H= ネットワーク ディレクトリが， 無効 か， または 存在し ない. 
• 05H = ネッ ト ワーク ディ レクト リ/ バス ワードが 有効で はない. パス ヮ 

—ドが 無効で あるか， ディ レク ト リが サーバ 上に 存在し ない. 
き 文字列の 置かれて いる メモリが 十分で ない' 
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1 redir 



macro 


device, value, source, destination 


mov 


bl， device 


mov 


cx, value 


mov 


si, offset source 


mov 


es, seg destination 


mov 


di， offset destination 1 


mov 


al, 03H 


mov 


ah, 5FH 


int 


21H 


endm 





つぎの プログラム は "HAROLD" という 名の サーバに， ワークステーション か 

ら， 2 つの デバイスと ブリン タをリ ディ レクトに 渡します. マシン 名， ディ レク 
トリ 名， ドライブ 文字 は， つぎのようになります. 



ローカルの ドフ イブ 

または プリンタ 


サーバ 上の ネッ ト名 


パスワード 


E: 


WORD 


なし 


f: 


COMM 


fred 


PRN ： 


PRINTER 


quick 



printer 


equ 


3 


drive 


equ 


4 


locaLl 


db 


"e:", 0 


local-2 


db 




loca し 3 


db 


"prn", 0 


remote- 1 


db 


"¥harold¥word", 0, 0 


remote-2 


db 


"¥harold¥comm", 0, "frecT, 0 


remote-3 


db 


"¥harold¥printe に 0, "quick", 0 


func-5F03H: 


redir 


locaLl, remote— 1 drive, 0 ； ドライブ を E:W0RD という 名前で 




jc 、 


error ； リ ディ レクトに 3E す 




redir 


loca し 2, remote-2, drive. 0 ； ドライブ を F:C0MM という 名前で 




jc 


error ； リ ディ レクトに 渡す 




redir 


loca し 3 remote 一 3 printer, 0; プリンタ を PRINTER という 名前で 




jc 


error ；リ ディ レクトに 8 す 
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INT 21H 



Cancel Assign List Entry 



コー 



シ ヨン 5FH 
コード 04H 



割り当て リストの ェン 

AH = 5FH 
AL = 04H 

DS:SI ソース デバイスの 名前の 位置 

キヤ リーフ ラグが セッ ト されて いる 場合 

AX = 01H 無効な ファンクション コード 
OFH サーバ 上の リ ディ レク トの 中止 

キヤ リ 一 フラグが セッ ト されて いない M 
エラーな し 



AX 


AH 




BX 


BH 


BL 


CX 


CH 


CL 


DX 


DH 


DL 




この ファンクション は， ブリン タ または ディスク ドライブ （ソース デバイス） 

の， ファンクション 5FH, コード 04H で 作成され た ネットワーク ディレクトリ 
(デ イス ティ ネー ショ ンデ パイ ス） への リ ディ レク トを キャンセル します. SI は， 
キャンセル する リ ディ レク ト のブリ ンタ または ドライブ 名 を 表す ASCIZ 文字列 
の オフセット アドレス （DS は， セグメント アドレス） です. MS-Networks が 
稼動して いなければ なり ません. 
DS:SI で 指定され る ASCIZ 文字列の 値 は， つぎの 3 つのい ずれ かです. 

1. リ ディ レクトの コロン 付きの ドライブ 名. リ ディ レクト を キャン 
セルし， 物理的な ドライブ 名に 戻ります. 

2. リ ディ レク トの プリ ンタの 名前 （PRN), リ ディ レク トを キャン セ 
- ルし， 物理的な プリンタ 名に 戻ります. 

3. ¥¥(¥ マーク 2 つ） で 始まる 文字列. 口一 カルマ シンと ネット ヮ 
ーク ディ レク ト リの 接続が 終了した こと を 示します， 



エラ 
します， 



一が 起きた 場合， キャリー フラグが セットされ， AX に エラ一 コード を 返 
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エラー コード '• 

AX 

01H= この ファンクション を 使う に は， MS-Networks カミ 稼動して いなけれ 
ばな りません. または， ASCIZ 文字列が 実在す る ソース デバイスの 名 
前ではありません. ， 

0FH= ネットワークの リ ディ レク トの ディスク または プリ ンタが 停止して い 
ます. 



cancel-redir 



macro 



mov 
int 

endm 



local 

si, offset local 
al, 4 
ah. 5FH 
21H 



夏 



つぎの プログラム は， MS_Networks の ドライブ E，F と プリンタ （PRN) の 
リ ディ レク トを キャンセル します. ただし， これら は， ローカル デバイス として， 
前もって リ ディ レク ト されて いなければ なりません. 



local- 1 
local-2 
local-3 



db 
db 
db 



"e:"， 0 
"f :"， 0 
"pm", 0 



func-5F04H: 



cance に redir 
ic 

cancel- redir 

ic 

cancel-redir 
jc 



local-1 

error 

local-2 

error 

locaL3 



ドライブ E のり ディ レクト を キャンセル 



ドライブ F のリ ディ レクト を キャンセル 



プリ ンタ PRN のリ ディ レク トを キャンセル 
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INT 21H 



Get PSP 



ファンクション 62H 



[ZM 



psp を 得る 



コール AH = 62H 



AX | 




BX 




CX 


CH 


0X: 


OH | 



DL 



リターン BX カレン 

プレフィクスの セグメ 



SP 



BP 



SI 



01 



IP 

FLAGSh l" 



cs 



£S 



この ファンクション は， 現在の 実働して いる プロセスの セグメント アドレス （ブ 
ログ ラム セグメント プレフィクスの 先頭） を 返します. 



I get— psp 



macro 



int 

endm 



ah， 62H 
21H 



つぎの プログラム は， 
スを 10 進数で 表示し ます, 



ント 7 レフ イクスの セグメント ァ ドレ 



msg 



db 



"PSP segment address : H", 0DH， OAH, 



func-62H: get-psp 



； PSP の セグメント アドレス を 得る 
convert bx, 16, msg[21] ；章末 参照 

display msg ； msg を スクリーンに 出力 (09H) 
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1,12 MS-DOS システム コールに おける マクロ 定義 例 



Interrupts 




； 

； 

abs_disk_read 

mov 
mov 
mov 
mov 
int 
popf 
endm 

； 

abs_disk_write 

mov 
mov 
mov 
mov 
int 

Popf 
endm 

； 

stay 一 resident 

mov 
inc 
int 
endm 

； 



INTERRUPT 25H 

macro disk, buff er, num_ sectors, first 一 sector 
al, disk 

bx, offset buffer 

cx,num_ sectors 
dx, first 一 sector 
25H 



INTERRUPT 26 H 
macro disk, buf f er , num_sect or s, first— sector 
al f disk 

bx, offset buffer 
cx, nun\_sector s 
dx, first 一 sector 



INTERRUPT 27 H 

macro last— inst rue 
dx, offset last 一 instruc 



； Function Requests 
; ******************* 

terminate 一 program macro 

xor ah, ah 
int 21 H 
endm 

read_kbd_and_echo macro 

mov ah/OlH 
int 21 H 
endm 

display 一 char macro character 

mov dl r character 
mov ah f 02H 
int 21H 
endm 



FUNCTION REQUEST 00H 



FUNCTION REQUEST 01H 



FUNCTION REQUEST 02H 
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aux_ input macro 

mov ah,03H 
int 21H 
endm 

； 

aux_output macro 

mov ah f 04H 
int 21 H 
endm n 

； 

print. char macro character 



FUNCTION REQUEST 03H 



FUNCTION REQUEST 04H 



FUNCTION REQUEST 05H 



mov 
mov 
int 
endm 

dir 一 consol し io 

mov 
mov 



dl, character 
ah,05H 
21H 



macro switch 

dl, switch 

ah # 06H 

21H 



FUNCTION REQUEST 06H 



endm 



dir_consol€j_input macro 



FUNCTION REQUEST 07H 



mov 
int 
endm 

read_kbd macro 

mov 
int 
endm 

display macro 

mov 
mov 
int 
endm 



ah r 07H 
21H 



FUNCTION REQUEST 0 8H 



ah,08H 
21H 



string 

dx, off set string 

ah r 09H 

21H 



REQUEST 



get 一 string macro limit, string 

dx, offset string 
string, limit 
ah,0AH 
21H 



FUNCTION REQUEST OAH 



mov 
mov 

enom 



； 

check_kbd_ status macro 

mov ah/OBH 
int 21 H 
endm 



FUNCTION REQUEST OBH 
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f 1 ush_an^_rea<J_kbd macro 

mov al, switch 
mov ah,0CH 
int 21 H 
endm 

reset— disk macro 

mov ah,0DH 
int 21H 
endm 

select— disk macro disk 



FUNCTION REQUEST OCH 
switch 



FUNCTION REQUEST ODH 



FUNCTION REQUEST OEH 



； 

open 



； 

close 



mov 
mov 
int 
endm 

macro 

mov 

mov 

int 

endm 

macro 

mov 

mov 

int 

endm 



dl, disk 【一 65] 
ah, OEH 
21H 



fcb 

dx, offset fcb 

ah f 0FH 

21H 



REQUEST 



FUNCTION REQUEST 10H 



dx, offset fcb 

ah,10H 

21H 



search_f irst 

mov 
mov 



； 



macro fcb 

dx, offset fcb 

ah.HH 

21H 



FUNCTION REQUEST 11H 



endm 



sea rch_ next macro fcb 



FUNCTION REQUEST 12H 



； 

delete 



mov 
mov 
int 
endm 

macro 
mov 
mov 
int 、 
endm 

； 

rea<L.seq macro 

mov 
mov 
int 
endm 



dx, offset fcb 

ah,12H 

21H 



fcb 

dx, offset fcb 

ah,13H 

21H 



fcb 

dx, offset fcb 

ah r 14H 

21H 



FUNCTION REQUEST 13H 



FUNCTION 
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write 一 seq macro f cb 



FUNCTION REQUEST 15H 



create 



rename 



mov 
mov 
int 
endm 

macro 

mov 

mov 

int 

endm 

macro 

mov 

mov 

int 

endm 



dx f offset 
ah f 15H 

21H 



fcb 

dx f of f set 

ah,16H 

21H 



fcb 

dx, offset 
ah,17H 
21 H 



fcb 



FUNCTION REQUEST 16H 



fcb 



FUNCTION REQUEST 17 H 



fcb 



cur rent— disk macro 



FUNCTION REQUEST 19H 



； 

set.dta 



mov 
int 
endm 

macro 
mov 
mov 
endm 

"f— drive 一 data 

mov 
int 
endm 



ah,19H 
21H 



buffer 
dx,of f set 
ah,lAH 



macro 

ah.lBH 

21H 



FUNCTION REQUEST 1AH 



buffer 



FUNCTION REQUEST 1BH 



drive— data macro drive 

mov dl, drive 
mov 
int 
endm 



FUNCTION REQUEST 1CH 



ah, 1CH 
21H 



fcb 

dx, offset 
ah,21H 

21H 



read_ran macro 

mov 
mov 
int 
endm 

； 

write 一 ran macro fcb 

mov dx, offset 
mov ah, 22H 
int 21H 
endm 



fcb 



FUNCTION REQUEST 21H 
FUNCTION REQUEST 22H 



fcb 
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？ FUNCTION REQUEST 23H 

file 一 size macro f cb 

mov dx, offset f cb 
mov ah,23H 
int 21H 
endm 

？ FUNCTION REQUEST 24H 

set 一 relative 一 record macro f cb 

mov dx, offset f cb 
mov ah f 24H 
int 21 H 
endm 

？ FUNCTION REQUEST 25H 

set— vector macro interrupt, handler 一 start 

mov al, interrupt 

mov dx, offset handler—start 
mov ah,25H 
int 21 H 
endm 

？ FUNCTION REQUEST 26H 



create 一 psp macro seg_addr 



mov 
mov 



endm 

； 

ran_block_read 

mov 
mov 
mov 
mov 



endm 

； 

rarublock 一 write 

mov 
mov 

mov • i 
mov 
int 
endm 



dx, offset seg_addr 
ah f 26H 
21H 

FUNCTION REQUEST 27H 

macro f cb, count, rec 一 size 
dx, offset f cb 
cx, count 

word ptr f cb【14】 ,rec 一 size 

ah f 27H ， ， 

21H きぷ 

FUNCTION REQUEST 2 8H 

macro f cb, count, rec 一 size 
dx, offset f cb 
cx r count 

word ptr f cb【14】 ，rec 一 size 
ah f 28H 

21H 



parse 



macro 

mov 

mov 

push 

push 

pop 
mov 
mov 
int 
pop 
endm 



string, f cb 
si, offset string 
di, offset fcb 



FUNCTION REQUEST 29H 



ds 
es 

al f OFH 
ah,29H 
21H 
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get 一 date macro 

mov 
int 
endm 

； 

set 一 date macro 

mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

get_time macro 

mov 
int 
endm 

set 一 time macro 

mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

verify macro 

mov 
mov 
int 
endm 



get 一 dta macro 

mov 
int 

endm 

； 

get 一 version macro 



FUNCTION REQUEST 2 AH 



ah, 2 AH 
21H 



year, month, day 
cx f year 
dh f month 
dl,day 
ah,2BH 



FUNCTION REQUEST 2BH 



FUNCTION REQUEST 2CH 



ah,2CH 
21H 



FUNCTION REQUEST 2DH 

hour f minutes, seconds 

ch, hour 

cl, minutes 

dh r seconds 

ah f 2DH 

21 H 



switch 
al f switch 
ah f 2EH 



FUNCTION REQUEST 2 EH 



FUNCTION REQUEST 2FH 



ah,2FH 



FUNCTION REQUEST 3 OH 



mov ah,30H 



endm 

keep 一 process 

mov 

mov 
mov 
shr 
inc 
mov 
int 
endm 



FUNCTION REQUEST 31H 

macro returrucode, last 一 byte 
al, return_code 

dx, offset last_byte 

cl,4 

dx.cl 



ah f 31H 
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Ctrl 一 c—clc macro action, state 



FUNCTION REQUEST 33H 



mov 
mov 
mov 
int 
endrn 



al f action 
dl f state 
ah,33H 
21H 



get_vector macro interrupt 



FUNCTION REQUEST 35H 



mov 
mov 



al f interrupt 
ah r 35H 
21H 



endm 



macro drive 
dl, drive 
ah f 36H 



get_disk_space 

mov 
mov 
int 
endm 

get 一 country macro country, buffer 

local gc 一 01 

dx, offset buffer 
axr country 
ax, OFFH 
gc 一 01 
al,0ffh 

bx, country 
ah,3 8H 



FUNCTION REQUEST 36 H 



FUNCTION REQUEST 3 8H 



gc— 01 



mov 
mov 
cmp 

jl 
mov 

mov 

mov 

int 

endm 



set 一 country macro country 

local sc 一 01 
mov 



sc-01 



make— di 



rem_di 



mov 
cmp 

jl 
mov 

mov 

mov 

int 

endm 

macro 

mov 

mov 

int 

endm 

macro 

mov 

mov 
int 
endm 



dx f 0FFFFH 
ax f country 

ax f OFFH 
sc 一 01 
al r 0ffh 
bx r country 
ah,3 8H 

21H 



path 

dx, offset path 

ah,3 9H 

21H 



path 

dx, off set path 

ah f 3AH 

21H 



FUNCTION REQUEST 3 AH 
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change—di r macro pa th 



FUNCTION REQUEST 3BH 



mov 
mov 
int 
endm 

crea te_ handle 

mov 
mov 
mov 



dx f offset path 

ah f 3BH 

21H 



endm 



ope n_ handle 

mov 
mov 
mov 
int 
endm 

close 一 handle 

mov 
mov 
int 
endm 

read, handle 

mov 
mov 
mov 
r mov 
int 
endm 

write— handle 

mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

； 

delete 一 entry 

mov 
mov 
int 
endm 



FUNCTION REQUEST 3CH 

macro path, attrib 
dx, offset path 
cx, attrib 
ah,3CH 



FUNCTION REQUEST 3DH 



macro path, access 
dx, offset path 
al, access 
ah,3DH 
21H 



macro handle 
bx, handle 
ah,3EH 
21 H 

FUNCTION 

macro handle, buffer, fcytes 
bx, handle 

dx, offset buffer t 

cx f bytes 
ah f 3FH 
21H 



FUNCTION REQUEST 3 EH 



FU 



macro handle, buffer 
bx, handle 
dx, offset buffer 
cx, by tes 
ah,40H 
21H 




ION REQUEST 
tes 



40H 



macro path 

dx, offset path 
ah,41H 



FUNCTION REQUEST 41H 
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move 一 ptr macro 

mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

； 



FUNCTION REQUEST 42H 

handle, high, low, method 
bx f handle 

cx, high , 

dx, low 

al, method 

ah,42H 

21H 

FUNCTION REQUEST 43 H 



change— mode macro path, action, attrib 



mov 
mov 
mov 
mov 
int 



dx, offset path 
al f action 
cx, attrib 
ah,43i 

21H 



endm 

； FUNCTION REQUEST 4400H,0lH 

ioctl 一 data macro code, handle 

mov bx, handle 

mov al, code 

mov ah,44H . . 

、 int 21 H 
endm 

； FUNCTION REQUEST 4402H,03H 

ioctl 一 char macro code, handle, buffer 



mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

ioctl 一 status 

mov 
mov 
mov 
mov 



bx r handle 
dx, offset buffer 
si, code 
ah,44H 
21H 



FUNCTION REQUEST 4404H f 05H 

macro code, drive, buffer 
bl f drive 
dx, offset buffer 
al 9 co de 
ah, 44H 



endm 



； 



ioctl 一 block macro code, handle 



FUNCTION REQUEST 4406H,07H 



mov 
mov 
mov 
int 
endm 

ioctl— change 

mov 
mov 
mov 
int 
endm 



bx/ handle 
al, code 
ah f 44H 

21H 



macro drive 
bl, drive 
al,0 8H 
ah f 44H 



FUNCTION REQUEST 4408H 
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懂 



ioctl 一 rblock 

mov 
mov 
mov 
int 
endm 

； 

ioctl_rhandle 

mov 
mov 
mov 
int 
endm 



macro drive 
bl, drive 
al # 09H 
ah r 44H 



FUNCTION REQUEST 4409H 



macro handle 
bx, handle 
al,0AH 
ah,44H 
21H 



FUNCTION REQUEST 440AH 



ioctl 一 retry macro retries, wait 

mov bx, retries 

1 1 mov cx, wait 

mov al f OBH 

mov ah r 44H 

int 21 H 
endm 



FUNCTION REQUEST 440BH 



； 

xdup 



macro handle 



FUNCTION REQUEST 45H 



； 



xdup2 



； 



ge し dir 



mov 
mov 
int 
endm 

macro 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

macro 
mov 
mov 
mov 
int . 
endm 



bx, handle 
ah,45H 



handl el , handl e2 
bx, handl el 
cx, handl e2 
ah,46H 
21H 



drive, buff er 
dl, drive 
si, offset buffer 
ah,47H 
21 H 



FUNCTION REQUEST 46H 



)N 



FUNCTION REQUEST 48H 

macro bytes 
bx, bytes 
cl,4 
bx,cl 
bx 

ah f 48H 
21 H 



allocate 一 memory 

mov 



endm 



w r c V t 

ah n o n 

m s i m i 
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； 



free 一 memory macro seg_addr 



FUNCTION REQUEST 49H 



mov 
mov 
mov 
int 
endm 



ax f seg_addr 
es,ax 
ah f 49H 
21H 



set 一 block macro last, byte 



FUNCTION REQUEST 4 AH 



mov 
mov 



； 

exec 



mov 
int 
mov 
shl 
mov 
mov 
endm 

macro 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

exec_ovl macro 



bx, offset last 一 byte 
cl,4 

bx,cl 

bx f 17 

ah,4AH 

21H 

ax^bx 

ax f cl 

sp f ax 

bp,sp 



ION 




； 



endm 



FUN* 

path, command, parms 
dx, offset path 
bx, offset parms 

word ptr parms【02h】 , offset command 

word ptr parms【04h】 ，cs 

word ptr parms【06h】 ,5ch 

word ptr parms [08h】 ,es 

word ptr parms【0ah】 ，6ch 

word ptr parms 【 Och】 ，es ' 、 

al,0 

ah f 4BH 

21 H ， 

FUNCTION REQUEST 4B03H 

path, parms, seg_addr 
dx, offset path 
bx, offset parms 

parms, seg_addr にし 
parms【02H】 ,se に addr 
al,3 
ah,4BH 
21H 



en<J_process macro returrucode 



FUNCTION REQUEST 4CH 



； 

wait 



mov 
mov 
int 
endm 

macro 
mov 
int 
endm 



al/ return_code 
ah f 4CH 
21H 



FUNCTION REQUEST 4DH 



ah # 4DH 
21H 



w w V V V V t 

o o o o o o n 

m m m m m m i 
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'• FUNCTION REQUEST 4 EH 

rin<3_f irst_f ile macro path, attrib 



mov 
mov 



int 
endm 



dx, offset path 
cx,attrib 
ah,4EH 
21H 



f inc3_next_f ile 
mov 
int 
endm 

； 

get 一 verify macro 



macro 
ah f 4FH 
21H 



FUNCTION REQUEST 4FH 



FUNCTION REQUEST 54H 



ah,54H 



FUNCTION REQUEST 56H 

macro ol し path, new 一 path 

dx, offset ol<Lpath 二 
ds 



mov 
int 
endm 

rename 一 file 
mov 
push 
pop 
mov 
mov 
int 
endm 

» FUNCTION REQUEST 57 H 

get 一 set 一 date 一 time macro handle, action, time, date 

m 八" レ •■ レ — — J， & 



di, offset new— path 
ah,56H 

21H 



mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

alloc_strat 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 



get_error macro 

mov ah, 59 
int 21 H 
endm 



bx, handle 
al, action 
cx r word ptr time 
dx # word ptr date 
ah,57H 
21H 



FUNCTION REQUEST 5 8H 

macro code, strategy 
bx, strategy 
al f code 



ah,58H 



FUNCTION REQUEST 5 9H 



； 

create, temp macro pathname, attrib 

mov cx,attrib 

mov dx, offset pathname 



FUNCTION 



mov 
int 
:ndm 



21H 
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FUNCTION REQUEST 5BH 

create 一 new macro pathname, attrib 



mov 
mov 
mov 



lock 



endm 

macro 
mov 



cx f attrib 

dx, offset pathname 

ah f 5BH 

21H 



FUNCTION 

handle, start, bytes 
bx, handle 



REQUEST 5C00H 



mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

； 

unlock macro 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

書 



cx f word ptr 
dx/ word ptr 
si, word ptr 
di f word ptr 
al,0 
ah r 5CH 



start 
start+2 
bytes 
by tes+2 



FUNCTION 
handle, start, bytes 
bx, handle 

cx r word ptr start 

dx,word ptr start+2 

si, word ptr bytes 

di,word ptr fcytes+2 
al,l 

ah,5CH 
21H 



REQUEST 5C01H 



get 一 machine 一 name macro buffer 

dx, offset buffer 
al,0 

ah, 5 EH 
21H 



FUNCTION REQUEST 5E00H 



mov 
mov 
mov 
int 
enc3m 

； 

printer— setup 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

； 



FUNCTION 

macro index, lgth, string 
bx f index 

cx f lgth • 
dx, offset string ' : 

al,2 

ah f 5EH 、 
21H 



REQUEST 5E02H 



ge し list macro index, local, remote 



FUNCTION REQUEST 5F02H 



mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 



bx, index 

si, offset local 

di, offset remote 
al,2 

ah,5FH 
21H 
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redir macro 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

cancel— redir 
mov 
mov 
mov 
int 
endm 

； 

get^psp macro 
mov 
int 
endm 

； 
； 
； 

； General 

； ************* 

； 

display 一 asciiz 
local 
mov 

search: 

cmp 

je 
inc 

jmp 

； 

f oun4.it： 

mov 



FUNCTION REQUEST 5F03H 

local, remote, device, value ノ 
bl, device 

cx, value ，い 

si, offset local 

di, offset remote 

al,3 

ah,5FH 



FUNCTION REQUEST 5F04H 



macro local 
si, offset local 
al,4 
ah,5FH 
21H 



FUNCTION REQUEST 62H 



ah,62H 



macro asciiz— string 
search, found_it 
bx, offset asciiz 一 string 



byte ptr 【bx〗 ,0 

foun4.it 

bx 

short search 



byte ptr [bx] re- 
display asciiz 一 string 
mov byte ptr 【bx] ,0 
display 一 char ODH 
display 一 char OAH 
endm 
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； 



move 一 string macro source, destination, count 
push es 



table 
start: 



pusn 


Ac- 
qs 


pop 


es 


assume 


es:code 


mov 


si f of f set source 


mov 


^ * ^ 产 m , 量攀 倉， 

di, offset destination 


mov 


cx, count 


movs 


• 看 塞 

es: destination, source 


assume 


esmothing 


Pop 


es 


endm 




macro 


val ue, base, destination 


local 


table/ start 


jmp 


start 


db 


0123456789 ABCDEF" 


push 


ax 


• 

push 


bx 


push 


dx 


mov 


al f val ue 


xor 


ah f ah 


xor 


bx, bx 


aiv 


base 


YV\ 優 誉 

mov 


tv， へ T 


mov 


_i 一 t_、 一 1 1_ _， 
al 9 cs s table 【bx] 


mov 


destination, al 


mov 


bl f ah 《 


mov 


al, cs stable【bx】 


mov 


destination【l】 ，al 


Pop 


dx 


POP 


bx 


POP 


ax 


endm 





convert 一 to 一 binary macro string, number , val ue 
local ten, start, calc, mult, no 一 mult 



ten 
； 

start: 



〕mp 
db 



mov 
xor 
mov 



start 
10 



val ue f 0 
cx f cx 
cl f number 
si, si 
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* 



calc: 



xor 
mov 



ax, ax 

al, string【si】 



mult: 



cmp 
jl 

push 
dec 



mul 

loop 

Pop 



cx,2 
no 一 mul t 
cx 
cx 



cs :ten 
mult 



no 一 mul t : 



inc 

loop 

endm 



conver し date 
mov 
mov 
shr 
mov 
and 



mov 



add 
endm 



value, ax 
si 

calc 



macro dir 一 entry 

dx, word ptr dir 一 entry 【 24】 

cl,5 

dl f cl 

dh,dir 一 entry【24] 

dh^lFH 

cx, cx 

cl,dir 一 enti:y【25】 

cl,l 

cx,1980 



； 

pack_date macro date 
local se し bit 

； 



； On entry: DH=day, DL=month, CX=(year-1980) 



； 



sub 

push 

mov 

mov 

shl 

POP 

jnc 



set 一 bit 



rol 
mov 
endm 



cx f 1980 
cx 

date f dh 
cl,5 

dl,cl 
cx 

set 一 bit 
cl f 80h 



date, dl 
cl,l 

date【l】 ，cl 



- 響い A 



； 
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1.13 MS- DOS システム コールに おける 拡張 例 



title DISK DUMP 
zero 
disk_B 

sectors 一 per 一 read 
cr 

blank 
period 
tilde 

INCLUDE B 

； 

subttl DATA SEGMENT 

page + 
data 



equ 


0 


equ 


1 


equ 


9 


equ 


13 


equ 


32 


equ 


46 


equ 


126 


: CALLS. 


EQU 



input 一 buff er 
output— buff er 

start 一 prompt 
sectors 一 prompt 
continue 一 prompt 



end. string 
crlf 



； 

ten 

sixteen 
； 

starts sector 
sector 一 num 
sector 一 numbei: 
sector s 一 to 一 dum p 
sectors 一 read 
； 

buffer 
max_length 
current 一 length 



data 
； 

subttl 
page + 



stack 一 top 



segment 



db 
db 



db 
db 
db 
db 



9 dup(512 dup (？) ) 
77 dup(" ") 
0DH,0AH f n $" 

"Start at sector: $" 
"Number of sectors: $" 
"RETURN to continue $" 
"Relative sector $" 

0DH,0AH,0AH,07H,"ALL DONE?" 

； DEL ETE THIS 
0DH,0AH,"$ M 
"01 23456789 ABCDEF?" 



10 



db 
db 

db 
db 



dw 1 

label byte 

dw 0 ' 

dw sectors 一 per 一 read 
dw 0 

label fcyte 
db 0 
db 0 

db 5 dup (7) 
ends 



STACK SEGMENT 



segment 
dw 

label 
ends 



stack 
100 dup (？) 
word 
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斧 



subttl MACROS 
page + 

INCLUDE 
； BLANK LINE 

blank_line 



print— it 



B:CALLS^ 



macro 

local 

push 

call 

mov 

displ ay 
loop 

Pop 
endm 



； 

subttl ADDRESSABILITY 

page + 



code 
start: 



segment 



； 



subttl PROCEDURES 

page + 
； 

； PROCEDURES 
； READ 一 DISK 

rea<3_disk 



mov 
mov 
mov 
mov 
mov 

jmp 



proc 
cmp 
jle 
mov 

mov 
mov 
mov 
cmp 



get 一 sector 



done : 
rea<J_disk 



mov 
push 
int 
popf 

Pop 
sub 
add 
mov 
xor 



number t 
print 一 it , 
cx 

cl ear 一 line 
cx, number 
output 一 buff er 
print 一 it 
cx 



cs;code, ds :data r ss:stack 
ax # data ' 
ds r ax 
ax, stack 

SS '3X 、、 \ 

sp, offset stack_top 
mai に procedure 



sectors 一 to 一 dump, zero 
done 

bx, offset input—buffer 

dx, start 一 sector 
al f disk^b 

cx, sector s_per_read 
cx r sectors 一 to 一 dump 
get 一 sector 
cx, sectors^ to— dump 
cx 

disk_read 



cx 



endp 



sectors 一 to 一 dump, cx 
start 一 sector, cx 
sectors_read, cx 

si ' si 
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put 一 blank 
； 

setup 



setup 
； 

； CONVERT LINE 



convert— line 



RT 一: 
し 1 



convert 一 it 



display 一 ascii 



； 



cx 

cx f 77 
bx f bx 

output 一 buffer 【bx】， 



move 一 blank 
cx 



output_buffer Idi] f n n 
di 



proc; 

display start 一 prompt 
get 一 string 4, buffer 
display crlf 

convert 一 to 一 binary digits, 
current 一 length, starts sector 
mov ax r start-sector 

mov sector 一 number f ax 

display sectors 一 prompt 
get— string 4, buffer 
conver し to 一 binary digits, 

ret rent " len9thf sectors - to - dl 
endp 



cx 

di,9 
cx,16 



add 
call 



sub 
mov 
add 
mov 
cmp 

j 1 
cmp 

jg 



proc; 
push 
mov 
mov 

convert input— buff er [si] , sixteen, 
output 一 buffer 【di】 
inc si 

di,2 

put 一 blank 

convert— it 
s"16 
cx,16 
di,4 

output 一 buff er 【di】 , period 

input— buffer 【si】 , blank 
non_printable 
input 一 buff er 【si】 , tilde 
no に printable 



； CLEAR_LINE 

clear 一 line 



move 一 blank: 



clear 一 line 



^ h p p c p 

o s V r V c o pt d o V c t d 

^m^oonooen r o n e n 

ppmxmilpre pmi r e 
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printable: 
noruprintable: 



convert— line 

'•DISPLAY 一 SCREEN 

display 一 screen 



； 



； I WANT length hea 
； minus 1 in cx 
move 一 header : 



mov 
mov 
inc 
inc 
loop 

Pop 
ret 

endp 



dlr input 一 buff er 【si】 
output 一 buff er 【di〗 ,dl 



di 

displ ay_ascii 
cx 



proc; 

push 

call 



cx 

clear— line 




xor 
mov 
mov 
inc 
loop 



cx 

di, di 

al, header 【di】 
output 一 buffer [di】，al 



iov^ header ； FIX THIS! 



； 



dump 一 it 



displ ay 一 screen 

； 
I 

； END PROCEDURES 
subttl MAIN 

page + 

main_procedure: 
check. done: 



convert sector 一 numll] , sixteen, 
output 一 buff er 【di】 
add di,2 

convert sector 一 num, sixteen, 
output 一 buffer 【di】 
display out put 一 buff er 
blank^line 2 
mov cx,16 
call clear 一 line 
call convert 一 line 
display output 一 buff er 
loop dump 一 it 
blanK_line 3 

d i spl ay contin ue 一 pr om pt 
get 一 char 一 no— echo 
display crlf 
pop cx 
ret 
endp 



call 

cmp 

jng 

call 

mov 



setup 

sectors 一 to 一 dump, zero 
all 一 done 
rea<J_disk 
cx f sectors_read 
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display 一 it: 

all_done: 
code 



call 
call 

P 



play 
一 char 一 



display— screen 
display 一 screen 
sector 一 number 
display 一 it 
checks done 
en d_ st ring 
no„echo 



ends 



start 



c 

n 

i 



o p s t 



n o m i e 

i 1 jd 



d 

n 



9 e 
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2.1 デバイス ドライバと は 

IO.SYS は， 棟 準で 組み込まれ ている デバイス ドライバ によって 構成され ている と 言えます. 
IO.SYS は， MS-DOS の BIOS を 形成し， MS-DOS から コール されます， アプリケーション 
プログラム による I/O リクエスト は， MS-DOS によって 10. SYS を 通じて 処理され ます. 

MS-DOS では， BIOS など を 害き 直す ことなく， 新しい デバイス （例： ブリン タ， プロッタ， 
または マウス 入力 デバイス など） を 追加す る ことができます. つまり， MS-DOS の BIOS はュ 
—ザ一 側で や 構成可能" であり， 既存の ドライバの 上に 新しい ドライバ を 追加で きる のです. 
ユーザー は， システムの 起動 （ブート） 時に 参照され る CONFIG.SYS ファイル 内の 
や DEVICE=* コマンド を 用いて， デバイス ドライバ を 登録す る ことにより， 新規の デバイス ド 
ライハ' (以下， 単に デバイス ドライバ を 呼びます） を 容易に 追加で きます. 第 2 章で は， IO.SYS 
ファイル 内の ドライバ （標^で 組み込まれ ている デバイス ドライバ） を 追加され る デバイス ド 

ライ バと 区別す るた めに 標準の デ パイス ドライバと 呼びます. 

起動時に は， 少なくとも 5 個の 標準の デ パイス ドライバが 存在して いなければ なりません. 
これらの ドライバ は， リンク された リストで 示されます. 各 ドライバの や ヘッダな に は， つぎ 
の ドライバ に対する DWORD ボイ ンタが 含まれます. チ エイ ン 内の 敁 後の ドライバに は， 一 
U-1 (全 ビット 共 オン） という エンド オプリスト マーカが あります， 、 

チェイン 内の 各 ドライバに は、 スト ラテ ジ， および 割り込み という 2 個の エントリ ポイント 
があります. 2 ffl の エントリ ポイント は， 将来の MS-DOS の パージ ヨンで マルチ タスク を サボ 
一 卜する ときの ために 投 けられて います. 

マルチ タスク 環境で は， I/O を 非同期で 行わなければ なりません. これ を 実現す るた めに 本 
来 は， 以下のような 手順で 処理が 行われる 必要が あります. 

• スト ラテジ ルーチン は 呼び出されたら リクエスト を 内部的に 待ち 行列 （キュー） に 登録し， 
即座に リターン します. • • 1 ' 

それ を 処理し ます. 

• リク エス 卜が 完了す ると， 割り込み ルーチン は 実行 済み フラグ を セットし ます. MS-DOS は， 
定期的に この 実行 済み フラグ を チェックし， 実行 済み フラグの セッ ト されて いる リ ク エス ト 
を 探し， その リ ク エス 卜の 終了 を 待って いる プロセスに 制御 を 移します. 
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このように リクエスト を 待ち 行列に 入れる 方法 をと つた 場合， 一時に 複数の リ ク エス トが待 
ち 状態になる 可能性が あるた め， レジスタ によって I/O 情報 を 受け 渡す こと は 不可能に なり 
ます. そのため， MS-DOS の デバイス インタ一 フェイス は" パケット" を 用いて リクエスト 情 
報 を 渡します. この リクエスト パケット は サイズ， フォーマットが 可変で あり， つぎの 2 つの 
部分から 構成され ます. 

1. 静的 リクエスト ヘッダ セクション. すべての リクエストで 同じ フォーマット を 持ちます， 

2. リクエストの タイプ ごとに 固有の 情報 を 持つ セクション. 

ドライバが 呼び出される とき は， バケツ ト に対する ポインタが 渡されます. 将来の MS-DOS 
の マルチ タスク バージョン では， この パケット は MS-DOS によって 保護され る， すべての I ノ 
0 待ち 行列の グローバル チ エイ ンにリ ンク されます. 

現在の MS-DOS の バージョン では， I/O は 非同期で は 行われな いため， グロ一 バル または 
ローカルの 待ち 行列 を 提供して いません • 一時的に 待ち 状態と なりうる の は 1 個の リク エス ト 
だけな ので， 2 個の エントリ ポイント は 本来の 目的で は 使用され ず， 処理 は 以下の よ うにな り ま 
す. 

• ス トラ テジ ルーチン は 特定の 場所に バケツ トのァ ドレス を 格納し， MS-DOS に リターンし 
ます， 

'割り込み ルーチン はス トラ テジ ルーチンの 直後に 呼び出され， バケツ トを もとに リクエスト 
を 処理し ます. 

割り込み ルーチンから 戾 つた 時点で リ クェ スト は 完了した ものと 見なされます. 
インストール 可能な デバイス ドライバ は， ファイルの 先頭に デバイス ヘッダ を 持つ， BIN 形 

式 （.BIN: コア イメージ） または， EXE 形式 （.EXE) フォーマットで ファイル を 作成す る必 
要が あります. デ パイ ス ヘッダの リンク フィ 一 ルド は， 一 1, 一 1 に 初期設定され ていなければ な 
りません （SYSINIT が これ を セットし ます）. 

複数の デ パイ ス ドライバ を 1 つの ファイルに 納める 場合， 各デ パイ ス ドライバの デ パイ スへ 
ッダ にはリ ス ト 内の 次の デバイス を 指す ボイ ンタ をセッ ト します. 最後の デバイス ヘッダ は 一 1， 
- 1 で 初期設定され ていなければ なりません. 

MS-DOS の バ一ジ ヨン 3 • 0 以降で はデ パイ ス ドライ パは， BIN 形式， EXE 形式の どちらの 
フォーマット でも 使用す る ことができます • ただし， パージ ヨン 3.0 以前の MS-DOS では 
BIN 形式の デ パイ ス ドライバ しか 使用で きないた め， どちらの バージョン でも 動作 可能な デバ 
イス ドライ パを 作成す る 場合， BIN 形式と する 必要が あ ります. 

2.2 デバイス ドラ イノく の フォーマット 

デ パイ ス ドライバ は， MS-DOS に 新しい システム ハー ドウ ヱァを 管理す る IZO 環境 を 提供 
する ための プログラム セグメントです. デバイス ドライバの 先頭に は， 特殊な ヘッダが あり， 



2.2 デバイス ドライバの フォーマット 



この ヘッダで は， デ パイス ドライバ である こと を 識別し， エントリ ポイント を 定義し， そして 
デバイスの 各種の アトリビュート （属性） を 記述し ます. 

OPEN/CLOSE/RM 機能 （オープン/クローズ/リム一 ブ） を サポート している 場合， ビ 
ット 11 を 1 にします. 

注意： 

デバイス ドライバに は， ファイルに ORG 100H (COM ファイルの ような） を 使用し ないで 
ください. デバイス ドライバ は プログラム セグメント プレフィクス を 使用せ ずに， 単に ロード 
される だけです. したがって， この ファイルの 起点 は 0 でなければ なりません (ORG 0 または 
ORG ステートメント なし）. 

デバイス ドライバに は， つぎの 2 種類が あります. 
2 プロ ックデ パイ ス ドライバ 

キャラクタ デバイスと は， コンソール， プリンタ， RS-232C コミュニケーション ポートの よ 
う にシ リ アルな （一連の） 文字の IZO を 行う もので， これらの 装置に は 特別の 名前 （ファイル 
名） 力 、'付けられ ています （CON.PRN. AUX など). ユーザー は， これらの 装! S の 名前 を 指定 
する ことで IZO を 扱うた めの チャネル （ハンドル または FCB) を オーブン する ことができ ま 
す. 

ブロック デバイス は， システムの * ディスク ドライブ， のこと で， ブロック f)i 位 （通^， 物 

理 セクタ サイズ 単位） で ランダムな IZO (入出力） を 扱う ことができます. ブロック デバイス 
に は ファイル 名 は 付けられな いので， 直接に オーブン する ことができません. ブロック デ バイ 

スは ドライブ 名 （A:, B:， C:) によって 識別され ます. 

ブロック デバイス は， ュニッ 卜で 構成され ています • 1 つの ドライバが， 複数の ディスク ドラ 
イブ を 処理す る ことができます. たとえば， ALPHA という デバイス ドライバ は， A:， B:, 
C:, および D: という ドライブ を 処理す る ことができる とします. これ は， 4 つの ュニッ ト （0 
〜3) を 定義して おり， そのための 4 つの ドライブ 文字 を 使用 するとい う 意味です. ドライ バリ 
スト 中の ドライブの 順番に よって， どの ュニッ 卜が どの ドライブ 文字と 対応す るかが 決定され 
ます. ALPHA という ドライバが デバイス リス ト 中の 先頭に ある ブロック ドライバで 4 つの ュ 
ニット （0〜3) を 定義して いる 場合， ドライブ は A:， B ： , C:， D: に， BETA が 2 番目に 
ある ブロック ドライバで 3 つの ュニッ ト （0〜2) を 定義して いる 場合， E: ， F:， G: になり 
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ブロック デバイス ュニッ トは， 理論 上 は 63 まで 使用で きます が， デ パイス ィ ンス トレー シ 3 
ン コードで， ドライブ を 表す 文字が マ * (5AH) より 大きくなる 場合に は， その デバイスの 登 
録は 不可能です. 標準の BIOS 内に 存在す る ブロック デバイス ドライバ （システムの ディスク 
ドライブ） はすべ て， ブロック デバイス ドライバより 先に 置かれます. 

キャラクタ デバイスに は 1 つし か 名前が 付いていな いので， 複数の ュニッ トを 定義す る こと 

はでき ません. 

2,3 デバイス ドライバの 作成 方法 ， 

MS-DOS でデ バイ ス ドライバ を 作成す るた めに， ファイルの 開始 点に デバ ィ ス ヘッダが 付 
けられて いる バイナリファイル （COM 形式， または EXE 形式の ファイル） を 作成し ます. デ 
バイ ス ドライバの 場合， コードの 起点 は 100H ではなく 0H でなければ なり ません. リンク フィ 
—ルド （つぎの デバイス ヘッダに 対する ポインタ） は， この ファイル 内に デバイス ドライ パが 
1 つし かない 場合，— 1， 一 1 でなければ なりません. アトリビュート フィールド および エントリ 
ボイ ント は， 正しく セッ 卜しなければ なりません. 

キャラクタ デバイスの 場合， 名前 フィールドに デバイス 名 を セットし ます. この 名前に は， 
すべての 文字 を ファイル 名と して 8 文字 使用す る ことができます. 

この 名前が 8 文字 未満の 場合 は， スペース （20H) を 誌め る ことによって 8 文字に しなければ 
なりません. デバイス 名に は， コロン （：） は 含まれません. *CON* は や CON:* と 同じ も 
のです が， これ は， デフォルトの MS-DOS コマンド インタープリタ （C0MMAND.COM) の 
特性であって， デバイス ドライバ または MS-DOS の 特性ではありません. キャラクタ デバイス 
名 はすべ て， この 方法で 取り扱われます， 

MS-DOS では， 棟 準の デバイス を 使用す る 前に 常に デバイス ドライバ を 使用す るので， 新規 
の CON (コンソール） デバイス を 登録す る 場合， 名前 を 単に *C0N* のみに 指定して くださ 
い. 新規の CON デバイスの アトリビュート 内に 撩^ 入出力 デ パイス ビット をセッ 卜する こと 

るので， この デバイス ドライバが 優先し ます. 

BIOS で 他の デバイス ドライバ を E き 換える のと 同じ 方法で， 標準の ディスク ブロック デバ 
イス ドライバと， デバイス ドライバ を g き 換える の は， 不可能です， ブロック デ パイス ドライ 
バは， 10. SYS の デフォルトの ディスク ドライバ によって 直接 サポート されない デバイスに 閱 
しての み， 使用す る ことができます. 
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2,4 デバイス ドライバの 登録 



MS- DOS では， メモリの 任意の 位 B に ドライバ を 登録で きる ので， アドレスの 離れた メモリ 
を 参照す る 場合， 注意が 必要です. ユーザーの ドライバが ロードされ る 場合， 常に 同じ 位置に 
ロードされ ると は 限りません. - 



この ルーチン は， デバイス ドライバの サービス リク エス トが 発生す るた びに MS- DOS によ 
つて 呼び出され， これらの リクエスト を， デバイス 割り込み ルーチン によって 処理され る 順序 
で 待ち 行列に 入れます. 

このような 待ち 行列の 機能 は， 非同期 I/O が サポート される マルチ タスク 実行時の 環境に お 
いて， 非常に 重要な 機能です. V3.3 では， この種の 機能 を サボ 一 ト していな いので一 時に サー 

ビスで きる の は， 1 つの リクエスト だけです. 

通' お， この ルーチン は 非常に 短く， 2.12 の コーディング 例で は， おのおのの リクエスト を^ 
に， 単一 の ポインタ 領域に 格納して います. 

2.3.2 デバイス 割り込み ルーチン 

この ル一 チンに は， リクエスト を サービス する ための コードの すべてが 含まれます. この ル 
—チン は yjKt 的に ハードウェアと インタ一 フェイス （ROM の BIOS コールな ど） を 取ります 
通常 この ルーチン は， サ ポー ト される 特定の コマンド コード を 処理す るた めの一 連の プロ シー 

ジャの 他， ある 種の ft Exnr および エラー ハンドリング ルーチン によって 構成され ています, 

2.12 のコ一 ディ ング例 を 参照して ください. ！ 

2.4 デバイス ドライバの 登録 

V 2.0 以降の MS-DOS では， 新規の デ バイ ス ドライバ を 起動時に 自由に 登録す る ことが 可 

能で， こ れは CONFIG. SYS フ アイ ルを 読み込む ことにより 10. SYS 内の INIT コードに よつ 

て 実行され ます. • ： 

MS- DOS は， つぎの 方法に よって デバイス ドライバの コール を 行います. 

1. ス トラ テジェン トリに 対して FAR コール を 行う. 

2. リ ク エス ト ヘッダ 中の デ パイ ス ドライバの 情報 をス トラ テジル 一チンに 渡す. 

3. 割り込み エントリ に対して FAR コール を 行う. 

この 方法に より， 将来の MS-DOS の バージョンで マルチ タスク 処理 を サポート する 際に， 容 
易に 対応で きる ようになって います. 
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2.5 デバイス ヘッダ 




この ヘッダ は， つ 



ぎの ような 内容の ものです. 



2 ワード つぎの デバイスへの ポインタ （ファイルの 屮で^ 後 または 唯 
—の ドライバの 場合 一 1 にセッ ト しなければ いけません） 



1 ワード アトリビュート （W 性) 



ビッ トは = 1 の 場合 さらに 

ビッ ト 0= 1 カレント 標準入力 デバイス 

1=1 カレント 標準出力 デバイス 

2=1 カレント NUL デ パイ ス 
3= 1 カレント CLOCK デ パイ ス 
4 = 1 ^殊な 装！ H 
5 予約 域 0 である こと 
7〜10 予約 域 0 である こと • 
ビッ ト 14 IOCTL ビッ ト 

ビット 13 キャラクタ デバイス （ビット は =1) の 場合 

OUTPUT UNTIL BUSY 
ブロック デバイス （ビット は =0) の 場合 

NON FAT ID 
ビッ ト 12 予約 W 0 である こと 
ビット 1 1 OPEN/CLOSE/RM サボ 一 ト 

ビッ ト 6 V3.3 ビッ ト 



1 ワード デバイス ス トラ デジ • ェン ト リ ボイ ントの ボイ ンタ 



1 ワード デ バイ ス 割り込み ェント リ ボイ ントの ボイ ンタ 



キャラクタ デバイス は デバイス 名で セッ 卜します. 
ブロック デバイスの 場合， 先頭 パイ トは ュニッ ト数を 表し 

ます. 



デバイス エントリ ポインタ は， ワード を 使用し ます， これらの エントリ ポインタ は， この テ 
一 ブル を ボイ ント する ために 同じ セグメ ン ト 番号からの オフ セッ ト でなければ なりません. た 
とえば， XXX ： YYY が この テーブルの 開始 点 を ボイ ン ト と している 場合， XXX ： スト ラテジ 
と XXX ： 割り込みが ェン トリ ポイント にな ります， 




アロック デバイス 
キャラクタ デバイス 




2.5 デバイス ヘッダ 



2.5.1 つぎの デバイス ヘッダ フィールド に対する ポインタ 

つぎの デ バイ ス ヘッダ フィールド に対する ボイ ンタは 2 ワードの フィールド （オフセット， 

セグメントの 順） で， デバイス ドライバの ロード 時に， システム リスト 中の つぎの ドライバ を 

ポイント する ように MS-DOS によって セッ ト されます. ファイル 内に 1 つし か デバイス ドラ 

ィバが 存在し ない 場合 は， ロード される 前に （ファイル として ディスク 上に あるとき） この フ 

ィー ルド を 一 1 に セットし なければ なりません. ファイル 内に 複数の ドライバが 存在す る 場合， 
2 ワード ポインタの 先頭の ワード は， つぎの ドライバの デバイス ヘッダの オフ セッ 卜で なけれ 

ばな りません， 
洤意： 

COM 形式 （■ COM) フ アイ ル 内に 複数の デ バイ ス ドライ パが 存在す る 場合， この ファイル 内 
の 最終 ドライバ のこの フィールド は 一 1 にセッ ト されて いなければ なりません. 

2.5.2 アトリビュート （属性） フィールド 

アトリビュート （履 性） フィールド は， この ドライ パが 扱う デバイスの タイプ を 識別し ます. 
これらの ビット は、 ブロックと キャラクタ デバイス を 区別す る ほか， 選択され た キャラクタ デ 
バイスに 対し， 特殊な 取り扱い を 行います （アトリビュート ワード 内の ある ビット を ある デバ 
イスの タイプに 関しての み^ 義 する 場合 は， その他の デ パイスの タイプ 用の ドライバ では， そ 
の ビット を 0 にしなければ な り ません)， 

たとえば ユーザ一 力 '•， 搮^ 入出力 用に したい 新規の デバイス ドライバ を 所有して いると しま 
す. この ドライバ を 登録 するとと もに， 現在の 標準 入出力 （CON ： コンソール） を 無効に する 
こと を MS- DOS に 通知し なければ なりません. この 作業 は， アトリビュート （fig 性） を セット 
する ことによって 行います. そのために は， 0 ビッ ト目 および 1 ビッ ト目を 1 にセッ 卜します 

(これらの ビット は， 別々 の 役割 を 果たします）. 同様に 新規の クロック デバイス は， この 該当 

する ビッ ト をセッ ト する ことによって 登録す る ことができます （詳細に ついては， *2.10 クロ 
ックデ パイス * を 参照して ください) • NUL デバイスの アトリビュート は 存在し ますが， この 
装 [H に対して 再 割り当て を 行う こと はでき ません. この ァ ト リ ビュートで， NUL デバイス を 使 
用 中 かどう か を MS-DOS が 調べ る こと がで きます. 

ブロック デ パイ ス 用の NON FAT ID ビッ トは， BUILD BPB (BIOS パラメ一 タブ ロック） 
デバイス コールの 動作に 彩？? を 与えます. また， この NONFAT ID ビット は， キャラクタ デ 

バイスで は， 意味が 異なります. この ビット は， その デバイスが OUTPUT UNTIL BUSY デ 
バイス コール を 実施す る こと を 表します. 

IOCTL ビット は， キャラクタ デ パイ ス にも ブロック デ バイ ス に対して も 意味が あ ります 
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IOCTL ファンクション を 使用 すれば， デバイス ドライバ は， デ パイス ドライバ 自身の 目的の 
ために （たとえば， ボーレート， ストップビット など を セットす るた めに） データの 転送お よ 
び 取得 を 行う ことができます. 渡された 情報の 処理 方法 は デバイス によって異なり ますが， 通 
常の I/O 要求と して 処理して はいけ ません. この ビット は， ファンクション リクエスト 44H 
の IOCTL システム コールで， デバイス ドライバが コント ロー ルス ト リ ングを 処理 可能 かどう 
か を MS-DOS に 通知す る ものです. • 

ドライ パが コント 口一 ルス ト リング を 処理で きない 場合， 最初に この ビット を 0 にセッ ト し 
なければ なりません. これにより， デバイスとの 間で コント 口一 ルスト リングの 転送 または 取 
得が 行われよ うとした 場合 （ファンクション 44 H によって）， MS-DOS は エラ一 を 返します. 
コント 口一 ルス ト リ ングを 処理 可能な デバイスの 場合， IOCTL ビット を 1 に セットし ます. こ 
の 種類の デバイスの 場合， IOCTL ストリング を 転送お よび 取得す るた めに， MS-DOS は 
IOCTL 入出力 デバイス ファンクション コール を 行います， 

OPEN/CLOSEZRM ビット は， V 3.1 以降の MS- DOS に 対し， この ドライバが V3.1 以 
降の 追加 機能 を サポートす るか どうか を 通知し ます. 

V3.0 以前で 作成した ドライバ を サポート する ために は， そのこと を 検出す る 必要が ありま 
す. この ビット は， V3.0 以前で 予約され ており， 0 です. 新しい デバイス はすべ て， OPEN, 
CLOSE, および REMOVABLE MEDIA コール を サポートし なければ ならず， この ビット を 
1 に セットし なければ なりません. 

V 3.0 以前で は， これらの コール を 行わない ので， V 3,0 以前の ドライバ は V 3.1 以降で も 互 
換 性が 保 たれます. 

V3.3 ビット は， V3.3 以降の MS-DOS に 対し， この ドライバが ファンクション 440EH (Get 
Logical Drive Map) と 440FH (Set Logical Drive Map) による 論理 ドライブの マップ をサ 
ポートす るか どうか を 通知し ます. 

この ビット はさら に， ファンクション 440CH (Generic IOCTL for handles) と ファン クシ 
ョ ン 440DH (Gereric IOCTL for Block devices) の サボ 一 ト も 意味し ます. 

2.5.3 スト ラテジ と 割り込み ルーチン 

これらの 2 つの フ ィ ール ドは， ス ト ラテジ および 割り込み ルーチンの ェン ト リ ボイ ン 卜への 
ポインタです. これら は 1 ワードの 値 を 持って いるので， デバイス ヘッダの 同じ セグメント 内 
に 存在し なければ なりません. 
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2.6 リクエスト ヘッダ 



2.5.4 名前 フィールド 

これ は 8ハ'ィ 卜の フィールドで， キャラクタ デバイスの 名前 または ブロック デバイスの ュニ 
ット 数が 入って います. ブロック デバイスの 場合 は， ユニット 数 を 先頭の バイトに 入れます. 
MS-DOS では， この ロケーションに ドライバの INIT コードに よって 返された 値が 入れられる 
ので， この フィールド は 選択で きます. 詳細に ついては， 2.4 の * デバイス ドライバの 登録 * を 
参照して ください. 

2.6 リク エス ト ヘッダ 

MS- DOS は デバイス ドライバの コール を 行う 場合， £S:BX 内の リクエスト ヘッダ を スト 
ラ テジェン トリ ポイントに 渡します， これ は 固定長 ヘッダで， 処理に 必要な データが 入って い 
ます. マシン ステート を 保存す る （たとえば， 制御が 渡される ときす ベての レジスタ を 保存し, 
抜け出す とき これら レジスタ を 復元す る） の は， デバイス ドライバの 役目です， スト ラテジ 
または 割り込み コールが 行われる とき， スタック 内に は 約 20 個の データ を 入れる のに 十分な 領 
域が あ ります が， こ れ 以上の スタック を 必要 とする 場合 ドライバ によつ て 必要な スタック をセ 
ット します. 

つぎの 図で， リクエスト ヘッダの 説明 を 行います， 



1 バイ ト レコードの おさ 

この リクエスト ヘッダ を バイト が 位で^ した 
おさ 

I 1 バイ ト ユニット コード 1 

^邱 に Ml いる サブ ユニット （キャラクタ デバ 
_ ィ スの^ ^ は. な 味を恃 ちま せん） ', 

[I バイト コマンド コード 

| 1 ワード ステータス I 
| 8 バイ ト f 約 《 

I . 2 つの DWORD の リンクの ための チ約^ , 1 

つ は MS-DOS キューの ため， もう 1 っはデ | 
バイ ス キューの リ ンク 

つぎに リク エス ト ヘッダ フィールド について 解説し ます. 

2.6.1 レコード 長 

この フィールド は リクエスト ヘッダの 大きさ （バイト 単位） です 
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2.6.2 ユニット コード 

ュニッ トコ一 ド フィールド は， ユーザ一 の デバイス ドライバ 内の どの ュニッ 卜に 対して リク 

エス 卜が 行われる か を， 識別す る ものです. たとえば， ユーザーの デバイス ドライバで 3 つの 
ュニッ 卜が 定義され ている 場合， ユニット コード フィールドの 値 は， 0， 1， 2 になる 可能性が あ 
ります. 



2.6.3 コマンド コード フィールド 

リ ク エス ト ヘッダ 内の コマンド フィールドに は， つぎの 値 を 入れる ことができます. 

コマンド コード ファンクション 

0 INIT 

1 MEDIA CHECK (ブロック デバイス ドライバ のみ） 

2 BUI し DBPB (ブロック デ パイス ドライバ のみ） 

3 IOCTL INPUT (デバイス ドライバが IOCTL 機能 を 持つ 場合の み） 

4 INPUT (リード） 

5 NON -DESTRUCTIVE INPUT NO WAIT (キャラクタ デ バイ ス のみ） 

6 INPUT STATUS (キャラクタ デバイス のみ） 

7 INPUT FLUSH (キャラクタ デバイス のみ） 

8 OUTPUT (ライト） ' 

9 OUTPUT (ライトと ベリファイが 行われます） 

10 OUTPUT STATUS (キャラクタ デバイス のみ） 
11 OUTPUT FLUSH (キャラクタ デ パイ ス のみ） 

12 IOCTL OUTPUT (デ バイ ス ドライ パが IOCTL 機能 を 持つ 場合の み） 

13 DEVICE OPEN (デ パイ ス ドライ パが OPENZCLOSEZRM 機能 を 持つ 
場合の み） 




イスの 場合の み） 

16 OUTPUT UNT1LBUSY (キャラクタ デバイス において， ビット 13 をセ 



ット している 場合の み） 

19 Generic IOCTL (V3.3 ビッ ト （ビッ ト 6) が 1 のデ パイスの み） 

20 DEINSTALL (キャラクタ デバイス のみ） 

23 Get Drive Map (V3.3 ビッ ト （ビッ ト 6) が 1 の プロ ックデ パイ ス のみ) 

24 Set Drive Map (V3.3 ビッ ト （ビッ ト 6) が 1 の プロ ックデ パイ ス のみ) 
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2.6.4 ステータス フ ィ一. 

リクエスト ヘッダの ステータス フィールド は， つぎの 図で 示す ような 内容です. 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 



E 
R 
R 



B 

U 
S 



D 
0 
N 



エラー • コード （ビッ ト はが オン） 



ステータス フィールド は， ドライバ 割り込み ルーチンに 制御が 渡される とき は ゼロで， ルー 
チンから 戻る ときに セッ ト されます. 

8 ビット 目 は DONE (処理 済） ビットで， セット された 場合 は， 勦 作が 完了した こと を 意味 
します. ドライバから 抜け出す ときに 1 に セット されます. 

15 ビット 目 は， エラー ビットです. セット された 場合， 下位 8 ビットが エラー を 示します. 
エラーの 意味 は， つぎのと おりです， 



00H 

01 H 

02H 

03H 

04H 

05H 

06H 

07H 

08H 

09H 

0AH 

0BH 

0CH 

0DH 

0EH 

0FH 



ライ ト プロテクト （保護) 違反 
無効な ュニッ ト 

ドライブの 準備が できて いない 
無効な コマンド 
CRC エラー 

不正な ドライブ リクエストの 長さ 
シーク エラー ' 

無効な メディア 

セクタが 存在し ない 

プリ ンタの 用紙 切れ 
ライ ト エラー 



| 一 ドエラ 一 
般 的な エラー 



不正な ディスクの 交換 



9 ビット 目 は BUSY ビッ 卜で, STATUS コ一ル および REMOVABLE MEDIA コールに よ 
つての みセッ ト されます. 
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デバイス ドライバ は 9 個の ファンクション （1 つ 以上の ファンクションの 組み合わせ） から 
構成され ます. さらに その ファンクションが 種々 の コマンド ライ ンで 構成され る 場合が ありま 
す. 

すべての ス トラ テジ ルーチン は， リ ク エス ト ヘッダ を ボイ ン ト している ES ： BX を 使用して 
コールし ます. 割り込み ルーチン は， リクエスト ヘッダの ポインタ を スト ラテジ ルーチンが 持 
つ キューから 得ます. リクエスト ヘッダの コマンド コード は， 行うべき ファンクションと リク 
エス ト ヘッダに 続く データ を ドライバに 通知し ます. 

洤 * ： 

すべての 2 ワード ポインタ は， 最初に オフセット， つぎに セグメントが 記憶され ています. 
2.7.1 INIT 



コマンド コード =0 
INIT ES ： BX — 



13 バイ ト 


リ ク エス ト ヘッダ 




1 バイ ト 


ユニット 数 




2 ワード エンドア ドレス 


2 ワード 


BPB 配列に 対する ポインタ 

(キャラクタ デ パイ スはセ ッ ト しない. ) ' 




1 パイ ト 


ブロック デバイス 番号 





各々 の デバイス ドライバ に関して 定義され る ファンクションの 1 つに， INIT があります. こ 
の ルーチン は， デバイスが 登録され る 時に， 1 回 だけ 呼び出されます. INIT ルーチン は， ェン 
ドア ドレス （デ パイ ス ドライバの 常駐の 部分の 終りに 対する DWORD ボイ ンタ） を 返さな けれ 
ばな りません. これ は， 1 回し か 必要の ない 初期設定 コード を 削除し， スペース を 節約す る 目 
的で 使用す る ことができます. 

ドライバ は， ユニット 数， エンドア ドレス， および BPB 配列に 対する ポインタ を セットし 
ます. しかし， デ パイス ドライバに 入る 時点で， （ブロック デバイス における） BPB 配列に 対し 
て ドライ パ によって セッ ト される DWORD は， この ドライバが ロード される 原因と なった， 
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CONFIG.SYS 内の 行の や device ノ の 後の キャラクタ を 指して います. そのため ドライバ は， 
CONFIG.SYS の 起動 行 を 調べて， ドライバに 渡すべき パラメータ を 見つけ 出す ことができ ま 
す. この 行 は リターン または ラインフィードで 終わります. この データ は 読み出し 専用で あり， 
これによ つて デバイス は CONFIG.SYS の 行 を 調べて 引数 を 見つけ 出す ことができます. 

device=¥dev¥vt 52. sysZl 

r 

BPB アドレス は， ここ を 示します. 

さらに， ブロック デバイスに 閱 する 場合 だけです が， この ドライバ によって 定義され た 最初 
の ュニッ ト （A = 0) に 割り当てられる ドライブ 番号が， ブロック デバイス 番号 フィールドに セッ 
ト されます. これ もや はり 読み出し 専用です. 

キャラクタ デバイスに ついては， エンドア ドレス バラ メータが 返されなければ なりません. 
これ は ドライバよ り 上の 最初の 使用可能な パイ ト に対する ボイ ンタ であり， 初期 iK 定の コード 
を 捨てる ために 使用す る ことができます. 

プロ ッ ク デ パイ スは， つぎの 情報 を 返さなければ なりません ： 

1. ュニッ ト数を 返す 必要が あります • MS-DOS はこれ を 用いて， 論理 デバイス 名 を 決定し ま 
す. 登録 コールの 時, みで， 現在の 敁 人の 論理 デ パイ ス 文字が F であり， INIT ルーチンが ュ 
ニット 数と して 4 を 返す 場合， これらの デバイスの 論理 名 は， G， H. I および J です. 
この マツ ビング は， デバイス リストに おける ドライバの 位置と， デ パイス 上の ユニット 数 

(デバイス 名 フィールドの « 初の バイ 卜に 格納され ている） によって 決定され ます， 

2. BPB(BIOS パラメータ ブロック） への ワード オフセット （ポインタ） の 配列に 対する DWOR 
D ポインタ を 返す 必要が あります. MS-DOS は， デバイス ドライ パ によって 渡された BPB 
を 用いて， 内 SB« 造 を 作成し ます. デ パイス ドライバ によって 定義され る 各々 の ユニットに 
関して， この 配列の 中に 1 個ず つの エントリが 必要です • この 方法 を 用いる ことにより， も 
しすべ ての ュニッ 卜が 同じで あれば， すべての ポインタが 同一 の BPB を 指す ことにな り， 
スペースが 節約で きます. デバイス ドライバが 2 個の ユニット を 定義す る 場合 は， DWROD 
ポインタ は， 2 個の 1 ワード オフセットの 最初の 方 を 指し， これらの オフセットが さらに 

BPB を 指します. BPB の フォーマットに ついては 2.7.3 や BUILD BPB* を 参照して くだ 
さい. 

DOS 内部構造 は， フリー ポインタ によって 指される バイ トを 起点と して 構成され るので， 
この ワード オフ セッ 卜の 配列 は （リターン によって セッ 卜される フリー ボイ ンタの 下側 を） 
保護され なければ なりません. 定義す る セクタ サイズ は， 初期設定 中に 標準の デバイス ド 
ライ パ （BIOS) によって セッ 卜される 最大 セクタ サイズ 以下で なければ なりません. これ 
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が 異なる 場合 は， 初期設定 は 失敗し ます. 

3. ブロック デバイスの INIT で 返すべき 最後の データ は， メディア ディスクリプタ バイトで 
す. この バイト は， MS-DOS 自身に 対して は 何の 意味 も 持ちません 力、 MS-DOS が 特定 
の ドライバ ュニッ 卜に 関して 現在 どのような パラメータ を 使用して いるかが 分かる よう， 
デバイスに 渡されます. 

ブロック デバイスに は， や ダム， または や スマート" の 2 種類が あります， 

ダム デ パイス は， 種々 の 可能な メディアと ドライブの 組合せに ついて， ュニッ ト （同時に DOS 

内部構造） を 定義し ます. たとえば， ユニット 0= ドライブ 0 片面， ユニット 1= ドライブ 0 両 

—方， スマート デバイス は， 1 つの ユニット について， 複数の メディアの 使用 を 認めます. こ 
の 場合， INIT で 返される BPB テーブル では， サポート される 最大の メディア を 収容で きる， 
十分な スペースが 定義され ていなければ なりません. スマート ドライバ は， メディア ディスク 
リプタ パイ トを 用いて， ュニッ ト 内に 現在 ある メディア に関する 情報 を 渡します. 

メディア ディスクリプタ バイ ト に関する 詳細 は， 2.8 の， メディア ディスクリプタ バイ 卜" を 
参照して ください. 



キャラクタ 糸 デバイス ドライバ を， ADDDRV, DELDRV コマンドで 動的に 登録， 削除 可能 
にす るに は， エンドア ドレスに 加えて 次の 情報 を 返す 必要が あります. 

デ パイ ス ドライバ は， ドライバに 入った 時点で セッ ト されて いる 「BPB 配列に 対する ボイ ン 
タ」 のす ベての ビッ トを 反転して セッ ト しなおす ことにより， ADDDRV コマンド に対して 動 
！, 削除 機能 を サポート している ドライバ である こと を 宣言し ます. 

ドライバに 入った 時点の 
BPBE 列に 対する ポインタ ― 1 2345678H 

4 すべての ビッ ト を 反転 

ドライバから 返される 

BPB 配列に 対する ボイ ンタ ― EDCBA987H 



ャ 



のこと により， DELDRV コマンド にて デバイス ドライバ を 削除す る 場合に 後述の ファン 
クシ ヨン 20(DEINSTALL) が コールされ るよう になります • 
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キャラクタ 系 デバイス ドライバ を， 動的に 登録， 削除 可能と する 場合， 以下の 点に 注意して 
ください， 

1. その デバイス ドライバが， ハードウェアの モードな ど システムの 情報 を 変更す る 可能性が あ 
る 場合， DEINSTALL ファンクション （ファンクション 20) で 元に 戻 さ な ければ な りません. 
そのため， この INIT ファンクション では， 変更す る 可能性の ある 情報 を 自身の メモリ 内に 
セーブして おく 必要が あります. 

2. ADDDRV コマンド は， 割り込み ベクタ をす ベて 専用の 領域に セーブして おきます. この 内 
容は， DELDRV コマンド によって 復旧され るた め， デバイス ドライバ は 割り込み ベクタの 内 
容を セーブ， リストア する 必要はありません. 

INIT ファンクション 処理 中には， MS-DOS の ファンクション リクエスト （INT 21H) のフ 
アン クシ ヨン 01H〜0CH， 25H, 30H, 35H のみ 使用で きます. 

2.7.2 MEDIA CHECK 

コマンド コード = 1 
MEDIA CHECK ES ： BX — 

13 パイ ト リク エス ト ヘッダ "| 

1 パイ ト BPB からの メディア ディスクリプタ 
1 バイ ト 返された 値 

2 ワード デ バイ ス アトリビュート フィールドの ビット 11 がセッ ト され， かつ 上段の 1 バ 

ィ トフィー ルドに * 一 1* が 返された ときの， 以前の ボリ ュ一ム ID への ボイ ンタ 


MEDIA CHECK ファンクション は， ブロック デバイス でのみ 使用され ます • この ファンク 
シ ヨン は， ファイルの リード または ライト 以外の， ペンディング 中の ドライブ アクセス コール 
(例： オープン， クローズ， 削除， および リネーム など） が ある 時に 呼び出されます. その 目 
的 は， ドライブ 内の メディアが 変更され ている かどう か を 判定す る ことです. ドライバが， メ 
ディア は 変更され ていない こと を 確認で きたら （ドアロック または 他の インター ロック メカ 二 
ズム による)， MS-DOS は FAT を 再び読み 込んだり， ディ レク ト リ アクセス のたびに イン メモ 
リ バッファ を 無効に する 必要がない ので， MS-DOS の 処理 効率 は 高められます 
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MS-DOS に対する このような ディスク アクセス コール （ファイルの リード または ライ ト以 
外） が 発生す ると， つぎの ような一 連の 事象 力 、'発生し ます. 

1. MS-DOS は， ドライブ 文字 （ドライブ 名の コロンな し） を， 特定の ブロック デバイスの ュ 
ニッ ト 番号に 変換し ます. 

2. デバイス ドライバが 呼び出され， ディスクが 変更され ている かどう か を 調べる ために， そ 
の サブ ュニッ ト に関する メ ディ ァ チェック を リクエスト します. MS-DOS は， 以前の メデ 
ィァ ディスク リブ タパ イト を 渡します. ドライバ によって 返される 値 は， つぎのと おりで 
す • 

メディアが 変更され ていない 場合 1 • 

変更され たか どうか 不明な 場合 0 休 つ 

メディアが 変更され た # 一 1 

エラー それ 以外の 値 



メディアが 変更され ていない 場合， MS-DOS は統 いて ディスク アクセス を 行います. 

返された 値が "不明 * の 場合 は， ディスク セクタの うち， 修正され ている けれども， この 
ユニット に関して まだ ディスクに 書き 戻されて いない ものが あれば， MS- DOS はデ イス 
クは 変更され ていない ものと 見なし， 処理 を統 けます. MS-DOS はこの ユニットに 閱 する 
他の バッファ を 無効に し， BUILD BPB デ パイス コール を 行います （つぎの 3 を 参照). 

メディアが 変更され ている 場合 は， MS-DOS は， 害き 込み を 待って いる 修正 済み データの 
ある バッファ も 含めて， この ユニットに 関連す るすべ ての バッファ を 無効に し， BUILD 
BPB コール を 用いて， 新しい BIOS パラメ一 タブ ロック を リク エス 卜します （つぎの 3 を 

参 厢). ' . ， '4 

3. BPB が 返される と， MS-DOS は， 新しい BPB から ドライブ に関する 内部構造 を 修正し, 
ディ レクト リ および FAT を 読み込んだ 後， 統 けて アクセス を 行います. 

以前の メディア ディスクリプタ バイ トが, デバイス ドライバに 渡される 点に 注意して くださ 
い. 以前の メディア ディスク リブ タパ イトが 新しい ものと 同じで ある 場合に は， ディスクが 変 
更 され， 新しい ディスクが ドライブ 内に ある 可能性が あります. したがって， その ユニットに 
関する FAT, ディ レク ト リ および メモリ 内に バッファ された データ セクタ はすべ て， 無効で あ 
ると 考えられます. I ' , ハ： 



316 



2.7 デバイス ドライバ ファンクション 



ドライバの デバイス ァ ト リ ビュート ワードの ビッ ト 11 が 1 の^, ドライバ がー 1( メ ディ 
ァは 変更され た） を 返した 場合 は， ドライバ は DWORD ポインタ を， 以前の ボリューム ID 
フィールドに セットし なければ なりません. DOS が， * メディア は 変更され た "とし， DOS パ 
ッファ キャッシュの 状態に 基づく エラ一 であると 判定した 場合 は， DOS は デバイス のために 
0FH エラ一 を 発生させます. ドライバが ボリ ュ一ム ID サポート を 実施して いない けれども， ビ 
ッ ト 11 をセッ ト している 場合 は， ス ト リ ング ，N0 NAME* に対する 静的 ボイ ンタを 0 にセ 
ット しなければ なりません. 

ドアロックがない 問題に 対する 解決 方法 を， つぎに 示します. 

ユーザ一 が ディスク を 短い 一定の 時間 （ハ一 ドウ ヱァに 依存し ます： たとえば 2 秒） 以内で 
変更す るの は 普通 は 不可能でしょう. そのため， ディスク アクセスの 短い 一定の 時間 以内に 
MEDIA CHECK が 発生した 場合 は， ドライバ はや 1*， すなわち * メディア は 変更され ていな 
い" を 報告し ます， これにより， 処 3^ 率が 著しく 改善され ます. 
H 意： 

返された BPB の 中の メ ディ ァ ディスク リ ブタ パイ 卜が， 以前の メディア ディ スクリ ブタバ 
ィ ト と 同じで ある 場合に は， MS-DOS は ディ スクの フ才一 マツ トが 同じで あると 見なし （ディ 
スクが 変 ]£ されて いると しても）， ディスクの 内 SB« 造 を 更新す る ステップ を 飛ばします. した 
がって， BPB はすべ て， FAT ID バイ 卜と は 無関係に， ユニークな メディア パイ トを 持って 
いなければ なりません. 

2.7.3 BUILD BPB (BIOS パラメータ ブロックの 作成） 

コマンド コード =2 
BUILD BPB ES ： BX - 



13 バイ ト リ クェ スト ヘッダ 



1 バイ ト BPB からの メ ディ ァ ディスク リ プタ 、 

2 ワード 転送 アドレス （デバイス ァ トリ ビュート フィールドの ビッ ト 13 に 依存す る， 1 
セクタ 分の スクラッチ スペース または FAT の 最初の セクタへの ボイ ンタ） 

2 ワード BPB に対する ポインタ 



BUILD BPB ファンクション は， ブロック デバイスに ついての み 使用し ます. MEDIA 
CHECK ファンクションの 項で 述べた ように， BUILD BPB ファンクション は， 先行す る 
MEDIA CHECK コールに よ り， ディスクが 変更され ている か， 変更され た 可能性が ある こと 
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を不 されに 場合に， 仕 意の 時点で 呼び出されます. デバイス ドライバ は， BPB に対する ポ イン 
タを 返さなければ なりません. この 点 は， BPB への ワード オフ セッ トの 配列に 対する ポインタ 
が 返される INIT コールと は 異なります. 

BUILD BPB コール は， 1 セクタ バッファ に対する DWORD ポインタ （転送 アドレス） を 

入手し ます. この バッファの 内容 は ，アトリビュート （属性） フィールド 内の NON FAT ID 
ビット （ビット 13) によって 決定され ます， 

この ビットが 0 の 場合 は， この バッファに は， 最初の FAT の 最初の セクタが 含まれます. 
FAT ID バイ トカヽ この バッファの 最初の バイ 卜です. この場合， ドライバ はこの バッファ を 
変更して はなり ません. この 最初の FAT セクタ は， 実際の BPB が 返される 前に 読み取られな 
ければ ならない ので， FAT の ロケーション は， すべての 可能な メディアに 閱 して 同じで なけれ 
ばな りません • 

NON FATID ビットが 1 (セット） の 場合， ポインタ は スクラッチ スペース （これ は， 任 
意の 目的で 使用可能） の 1' セクタ を 指します. BPB の 構成 方法に ついては， 2. 8 の や メディア 
ディスクリプタ パイ トな， および 2.9 の * メディア ディスクリプタ テーブル * を 参照して くださ 
い. 

MS-DOS3.1 に は， ドアロック， または 他の 手段に よって ディスクの 変更され た 時期 を 知ら 
せる 機能 を 持つ デバイス に対する サポートが 含まれます. これ は デバイス ドライバ によって 返 

される 新しい エラ 一コード （MS-DOS V 3.1 以降で サポート された ： エラ一 15) です. この ェ 
ラー は， * ディスクが 変更され て はならない 時点で 変更され た， こと を 意味し， ユーザー は， ポ 
リューム ID を 用いて 正しい ディスク を 要求され ます. ドライバ は， リード または ライト 動作 
で， この エラー を 発生させる 可能性が あります. MS-DOS は， ドライバが メディアの 変更 を 報 
告し' MS- DOS バッファ キャッシュの 中に 前の ディスクへ フラッシュ する 必要の ある バッフ 
ァが ある 場合に， MEDIA CHECK で エラー を 発生し ます. 

この エラー を サポート する ドライバ では， BUILD BPB ファンクション は， ディスクから ボ 
リ ユー ム ID を 読み出す ための トリガと なります. この 動作 は， ディスクが 正常に 変更され たこ 
と を 衣します. ボリューム ID は， MS-DOS の FORMAT ユー ティ リ ティに よって ディスクに 
入れられ， ボリ ュ一ム ID ァ トリ ビュート を 持つ ディスクの ルート ディ レク ト リ 内の 1 つの ェ 

ン トリと なります. ボリューム ID は， ドライバ によって ASCIZ スト リングと して 格納され 
ます. 

ドライバが ボリューム ID を 返さなければ ならない という 要件 は， 他の ボリューム 管理の ス 
キ一厶 が ASCIZ 文字列 を 使用して いる 限り， その スキーム を 排除す る ものではありません • 
NUL (存在し ない， または サポートされ ていない） ボリューム ID は， 慣例に より， つぎの ス 
トリングです. 

DB *N0 NAME *, 0 
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2.7.4 リード または ライト 
コマンド コード =3， 4, 8， 9， 12, 16 

READ or WRITE (IOCTL も 含めて） または， OUTPT UNTIL BUSY 
ES ： BX — 



13 バイ ト 


リク エス ト ヘッダ 


1 バイ ト 


BPB からの メ ディ ァ ディスクリプタ 


2 ワード 


<ea アドレス 


1 ワード 


パイ トノ セクタ カウント 


1 ワード 


開始 セクタ 番号 




(キャラクタ デバイス では， 無視され る.） 


2 ワード 


エラー （0FH) 時， 要求され た ボリューム ID への ポインタ 



ドライバ は， セッ 卜された コマンド コードに 従って， READ または WRITE コール を 実行し 
なければ なりません. ブロック デバイス は， セクタ 単位で リード または ライトし， キャラクタ 
デバイス は， パ イト 単位で リード または ライトし ます. 

I/O が 完了したら， デバイス ドライバ は ステータス ワード をセッ ト し， 正常に 転送され たセ 
クタ 数 または パイ ト数を 報告し なければ なりません. エラーに よって 転送が 完了し なかった 場 
合に も， この 処理 を 行う 必要が あります. エラー ビットと エラ 一コード を セットす る だけで は 
不十分です. 

ドライバ は， ステータス ワード を セットす るのに 加えて， セクタ カウント を 実際に 転送され 
た セクタ 数 （または バイト 数） に セットし なければ なりません. IOCTL I/O コールに ついて 
は， ユラ 一 チェック は 行われません. デバイス ドライバ は 常に， リターン バイト ノ セクタ カウ 
ント を， 正常に 転送され た 実際の バイ 卜/セクタ 数に セットし なければ なりません. 

ペリ ファイス イツ チが才 ンの 場合 は， デ バイ ス ドライ バは コマンド コード 9(WRITE WITH 
VERIFY) で 呼び出されます， デバイス ドライバ は， ライト 動作の 検証 を 行う ことにな り ま 

す- . 

ドライ バがェ ラ 一コード 0FH (無効な デ バイ ス 変更） を 返す 場合 は， ドライ バは ASCIZ ス 卜 
リ ング （正しい ポリ ユー ム ID) に対する DWORD ボイ ンタを 返さなければ なりません. この ェ 
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フ一 コード を 返す ことによって， MS- DOS に 対し， ュ一 ザ一 が ディスク を 再 挿入す るた めの プ 
ロン ブト を 出す よう トリガが かけられます. デバイス ドライバ は， BUILD BPB ファンク ショ 
ンの 結果， ボリューム ID を 読み込んで いなければ なりません. 
ドライバ は， OPEN および CLOSE ファンクション を モニタす る ことによって， ディスク 上 

バは， エラ一 0FH を 返す 時期 を 判定す る ことができます. オープン ファイルが まったく なく 

(リファレンス カウント =0), ディスクが 変更され ている 場合 は， その I/O は 成功です. これ 
に 対し， オープン ファイルが ある 場合に は， 0FH が 存在して いる 可能性が あります. 

OUTPUT UNTIL BUSY コール は， プリント 待ち 行列 専用の キヤ ラ クタ デ パイ ス 上の 速度 
を K 適 化します. デ パイス ドライバ は， デバイスから BUSY を 返される まで， 可能な 限り， す 
ベての キャラクタ を 出力し ます. 環境が 整備され ていない g (プリンタが 準備され ていない 
等)， デバイス ドライ パは， この ファンクションが 実行され ないように しなければ なりません， 
デバイス ドライバが， 要求され た バイ ト 数より 少ない パイ ト数を 出力しても （または， 0 パイ ト 
を 出力しても）， デバイス ドライバ は それ を エラーと みなさない ことに 注意して ください • 

OUTPUTUNTILBUSY コール を 使う ことによって， スプーラ プログラム は， 多くの プリ 
ンタが 持つ 行 メモリ （プリンタ では， 1 キャラクタ づっ 受け取って 打ち出す ので はなく， ブリン 
タの 1 行 分か， または 改行 コード を 受け取って 1 ライン 分 を 打ち だします. この 1 ライン 分の キ 
ャラ クタ を 《ltl 憶 してお く のが 行メ モ リ です） を 利用 します. 

多くの プリンタ は， キャラクタの 合計が 固定され ている か， または 行数の 制限が ある 受信 パ 

ッファ （RAM を 使用した） を 持って います （受信 バッファが ある 場合 は， 受信 バッファから 行 
メモリに キャラクタ を 渡します). 

プリ ンタが BUSY を 返す 前に バッファが一 杯になる か， または キャラクタの 途中で BUSY 
を 返す ことがあります • ノ マツ ファ は， キャラクタの 行 を， プリンタに すばやく 出力す る ことが 
できます が， それに 比べ プリンタ は 印字す るのに 長い 時間 を 要し， その 間 プリンタ は， BUSY 
の 状態になります. この デバイス コール を 使う ことによって， パック グラウンドの スプーラ ブ 
ログ ラムが プリ ンタ 固有の バッファの 能力 を 使う ことができます • c 

プリンタの 場合， デバイス ドライバ 側で， 各 キャラクタ ごとに レディ 信号まで 確認して いる 
と オーバ— ヘッド （無駄 時間） が 生じます ので， BUSY 信号 だけの チヱ ック だけで 十分です. 

つぎの 説明 は， ブロック デバイス ドライバに 適用され ます • 

ある 種の 状況に おいて， BIOS が， BIOS I/O パケット 内の 転送 アドレスの や ラップ アラウ 
ンド * を 起こす と 思われる ような， 64K パイ トの 害き 込み 動作 を 実行す るよう 要求され る 場合 
カ* あります. ，へ 

この リクエスト は， MS-DOS の ライ ト コードに 追加され る 最適化 処理に よって 発生す る も 
のです. これ は， ファイル 上の 64K バイ 卜の セクタ サイズ 内の 書き込み 動作が， 現在の EOF を 
* 通り越して しまう * こと を 意味し ます. このような 場合， BIOS は， もし そのよう に 指定す る 
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ならば， や ラップ アラウンド， する 部分の ライ ト 動作 を 無視す る ことが 可能です' 

たとえば， 転送 アドレス xxx :1 で， 10000H パイ ト 相当の セクタの 書き込み 動作 は， 最後 
の 2 バイ トを 無視す る ことができます. ユーザー プログラム では， FFFFH ノ マイ トを 超える 1/ 
0 を リクエスト する こと はでき ず， g 送 セグメント 内で （たとえ 0 でも） ラップ アラウンドす 
る こと はでき ません. したがって， この場合 は 最後の 2 バイト を 無視す る ことができます • 

MS-DOS は， 2 つの FAT を 保守して います. DOS が 最初の FAT を リードす る 時に 問題が 
あれば， エラ一 を 報告す る 前に， 自動的に 2 番目の FAT を リードしょう とします. BIOS は, 

すべての 再 試行に 対して 責任が あ り ます. 

COMMAND. COM ハンドラに は， 自動的な 再轼 行はありません が， アプリケーションで 
は， 特定の タイプの 割り込み 24H エラーに 関して， それら を 報告す る 前に， 自動的 再 試行 を 行 
う， 独自の 割り込み 24H ハンドラ を 持つ ものが あります. ' 

コ マン ドコー ド =5 

NON DESTRUCTIVE READ NO WAIT ES : BX - 



1 パイ ト デバイスからの リード 



つぎに 読み込まれた 文字 を 返します. 

ステータス ワードの DONE ビッ 卜が セット されます. 

キャラクタ デバイス によって BUSY ビット =0 (バッファ 内に 文字が 存在し ます） が 返され 
た 場^ つぎに 読み込まれる 文字 力: 返されます. この 文字 は 入力 バッファから， 削除され ませ 
ん. 非破壞 読み込み （Non Destructive Read) という 用語 は， ここから きています， BUSY ビ 

ット = 1 が 返 さ れた と き は， バ ッ フ ァ 中に 文字が あ りません • 

2.7.6 オーブン または クローズ 
コマンド コード： =13, 14 



OPEN or CLOSE ES ： BX - 







13 バイ ト 静的 リク エス ト ヘッダ 





この ファンクション は， V 3.1 以降の MS-DOS で， OPEN/CLOSE/RM のァ トリ ビュー 
ト ビットが セットされ ている 場合に のみ， サポート されます. デバイス 上の カレント ファイル 
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の 勅 作に ついて， デバイスに 知らせる ように 作られて います， ブロック デバイス 上で は， ロー 
カルの バッファ 管理に 使う ことができます. デバイス は リファレンス カウント を 保持し ます. 

これ は， オープンが 実行され る 度に カウント は 1 つ 加算され， クローズ される 度に カウント は 
1 っ滅算 されます. カウントが 0 になった 場合， デバイス 上に オープンされ ている ファイル がな 
く， デ パイス は， デバイス 内で 使用され ていた 害き 込まれた バッファ をす ベて 出力した ことに 
なります. 

これ は デバイスが， 交換 可能な メ ディ ァの ディスク 上の メディア を ユーザーが 使用す る 場合 
ユーザーの 意志で ディスク を 交換した 場合， エラ一 を 出さない ようにす るた めです. 

ブロック デバイス 上の この 方法 は 問題が あります. 問題点 は， FCB コール は， ファイル をク 
ローズす る ことなしに， オープン できます. それゆえ， メディア を 交換し ました かに 対して 
MY) W と 答えた ときに， バッファ 内 をす ベて 出力せ ずに， カウントが 0 になった 場合， カウン 
トを リセットし， デバイス 側で， BPB の 作成の コール を 実行す るの が R 明です， 

これらの コール は， ほとんど キャラクタ デバイスで 使われます， オーブン コール は， デ バイ 
スが 設定した 文字列の 先頭から 送る ことができます. プリンタの 場合， フォント （書体) の 股定， 
ページ サイ ズの ための 特別な 制御 キャラクタ （文字列） が あり， これ をデ パイス 側で 処理す る こ 
とがで きます. 

すべての プロセスが， 標準-入力， 標準出力， 標準 エラー 出力， 外部 装置， プリンタ （ノ、 ン ドル 
0， 1, 2, 3, 4) に アクセス してから， CON, AUX, PRN 等の 各 デバイス は 常に オープンされ 
ている こと を 知っていなければ な り ません， 

2.7.7 REMOVABLE MEDIA 

コ マン ド コード =15 
REMOVABLE MEDIA ES ： BX - 



13 パイ ト W 的リ ク エス ト ヘッダ 



この ファンクション は， V 3.1 以降の MS- DOS で， OPEN/CLOSE/RM のァ トリ ビュー 
ト ビッ 卜が セッ ト されて いる 場合に のみ， サ ポー ト されます. この コール は， IOCTL システム 
コールの サブ ファンクション によって， ブロック デバイス でのみ 使用で きます. 交換 不可能な 

メディア （ハードディスクの ような)， または 交換 可能な メディア （通常の ディスク ドライブ) 
のど ちら を 取り扱う かにつ いて をュ一 ティ リ ティに 知らせる のに 使われます. ' 

ステータス ワードの BUSY のビッ 卜が 返されます. BUSY が 1 ならば， メディア は 交換 不可 
能で， BUSY が 0 ならば， 交換 可能です， エラ一 ビットに ついては， チェック されない ことに 
注意して ください. これ は， この コールが 失敗し ないから です 



2.7.8 STATUS 

コマンド コード =6， 10 
STATUS ES ： BX - 



この コール は， データが 入力 または 出力 を 待って いるか どうか を 示す 情報 を， MS-DOS に 返 
します. ドラ イノ、 • は， ステータス ワードと BUSY ビッ トを， つぎのように セッ 卜 しなければ な 
りません， 

キャラクタ デバイスへ 出力す る ドライバが リターン 時に， ビッ ト 9 を 1 に セット した 

場合 は， MS-DOS に 対し， ライト リクエスト （もし 行われて いれば） 力、 現在の リクエストの 

完了 を 待って いる こと を 表します. この ビットが 0 であれば， 現在の リクエスト はなく， ライ 
ト リクエスト （もし 行われて いれば） は， すぐに 開始され ます. 

ハ' ッファ 付きの キャラクタ デバイスから 入力す る 場合 ： ドライバが リターン 時に ビッ ト 9 を 1 
に セットした 場合 は， バッファリングされ ている キャラクタ はない こと を 意味し， リード リク 
ェ スト （もし 行われて いれば） が 物理的に デ パイスに 行く こと を 意味し ます. 0 が 返された 場 
合 は， デ パイス バッファに キャラクタが あり， リードが 拒否され ない こと を 意味し ます. 

0 が 返された 場合 は， ユーザーが 何 か を タイプし たこと を 意味し ます. MS-DOS は， すべて 
の キャラクタ デ パイス 力 5 ， 入 カタ イブ アヘッド バッファ を 持って いるものと 見なします， タイ 
プアへ ッ ド バッファ を 持たない デバイスの 場合 は， MS-DOS 力:， 存在して いない バッファへ 何 
かが 入る の を 待つ ことがない ように， 常に BUSY = 0 を 返さなければ なりません. 

2.7.9 FLUSH 

コマンド コード =7， 11 
FLUSH ES ： BX - 



13 バイ ト リク エス ト ヘッダ 



FLUSH は， ドライバに 対し， ペンディング 中の すべての リクエスト を フラッシュ （打 切り） 
する よう 指示し ます. この コール は， キャラクタ デバイスの 入力 キュー を 打ち切る 目的で 使用 
します. 

デバイス ドライバ は FLUSH を 実行し， ステータス ワード を セッ 卜し， そして リターン しま 
す. 
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2.7.10 Generic I0CTL 

コマンド コード =19 
ES ： BX — 



13 バイ ト 


静的 リクエスト ヘッダ 


バイ ト 


カテゴリ （メジャ一） コード 


バイ ト 


ファンクション （マイナー） コード 


ワード （SI) の 内容 


ワード （DI) の 内容 


2 ワード 


データ バッファへの ポインタ 



この ファンクション は， 一般 的で 拡張 さ れた IOCTL 機能で， これまでの リード I0CTL と ラ 
ィ ト I0CTL の デバイス ドライ パフ アン クシ ヨンに 代わる ために 作成され ま した. MS-DOS 
2.0 の IOCTL ファンクション も， IOCTL システム コール （サブ ファンクション 2， 3， 4， 5) 
と して サポート されて 残って いますが， 新しい デバイス ドライバ は， この Generic IOCTL 機 
能 を 使用 するとよ いでしょう. 

Generic IOCTL ファンクション は， カテゴリと ファンク ショ ンの 両方 を 含んで います. DOS 
は， DOS コードに よって 実 隙の サービス をす る デバイス コマンド であれば 横取りす るた めに， 
カテゴリ フィールド を 調べます. 他の すべての コマンド カテゴリ は， デバイス ドライバに サ一 
ビスさせる ために 渡されます. 

これらの カテゴリと ファンクション コードに 関する より 詳しい 解説 は， 第 1 章 * シス テムコ 

ール "の ファンクション 440CH (—般 IOCTL: ハンドル 用） と， ファンクション 440DH (― 
般 IOCTL: ブロック デバイス 用） を 参照して ください. 
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2.7 デバイス ドライ パフ アン クシ ヨン 



2.7.11 DEINSTALL s 

コ マン ドコー ド= 20 
DEINSTALL ES ： BX - 

13 パイ ト リ ク エス ト ヘッダ 



この ファンクション は， ィ ン ストール された キャラクタ 系 デバイス ドライバ を ディ ン スト一 
ル (登録され ていた デバイス ドライバ を 取り除く こと） する ために DELDRV コマンドから コ一 
ル されます. この ファンクション では， 必要に応じて 以下のような 処理 を 行う 必要が あります • 

1. キャラクタ 系 デバイス ドライバが， MS- DOS の システム 環境 を 変更して いる 場合に は， 変更 
した シス テ ム 環境 を 元に 戻す 必要が あ ります. 

2. デバイス ドライバが ROM BIOS あるいは 直接 ハードウェア を アクセスし， その モードな ど 
を 変更して いる 場合に は， 変更した もの を もとに 戻す 必要が あります. 

注意： 

この DEINSTALL ファンク ショ ンは， INIT ファンクション （ファンク ショ ン 0) にて 動的 
な 登録， 削除 機能 を サボ 一 ト している 旨を宜 言して いる 場合に のみ コール されます （宜 言の しか 
たに ついては 2.7.1 W INIT* を 参照して ください) • 



2.7.12 Get/ Set Logical Drive Map ; 

コマンド コード =23H (取得） または 24H (股 定) 
Get/Set Logical Drive Map ES : BX 



13 バイ ト 


静的 リクエスト ヘッダ 




バイ ト 


入力 （ュ ニッ ト コード） 




バイ ト 


出力 （最後の デバイス 参照） ：t 




バイ ト 


コマンド コード ， 




ワード 


ステータス 




2 ワード 


予約 




この ファンク' 二 


'ヨン は， デ バイ ス ヘッダの; US DOS 3.3 のァ ト リ ビュー 


トビ ッ ト をテハ * ィ ス 



ドライバが セットした とき だけに， コール されます. この コール は， 10CTL システム コールの 
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サブ ファンクション によって， ブロック デバイス のみへ 発せられます. マップ された 論理 ドラ 
イブ は， ヘッダの ユニット コード フィールドで デバイス ドライバへ 渡されます. デバイス ドラ 
イノぐ は， 要求に よって マップ された 物理 ドライブの オーナ一 である 現在の 論理 ドライブ を 返し 
ます. 

論理 ドライブが マップ された 物理 ドライブ を 現在 所有して いるか どうか を 検出す るた めに， 

ル した 後で， ユニット コード フィールドが 変更され ていない こと を 検証 （ベリファイ） する 必 
要が あります， • V 

2.8 メディア ディスクリプタ バイト 

MS_DOS では， メディア ディスクリプタ バイト は， MS-DOS に 対し， 具なる タイプの メデ 
ィ ァが 存在す る こ と を 通知す るた めに 使用され ます. メディア ディスク リブ タバイ ト は， 
0〜FFH の 範囲の 任 窓の 値 をと る ことができます. 

この パイ トは， FAT ID パイ トと 同じで ある 必要はありません. FAT の 最初の パイ ト であ 
る FAT ID バイト は， MS-DOS V2.0 以前で は， 興なる タイプの ディスク メディア を 区別 
する 目的で 使用され てい ましたが， V2.0 以降の ディスク デ パイス ドライバ でも， 同様に 使用す 
る ことができます. ' 

ただし， FAT ID バイト は， NON FAT ID ビットが セット されない (0), ブロック デバ 
イス ドライバ でのみ， 意味 を 持ちます. 

メディア ディスクリプタ バイ ト または FAT ID バイ 卜の 値 は， MS-DOS に対して は， 何の 
意味 も 持ちません. これらの バイト は， 単に メディアの 判定 を 容易に 行える よう， デバイス ド 
ライ バに 《 される fc のです • 



mm 

BPB コ一ル を 行った 時に， 新しい BPB で 返された メディア パイ トカ、 V2.0 以前の メデ 
ィ アバイ トと 同じで ある 場合に は， DOS は， その デバイスに 関して， 内部構造 を 再構成し 
ません. MS-DOS は， 物理的 ディスクが 変更され た 場合に も， フォー マツ 卜が 変更され て 
いない ものと して ディスク を 取り扱います. したがって， 各々 の BPB は， 唯一 の メディア 
ディスク リ ブ タバイ ト を 持って いなけれ ばな り ません. 



MS-DOS の ファイルシステム は， ファイル アロケーション テーブル （FAT) という， ポ イン 
タ （各 クラスタ または アロケーション ユニット に対する） の リンク された リスト を 使用し ます 
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2.9 メディア ディスクリプタ テーブル 



未使用の クラスタ は 0 で 表され， エンド ォブ ファイル は FFFH (16 ビッ トの FAT エントリ を 
持つ ユニット では， FFFFH) で 表されます. 有効な エントリ は， 0 エントリ を 指して はなり ま 

せんが， もし 指した 場合に は， 最初の FAT エントリ （0 エントリ によって 指される〉 は 予約 さ 
れ， エンド ォブ チェーンに セット されます. その 結果， いくつかの エンド ォブ チェイン 値が 定 

義 されて おり （ （F)FF8〜(F)FFF), これら は 異なる メディアの タイプ を 区別す るた めに 使用 

されて います. 

最毪の 方法 は， ブート セクタに 完全な メディア ディスクリプタ テーブル を 害き， それ をメデ 
ィァの 識別に 使用す る ことです. NON FAT ID ビット を セットし ない ドライバ を 持つ シス 
テムの 将来の MS-DOS の バージョン に対する 互換性 を 保証す るた めに， FORMAT の プロセス 
中に FAT ID バイト を 書き込む こと も 必要です. 

今後， さまざまな ディスク フォーマット を サポート する ための 柔軟性 を 高める ために は， 特 
定の 種類の メディアに ついての BPB に閱 する 情報 を， ブート セクタに 保存して おく ことが 望 
ましい と 言えます. このような ブート セクタの フォーマット を， つぎに 示します. 



3 パイ ト ブート コードへの near jump 



8 バイ ト メーカー 名お よび バージョン 



B 

P 
B 



B 
P 
B 



1 ワード 1 セクタ あたりの バイ 



1 バイ ト 1 アロケーション ュニッ ト あたりの セクタ 数 



1 ワード 予備の セクタ 数 



1 パイ ト FAT の 数 



1 ヮ— ド ルート ディ レク トリエント リの数 



1 ワード 論理 イメージ 内の セクタ 数 



1 パイ ト 



リブ タ 



1 ワード 1 FAT セクタ 数 



1 ワード 1 トラック あたりの セクタ 数 



1 ワード ヘッド 



1 ワード 隠れた セクタの 数 
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最後の 3 つの ワード （* トラック 当りの セクタ 数"， や ヘッド 数〜 および、、 隠れた セクタの 数"） 
は， MS- DOS によって は 使用され ません が， デバイス ドライバで 使用す る ことができます. こ 
れら は， デバイス ドライバが メ ディ ァを S» する ための 補助 手段です. * トラック 当りの セクタ 

40 トラック 両面と， 80 トラック 片面） を サポート する 場合に 有益です. v トラック 当りの セク 
タ数" は， デバイス ドライバに 対し， 物理的な ディスク 上に， 論理的 ディスク フォーマットが 
どのように レイアウト されて いるか を 指示し ます. や 隠れた セクタの 数， は， ドライブの パー テ 
イシ ヨン （区画 化） スキーマ を サポート する ため 使用す る ことができます. 

NON FAT ID フォーマット ドライバ による メディア 判定に は， つぎの プロシージャが 適当 
です. . 

1. ドライブの ブート セクタ を， DWORD 転送 アドレス によって 指定され る 1 セクタの ス クラ 
r ツチ スペースに 読み込みます. r 

2. ブート セクタの 最初の バイ トが， E9H または EBH (3 バイ ト NEAR または 2 バイ ト 
SHORT JUMP の敁 初の バイ ト） か， あるいは EBH (後に NOP が統く 2 バイ ト JUMP 
の敁 初の バイト） のい ずれ かで ある こと を 判定し ます. もしそうならば， BPB は オフ セッ 
トを 基点と して BS かれます. それに 対する ボイ ンタを 返します. 

3. ブート セクタに BPB テーブルがない 場合に は， それ は MS-DOS の V 2.0 以前で フォー 
マツ 卜された ディスク であり， おそらく FAT ID バイ トを 用いて メ ディ ァを 判定し ます. 

ドライバ は オプション として， FAT の 最初の セクタ を， 1 セクタの スクラッチ 領域に 說み込 
み， JR 初の バイト を 読む ことによって メディア タイプ を 判定す る ことができます. この 判定 は 
システム によって 説 まれるべき ディスク 上で 使用され ている fat ID バイ トに 基づく ものと 
します. ハード コ ーデッ ド BPB に対する ポインタ を 返します， 
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2.11 デバイス コールの 分析 



2.10 クロック デバイス 

よく 用いられる 追加 ボードに， リアルタイム クロック ボードが あります. 時刻お よび 日付 を 
得る ために， この ボード を システム 内に 統合で きる ようにす る （アトリビュート ワードに よつ 
て 決定され る） クロック デバイス という 特殊な 装置が あります. クロック デバイス は， 他の す 
ベての キャラクタ デバイスと 同様に ファンクション を 定義し， それ を 実行し ます. ファン クシ 

ヨンの 大部分 は， 、、！ DONE ビッ ト をセッ 卜し， エラー ビッ トを リセ ッ トし， リターン する" とい 
う ものです. この デバイス に対して リード ノラ イトが 行われる と， 6 バイトの 値が 転送され ま 
す. 先頭の 2 バイ トは， 1980 年 1 月 1 曰から 数えた 日数の ワード， 3 バイ ト目は 分， 4 バイ ト目 
は 時， 5 バイト 目 は 1ノ100 秒， および 6 バイト 目 は 秒 を 示します. クロック デバイス リードに 
よって 日付お よび 時刻 を 取得し， ライ 卜に よって 日付お よび 時刻 をセッ ト します. 

2.11 デバイス コ ールの 分析 

MS-DOS が， ライ ト リクエスト を 実行す るた めに ブロック デバイス ドライバ を 呼び出した 
時の 動作 を li 体 的に 説明し ます. 

1. MS-DOS は， メモリの 予約され た 領域に， リクエスト パケット を 害き 込みます. 

2. MS-DOS は， ブロック デバイス ドライバの， ス トラ テジェン トリ ポイント を 呼び出し ま 

す. 

3. デ パイス ドライバ は， ES および BX レジスタ を セーブし （ES ： BX は， リ ク エス ト バケツ 
トを 指します)， そして FAR リターン を 行います. 

4. MS-DOS は， 割り込み エントリ ポイント を 呼び出します. 

5. デバイス ドライバ は， リクエスト パケットへの ポインタ を 取得し， コマンド コード （オフ 

セット 2) を 銃んで， これが ライト リクエスト である こと を 判定し ます. デバイス ドライ 
パは， この コマンド コード を ディスパッチ テーブルへの 索引に 変換し， 制御 は ディスク ラ 
ィ トル一 チンに 渡されます. 

6. デバイス ドライバ は， ユニット コード （オフセット 1) を 読んで， どの ディスク ドライブで 
ライ ト 動作 を 行う か を 判定し ます. 

7. コマンド は ディスク ライトな ので， デ パイス ドライバ は， リクエスト パケットから， 転送 
アドレス （オフセット 14), セクタ カウント （オフセット 18), および スタート セクタ （ォ 
フ セット 20) を 入手し なければ なりません. 

8. デバイス ドライバ は， 最初の 論理 セクタ 番号 を トラック， ヘッド， および セクタ 番号に 変 
換 します. 
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9. アバイ スド フィバ は， ユニット コード （この デ パイス ドライバ によって 定義され る サブ ュ 
ニット） で 定義され る ドライブの 指定され た 開始 セクタから 初めて， 指定され た 数の セク 
タを 害き 込み， リク エス パケットで 示される 転送 アドレスから データ を 転送し ます. この 
中には， ディスク コントローラ に対する 複数の ライ トコ マンドが 含まれて いても さしつ 
かえありません. 

10. 転送が 完了したら， デバイス ドライバ は， ステータス ワード （リクエスト パケットの オフ 

セッ ト 3) の 中の DONE ビット をセッ ト する ことによって， MS- DOS に 対し， リクエスト 
の ステータス を 報告し なければ なりません. リ ク エス ト バケツ 卜の セクタ カウント 領域に, 

実際に 転送され た セクタ 数 を 報告し ます. 

11. エラーが 発生した 場合 は， ドライバ は ステータス ワード 内の DONE ビットお よび エラ一 
ビット を セットし， ステータス ワードの 下半 分に エラー コード を 書き込みます. 実際に 

送され た セクタ 数 を， リクエスト ヘッダに 書き込まなければ なりません. ステータス ヮー 
ドの エラー ビット を セットす る だけで は， 不十分です， 

12. デバイス ドライバ は， MS-DOS へ FAR リターン を 行います. 

デバイス ドライバ は， MS-DOS の 状態 を 保存し なければ なりません. これ は， すべての レジ 
スタ （フラグ も 含めて） を 保存し なければ ならない こと を 意味し ます. 方向 フラグと 割り込み 
イネ一 ブル ビッ トは ffi 要です. デバイス ドライバの 割り込み エントリ ポイントが 呼び出される 
時点で， MS-DOS は， 内部 スタックに 約 40〜50 バイトの 余地 を 持って います. デバイス ドラ 
ィバ が， 拡張 的な スタック 動作 を 使用す る 場合 は， ローカル スタックに 切り換えなければ なり 
ません. 
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2.12 デバイス ドライバ 例 



力 J を掲 



2.12 デバイス ドライバ 例 

以下に， ブロック デバイス ドライバ および キャラクタ デバイス ドライバの プログラム « 
載し ます， 

なお， プログラム 例 は， そのまま では アセンブルして 動作 可能な ものではありません, 

2,12,1 ブロ ック デバイス ドライバ 



； * * 

： * テ バイス ドライバ （プロ、;； ク デバイス） * 

* 

； この プログラム は、 アロック デバイスの 侧 です 

CODE SEGMENT 



： デバイス ヘッダ 



： デバ イス ヘッダ は、 次の 形式です 



： 

： 
： 



スト ラチジ ルーチンへの エントリ ポイント ワード 
l"J 込み ルーチンへの エントリ ポイント ワード 



名前 8 バイト 

キャラクタ デバイスの 場 台 は、 8 文字で デバイスの 名 W 
を ^定 する 

ブロック デバイスの 1| 台 は、 先頭の 1 バイトで ユニット 
« [を 指定す る 



次の デバイス ヘッダへの ポインタ ダブル ワード 

« 後の デバイス ヘッダの 場合 は、 一 1 とする 

m 匿 響 —陽 隱 墨 一——— 一 _ 一 ― _ _ _ _ _ _ _ ———一 一 一 ——一 — 一一——— 一一 — 一 ————— 一 — ，國 



アトリビュート 



ワード 



ラ クタ デバイス 

ック デバイス 

ラ クタ デバイス） の 場合 



1 5 ビット a 

1 = キ 

o = 

1 5 ビット 目が 1 (キ 
0 ビット 目 

1 ならば、 

1 ビット 目 

1 ならば、 

ならば、 ヌル デバイス （DOS で 使用〉 




S 

1 ならば、 クロック デバイス 
1 2 ビット 目 

る 

(プロック デバイス のみ〉 
1 B M フォーマット 

コント d — ルスト リングの 》3 可能 



ト ト I す 目 、目 , 

ッ ッ 目に トばト *H 

ビ ビ ト o 、ソ らッら 

2 3 ッてビ なビな 

ビ全 3041 
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第 2g MS - DOS デバイス ドラ イノぐ 



DSKDEV し ABE し WORD 
DD - 1 

DW 0000H 

DW STRATEGY 

DW DSK— INT 

DSKNUM D8 2 



この テ一 アル は 



マンド 



WORD 

DS に INIT 

MED〖H 

GET BPB 

CMD.ERR 

DSK— READ 

£X1 丁 

EXIT 

EXIT 

DSK WRT 

DSK^WRTV 

EXIT 

EXIT 

EXIT 



:INIT 




:BUILD 
"OCT し 
； I NPUT 

； NON-DESTRUCTIVE INPUT NO WAIT 
； I NPUT STATUS 
； I NPUT FLUSH 
： OUTPUT 

： OUTPUT & VERIFY 
； OUTPUT STATUS 



； OUTPUT FLUSH 
MOCTL OUTPUT 



スト ラテジ ルーチン 



ptrsav dd 

stratp proc 
strategy: 

MOV 



0 

FAR 



： リクエスト ヘッダ アト レス ifi 用 



RET 



PAGE 



W 込み ル 



WORD PTR CS: C PTRSAV], BX ： リクエスト ヘッダ アドレスの ifiifi 
WORD PTR CS:CPTRSAV2).ES 




クェ ストへ 



定義 



REQ 一 HEAD 
CMDLEN 
UNIT 
CMD 
STATUS 



COUNT 
START 
REQ^HEAD 



DB 
DB 
DB 
DW 
DB 
DB 
DD 
DW 
DW 

ENDS 
W 込み ルーチン 



DSK— I NT ： 



PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 



SI 

AX 

CX 

DX 

DI 

BP 

DS 

ES 



； レジスタの 退 i9 



DSK 化し 



ヅト 

マン 

1 イト 

ォポン 

フ リイ 

M トボ 

ス B ンり 

ィ I エト 

バ • ジン SB 

デ クチ エト 

のッ ラみッ 

a ロト 込 二 

■« ブス W ュ 



I 一 

RJn n ス 

K トドタ 

、ノ ッン 一 

マ 二 マチ 

コュ n ス 



ィ 

ノ 

ク 

ス ト号 

イス；' 

デレ 

アド カク 

ィ ァタセ 

デ 送ク始 

メ転セ W 



ゥ- 



？ ？ ？ ？ 8 9- 9* ？ ？ 



WWWWWWWWWWWWW 

ODDDDDDDDDDDD 



P 
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2.12 デバイス ドライバ 例 





コ マン ド ft 理 ルーチン 



CHK: 
し DS 
MOV 
JMP 



BX.tPTRSAVJ 

BYTE PTR tBX # TRANS 

EXIT 



•• コマンド エラ 



: レジスタ AX の 《 巧 
： 転送 アト' レスの 取得 

； D S < 一 C S 

： コマンド 》3 ル— チンへ 




： コマンド エラ一 

： エラ 一コードの セッ ト 

： エラ 一リターン 

： エラ 一ビット、 ダン ビットの セソト 



；ノ一 エラ一 リ ターン 
： ダン ビッ ト のセッ ト 

： リクエスト ヘッダ アドレスの 取得 
；ステ 一タスの セッ ト 

： レジスタの 《 » 



MEDIA CHECK 

リクエスト ヘッダ アドレスの 



« 得 



LDS 



BX,CS:[PTRSAV] 



MOV 

MOV 

MOV 

XCHG 

MOV 

CMP 

JA 

XOR 

SH し 

MOV 

ADD 

XCHG 

LES 

PUSH 

POP 

JMP 



A し [BX.UNIT3 
AH^tBX. MEDIA] 
CX.CBX. COUNT] 
DX,[BX.START] 
AX,D1 

A し， [BX，CMD】 
AL.11 
CM に ERR 
AH •AH 
AX. I 

SI. OFFSET DSKTB し 

SI, AX 

AX.DI 

DUCBX.TRANS3 

CS 



CSI) 



PAGE 




CMD^ERR: 

MOV AL.3 

ERR.EXIT: 

MOV AH 
JMP SHORT EX1T1 

EX1TP PROC FAR 

exit: 

mov AH^eeeeaeeiB 

EXITi: 

LDS BX.CS:CPTRSAV] 
MOV [BX. STATUS] »AX 



K 
5 

P 
I 
K 
K 
K 



EXITP 




得 の 

取 ト 

の ィ 

ス バ 

レ タ 

K 得プ 得得 得 

ァ 取 リ取取 S 取 

ダ のク のの 通の 

ッ ドスト 号の ド 

< 一 イン *x 1 

ト コデ ウタ 八コ 

ス トァ カク タド 

ェ ツイ タセ スン 

ク ニデク 蛤ジマ 

リ ュメセ レ n 

• ； 



BEDBDDCA5 



PPPPPPPPP 

ooooooooo 

PPPPPPPPP 



第 2* MS-DOS デバイス ドライバ 




GET BPB: 



DSK_9: 



MUV 


a u t?c • r n I 1 


unu 

MU V 


ol *Urr2>tI UoKorD 


し Mb* 


Ail /ir^oi 瞧 

AH* 


JE 


DSK 9 


MOV 


SI. OFFSET DSKBPB 


IDS 


BX. tPTRSAV] 


MOV 


CBX.MEDIA] V AH 


MOV 


は X. COUNT] ， SI 


MOV 


【BX，C0UNT>2】*CS 


JMP 


EXIT 



DSK 一 READ = 

MOV 
MOV 

RW— COMMON ： 

JCXZ 

CA しし 

PUSHF 

IDS 

SUB 

POPF 



RW_FLG.e 
VRFY_FLG*8 

NO 10 
RW— EXE 

BX. CPTR5AV3 

CBX. COUNT ].CX 



： リ一ド を セット 



： セクタ カウントが 0 なら、 何もし ない 



• 



NO— 10: 



JC 
JMP 



ERR 一 EXIT 
EXIT 



DSK_WRT: 



MOV 
MOV 
JMP 



i 

DSK.WRTV: 

MOV 
MOV 



RW F し G，l 
VRp た F し G" 
RW,COMMON 



RW.FLG.I 

VRFY.FLGM 

RW.COMMON 



BPB 

ID バイトの 取得 
タ/ トラック を セット 
ID は 9 セクタ/トラック か 

:8 セクタ/トラック をセッ ト 

： リクエスト ヘッダ アドレス を 取 » 
： メディア ディスクリプタ をセッ ト 
； BPB への ポインタ を セット 



： OUTPUT & VERIFY 



出力 



RW 一 EXE: 

MOV 
MOV 
CALL 

LOOP_RW: 

CALL 
JC 

CALL 
JNZ 

RW.ERR: 

MOV 
RET 



= ユニット コード 

= メディア ディスクリプタ 

= セクタ カウント 

= 始セク タ》 号 

D I = 転送 アドレス 



キャリー フラグ = 0 

= 1 

A し = エラー コード 

C X == 転送され なかった セク 



卜 



UNIT— NO, AL 
SEC.CNT.CX 
SET.UP 



ト 



ユニット コードの 
セクタ カウン トの 退8 

— > 物 璦セク タ 




次の セクタに セッ ト 



CX , SE に CNT 



:S りの セクタ 》 



lOUTFUJT 



取 

を 

スト 

レ 、ソ 1 

W ド セ條ラ 

S ァの 《 ェ 1 

もダ ft の 1 ラ 

グ ヅ タグ ノエ 

ラ< クラ 

フ トセ フ ol 

き- -- 

*- ク送ャ F 

キリ キ C 



DT ク T 

比 A セ A 

mF9p 



力 

入 



LHXXS 功 M 

A ACDE 成 失 



フ 

ト才 

ッを 

セィ 

を 7 

トフ 

イソ 

ラベ 



トォ 

ッ * 

セィ 

を ァ 

トフ 

ラベ 
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2.12 デバイス ドライバ 例 



SET_UP 1: 

INC 
CMP 
JBE 
MOV 
XOR 
JNZ 
INC 
SAME— CY し： 

not.nxt: 

ADD 
RET 



D し 

D し ， SE に TRK 
NOT NXT 
D し， 1 
DH， 1 

SAME—CYL 
C し 



D し BX 



次の セクタ 
次の トラック か 

セクタ 》 1 を セット 
へッ ドを 反転 

次の シ リンダへ 



バッファの アップデート 



； 

RW: 



WRT 



CMP 
JNE 

； 

こ こ 



JC 
RET 



JC 
CMP 



RW_FLG,0 
WRT 

、 ワード をす る 
エラ一 がお こったら 

ERROR^SET 



： ここで、 ベリファイ をす る 
： エラーが « こ つたら 



： リード か 



キヤ リ一 フラグ も セット 



ラーなら ジャンプ 



で、 ライト * する 

エラーが 起こったら、 キ 

ERROR.SET 
VRFY 一 FLG,0 
NOT 一 VRFY 



リ一 フラグ もセッ ト 

； エラ一 なら ジャンプ 
： ベリファイ オフ か 



キヤ リ一 フラグ をセッ ト 



人力 ： 
出力 ： 



SET 一 UP: 



= re 始セク タ s 号 

= 送す る s さ （バイト） 
= セクタ 長 
= シ リンダ s 号 
= ヘッド s 号 
= セク タ * 号 



9 



IF9H 



8 

SE に TRK,B し 
AX.DX 



； 9 セクタ/トラック 



:8 セクタ/トラック 



； A X <- flfl 始セク タ S 号 



トのチ i ック 



I.DH 
,1 



卜 



VP V V V V c V R R し V :v V T 

o M E o OOINOOHCOOO E 

M c J M MMDIMXSRMMM R 



X XH し：！： し 

D BCCDD 



卜ィ 

ィパ 

パ 4 



21 

• 鲁 ■ 攀 

ト 13 

ッセ トトト 

セのト ッ イイ 

の 婦 ッセ パパ 

号 M セの 82 

S ダの R21 

ドン 長タ 110 

ヅ り？« ク •：• 

ヘシ 転セ 02 



2 H 

し 1 2 

1 A 5 0 

• • • • 



H し X H 

DC B C 
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第 2 章 MS-DOS デバイス ドライバ 



B f> B の定藥 



DSKBPB1: 



DW 



DB 
DW 
DW 
DB 
DW 

INITJTB し： 
DW 
DW 



DSK^INIT: 

MOV 

PUSH 

IDS 

MOV 

MOV 



1 
1 

2 

112 

9»2*80 
8F9H 

3 



:5 インチ 2DD (9 セクタ/トラック〉 
： 物理 セク タ S (バイト〉 

； セクタ ft/ ァ a ケ一シ 3 ン ュニッ ト 
： リザ一 ブ セクタ 数 

:F 八 T のコ ビ一 ft 

： ディレクトリ エントリ ft 
： セクタ « [/ボリューム 

： メディア ディスクリプタ バイト 
： セクタ 數/ F A T 

:5 インチ 2DD (8 セクタ/トラック） 



I 
I 

2 

112 

8*2*88 
eFBH 

2 



OFFSET DSKBPB 
OFFSET DSKBPB 



ユニット 
ユニット 




: INIT 

： ュニッ ト ft の 
： レジスタ DS の iL 
： リク エス ト ヘッダ アドレスの 取^ 
ュニサ ト ft の セ^ ト 




POP 
JMP 



A し， DSKNUM 
DS 

BX， CPTRSAV] 
[BX，MEDIA】，A し 

WORD PTR [ BX- TRANS 】 •OFFSET DSK INIT 
WORD PTR EBX.TRANS+2J,CS 

WORD PTR CBX.COUNT+23 .CS: ブレーク アドレスの セッ 
WORD PTR CBX. COUNT], OFFSET INIT TBL 
^ :BPBfeW アドレスの セ 

： レジス 夕 D S の a» 



y 卜 



CODE 



JC 

NOT.VRFY: 

RET 



ここで、 レ 
iTC 



： エラ一 なら ジャンプ 



—コード * いれる 



デ一タ 



RW— F し G 

VRFy.FLG 

UNIT NO 
SEC TRK 
SEC CNT 



DB 
DB 



？ 

？ 

？ 
？ 
？ 



PAGE 



フン 

才才 ク 

イイ ッ 

7 アド ラト 

ドト フフ | トン 

1 イリ リ コ\ゥ 

リラべ べト « 力 

？' タタ 

ニクク 

01*01 ュセセ 
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2,12 デバイス ドライバ 例 



CON 



コンソール • デバイス ドラ 



DW 
DW 
DW 
DW 



-し- 1 

STRATEGY 
ENTRY 
'CON f 



； CONJN と CON-OUT の サボ一 ト 



コマンド ジャンプ テーブル 



以下 は キャラクタ デ バイ ス ドライ バの プロ グラ 厶 例です. 



tt 体 検査 

BPB 作成 （フ 飞 クク のみ〉 




«« 非 破壊 》 み 込み 

入力 状 a 
人力 要求 終了 
出力 （害 き 込み〉 
出力 （害き 込み） 

出力 状況 ノ 
出力 奏求 w 了 



CMDTAB し DB 
DW 

DB 
DW 



DW 



CUU 

CUD 
で 
CUF 

B 

H 

P 

CP 
CP 



CURSOR UP 
CURSOR DOWN 



CURSOR FORW A — t 
CURSOR BACK 
CURSOR POSITION 
CURSOR POSITION 

SAVE CURSOR POSITION 
RESTORE CURSOR POSITION 



CONTBL 



■A I 



INIT 



:ERR 
CO に READ 
CON_f 
EXIT 
CON.FLSH 
CON 一 WRIT 
CON.WRIT 
EXIT 
EXIT 
EXIT 



ム 

ブ 

の 

ノ 



嘸 * 



K 

一 

ンゴ ド 

タス n 

リー • ン 

ジ べプメ 

ッス 1 グ 

リク ケセ 

ャッス 5 

キパ is 



ラ 



* ま 



0 

H 0 

3 B A 

18 10 



U 

Q 

E 



u u u U 

QQQQ 

E E E E 



• 鲁 



P 

S 

K c E 

cs S 

R A E A 

c B IB 



DUHUYUjskRB 

暑 If>. L>l c • p » p 0 



B 



WBWBUBUBWB 

DDDDDDDDDD 



DDDDDDDDDDODD 



-T は 

c E E 
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第 2 章 MS-DOS デバイス ドライバ 



PAGE 



ffj 込み ルーチン 



CMDLEN 
UNIT 



ATUS 





STRATEGY: 

MOV 
MOV 
RET 

STRATP ENDP 
共通 入口 点 



ENTRY: 



PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 
PUSH 




LDS 
MOV 
MOV 
CBW 
MOV 
ADD 



CMP 

JA 

LES 

PUSH 

POP 



JMP 
PAGE 



1 

2 

3 

!3 

14 



TRANS EQI 

COUNT EQI 

START EQI 

PTRSAV DD 



STRATP PROC FAR 



ストラテジー 



コマンド 長 
ユニット コード 

コマンド コード 

ステータス 

転送 アドレス 



WORD PTR CS=[PTRSAV】，BX 
WORD PTR CS:【PTRSAV+2】，ES 



； リクエストへ ッ 
： セグメント を 保管 



ダの オフセット を 保 管 



SI 
AX 
CX 
DX 
DI 



ES 



BX.CS： fPTRSAVJ 

CX . WORD PTR 【BX，COUN 

AL.BYTE PTR CBX.CMDJ 

SI. OFFSET CONTB し 

SI. AX 

SKAX 

A し • 12 

CMDERR 

DI.CBX.TRANS3 

CS 
DS 

WORD PTRCSU 



リクエスト ヘッダ 

バイ ト カウント （ 
コマンド コート' < 




出口 



BUS 一 EXiT: 

MOV AH, 
JMP 



CMDERR: 



MOV 



ビジー ビット， * 理 済み ビット を セット 



A し， 3 
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2.12 デバイス ドライバ 例 



ERR.EXIT: 



MOV 
JMP 



EXITP PROC 
EXIT: 

MOV 



し DS 
MOV 



A し * 
SHORT 



エラ— ビット， 《理 済み ビット を セット 



AH.00000001B 

BX,CS:CPTRSAV3 

WORD PTR CBX. STATUS] 



» 'み ビット を セット 



EXITP ENDP 



コンソール 出力 サ プル一 チン 



ATTR 



； 



ドレス • テーブル 



LINE.TABLE 
DW 
DW 
0W 
DU 
DW 
DW 



LABEL 
0000H 
00A0H 
0140H 



WORD 



0280H 
0320H 
03C0H 
0460H 



06E0H 
0780H 
0820H 
08C6H 
0960H 
0A00H 
0AA0H 
0B40H 
0BE0H 
0C80H 
0D20H 



： カラム 
： ライン 

： 力一 ソル 位置 セーブ 用 
； 文字 ァ トリ ビュート 



I0-LINE 
；1 

；2 
；3 
；4 
；5 
:6 
；7 



；9 



XSSPIXXXI 

BEDBDDCAS 

PPPPPPPPPT 

OOOOOOOOOE 

PPPPPPPPPR 



1 9 

S 7 0 0 0 



w B B B U 

D D D D D 



E 

丁 



R 

C 



2345678901234 

1111111122222 
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キヤ リ ッ ジ リタ一 ン 

カラム を 0 にセッ ト 



し F か ？ 



ブザー * 瑷 

ブザー 0 N 



ブザー 0 F F 



B S か ？ 

バックスペース »a 



ライン， カラムから VARM アドレス を 得る 



文字の セッ ト 
アトリビュートの セット 



ラインフィード 



現在 行に 1 加えて 

24 以上に なったら スク 



—ル アップ する 



カーソル 表示 処理 



第 2 軍 MS-DOS デバイス ドライバ 



CHROUT: 



CMP 
JNZ 
MOV 



A し 13 
TRYLF 
[COU , 



JMP 



SHORT SET IT 



TRY し R 



CMP 
JZ 
CMP 
JNE 



AL，10 
IF 

A し. 7 
TRYBACK 




A し， 07H 
37H,A し 



TRYBACK: 



CMP 

JNZ 

CMP 

JZ 

DEC 

JMP 

文字の 表示 



A し *8 
OUTCHR 
【C0 し】， 0 
RET5 
[CO し】 

SHORT SET IT 



MOV 
OUT 
MOV 

BE し 1: 

PUSH 
POP 
し OOP 



AH. AH 
DM. (ROW J 
D し *【CO し】 
し CCONV 
DI ,BX 
DX， [BASE] 
ES'DX 

ES: tDM.AX 
A し" ATTRJ 
DI .2000H 

【CO し】 
ALaCOLJ 
AL.tMAXCOLJ 
SET IT 
【COU，0 

I ROW] 
CROW] ,24 
SET IT 
[ROW】 ，23 
SCROLL 



DH'ROW 
DL,CO し 
LCCONV 
BX,1 



A し， 06H 
37H,A し 
CX.6000H 



OUTCHR: 



LF: 



setit: 



BBLI 



し^ i j 

川 WW 丄 WWVWV^OCVPEV CP V L V VURI 

め rJS^^WWDJN ぬ MBO NMBO A OOAHL 

XM-ecwkJMiMASIMCJM I c J M c M M c s c 
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2,12 デ パイス ドライバ 例 



CON-READ: 

JCXZ CON— EXIT 
CON— し OOP: 

PUSH CX 

CHRIN 
CX 

CON 丄 OOP 




SETITi: 




A し， 60H 




IT1 
.49H 
6H 
A し， B し 
60H，A し 
A し *BH 
60H，A し 



SCPO しし： 



スクロール アツ ブ^ 理 



C し D 




PUSH 


DS 


MOV 


AX-CBASE3 


MOV 


ES,AX 


MOV 


DS.AX 


XOR 


DI，DI 


MOV 


SI ,80*2 


MOV 


CX. 23*80 



し 



MOVSW 

DI t 200BH 

SI •2000H+8B»2 

CX. 23*80 

MOVSW 

DH, 23 
D し *D し 
し CCONV 

DI. BX 
AL ノ ， 
CX,80 
STOSW 

A し， [ATTf?】 
CX.80 
DI ,BX 
DI ,2 刚 H 
STOSW 
DS 



コード データ 移送 



アトリビュート データ 移送 



»» 行 スペース ク リア 



し CCONV: 




： ライン 

BX.BX 
B し， DH 
BX,1 

BX, OFFSET UNE 一 TAB し E 
BX.CS： tBX] 
I.DH 
1 

，DX 



カラムから VRAM アドレスへの 変換 



コンソール 人 カル一 チン 



:AL に 人力 文字 を 得る 



PVVVPVR; し： VVVPVVVDPPT 

F6UOEOOAOOOEOOODEOE 

RMMMRMXCMMMRMMMARPR 
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C0N_EX1T: 

JMP EXIT 



取り消し コール 



CON— F し SH: 

MOV AH • 3 

INT 18H ： キー ボー ド 

JMP EXVEC 



コン ゾール 入力 サブルーチン 



CHRIN: 

AH,1 ；キ —ボート' 入力 チ z ック 

18H 
BH.1 
CHRIN 

AH,B ； 入力 文字の 引 き 取り 



： キー ボー ド 入力 チェ ッ ク 
： 人力な し 



出力 （香 き 込み） 



CON 一 WRIT: 

JCXZ EXVEC 

CON 一し P: 

MOV A し ，ES:[DU 

INC DI 

CALL OUTC 

LOOP CON.LP 

JMP EXVEC 

OUTC: 

PUSH AX 

PUSH CX 

PUSH DX 

PUSH 51 

PUSH DI 

PUSH ES 

PUSH BP 
CA しし V I DEO 



速 《 非 《壊《 み 込み 



： 出力 文字 一 > AL 



AH.1 
18H 
BH.1 
CONBUS 

BX, CPTRSAV] 

m 了 

BUS— EXIT 



CON_RDN 



RDEXIT: 



EXVEC: 



V T p E V T T 

o N M N o N E 

M 1 c J M I R 



一 




2.12 デバイス ドライバ 例 




VIDEO 



MOV 
JMP 



SI. OFFSET STATE 



Si: 



SIB: 
S1A: 



CMP 
JNE 
MOV 
RET 

CALL 

MOV 

RET 



A し 一 ESC 



： エスケープ シーケンス ？ 
WORD PTR [SI 3. OFFSET S2 ； ESC シーケンス * 理ル一 チンの アドレス 



CHROUT 

WORD PTR CSTATE3 •OFFSET SI 



ESC シーケンス IW 析 ルーチン 



S2: 
S7A: 




BX, OFFSET CMDTABL-3 

PV o 

BYTE PTRCBXK0 
S1A 

[BX],A し 

PTRCBX«1] 



« 当 サブルーチンへ 《 ぶ 



MOVCUR 



SETCUR 



CMP 

JE 

ADD 

CALL 
JMP 



CBXJ.AH 
SETCUR 
[BX]，A し 

SET IT 



CUP: 



CUP1 



CUP2 



MOV 
RET 




SUB 
MOV 
JMP 



WORD PTRCSI3. OFFSET CUP1 



： 力一 ソル アドレッシング 



【ROV】，AL 

WORD PTR [SN. OFFSET CUP2 



A し， 32 
[CO し] * A し 
SETCUR 



SM: 



MOV 
RET 



WORD PTRCSI] •OFFSET 51A 
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CUH: 



JMP 



WORD PTR CO し 
SETCUR 



カーソル を ホーム 位置へ 移 勤す る 



CUF: 



CUFI: 



CUB: 



MOV 
MOV 



AH, MAX 
A し， 1 



MOV BX, OFFSET 

JMP MOVCUR 

MOV AX^e 

JMP CUFI 



CO し 



カーソル を 右へ 移 》 する 



カーソル を 左へ 移 ft する 



cuu: 

CUUl: 



MOV 
MOV 



AX.00FFH 

BX , OFFSET ROW 
MOVCUR 



力一 ソル を 上へ 移 ft する 



CUD: 



MOV 
JMP 



AX. 23*256+1 
CUUl 



: カーソル を 下へ 移 ft する 



PSCP: 



MOV 
MOV 
JMP 



AX, WORD PTR CO し 

SAVCR.AX 

SETCUR 



•• 現在の ライン， カラム を ifiiS 



PRCP: 



MOV 
MOV 
JMP 



AX.SAVCR 

WORD PTR CO し， AX 

SETCUR 



した ライン， カラム を 復《 



； 

CON.INIT: 



CODE 



PUSH 

LDS 

MOV 

MOV 

POP 

JMP 



6 



DS 

BX, CPTRSAV] 

WORD PTR C BX • TRANS 3 • OFFSET CON INIT 
WORD PTR【BX，TRANS+2〕，CS 



EXIT 
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MS - DOS 技術 資料 

3.1 MS-DOS の 初期化 

MS- DOS の 初期化 は， つぎの ような ステップで 行われます. まず， R0 M (リード オンリ— 
メモリ） ブート ストラップに 制御が 渡され， つぎに この ブート ストラップ によって ディスク か 

らブ一 トセ クタが 読み込まれます. つづいて この ブート セクタに よって， つぎの ファイルが 読 
み 込まれます. 

IO.SYS 
MSDOS . SYS 

これらの ファイルが 统み 込まれる と， ブー ト 処理 を 開始し ます. 

3.2 コ マン ド プロセッサ 

MS-DOS コマンド プロセッサ （COMMAND • COM) は， 常駐 部， 初期化 部， 非 常駐 部の 3 
つの 部分から 構成され ています. 

1. 常駐 部 は， MSDOS.SYS とその データ 域の すぐ 後の メモリ 中に 存在し ます. この 部分 は， 
割り込み タイプ 22H (終了 アドレス)， 23H (CTRL-C 抜け出し アドレス)， 24H (致命的な 
エラ一 による 打ち切り アドレス） を 処理す るた めの ルーチン， および 必要な 場合 非 常駐 部 を 
ロードす るた めの ルーチンから 構成され ています （プログラムの 終了 時， チェックサム 方式 
によって プログラムが 非 常駐 部に オーバーレイが 行われた か 調べます. ォ 一パーレイが 行わ 
れた 場合 は 再 ロード を 行います). すべての 標準 MS-DOS エラ一 ハンドリング は， COM 
MAND.COM のこの 部分で 行われます， この ハンドラに は， エラ一 メ ッ セージの スクリーン 
出力お よび や 中止く A> , もう一 度く R> ， 無視く 1>?， の 応答の 解読 ルーチンが 含まれて いま 
す. 

2. 初期化 部 は 常駐 部の つぎに 存在し， 開始 時に 制御が 渡されます. この 部分に は AUTOEX 
EC. BAT ファイルの 処理 ルーチンが 入って います. プログラムの ロード 可能な セグメント 
アドレス は， 初期化 部分に よって 決定され ます. それ 以後 は 必要ない ので， 最初に ロード さ 
れる C0MMAND.COM の プログラム によって オーバ一 レイされ ます 
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3. 非 常駐 部 は， メモリの 最上 位に ロード されます. この 部分に は， すべての 内部 コマンドと 
ハ* ツチ ファイル プロセッサが 入って います. 

コマンド プロセッサの 3 番目の 部分に よって， プロンプト （A> のよう な） が 表示され コ マン 
ドの キーボード （または バッチ ファイル） 入力と 実行が 行われます. 外部 コマンドの 場合， 
コマンド ライ ンを 作成し， プログラムの ロードと 制御の^? を 行うた めの EXEC ファン クシ 
ヨン コール （ファンクション 4BH, コード 00H) が 行われます， 

3.3 MS-DOS ディスク アロケーション 

MS-DOS の ディスク スペース は， 以下のような フォーマット になって います. 領域の サイズ 
はいずれ も 可変です， 

予備 領域 

ファイル ァ ロケ ーショ ン テーブル （1) 
ファイル ァ ロケ ーショ ン テーブル （ 2) 
ルート ディレクトリ 
データ 領域 

種々 ファイルの ための スペース （データ 領域) は， 必要な 場合に 割り当てられ， 前もって 割り 
当てられて いるものではありません. スペース は， 一度に 1 クラスタ （アロケーションの 単位) 
ずつ 割り当てられます. クラスタと は， 常に 連統 したいく つかの セクタの ことで， クラスタ は, 
ファイル アロケーション テーブル （FAT) を 通して^ I？ 結 * されて います. また， 1 クラスの 中 
の セクタ 数 は 必ず 2 の 累乗です. また 信頼性 を 高める ために， 最初の FAT のコ ピーで ある 2 番 
目 の FAT が 保存 されて います. また 第 1 の FAT の 途中 に スキップ セクタ が 発生し た 場合で 
も 2 番目の FAT を 使用す る ことができ， 使用 不可の ディスク でも データの 回復 をす る ことが 
できます. 

3.4 MS-DOS ディスク ディ レク 卜 リ 

FORMAT コマンド は， すべての ディスクに ルート ディレクトリ を 作成し ます， ディ レクト 
リの ロケーション （論理 セクタ 番号) および 最大の エントリ 数 は， メディア によって 決まります. 

ルート ディレクトリ 以外の ディレクトリ は， 実際に は ファイルと 同じな ので， 無制限に ファ 
ィ ルディ レク ト リを 作成す る ことができます， 

ディ レク ト リの 長さ は 32 パイ 卜で， 以下のような フォー マツ トで 記入され ます （オフ セッ ト 
は 16 進) • 
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3 -4 MS-DOS ディスク ディレクトリ 



|：1 



才 フセッ ト 


サイズ 

(バイ ト） 


pb お 

合 


16 進 


10 進 


00H〜07H 


0〜7 


8 


ファイル 名 


08H〜0AH 


8〜10 


3 


拡張 子 


OBH 


11 


1 


S 性 




1 ク〜 91 


「 10 1 予約 エリア 


16H〜17H 


22〜23 


2 


ft 終 時刻 

ビット 0-4 = tW2 
5〜10= 分 
11 〜は =時 


loH^ iyH 


24^25 


2 


く ^ 
^ ま： 

to cn o チ'、 

It II II 

せ； m ェ 


1AH〜1BH 


26〜27 


2 


始 クラスタ 


1CH〜1FH 


28〜31 


4 


ファイル サイズ' バイ ト 単位 | 



0〜7 ファイル 名 8 文字. 8 文字に 満たない 場合 は 左 誌め で， 残りに スペースが 入り ま 
す. この フィールドの 先頭 バイト は， ステータス を 示します. 
00H 未使用. 性^！: の 理由から， ディレクトリ 検索の 長さ を 制限す るた めの も 
のです. 

05H フ アイ ル 名の 先頭の 1 文字が 実 睽には E5H である こと を 示します. 
E5H 使用され た ファイルで， すでに 消去され ています， 
2EH この エントリ は， ディ レク ト リの ための ものです. 2 パイ ト目も 2EH の埸 
合， クラスタ フィールドに は， この ディ レク ト リの親 ディ レク ト リの クラス 

タ 番号が 入って います （親 ディ レク ト リが ルー ト ディ レク ト リの 場合， 0000 
H), 

これ 以外の 文字の 場合， ファイル 名の の 文字になります. 
8〜0A ファイル 名 拡張 子 

0B ファイルの アトリビュート （属性). アトリビュート バイ トは， 以下の ように マップ 
されます （値 は 16 進). 

01 フ アイ ルは， リードオンリー になって います • ファンク ショ ン コール 3DH に 
より， この ファイル を 害き 込みの ために オープンしょう としても， エラー コ 
ードが 返されます • この 値 は， 以下の 他の 値と一 緒に 使用す る ことができ ま 
す. ファイルの 削除 （13H), ディレクトリの 削除 (41H) も エラーに なります. 
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" 02 隠された ファイル. この ファイル は， 通常の ディレクトリ 検索から 除外され 
ます. 

04 システム ファイル. この ファイル は， 通常の ディレクトリ 検索から 除外され 
ます. 

08 この エントリの 最初の 11 バイ トに は， ボリューム ラベルが 入って います. こ 
の エントリ は， 作成の 日時 以外に は 一般的な 情報が 入って おらず， ルート デ 
ィ レク ト リに のみ 存在す る ことができます. 

10 この エントリ は サブ ディ レク ト リを 定義し， 通常の ディ レク ト リ 検索から 除 
外されます. 

20 保存 ビッ ト， この ビッ トは， ファイルが ライ ト され クローズ された とき 常に， 
オンに セッ ト されます. この ビッ トは， 他の ァ ト リ ビュー ト ビッ ト と一 緒に 
使用す る ことができます. 

注惠： IO.SYS, MSDOS.SYS に は， リードオンリー， 隨 されて 兄えない， シス テ 
ム ファイルの マークが 付けられます. ファイルに は 作成 時に， 隠されて 見えな 
い ファイルの マーク を 付ける ことができます. また リードオンリー， 隠され 

た ファイル， システム および 保存の 属性 は， ファンクション 43 H によって 変 
更 可能です， ， • 

-15 予約 域 

17 ファイルが 作成され た 時刻 または 最後に 編集され た 時刻が， つぎの ような ビッ ト列 
に マップ されます. （左が ビット 7, 右が ビット 0 です） 



オフ セッ ト 17H 
15 11 10 


オフ セッ ト 16H 

5 4 0 


H | H | H | H | H 


M | M | M 


M 1 M 1 M 1 


S | S | S j S | S 1 


時 


》 1 


沙 /2 1 



時 2 進数で 表した 時刻 （0〜23) 
分 2 進数で 表した 分 （0〜59) 

秒 秒 /2 

19 ファイルが 作成され た 時 または ig 後に 編集され た 日付. 

年/月/日 は， 以下のような ビット 列に マップ されます • 



オフ セッ ト 19H 
15 9 8 


オフセット 18H 

5 4 0 


y|y|y|y|y[y[y 


M 


M ！ M 1 M 


D|D|D|D|D 


年 


g 1 


！ 0 



3-5 MS-DOS ファイル アロケーション テーブル 



ここで， 
月 は 1〜12 

曰はト 31 . 
年 は 0〜99 (1980〜2079) 
1A〜1B 開始 クラスタ. ファイルの 先頭 クラスタの 相対 クラスタ 番号. 

すべての ディスクの デ一 タス ペース の^の クラスタ は， クラスタ 002 です. ' 
クラスタ 番号 は， 最下位 パイ ト から 先に 記憶され ます. 

注意： クラスタ 番号 を 論理 セクタ 番号に 変換す る 場合の 詳細に ついては， 3. 5. 1， 
3. 5. 2 を 参照して ください. 
1C〜1F バイトで 表した ファイルの 大きさ， 最初の ワードに は， ファイルの 大きさの 下位の 
部分が 入って います. 両方の ワードと も， 下位の バイトから 先に 記憶され ます. 



3.5 MS-DOS 



ーシ ヨン テーブル 




本章 は， デバイス ドライバ を 開発す る システム プログラムの ための もので， ファイルの クラ 

スタ を， ファイル のために ディスク を 割り当てる 論理 セクタ 番号に 変換す るた めに， MS-DOS 
では どのように ファイル アロケーション テーブル （FAT) が 使用され るか を 説明して います. 
ディスク 上の 論理 セクタの 位 (1 決め は， ドライバが 行います. この 情報 は， ドライバ 以外の 目 
的に 使用すべき ではありません. システム ユー ティ リ ティブ ログ ラム は， FAT に 直接 アクセス 
する ので はなく， MS-DOS ファイル 管理 ファンクション コール を 使用す べきです. 

FAT は， 通常 各 クラスタ ごとに 12 ビットの エントリで 作成され ます. ただし， クラスタ 数 
の駄愤 が 4085 を 超える よう な 種類の デ イス ク では 16 ビットの エントリ で 作成され ます. 12 
ビットの エントリの 場合， 

これらの FAT に は ディスクの 大きさと フォーマット を 示す 標識が 入って います. 2 バイ ト目 
と 3 バイ ト 目に は， 常に FFH が 入って います. 

3 番目の FAT から， データ 領域の マツ ビングが 始まります （クラスタ 002)， 各 エントリに 
も， 16 進で 表した 3 文字 （16 ビット エントリの 場合 は 4 文字） が 入って います. 

(0)000 クラスタ は 未使用で， 使用可能です. 

(F)FF7 クラスタに， スキップ セクタが 入って います • MS-DOS は， このような クラスタ 

は 割り当てません. この クラスタ 数が CHKDSK によって 数えられ， 通知され ま 
す. 

(F)FF8〜（F)FFF ファイル 内の 最終 クラスタ を， 示して います. 

います. ファイル の^の クラスタ 番号 は， ディレクトリ エントリに 保存され ま 
す. 
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ファイル アロケーション テーブル は， 常に 予備 セクタの つぎの 最初の セクションから 始まり 

ます. FAT が 1 セクタより 大きい 場合， これらの セクタ は連統 しています. ディスクに は 通常 

FAT の コピーが 信頼性 を 高める ために 2 つ 作られて います. FAT は， 必要な とき （ファイル 
の オープン， これ 以上の スペース を 割り当てる など） に MS-DOS バッファの 1 つに 読み込ま 
れ ます. 性能 上の 理由から， この バッファに は 高い プライオリティ （順位） が 与えられ， 可能 
なかぎり 長く メモリ 内に 保存され ます. 



3.5.1 12 ビット FAT ェン 

まず ディ レク ト リ エントリから， ファイルの 開始 クラスタの 番号 を 取得し ます. 
ファイルの つぎに 来る クラスタの 位置 を 指定す る 場合， 以下の こと を 行います. 

1. 現在 使用され ている クラスタ 番号に， 1.5 を 掛ける （各 FAT エントリ は， 1.5 パイ 卜の 
長さです). 

2. この «} 全体が FAT 内の オフ セッ トで， 現在 使用され ている クラスタ を マップす るェン 
トリ を ポイントし ています • この エントリに は， ファイル 内の つぎの クラスタの クラス 
タ 番号が 入って います. 

3. 計算され た FAT オフ セッ ト にある 1 ワード を レジスタ 内に 入れる ために MOV 命令 を 
使用す る. 

4. 使用され た ift 終 クラスタが 偶数の 場 含， この レジスタの 内容に FFFH を 加算す る ことに 
よって この レジスタの 下位 12 ビット を 保存す るか， または SHR 命令 を 使用して この レ 
ジス タの 内容 を 右に 4 ビット シフトす る ことによって 上位 12 ビット を 保存して くださ 
い. 

5. 結 架と して 取得され た 12 ビットが FF8H から FFFH までの 値 を 取る 場合， ファイル 
内に これ 以上の クラスタ は 存在し ません. これ 以外の 値の^， この 12 ビットに は， フ 
アイ ル 内の つぎの クラスタの クラスタ 番号が 入って います. 

この クラスタ を 論理 セクタ 番5》 （割り込み タイプ 25H と 26H および SYMDEB によって 
使用され るよう な， 相対 セクタ） に 変換す る 場合， 以下の こと を 行って ください. 
1. クラスタ 番号から 2 を 引く. 

2- この 淡 W 結果に 1 クラスタ 当りの セクタ 数 を 掛ける， j 

3- データ 領域 内の 開始 論理 セクタ 番号 を 加える， 
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3,5 MS-DOS ファイル アロケーション テーブル 



に • 



3.5.2 16 ビット FAT エントリ 

まず ディ レク ト リ エントリから， ファイルの 開始 クラスタの 番号 を 取得し ます • 
つぎの ファイルの クラスタの 位置 を 指定す る 場合， 以下の こと を 行います. 

1. 現在 使用され ている クラスタ 番号に， 2 を 掛ける （各 FAT エントリ は， 2 バイトの 長 
さです） • 

2- 計算され た FAT オフ セッ ト にある 1 ワード を レジスタ 内に 入れる ために MOV 
WORD 命令 を 使用す る. 

3. 結果と して 取得され た 16 ビットが FFF8H から FFFFH までの 値 を 取る 場合， フ アイ 
ル内 にこれ 以上の クラスタ は 存在し ません. これ 以外の 値の 場合， この 16 ビットに は， 
ファイル 内の つぎの クラスタの クラスタ 番号が 入って います. 
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MS - DOS コントロール 7D ックと ワーク エリア 



4.1 MS-DOS メモリ マップ 



XXXX ： 0000 



割り込みの ベクタ テーブル 



XXXX ： 0000 



XXXX ： 0000 



0000 



XXXX 



XXXX 



10. SYS —— MS-DOS と ハードウェアの インターフェイス 



MSDOS.SYS — MS- DOS 割り込み ハンドラ， サービス ルーチン （割 

り 込み タイプ 21H), MS-DOS バッファ， コントロール エリアお よび 登 
緑され ている デ バイ ス ドライバ 

COMMAND.COM の 赏駐部 一割り込み タイプ 22H (終了 ァ ド レ 
ス）， 23H (CTRL-C による 抜け出し アドレス）， 24H (致命的 エラーに 



よる 打ち切り アドレス） のた めの 割り込み ハンドラ および 非 常駐 部分 を 
ロードし 直す ための コード 

外部 コマンド または ユーティリティ （.COM, .EXE フ 7 



• COM ファイルの ための ユーザ一 スタック （256 パイ 



COMMAND . COM の 非 常駐 部 

ド， バッチ プロセッサ 



コ マン ドブ ロセッ サ, 



マ ン 



ユーザー メモリ は， メモリに 対する リクエストの 条件 を 満たす， 使用可能な一 番 低い メモリ 
の 終わりから， 割り当てられます. 
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4.2 MS-DOS プログラム セグメント 

外部 コマンド を 入力した^， または EXEC ファンクション コールに よって プログラム をコ 
ール した^， MS-DOS は， 使用可能な 最下位の アドレス を， コマンド や プログラムの ための 
メモリの 開始 アドレス とします. この 領域 は プログラム セグメントと 呼ばれます. 

最初の 256 バイ トは プログラムが ロードされ たと きに， EXEC システム コールに よって セッ 
ト アップ されます. プログラム はこの ブロックの つぎに ロード されます. EXE 形式の フ アイ 
ルの minalloc と maxalloc が 共に ゼロの^, ファイル は 可能な 限り 高い ァ ドレスへ ロード さ 
れ ます. 

プログラム セグメ ント 内の オフ セッ ト 0H 以降に， プログラム セグメント プレフィクス 
(PSP) という コントロール ブロックが MS- DOS によって 作成され ます （以下 を 参照して くだ 
さい). 

EXEC から プログラム を 戻す 場合， 以下の 5 つの 方法の いずれ か を 使用し ます. 

1. AH-4CH で INT21H を 行う. 

2. AH = 31H で INT21H を 行う （KEEP PROCESS). 

3. プログラム セグメント プレフィクス 内の オフ セッ ト 0 に long ジャンプ を 行う. 

4. INT20H を 行う （CS:0 は PSP を 指して いなければ いけません)， 

5. AH=0 で INT21H を 行う （CS ： 0 は PSP を 指して いる こと） 

注意 ： 機能的で， 将来の MS- DOS の パージ ヨンに 対応し やすいので 1 または 2 を 行う 方法が 
望ましい でしよう. 

5 つの 方法の いずれ を 使用した 場合で も， 結果と して EXEC の コール を 行った プログラムに 
制御が 渡されます. ただし， 1 と 2 の 方法 は 戻る ときの 終了 コード を 指定で きます. 戻る とき， 
割り込み ベクタ 22H, 23H, 24H (終了 アドレス， く CTRL-C〉 抜け出し アドレス， 致命的 エラ 

イクス 内に 保存され ていた 値に より 回復し ます. こうして つぎに 制御が 終了 アドレスに 渡され 
ます. COMMAND に 戻る プログラムの 制御 は COMMAND の 常駐 部に 渡され， パッチ 
ファイル を 処理 中の 場合 は， これ を統 行し ます. それ 以外の 場合， COMMAND によって 非常 
駐部 に対する チヱ ック サムが 行われ， 必要な 場合 再 ロードが 行われます. つぎに COMMAND 
は システム プロンプト を 出力し， キーボードからの つぎの 入力 を 待ちます. 
プログラムに 制御が 渡された とき， つぎの 条件が 成立し ます. 
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(1) すべての プログラムに 適用 

渡された 環境の セグメント アドレス は， プログラム セグメント プ レフ ィ クスの オフ セッ ト 

2CH に 入って います. 

この 環境と は， 以下の フォー マツ ト による一 連の ASCII ス ト リ ングス （合計が 32K 未満） の 
ことです， 

NAME = パラメータ 

各 ストリング は， 1 バイトの ゼロに よって 区切られ， ストリングス 全体 はさら に 1 パ イトの 
ゼロが 続く ことによって 終了し ます. その 最後の ゼロに 統く もの は， ASCIZ 文字列の プロ グラ 
ムに 1 組の ワード 数 を 渡す 引数 （初期 状態） です. もし， カレント ディレクトリ 中で ファイル 
が 見つかれば， ASCI2 文字列 は， EXEC システム コールと 同じように 実行可能な プログラムの 
ドライブ 名， パス 名 を 渡します. もし， 設定され た パスで， ファイルが 見つかれば， ファイル 
名 は パスの 情報と リンクされ たものに なります. プログラム は， この 領域 を プログラム 自身が 
ロード された 場所 を 知る のに 使われます. コマンド プロセッサ によって 作成され た 環境 （コ一 
ルを 行った すべての プログラムに 渡された） に は， 最低 （：01^5?£じ=ス ト リ ングが 入って いま 
す （COMSPEC の バラ メータ は， ディスク 上の C0MMAND.COM の 位 《 指定 を 行うた めに 
MS-DOS によって 使用され る パス を 定義し ます)， PATH および PROMPT コマンド もまた， 
MS-DOS の SET コマンド を 通して 入力され たす ベての 珮境ス ト リ ング と一 緒に 《 境の 中に 
入れられます. 

ユーザー プログラムに 渡された 環境 は， 実際に は コール を 行った 環境の コピーです. ユーザ 

一の 応用 プログラムで や プログラム を; &JB させた まま 終： r の 概念 を 使用して いる 場合， ユーザ 
一 プログラムに 渡された 珮 境の コピーが 静的で ある ことに 注意し なければ なりません， すな わ 

ち， つぎに SET, PATH または PROMPT コマンドが 入力され た 場合で も， この コビ 一は 変更 
されません. 逆に， 元の プロセス 環境で， アプリケーション による コピー された 環境の どんな 

変更 もで きません. たとえば， SET コマンド などで 設定され た MS-DOS の 環境 変数 を 変える 
こと はでき ません， 

プログラム セグメント ブ レフ ィ クス 内の オフ セッ ト 50H に MS-DOS ファンクション ディ 
スパッ チヤの コール を 行うた めの コードが 入って います. したがって， 指定したい ファン クシ 

ヨン 番号 を AH に 入れ， 割り込み タイプ 21H を かける ので はなく， PSP + 50H に対する long 
コールに よって MS-DOS ファンクション を 行う ことができます. これ は コールで あり， 割り込 
みで はない ので， この 位置に システム コール を 行うた めの 該当する すべての コード を 入れる こ 
とがで きます. これによ つて システムの コール を 行う 処理 を， 移植性の ある ものにします， 

ディスク 転送 アドレス （DTA) は， 80H に セット されます （プログラム セグメント プ レフ ィ 
クス 内の デフ オル ト DTA), 
ァロ 7 フム セグメントの 5CH および 6CH の ファイル コント 口一 ルブロ ッ クに は， コ マン ド 



355 



第 4 章 MS-DOS コントロール ブロックと ワーク エリア 



が 入力され たと き^の 2 つの パラメータが セッ ト されます. いずれ かの パラメータに パス 名 
が 入って いる^, 対応す る FCB に は 有効な ドライブ 番号の みが 入って おり， ファイル 名フィ 
一 ルド は 無効になります. 

81H の フォー マツ ト されて いない パラメータ エリアに は， コマンド 名に つづいて 入力され た 
すべての 文字が 入って おり （区切り 記号 も 含めて）， 80H に は 文字 数が セット されます. コ マン 
ド 行に く， >, または パラメータが 入力され た 場合， これら （および これと 閱 連した ファイル 
名） はこの パラメ一 タエ リアに 入れられません. 標準 入出力の は， アプリケーション プロ 

グラムが 意識す る 心 要はない からです. 

オフセット 6(1 ワード） に は， セグメント 内の 使用可能な バイト 数が 入って います. 

AX レジスタに は， 先頭の 2 つの パラメータ 中の ドライブ 名が 妥当 かどう か を 表す 情報が 返 
されます. 

AL=FFH 第 1 の パラメータに， 無効な ドライブ 名が 入って いる 場合 （他 は， AL = 00) 
AH = FFH 第 2 の パラメータに， 無効な ドライブ 名が 入って いる 場合 (他 は， AH-00) 

オフセット 2 (1 ワード） に は， 利用で きない メモリの パイ トを 示す セグメント ァ ドレ 
スが 入って います. プログラム は， アロケート メモリ システム コール （48H) が 行われる まで， 
この ァ ドレス を 変更して はいけ ません. 

(2) .EXE プログラムに 適用 

DS, ES レジスタ は， プログラム セグメント プレフィクス を 示す ように セット されます. 
CS， IP, SS, SP レジスタ は， リンカに よって 渡された 値に セット されます. _ 

(3) .COM プログラムに 適用 

4 つの セグメ ン ト レジスタに， プログラム セグメ ン トブ レフ ィ タスの コント ロール ブロ ッ ク 
セグメント アドレスが 入って います. 
すべての ユーザ— メモリが， プログラムに 割り当てられます. ある プログラムが EXEC ファ 

ン クシ ョ ン コールに よって 他の プログラムの コール を 行う 場合， 第 2 の プログラムの ための ス 
ペース を 用意す る 目的で， セット ブロック （ファンクション 4AH, コード 00H) ファンク ショ 
ン コール を 通して， 最初に いく ら かの メモリ を 解放し なければ なりません. 

命令 ポインタ （IP) は， 100H に セット されます. 

SP レジスタ は， プログラム セグメントの 終わりに セッ 卜されます. オフ セッ ト 6 にある セグ 
メ ントの 大きさ は， この 大きさの スタック を 可能に する ために 100H だけ 縮小され ます. 

ゼロの 入った 1 ワードが， この スタックの トツプに 入れられます. これ はュ一 ザ一 プロ グラ 
ムが， RET によって COMMAND に 戻る ための ものです. ただし そのために， ユーザー プ ログ 
ラムが スタックと コード セグメント を 管理す る こと を 前提と しています. 
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ットは 16 進） は， 以下の ように フォーマット さ 



れ ています. 



o 



INT 20H 



8 



alloc. ブロック 



リザーブ 



MS-DOS «Wg を ロング コールす るた め 

の 5 バイ ト （オフ セッ ト アドレス )® 



MS- DOS を ロング コールす る 
ための セグメント アドレス 



終了 アドレス （IP,CS) 



10 



<CTRL - C> の 抜け出 



く CTRL-C> の 抜け出 
し アドレス (CS) 



ハード エラーに よる 抜け出し アドレス 

(IP, CS) 



16 H〜5 BH 

リザーブ （MS-DOS が 使用） 




5CH 


パラメ 一 


タ 1 


(通常 は オープンされ ていない FCB) 


6CH 


パラメ 一 


タ 2 


f 通常 は オープンされ ていない FCB,5CH の FCB \ 


1 が オープン されて いると， オーバーライト される j 




パラメ 一 


タ 3 


(通常 は DTA) 

初期化 された コマンド インポ ケーシ ヨン ライン 



80 



注意： 

® 使用可能な メモリ 中の 最初の セグメント は， セグメント （パラグラフ） の フォーマットで 

表します （たとえば， 1000H は 64K を 表します.） 
② オフセット 6 にある 1 ワードに は， セグメント 内で 使用可能な バイト 数が 入って います. 
オフ セッ ト 2CH にある 1 ワードに は， 環境の セグメント アドレスが 入って います • 



PSP の オフ セッ ト 5CH 未満の 部分 は， プログラム によって 変更し ないで ください. 
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リンカ ユーティリティ （Microsoft LINK) によって 生成され た EXE 形式の ファイル は， つ 
ぎの 2 つの 部分に よって 構成され ています. 

® リ ロケ一 シ ヨンと コント ロール 情報 

(D 口一 ド モジュール 

コントロール 情報， リロ ゲート （再 配 匿) 情報 は， ファイルの 先頭の * ヘッダ * と 呼ぶ 領域に 入 

つてい ます. ロード モジュール は ヘッダの すぐ 後に 位置し ます. ロード モジュール は， バ ラグ 
ラフの 境界から 開始し， リンカに よって 生成され る モジュールの メモリ イメージの ことです. 



ヘッダ は， 以下のような フォーマット をして います 



オフセット (161) 
00〜01 



4DH, 5AH — フ ァ ィ ルが 有効な EXE 形式の フ アイ ル であ る こと を 示す 
ため LINK プログラム によって 付けられた マークです. 



02-03 



最後の ページに 入って いる パイ ト数. オーバーレイ による 銃み 込みに お 用 
です. 



04-05 



512 バイト （ページ） 単位の， ファイルの 大きさ. （ヘッダ も 含む) 



06〜07 



リ ロケーション テーブルの 項目 数. この 表 は ヘッダの 直後に 置かれます. 



08-09 




0A〜0B 



ロード された プログラムの 後に 必要と される 16 パイ ト パラグラフの 最小 
& vminalloc). 



0C〜0D 



ロードされ た プログラムの 後に 必要と される 16 パイ トバラ グラフの 最大 
数 （maxalloc). minalloc と maxalloc が兩 方と も ゼロのと き は， プ ログ 
ラム は できるだけ 上位に ロード されます— 
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OE〜OF ロード モジュール 内の スタック セグメ ントの オフセット （セグメントの フ 

オーム） 

10〜11 モジュールに 制御が 渡された とき， SP レジスタに 返される 値 

12〜13 ワード チェックサム 一 オーバ フロー を 無視した， ファイル 内の 全 ワード 

の ネガティブ サム 

14〜15 モジュールに 制御が 渡された とき， IP レジスタに 返される 値. 

16〜17 ロード モジュール 内の コード セグメントの オフ セッ ト （セグメントの フォ 

—ム） 

18〜19 ファイル 内の 麵のリ ロケーション 項目の オフ セッ ト 氣 • 

1A〜1B オーバ一 レイ 番号 （プログラムの 常駐 部分 は 0) 

上記の 項目の 後に， リ ロケーション テーブルが 置かれます. この テーブル は， 変数の リ ロケ 
ーシ ヨン 項目に よって 構成され ています. 項目 数 は， オフ セッ ト 06〜07 に 入って います. リロ 
ケーシ ヨン 項目に は 2 つの フィールド， 2 バイ トの オフ セッ ト 値と 2 パイ トのセ グメン ト 値が 
入って います. これらの 2 つの フィールドに は， モジュールに 制御が 渡される 前に 修正 を 必要 
とする， ワードの ロード モジュール 中の オフセットが 入って います. この プロセス は， リ ロケ 

—シ ヨン ほ Ll(tt) と 呼ばれ， つぎのように 処理され ます. 

1. ヘッダの フォー マツ トが 行われて いる 部分が メモリ 中に 统み 込まれます. ヘッダの 大きさ 

は， 1BH です. 

2. メモリの一 部が ロード モジュール サイズと アロケーション ュニッ ト数 (0A〜0B, 0C-0D) 
によって アロケート されます. まず MS-DOS は パラグラフ FFFFH を アロケートす るよう 
に 試みます. これ は 常に エラーと なります が， 結果と して， 最大 フリー ブロック 数が 返され 
ます. もし この ブロック 数が minalloc と ロード サイズよりも 小さい 場合 は， ノ一 メモリ エラ 
一となります. また， もし この ブロック 数が maxalloc と ロード サイズよりも 大きいならば, 
MS- DOS は アロケート を 行います (maxalloc+ ロード サイズ). さもなければ， MS-DOS は 
メモリの * 大フリ 一ブロックに アロケート を 行います. 

3. プログラム セグメント プレフィクスが， アロケート された メモリの 最低 位に 作られます. 

4. ロード モジュールの 大きさ は， ファイルの 大きさ （オフセット 04H〜05H) から ヘッダの 
大きさ （08H〜09H) を 引く ことによって 決定され ます. 実際の 大きさ は オフセット 02〜03 
の 内容に 基づき， 調整が 行われます. Microsoft LINK の high/low スィ ツチの セッ ティ ング 
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に 《 づき， ロード モジュール を ロードす るた めの 該当する セグメントが 決定され ます. この 
セグメント は， スタート （開始） セグメントと 呼ばれます. 

5. ロード モジュールが， スタート セグメントから メモリへ ロード されます. 

6. リ ロケーション テーブル 項目 は， ワーク エリアに 読み込まれます • 

7. 各リ ロケーション テーブル 項目の セグメント 値が ，スタート セグメント 値に 加算され ます， 
この 計算され た セグメ ン トはリ ロケーション 項目 オフ セッ ト値 と共に， ロード モジュール 内 
の ワード を 示します. 演算 結果 は， ロード モジュール 内の ワードに 返されます. 

8- いったん すべての リ ロケーション 項目が 処理され ると， SS, SP レジスタ は， ヘッダ 内の 値 
により セッ 卜され， スタート セグメント 《 が SS に 加算され ます. ES, DS レジスタ は， プロ 
グラム セグメント ブ レフ ィ クス 内の セグメ ント アドレスに セット されます. スタート セグメ 
ン ト 値が， ヘッダ CS レジスタの 値に 加算され， この iKW 結 * は ヘッダ IP 値と 共に， CS ： IP 
の 初期 侦と して この モジュールに 制御 を 渡す ために 使用され ます， 
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第 6 



インテル オブジェクト モジュール フォーマット 



6.1 イントロダクション 

と 呼びます） のリ ロケータ ブル （再配置 可能） な オブジェクト 言語 を 定義す る オブジェクト レ 

コードの フォーマット について 解説し ます. 8086 ォブ ジヱク ト 言語 は， 8086 を ターゲット プロ 
セッサ とし， マイクロ ソフト LINK で リンク （連結） 可能な， すべての 言語 トランスレータの 
出力 を 指します （本章の 解説で は， アセンブラ， コンパイラ を 総称し， トランスレータと 呼び 
ます〉. 8086 才 ブジェク ト 3 語はリ ンカゃ ライブラリ マネージャ 等の オブジェ ク 卜^ 語 ブロセ 
ッサの 入力で あると 同時に 出力で もあります. 

8086 オブジェ ク トモ ジュールの フォー マツ トを 使う と 相互に 連結 可能で あるよう なリ ロケ 
ータ ブル （再配置 可能） な メモリ イメージ を 指定す る ことができます. この フォーマット は， 

つぎの 表 は， マイクロ ソフト 社が 採用して いる レコード フォーマットの 一覧です. この レコ 
—ド フォーマットに ついては 本章 中で 説明して おります. 表 中で， 前に アスタリスク （*) マ 
—ク がつ けられた レコード フォー マツ トは， インテル 仕様に 準じた ものである こと を 示します. 



ィ ン テルオ ブジェク トモ ジュール フォー マツ ト 



表 6.1 オブジェ ク トモ ジュールの レコード フォー マツ ト 



T- モジュール ヘッダ レコ 
ネ一 ムリス トレ コード - 

* セグメント 定義 レコード 
* グループ 定義 レコード 
* タイプ 定義 レコード 



シンボル 定義 レコード 

* パブ リ ック名 定義 レコード 
* エクスターナル 名 定義 レコ 

* 行 番号 レコード 



ード 



ード 



データ レコード 



—'—タレ コード （緣り 返し 参照され ない） 
論理 データ レコード （維り 返し 参照され る） 

FIXUP レコード 
* モジ ユー/レエ ンド レコード 

コメント レコード 



6.2 用語の 定義 

8086 の 再 配 K と リ ンクの 基礎と なる 用語 を， 以下に 示します. 
OMF 

才 ブジェク トモ ジュール フォー マツ ト （Object Module Format). 
MAS 

メモ リア ドレス 空間 （Memory Address Space) . 
8086MAS は 1M (メ ガ ： 1048576) バイ ト です. 

この MAS は， 実 メモリ （MAS の一 部分になる） と は 区別され る ことに 注意して ください 

MODULE (モジュール） 

トランスレータ によって 生成した ォブ ジヱク トコ— ドと， 他の 情報の 分割 不可能な 集合 
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6-2 用語の 定義 



T-MODULE (T- モジュール） 

PASCAL や FORTRAN のように コンパイラ/アセンブラ が 生成 し た モ ジュ一 ル 

オブジェ ク トモ ジュール はつぎの 制限 を 受けます. ：. 

1. 各 モジュールに は 名前が つけられます. トランスレータ は T- モジュールに 名前 を 与え ま 
すが， ソースコード も 使用者 も 他の 名前 を 指定し ない 時， デフォルト 名 (通常 ファイル 名, 
または 空名 称） が 使われます. 

2. シン ボリ ック デバッガが 各種の 行 番号 や 口一 カルな シンボル を 読み 分ける こ とがで きる よ 

うに， リ ンク された モジュールの 集合体の 中の 各 T -モジュール は それぞれ 別の 名前が つ 
けられます. このような 制限 は リンカが 要求す る もので はなく， また 強制す る もので も あ 
りません， 

FRAME (フレーム） ， 
パラグラフ 境界 （16 の 整数 倍の アドレス） で 始まる， MAS で 64K の 連 絞 域. 8086 の 4 つの 

セグメント レジスタの 内容が 4 つの （畫 なり あっても 良い） フレーム を 定義す るた めに このよ 

うな 8086 コードの 16 ビッ ト アドレス では， その 時点での 4 つの フレーム 以外の メモリ ロケ一 
シ ヨン を アクセス する こと はでき ません. 

LSEG (論理 セグメント） 

中の サイズお よび ロケーション を コンパイル 時に 決定す る 必要はありません. リンク 時に 
LSEG は 他の LSEG と 結合して 1 つの LSEG を 形成 します ので， サイ ズは， 各 LSEG 内で 部分 
的に 固定され ている けれども 最終的な ものでありません. LSEG は， フレーム 内に 収まらな け 
れ ばなら ない ので， サイズ は 64K パイ ト 以内です. LSEG のどの 領域 も， その LSEG を 含む フ 
レームの ベースから 16 ビット オフ セッ ト だけで アドレス 指定す る ことができます. 

PSEG (物理 セグメント） 

この 語 は フレームと 同 一です. 「PSEGJ と 「LSEGJ は 注目して いる セグメ ントの 「物理的 丄 

「論理的」 の 区別 を 表して いるので, 場合によって はこの 語が 逸んで 使われる こと もあります. 

FRAME NUMBER (フレーム 番号） 

各 フレーム は パラグラフ 境界から 始まります. MAS の 「パラグラフ」 は 0 から 65535 までの 
番号 をつ ける ことができます. この 番号 は それぞれ フレーム を 定義す るので フレーム 番号と 呼 
ばれます. 
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第 6 章 ィ ン テルオ ブジェク トモ ジュール フ才一 マツ ト 



PARAGRAPH NUMBER (パラグラフ 番号） 

フレーム 番号と 同一です. 

PSEG NUMBER (PSEG 番号） 

フレーム 番号と 同一です. 

GROUP (グループ） 

翻訳 （コンパイル ノア セン ブル） 中に 決まる LSEG の 集合の こと. その 集合の MAS 中に お 
ける 最終的な 位 《 について は， その 集合 中の 各 LSEG を カバーで きる フレームが 少なくとも 1 
つ は 存在し なくて はならない という 制約 を 受けて います. 

「Gr A (X, Y， Z)J は LSEG である X, Y, Z が A という 名前の グループ を 形成す る こ 
と を 示して います， X, Y, Z が 同じ グループに 含まれる LSEG であると いう 事実 は， MAS 中 
の X, Y, Z の 順番 や， X, Y, Z 間の 連続 性 を 表す ものではありません. 

現在， マイクロ ソフト LINK では LSEG を 複数の グループに 厲 させる こと はでき ません. リ 
ンカは 複数の グループへの LSEG の 位 H づけ を 無視し ます. 

CANONIC (正規） 

MAS 中の ロケーション （アドレス） に 注目して 見る と， それ を 含む フレーム は 4096 通り 考 
える ことができます， 

この 4096 通りの フレームの 中の フレーム 番号の 最大の もの だけ を 区別し, 特別に その ロケ一 
シ ヨンの 正規 フレームと 呼びます （ある パ イトの 正規 フレームと は， その フレームからの バイ 
ト オフ セッ 卜が 0 〜はの 範囲に 入る ように 選択され た フレーム という ことができます). したが 
つて FOO が メモリ ロケーション を 定義した シンボル である 時には， 「FOO の 正規 フレーム」 と 
いうよう に 使う ことができます. 

拡張すると （S を 何 か メモリ ロケーションの 集合と したと き）， S の 中の ロケーション につい 
ての 正規 フレームの 集合 中で 最下位の フレーム 番号 を 持つ フレーム は， ただ 1 つ 存在し ます. 

この 特定の フレーム を 集合 S の 正規 フレームと 呼びます. よって， LSEG の 正規 フレーム とか， 
LSEG の グループの 正規 フレームと か 呼ぶ ことができます. 

SEGMENT NAME (セグメント 名） • 

LSEG は 翻訳 （コンパイル/アセンブル） 時に， セグメント 名 を 割り当てられます. この 名前 
の 割り当て は， つぎの 目的で 行われます. 

1. リ ンク 時に どの LSEG が 他の LSEG と 連結され るの か を 決める 役割 を 果たします • 

2. グループ を 指定す るた めに， アセンブラ リ ソースコード 中で 使用され ます. 

CLASS NAME (クラス 名） 

LSEG に は， 翻訳 時に， オプションで クラス 名 を 割り当てる ことができます. 同じ クラス 名 
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6.4 セグメント 定義 

を 持つ 2 つの LSEG は 同一 クラスに 厲 している ことになります. 
マイクロ ソフト LINK はつぎの 意味で 名前 を クラス 付けし ます. 「CODEJ という クラス 名 

や， 語尾に 「CODEJ を 含む クラス 名 は， その クラスが コードの み を 含んで おり， 読み出す こと 

しかで きない こと を 意味し ます. そのような セグメント である 場合に は， オーバーレイの— 部 
として， その セグメント を 含む モジュール を 指定 すれば， オーバ一 レイす る 

こ と 力 J でさ 实 す， 

OVERLAY NAME (オーバーレイ 名） 

LSEG に は， オプション として オーバーレイ 名 を 割り当てる ことができます. マイク ロソフ 
ト LINK (V2.40 以降） は LSEG オーバーレイ 名 を 無視し ますが， インテルの 再配置 （reloca- 
tion) と 連結 （リンク： linkage) の ツールで はこれ を 使用す る ことができます. 

COMPLETE NAME (コンプリート 名） 

LSEG の コンプリート 名 は セグメント 名， クラス 名， オーバーレイ 名で 構成され ます. 別々 
の モジュール 中の LSEG は， その コンプリート 名が 同一 であれば リンク （速 結〉 されます. 

6.3 モジュールの 一致と 属性 

モジュールの ヘッダ レコード は， モジュール 中で 常に 最初の レコード となり， これ は モジュ 
一 ル名を 与えます. 

名前に 加えて， モジュール は， 指定され た 開始 アドレス を 有する ものと 同様に， 主 プロ グラ 
ム としての 厲性を もつ ことができます. 複数の モジュール を 連結す る 時 は， 主 プログラムの 厲 
性 を 持つ モジュール を 1 つ だけ 与えます. 

これ は， モジュール は 主 （プログラム） となる 場合と， ならない 場合が あり， また 開始 アド 
レス を 持つ 場合と 持たない 場合, が ある こと を 示します. 

6.4 セグメント 定義 

モジュール は， トランスレータ によって 生成され る レコードの 並びによ つて 定義され るォブ 
ジ ェクト コードの 集まりで あると いえます. オブジェクト コード は， 翻訳 （コンパイル/ ァ セン 
ブル） 時に 内容 を 決定され る メモリの 連 統域を 表現して います. この 領域 を 論理 セグメント 

(LSEG) と 呼びます. 

モジュール は， 各 LSEG の 厲性を 定義し ます. セグメント 定義 レコード （SEGDEF) はすべ 
ての LSEG 情報 （名前， レコ一 ド長， メモリ 配置 等） を 維持す る 媒体です. 複数の LSEG がリ 

ンク されて いて， セグメント アドレス 可能性 （6.5 の * セグメント アドレッシング なを 参照して 

ください) が 確立され ている 時 は， LSEG 情報が 必要になります. SEGDEF レコード は， 最初 
の ヘッダ レコードの 後に 置かれなければ なりません 
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第 インテル オブジェクト モジュール フォーマット 



6.5 セグメント アドレッシング 

8086 アドレス 指定の 機構 は， 64K バイ 卜の メモリ 領域 （フレームと 呼ばれる） を アド レツ シ 
ング する ための セグメント ペース レジスタ を 用意して います. これらに は 1 つの コード セグメ 
ント ベース レジスタ （CS) と 2 つの データ セグメント ペース レジスタ （DS, ES), 1 つの スタ 
ック セグメント ペース レジスタ （SS) があります. 

メモリ イメージ を 作り上げる LSEG の 数の 最大値 は 使用可能な ペース レジスタの 数 を はる 
かに 上 まわります. よって ペース レジスタ は その 度に ロード してやる 必要が あります. たとえ 
ば 小さな データ LSEG や， レコード LSEG がた く さん 集まって 作られた モジュール プロ グラ 
ムの 場合です， 

ベース レジスタ を その 度に ロードす るの は あまり 望ましくな いため， 1 つの メモリ フレーム 
に 納まる 単一 ユニットに， 多くの 小さい LSEG を 集め， 同じ ペース レジスタ 値 を 使用して すべ 

ユニット は グループ といい， 6.2 の * 用語の 定 «T で 定義され ています. 

グループ 中の ォブ ジヱク 卜の アドレッシングの 可能性 を 確立す るた めに は， グループ はモジ 
ユール 中で 明確に 定義され ていなくて はなり ません. グループ 定義 レコード （GRPDEF) は， 

セグメント 名 や， 「シンボル FOO を 定義す る セグメント J または 「ROM という クラス 名 を 持つ 
セグメント」 のよう な) S 性な どに よる， 構成 セグメントの リス トを 与えます. 

モジュール 中の GRPDEF レコー ドは， すべての SEGDEF レコードの 後に H かれな く て は 
なり ません が， これ は グループ を 定義す るのに GRPDEF レコードが SEGDEF レコード を 参 
照す るからで す. また， GRPDEF レコード は， リンカが 最初に 処理し なくて はならない ため， 
他の すべての レコード （ヘッダ レコード を 除く） より 先に 置かれなければ なりません. 

6.6 シンボル 定義 

マイクロ ソフト LINK に は シンボル 定義 レコードの クラスになる， 3 種類の レコード を 採用 
しています. そのうち 2 つ は 重要で， それら は パブリック 名 定義 レコード （PUBDEF) とェ 
ク スター ナル名 定義 レコード （EXTDEF) です. これら は グロ一 パルに 参照 可能な プロ シ一 

ジャと データ 項目 を 定義し, 外部 参照 を 解決す るのに 使われます. さらに TYPDEF レコード は 
関する マイクロ ソフト 表現 法 * を 参照して ください. * 
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6.8 フィックス アップの ための フレームの 概念 



6.7 インデックス 

「インデックス」 フィールド は 本書 中 あらゆる 所に 出て きます. インデックス は 数値の 項目 
の 集合 中から 特定の もの を 選択す る 整数です. たとえば， 名前 インデックス， グループ イン デ 

ッ クス， エクスターナル インデックス， 型 インデックス などが あります. 

インデックス は 通常 正の 数です. インデックス 値の o は 予約され ており， インデックスの 型 

によって 特別な 意味 を 持たせる こと も あり ます. （つまり， セグメ ン トイ ンデッ クスが 0 の 時 は 
「名前な し」 の擬 セグメント である こと を 示し， また 型 インデックスが 0 の 時 は， 「型な し」 の 

セグメントで， 「指定な し」 と は 区別され る こと を 示す 等です.） 

一般的に， インデックス は 値が 非常に 大きい ことまで を 想定して います （つまり， 255 を はる 
かに 超える こと）. にもかかわらず， オブジェ ク ト ファイルの 多く は， 50 や 100 を 超える イン デ 
ックス を 含みません. したがって， 必要に応じて 1〜2 パイ トでィ ンデッ クスは コード 化され ま 

す. 

第 1 バイト （おそらく はこれ のみ） の 高位 （最も 左の） ビット は インデックスが 1 バイト を 
占める か 2 バイ トを 占める か を 決定し ます. その ビッ 卜が 0 である 場合 は インデックス は 0 
〜127 になり， 1 バイト を 占めます. その ビットが 1 の 場合 は， インデックス は 0〜32767 の 値 
をと り， 2 つの パイ トは， 下位 8 ビッ トが第 2 パイ ト， 上位 7 ビッ トが第 1 バイ ト となります. 

6.8 フ ィ ックス アップの ための フ レームの 概念 

「フィックス アップ」 は オブジェクト コードに 与える ある 変更で あり， これ は トランス レー 
タ によって 要求され， リンカに よって 実行され， アドレスの 結合 を 達成し ます. 

注意： 

前述の 「フィックス アップ」 の 定義 は 正確に は リンカの 側からの 視点 を 表します. にも かか 
わらず， リンカ はこの 定義に 合わない オブジェクト コードの 変更 (すなわち， 「フィックス アツ 
プ J) を 行う のに 使われる こと もあります. たとえば （オブジェクト） コード を ハードウェア 浮 
動 小数点， または ソフト ゥヱァ 浮動小数点 サブルーチンに 連結す る こと は オペレーション コー 
ド への 変更になります （この 時 オペレーション コード は アドレス として 取り扱われ ている 必要 
があります). 前 出の 「フィックス アップ」 の定 « は オブジェクト コードの 変更 を 禁じる もので 
も 軽んじる もので もありません， 

8086 の ト ランス レー タ はつぎの 4 つの データ を 与える ことによ りフィ ックス アップ を 指定 
します. • 
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1. フィックス アップす る， ロケーションの 場所と 型 

2. 2 つ ある フィックス アップ. MODE (モード） のうちの どちら か. 

3- タ一 ゲッ ト. ロケーションが 参照し なくて はならない メモリ アドレス. 
4. 参照 をした 文脈 を 定義す る フレーム. 

LOCATION (ロケーション） 

ロケーションに は 5 種類あります 力、 それ は ポインタ， ベース， オフセット， HIBYTE (高 
位 バイ ト）， LOWBYTE (低位 パイ ト） です. 

つぎの 図 6.1 の 縱のァ ライ メント は 4 つの 点 を 示します （8086 メモリの 1 ワード 中の 商位パ 
ィ 卜と は S6 位の ァ ドレス を 持つ バイ ト である ことに 注意して ください）. 

1. ベース は ポインタ 中の 高位 ワードです （リンカ は ポインタの 低位 ワードが 存在す るか 否 
かに は 関 与しません). 

2. オフセット は ポインタの 低位 ワードです （また， リンカ は 高位 ワードが 統くか 否かに は 
関与し ません)， 

3. HIBYTE は オフ セッ トの 高位 側の 半分です （リ ンカ は， 低位 側の 半分が 前に あつたか 否 
かに は 関与し ません). 

4- LOBYTE は オフセットの 低位 側の 半分です （リンカ は 高位 側の 半分が 存在す るか 否か 
に は 関与し ません). 
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図 6.1 ロケーションの タ イブ 

ロケーション は 2 つの データに よって 指定され ます. （1) ロケーションの 型と （2) ロケ 一 
シ ョ ンの埸 所です. （ 1 ) は フィックス アップ レコード 中の LOCAT フ ィ ール ドの LOC サブ フ 
ィー ルドに よって 指定し ます. （2) は フィックス アップ レコード 中の LOCAT フィールドの 
DATA RECORD OFFSET サブ フィールドで 指定し ます. 



MODE 



と 「セグメント 
リラ ティブ （セグメント 相対)」 を サポート します. 

自己 相対 フィックス アップ は CALL, JUMP, SHORT-JUMP 命令に 使う 8 ビットと 16 ビ 
ット オフ セッ トをサ ポー 卜します. セ グメン ト 相対 フィ ックス アップ は， 他の すべての 8086 ァ 
ドレッシング モード を サポート します. 



TARGET 

ターゲット は MAS 中の 参照され る ロケーションです (正確に いう と， タ 一ゲッ トは 参照され 
るォ ブジェク 卜の 最下位 パイ 卜です). タ 一ゲッ トは， つぎの 8 つの 方法のう ちの 1 つで 指定 さ 
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れ ます. そのうち 4 つ は 「基本的」 な 方法で あり， 他の 4 つ は 「二次的」 な 方法です. ター ゲ 
ッ 卜 を 指定す る 基本的な 方法で は， インデックス， または フレーム 番号 X と 変位 D の 2 種類の 
データ を 使用し ます. 

TO X は セグメント インデックスです. ターゲット は インデックス によって 識別され る 

LSEG の D 番目の パイ 卜です. 
Tl X は グループ インデックスです. ターゲット は インデックス によって 識別され る 

LSEG の D 番目の パイ ト です. 
T2 X は エクスターナル インデックスです. ターゲット は， インデックス によって 識別 

される エクスターナル 名に よって （結果 的に） アドレスが 与える パイ トの 後の D 番 

目の パイ 卜です. 

T3 X は フレーム 番号です. フレーム 番号に よって 識別され る フレーム 中の D 番目の パ 
イトです （つまり ターゲットの アドレス は （X * 16) +D のようになります）. 

ター ゲッ トを 指定す る 「2 次 的」 方法 は どちらも データ 項目 は 1 つし かとり ません. ィ ンデッ 

クス， または フレーム 番号 （インデックス， または フレーム 番号 X) です， 暗黙のう ちに 変位 
は 0 であると 仮定し ます. 

T4 X は セグメント インデックスです. ターゲット は インデックス により 識別され る 

LSEG の 0 番目 （最初の） パイ 卜です. 
T5 X は グループ インデックスです. ターゲット は， MAS 中で 結果 的に 最下位に 位 B づ 

けされる 指定 グループ 中の LSEG の 0 番目 （最初の） バイ ト です. 
T6 X が エクスターナル インデックスです • ターゲット は インデックス によって 識別 さ 

れる エクスターナル 名の アドレス となる バイ 卜です • 

T7 X は フレーム 番号です. ターゲット は 20 ビット アドレス 力 J(X*16) となる バイト 
です. 



注意 ： 



マイクロ ソフト LINK では 前述のう ち T3 と T7 の 方法 は 使えません 



タ一 ゲッ トを 記述す る 時 はつぎの ような 表記法 を 用います. 



TARGET ： SI (く セグメント 名〉）， く 変位〉 



[TO] 

[Tl] 
[T2] 

[T4] 



TARGET ： GI (く グループ 名〉）， く 変位〉 
TARGET ： EI (く シンボル 名〉）， く 変位〉 
TARGET ： SI (く セグメント 名〉） 



TARGET ： GI (く グループ 名〉） - 
TARGET ： EI (ぐ ンン ポル 名〉） 



[T5] 

[T6] - 
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， 



れらの 表記の 例 をつ ぎに 示します. 



TARGET ： SI (CODE), 1024 

セグメント 「CODE」 中の 1025 番目の パイ ト. 
TARGET ： Gl (DATAAREA) 

MAS 中の 「DATAAREAJ という 名前の グループの ロケーション 
TARGET ： El (SIN) 

外部 サブルーチン 「sinj の アドレス 

TARGET ： El (PAYSCHEDULE), 24 

rPAYSCHEDULEJ という 名称の 外部 データ 構造の つぎの， 24 番目の パイ ト 

FRAME (フレーム） 

各 8086 メモリ 参照 はいずれ かの フレームに 含まれる ロケーションに 向けられます. また フレ 

かつ 使用可能な メモリ 参照 を 行うた めに は， 何が ターゲット であり， 参照すべき フレームが ど 
こに あるか を 与えなくて はなり ません • このように， 各 フィックス アップ はしかるべき フレー 
ムを， 6 とおりの 方法のう ちの 1 つに よって 指定し ます. 方法に よって は 前述の ように， ィ ンデ 

ッ クス， または フレーム 番号 中の データ X を 使う ものが あります • これ 以外 は データ を 必要と 
しません， 

フレーム を 指定す る 6 つの 方法 をつ ぎに 示します. 



F0 



F1 



X は セグメント ィ ンデ ックス です. フレーム はィ ンデ ックス によって 定義され る 
LSEG の 正規 フレームです， 

X は グループ ィ ンデッ タスです. フレーム は グループ によって 定義され る 正規 フレ 
ーム です. （つまり グループ 中で 最終的に MAS 中で «下 位に 位置づけ された LSEG 
によって 定義され る 正規 フレーム）. 

X は エクスターナル ィ ンデ ックス です • フレーム は エクスターナル 名の パブ リ ック 
定義が なされる と 決定され ます. この 時 3 つに^ わけ をす る ことができます， 
F2a シンボル を ある LSEG に 相対的に 定義し， 相互に 関連す る グループがない 

場合. LSEG の iES フレームが 指定され ます. 
F2b シンボル は LSEG を 参照す る ことなしに 絶対的に 定義され， 相互に 関連す 
る グループがない 場合. フレーム は， シンボル を 定義す る PUBDEF フィ一 
ルドの サブ フィールド である フレーム 番号に よって 指定され ます， 
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F2c シンボルの 定義 方法に 無関係で, 相互に 関連す る グループが 存在す る 場合. 
グループの 正規 フレーム によって 指定され ます. グループ は， PUBDEF の 

サブ フィールド である グループ ィ ンデ ックス によって 指定され ます. 
F3 X は フレーム 番号です. これ は 明確に フレーム を 指定し ます. 
F4 X がない^. フレーム は ロケーション を 含む LSEG の 正規 フレームです. 
F5 X がない 場合. フレーム は ターゲット によって 決定され ますが， 4 つの 場合に 分けら 
れ ます. 

F5a ターゲットが セグメント インデックス を 指定す る 場合. この場合， フレー 

ムは （F0) と 同様に 決定され ます. 
F5b ターゲットが グループ インデックス を 指定す る 場合， この場合， フレーム 

は (F1) と 同様に 決定され ます. 
F5c ターゲットが エクスターナル インデックス を 指定す る 場合. この場合， フ 

レーム は （F2) と 同様に 決定され ます. 
F5d ターゲットが 明示 フレーム 番号 を 指定す る 場合. この場合， フレーム は 

(F3) と 同様に 決定され ます. 

注 息： 

マイクロ ソフト LINK では フレーム 指定 法のう ち F2b, F3, F5d は 使えません. 
フレーム を 記述す る 時 もタ一 ゲッ トの 記述と 同様に 行います. 



FRAME 


:SI (く セグメント 名〉） 


〔F0〕 


FRAME 


： GI (く グループ 名〉） 


〔F1〕 


FRAME 


： EI (く シン ポル 名〉） 


(F2〕 


FRAME 


： LOCATION 


, [F4〕 


FRAME 


： TARGET 


(F5〕 


FRAME 


： NONE 


[F6〕 



8086 メモリ 参照で は， 自己 相対 参照に よって 指定され る フレーム は 通常 ロケーション を 含む 
LSEG の 正規 フレーム であり， セグメント 相対 参照に よって 指定され る フレーム はタ一 ゲッ ト 
を 含む LSEG の 正規 フ レームです. 

6.9 セルフ リラ ティブ フィ ックス アップ 

セルフ リラ ティブ （自己 相対） フィックス アップ はつぎの ように 動作し ます. 

メモリ アドレス は ロケーション によって 暗然の 内に 定義され ます. つまり， ロケーションに 
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続く バイ トの アドレス により 定義され ます （自己 相対 参照 時に， 8086 の IP (インス トラ クシ ョ 

ンポィ ンタ） は 参照に 続く パイ ト を ボイ ン ト している からです). 

8086 の 自己 相対 参照の 際， ロケーション， または タ 一ゲッ 卜が 指定 フレームの 外に ある 場合， 

リンカ は 警告 を 出します. その他の^, ロケーションが 暗黙に 定義す る アドレスに 加えられ， 

一義の 16 ビッ ト 変位が 存在し ます. フレーム 中の ター ゲッ トの 相対 位置 を 与える ことにな り ま 

す. . 
ロケ一 ショ ンがォ フ セット の 驗, 変位 は ロケ ーショ ン に加え られ， 65536 で 割った 余 り が 取 

られ ます. この場合， エラ一 発生に はなり ません. 

ロケーションが LOYTE の;^ は， 変位 は— 128〜127 の 範囲で なければ なりません. それ 以 

外の 場合 はリ ン 力が 警告 を 発します. 変位 は ロケーションに 加えられ， 255 で 割った 余りが 取ら 

れ ます. 

ロケーションが ペース， ポインタ， または HIBYTE である 場合， トランスレータ 中で 何が 行 
われる のかが， 明確に * されて なく， リンカの 行う 動作 も 定義され ていません. 

セ グメン ト 相対 フィ ックス アップの 動作 はつぎの ように 行われます. 負で ない 16 ビッ ト数， 
FBVAL は， フィックス アップが 指定す る フレームの フレーム 番号と して 定義され ます. さら 
に 符号 付き 20 ビッ ト数， FOVAL は フレームの ペースから ター ゲッ ト までの 距離と して 定義 さ 
れ ます. この 符号 付きの 20 ビット 数が 0 より 小さい か， または 65535 より 大きい 時， リンカ は 
エラ一 を 表示し ます. それ 以外の 場合 は， FBVAL, FOVAL はつぎの ように ロケーション をフ 
ィ ックス アップす るのに 使われます. 

1. ロケーションが ポインタ である 場合， FBVAL は （MOD 65536 ： MOD は 剰余 計算） で， 
ポインタの 高位 ワードに 加えられ， FOVAL は （MOD 65536) で， ポインタの 低位 ヮ 

—ドに 力 n えられます. ヽ' 

2. ロケーションが ベースの 場合， FBVAL は （MOD 65536 で） BASE に 加えられ ますが， 
FOVAL は 無視され ます. 

3. ロケーションが オフセット である 場合， FOVAL は （MOD 65536) で オフセットに 加 
えます が， FBVAL は 無視され ます. 

4. ロケーションが HIBYTE の 場合， （FOVAL/256) は （MOD 256 で） HIBYTE に加え 
られ ますが FBVAL は 無視され ます. （前述の 除算 は 「整数 除算」 であり， 余り は 捨てら 
れ ます， 

5. ロケーションが LOBYTE の 場合， （FOVAL を 256 で 割った 余り） は （MOD 256 で) 
LOBYTE に 力 U えられます. FBVAL は 無視され ます. 
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6.11 レコード オーダ 

オブジェクト コード ファイル は， （単数， または 複数の） モジュールの 連続した もの を 含む か， 

(0 か， または それ以上の） モジュール を 含む ライブラリ を 含む 必要が あります. 1 つの モジュ 
ール は， オブジェクト コードの 集合と して 定義され， コード はォブ ジヱク トレ コードの 連続と 
して 定義され ます. つぎの 構文 は モジュール を 形成す るた めの， レコードの 正当な 階層 を 示し 
ます. さらに 与えられた 構文 規則 は レコード 列の 解決の 方法に 関する 情報 を 与えます. 

注意： 

つぎに 使う 構文 記述 3 語 は WIRTH によって 定義され ています (CACM, 1977 年 11 月 作成， 
ボリューム #20, 番号 #11, #822 — #832 ページ. 大文字で 害 かれて いるの は リテラルで はなく， 
レコード フォー マツ トの 説明 中で 定義され る » 別 子です). 



object file = tmodule 

tmodule = THEADR seg-grp {component} modtail 

seg grp = {LNAMES} {SEGDEF} {TYPDEF | EXTDEF | GRPDEF} 

component = data | debug record 

da ね = content def | thread def I TYPDEF | PUBDEF | EXTDEF 

debug record = LINNUM 

content— def = data-record {FIXUPP} 

thread def = FIXUPP (containing only thread fields) ' 

data record = LIDATA | LEDATA ' 

modtail = MODEND 

つぎの 規則が 適用され ます. ' 

1- FIXUPP レコード は 常に 前の DATA (データ） レコード を 参照し ます. 

2. すべての LNAME, SEGDEF, GRPDEF, TYPEDEP, EXTDEF の レコード はこれ を 
参照す る レコードより 前に 与えられて いなくて はなり ません. 

3. COMENT レコード は， ファイル 中の どこに も 存在で きます が， ファイル や モジュール 
中の 最初， または 最後の レコード としたり， 条件 レコード 中には It けません. 
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6.12 レコード フォー マツ 卜に ついて 

つぎに レコード フォーマット ダイアグラムの 概略 図 を 示します. これ は レコード フォー マツ 
卜の サンプル であり， 各種の 規則 を 表した ものです. 

6,12.1 SAMPLE RECORD FORMAT (レコード フォーマットの 例） 

(SAMREC) 



REC 


RECORD 


NAME 


NUMBER 


CHK 


XYP 


LENGTH ' 






SUM 


xxH 
(1) 


(2) 


(1 以上） 


(4) 


(1) 



- RPT - 



タイ トルと 公式 略称 

先頭に は， 図示した レコード フォーマットの 名前と， その 公式な 略称が 記述され ています. 
トランスレータ および デバッガ のよ うな 稀 々の プログラム 間で- 義性を 促進す るた めに， コー 
ド と ドキュメンテーションの 双方で この 略称 を 使うべき です. レコード フォー マツ 卜の 略称 は， 
常に 6 文字で 示されます. 

ボックス 

フォー マツ トは ボックス によって 記述され ます. （ ） 内の 数字 は その フィールドの サイズ (パ 
ィ ト 単位） です， 

RECTYP (レコードの 型） 

各 レコードの 第 1 バイト は， 0〜255 の 値 を 取り， レコードが どの 型 （RECORD type) であ 
るか を 示して います. 

RECORD LENGTH (レコード 長） 

各 レコードの 第 2 フィールド は， レコードの バイト 数 （初めの 2 つの フィールド を 除く） を 
含みます. 

NAME (名前） 

「NAME (名前)」 と 書かれた フィールド は どれ もつ ぎの 内 gl ^造 を 持ちます. 1 バイ ト目は 
フィールド 中の 残りの バイ ト数を 示します. 残りの バイ トは バイ ト ごとの 文字列と して 翻訳 （コ 
ン パイル/アセンブル） されます， 
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ほとんどの トランスレータ は ASCII 文字 セッ トの 部分集合で あるよう に 限定して います. 
NUMBER (番号） 

4 バイ トの NUMBER フィールド は 符号な しの 32 ビッ ト 整数 を 示し， 先頭の 8 ビット （最小 
有効 桁） を 第 1 バイト （最低 位 アドレス） に， 続く 8 ビット を 第 2 バイトに， という 形で 格納 
されて います， 

REPEATED OR CONDITIONAL FIELDS (反復 または 糾 フィールド） 

レコード フォーマットの 一部に は， 数回 反復され る フィールド 列が 含まれて います. この 部 

分 は 「RPT (反復)」 という ブラケットが ボックスの 下部に 示されます. 口 

rCOND (条件)」 という ブラケットが ボックスの 下部に 示されます. 
CHKSUM (チェックサム） 

各 レコー ドの fti 後の フィ 一ルト は チェックサムです. これ は レコード 中の 他の すべての バイ 

卜の 合計 を 2 の 補数 （MOD 256) で 表した ものに なって います. よって レコードに 含まれる 
パイ 卜の 合計 (MOD 256 で） は 0 になります. 

BIT FIELDS (ビット フィールド） 

フィールド 内容の 記述 は ビット レベルで ある こと もあります. ボックス 内に 縱線 （|) の 引 
かれた ボックス は， バイト， または ワード を 示します. この 縦線 は ビットの 境界 を 意味し， つ 
ぎに 示す 図で は， 3 ビッ ト， 1 ビッ ト， 4 ビッ 卜の 3 つの ビッ トフィー ルドが ある こと を 示し ま 
す. 
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6-12 レコード フォーマット について 

6.12.2 T-MODULE HEADER RECORD (T- モジュール ヘッダ レコード） 

(THEADR) 



REC 


RECORD 


T- 


CHK 


TYP 


LENGTH 


MODULE 


SUM 


80H 




NAME 




(1) 


(2) 


(1 以上） 


(1) 



トランスレータから 出力され る 各 モジュール は T- モジュール ヘッダ レコード を 持ちます, 

T-MODULE NAME (T- モジュール 名） 

T-MODULE NAME は T- モジュールの 名前です， 

6.12.3 LIST OF NAMES RECORD (名前 リスト レコード） 

(LNAMES) 



REC 


RECORD 


NAME 


CHK 


TYP 


LENGTH 




SUM 


96H 








(1) 


(2) 


(1 以上） 


(1) 



RPT 



この レコード は， 続く SEGDEF や GRPDEF レコード 中で セグメント 名， クラス 名 や， ま 
たは グループ 名と して 使われる 名前の リ ス ト です. 

モジ ユー ル 中の LNAMES レコード の 順序 と ， LNAMES レコード 問での 名前の 順序 は 名前 
の 順序 を 付ける ことになります. したがって， それらの 名前に 1， 2, 3, 4 …… と 番号 を 割り 当 
てること がで きます. この 番号 は セグメント 名 や インデックス， クラス 名 インデックス， SEG 
DEF や GRPDEF レコードの グループ 名ィ ン デック スフ ィ 一 ルド 中で 「名前 ィ ンデッ クス」 と 
して 使われます， 

NAME (名前） 

この 反復 フィールド は， 名前 を 示し， フィールド 長が 0 をと る ことが 可能です. 



第 6 章 インテル オブジェクト モジュール フォーマット 



6.12.4 SEGMENT DEFINITION RECORD (セグメント 定義 レコード） 

(SEGDEF) 



REC 


RECORD 


SEG 


SEG 


SEG 


CLASS 


OVER 


CHK 


TYP 


LENGTH 


ATTR 


MENT 


MENT 


NAME 


LAY 


SUM 


98H 






LENGTH 


NAME 


INDEX 


NAME 












INDEX 




INDEX 




(1) 


(2) 


(1 以上） 


(2) 


(1 以上） 


(1 以上） 


(1 以上） 


(1) 



特定の LSEG を 参照す るた めに 他の レコード 型で 使われる セグメント インデックス （セ グメ 
ント インデックス） 値 （1〜32767) は， 才 ブジェク ト ファイル 中に 現れる SEGDEF レコード 中 
で （列と して） 暗然の 内に 定義され ます. 

SEG ATTR (セグメントの アトリビュート） 

SEG ATTR フィールド は セグメントの 厲性 に関する 情報 を 与え， つぎの フォー マツ トで示 
します. 



ACBP 


FRAME 


OFF 




NUMBER 


SET 


(1) 


(2) 


(2) 




一 COND 一 
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6.12 レコード フォー マツ ト について 



ここに ACBP バイ トは厲 性 を 記述す る 4 つの 要素 A, C, B， P からなります. この バイ 卜の 
フ才一 マツ トを つぎに 示します. 



1 1 


1 1 






1 A| 


1 c | 


B 


P 


1 1 


1 1 







「AJ (Alignmen にァ ライ メント （fc[H， K ダリ)） は LSEG のァ ライ メント IS 性 を 指定す る 3 
ビットの サブ フィールドです. つぎに その 意味 を 示します. 

A=0 SEGDEF は 絶対 LSEG を 定義し ます. 

A =l SEGDEF はリ ロケータ ブルな パイ トァ ライ メン トの LSEG を 定義し ます. 

A = 2 SEGDEF はリ ロケータ ブルな ワード ァ ライ メント の LSEG を 定義し ます. 

A=3 SEGDEF は リ ロケータ ブルな パラグラフ ァ ライ メ ン トの LSEG を 定義し ます. 

A=4 SEGDEF はリ ロケータ ブルな ページ ァ ライ メ ン 卜の LSEG を 定義し ます • 

A = 0 の 場合， フレーム 番号 フィールドと OFFSET フィールドが 存在し ます. マイク ロソフ 
ト LINK では， アドレス 指定の 目的の みに 使用され ます • たとえば ROM の 開始 アドレス を定 
義し， ROM 内に シンボル 名 を 定義す る 等です. マイクロ ソフト LINK は 絶対 LSEG に OS する 
データ 指定 はすべ て 無視し ます. 

「C」 (Combination ： 結合 タイプ） は 結合 タイプ を 指定す る 3 ビッ トの サブ フィ ール ド です. 
絶対 セグメント （A = 0) は 結合 タイプ 0(C = 0) を 持ちます. リ ロケータ ブルな セグメントで 
は， C フィールド は セグメントが どのように 組み合わせ できる か を 示す 数 ( 0 , 1, 2, 4, 5， 6， 
7) を コードと して 使用し ます. この （結合 タイプ）） R 性の 解説 は， 2 つの LSEG の 結合 状態 を 
考える とよく 理解で きる でしよう. X, Y を LSEG, Z を X， Y 結合 タイプの 結果 (与えられる 
LSEG) と 考えます. LX, LY を X, Y の 長さ， MXY を LX, LY のうち 大きい 方と します. 
G は Y のァ ライ メン ト厲 性に 適合した， Z 中の X, Y 要素 問の ギャップ とします. LZ は (結合 
している） LSEG Z の 長さ， dx (0^dx<LX) は X の オフセット （パイ ト 単位)， 同様に dy 
は （バイト 単位の） Y の オフセット とします. つぎの 表 は 結合して いる LSEG Z の 長さ LZ， 
X 中の dx， Y 中の dy に 対応す る （Z に 含まれる） オフセット である dx'， dy を 表して います. 
インテル は， さらに ァ ライ メント タイプ 5 と 6 を 定義し， その ァ ライ メント タイプの セ グメン 
トの コードと データ を 処理し ます. 



ィ ン テルオ ブジェク トモ ジュール フォー マツ ト 



表 6.2 Combination 



C 


LZ 


dx， 


dy. 




2 


LX+LY+G 


dx 


dy+LX+G 


"Public" 


5 


LX+LY+G 


dx 


dy + LX + G 


"Stack" 


6 


MXY 


dx 


dy 


"Common" 



表 6.2 を 見る と C=0, C=l， C=3, C=4, C=7 に 対応す る 行が ありません. C=0 は リ ロケ 
ータ ブルな LSEG が 結合され ていない 可能性が あり， C = l， C=3 は 定義され ません. C = 4, 
C = 7 は C = 2 と 同様に 取り扱われます. Cl， C4, C7 はィ ン テル 規格で はすべ て 異なる 意味 を 持 
ちます， 

「B」 （Big) は 1 ビット サブ フィールドで これが 1 を 取る 時 は， セグメント 長が ちょうど 64K 
(65536) である こと を 示します • この場合， SEGMENT LENGTH フィールド は 0 になって 
いなくて はなり ません. 

「PJ フィールド は 常に 0 である 必要が あります. 「PJ フィールド は インテル 仕様で ある 「 ぺ 
ージ 常駐」 フィールドです. 

フレーム 番兮と OFFSET フ ィ 一ル ド （絶対 セグメ ン ト A-0 の 時の み 存在） は 絶対 セグメ ン 
卜の MAS 中の 位 匿 づけ を 指定し ます. OFFSET の 範囲 は 0〜15 に 限られます. ほ 以上の 値 を 
OFFSET に 与えたい 時 は， フレーム 番号 を 調整す る 必要が あり ます. 

SEGMENT LENGTH (セグメント 長） 

SEGMENT LENGTH フィールド は セグメント 長 を パイ ト 単位で 与えます. 長さ は 0 であ 
つても よいので す 力?， その 場合で も マイク ロソフ ト LINK は モジュールから セグメ ントを 削除 
しません' セグメ ン ト長 フィールド はちよ う ど 0〜65535 を 格納で きる 大きさ を 持って います. 
セグメントに ちょうど 64K の 長さ を 指定す るに は， ACBP フィールドの BJS 性 ビット （SEG 
ATTR の 項 を 参照して ください） を 使わなければ なりません. 

SEGMENT NAME INDEX (セグメント 名 イン ディックス） 

セグメント 名 は プログラマー， または トランスレータが セグメント につける 名前です. たとえ 

ば CODE, DATA, TAXDATA, MODULENAME, CODE, STACK 等です. この フィ ール 
ドは LNAME レコ一 

ります. 
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6.12 レコード フォー マツ ト について 



CLASS INDEX (クラス 名 イン ディックス） 

クラス 名 は プログラマ や トランスレータが セグメントに 割り当てる 名前です. 割り当てられ 
ていない 場合に， 名前 は 空に なり， 長さ は 0 になります. クラス 名の 目的 は， MAS 中の LSEG 
の 順序 づけに 使う ハンドル を （プログラマが) 定義で きる ようにす るた めです. たとえば RED, 
WHITE, BLUE; ROM, FASTRAM.DISPLAYRAM 等です. この フィールド は， LNAME 
レコードの 与える 名称 リストに ィ ンデ ックス 付けす る ことによって クラス 名 を 与えます. 

OVERLAY NAME INDEX (ォ一 パーレイ 名 イン ディックス） 
洤 *: 

この 項目 は， V2. 40 以降の マイクロ ソフト LINK では 無視され ますが， それ 以前の パージ ョ 
ンには 採用され ています. ただし インテル 仕様と は 意味が 異 ります. 

ォ— パーレイ 名 は， プログラマーの 要求に より， オーバーレイ 名 は トランスレータ， または 
マイクロ ソフト LINK が セグメント につける 名前です. クラス 名と 同棣， オーバ一 レイ 名 は 空 
であっても かまいません. この フィールド は LNAME レコ一 ドが 与える 名称 リ ス トにィ ンデ 

ックス 付けす る ことにより オーバレイ 名 を 与えます. . 
注 章： 

セグメントの 「完全な 名称」 と は セグメント 名， クラス 名， オーバレイ 名 3 つの 部分から 
成る 名前です. （後半の 2 つの 名前 は 空と する ことができます) • 

6.12.5 GROUP DEFINITION RECORD (グループ 定義 レコード） 

(GRPDEF) 



REC 
TYP 
9AH 

(1) 


RECORD 
LENGTH 

(2) 


GROUP 
NAME 
INDEX 

(1 以上） 


GROUP 

COMPONENT 

DESCRIPTOR 

(1 以上） 


CHK 
SUM 

(1) 




~ REP - 
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第 6 章 ィ ン テルオ ブジェク トモ ジュール フォー マツ ト 



GROUP NAME INDEX (グループ 名 インデックス） 

'—プ 名 は LSEG が 参照され る 時に 使う 名前です. この グループの 重要な 特質と して， 結 

に LSEG が MAS 中で 固定され る 時， グループの 各 LSEG を 力 パーす る フレームが 存在 
しなくて はならない ことが 挙げられます. 

GROUP NAME INDEX フィールド は LNAME レコー ドが 与え る 名前の リストに イン デッ 
クス 付けす る ことによって グループ 名 を 与えます. 



GROUP COMPONENT DESCRIPTOR (グループ 要素 E 述子） 

各 GROUP COMPONENT DESCRIPTOR の フォーマット をつ ぎに 示します. 



SI 


SEGMENT 


(FFH) 


INDEX 


(1) 


(1 以上） 



記述子の^ 1 バイ トは 0FFH であり， 前に ある SEGDEF レコードが 記述す る LSEG を 迸 択 
する SEGMENT INDEX フ ィ 一ルド 1 つ を 含みます， 

ィ ン テル は 他に も 4 つの グループ 記述 タイプと 各々 の总味 を^ 義 しています. これら は 
OFFH, OFDM, OFBH, 0FAH です • マイクロ ソフト LINK は， これらす ベて を 0FFH と 同 
—として 扱います （つまり， 常に 0FFH に は セグメント インデックスが 統 くものと し， 実際に 
ffl が 0FFH であるか 否か を チェックし ません). 



RECORD 
(TYPDEF) 



レコード) 



REC 


RECORD 


NAME 


EIGHT j 


CHK 


TYP 


LENGTH 


(常に ヌル） 


し EAF 


SUM 


8EH 






DESCRIPTOR 




(1) 


(2) 


(1 以上） 


(1 以上） 


(1) 




一 REP 一 





マイクロ ソフト LINK は TYPDEF レコード を 共有 変数の 位置づけに のみ 使用 します. これ 
はィ ン テルが 目的と した ものではありません. 6.14 の 「共有 変数の 型に 関する マイク ロソフ ト 
表現 法」 を 参照して ください. 
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6.12 レコード フォー マツ ト について 



必要な 数の EIGHT LEAF DESCRIPTOR (8 リーフ 記述子） フィールド を 使って 分岐 を 
記述し ます （最後の レコード を 除く）. この 最後の レコード は 1〜8 リーフ を 記述し ます. 

可変の 型 インデックスの 値 （1〜32767) は 他の レコード タイプに （オブジェクト タイプと ォ 
ブジェク ト名を 関連 づける ために） 含まれて いますが， オブジェ ク ト ファイル 中で TYPDEF レ 
コード を 記述す る頓 序によ つて 暗然の 内に 定義され ます. 

NAME (名前） 

この フィールドの 使用 は 予約され ています. トランスレータ はこの フィールド を 0 に （長さ 
が 0 の 名前の 表現） してお きます. 

EIGHT LEAF DESCRIPTOR (8 リーフ 記述子） 

この フィールド は 8 つまでの リーフ を i 己述 する ことができます. 



E LEAF 
N DESCRIPTOR 

( 1 ) (1 以上） 



し RPT ~ ' 

EN フィールド は 1 バイ ト つまり 8 ビッ トで， （左から 右の 順に） 8 つの リーフが 容易 （ビッ 
ト =0)， または 精密 （ビット =1) である こと を 示す ものです. 
1〜8 個の LEAF DESCRIPTOR (リーフ 記述子） の フォー マツ ト はつぎの うちの いずれ か 

になります • . . 
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0〜128 
(1) 



129 
(1) 


0〜64K — 1 
(2) 




132 
(1) 


0〜16M - 1 

(2) 




136 
(1) 


一 2G+1 

1 

2G-1 
(2) 



第 1 の フォーマット a バイト） は 0〜127 の 値 を 持ち， 与えられた 数値 を 倣と する 数字 リー 

フを 表現し ます. 

第 2 の フォーマット は， 先行 パイ ト として 129 を， 数字 リーフ を 表現し ます. 数値 は統く 2 パ 
ィ 卜に 含まれます. 

第 3 の フォーマット は， 先行 バイトと して 132 を， 数字 リーフ を 表現し ます. 数値 は 3 バイ 
トに 含まれます， 

第 4 の フォーマット は， 先行 バイトと して 136 が あり， 符号 付き 数字 リーフ を 表現し ます. 
数値 は 続く 4 バイ トに 含まれ， 必要に応じて 符号が 付けられます. 
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6.12 レコード フォーマット について 



6.12.7 PUBLIC NAMES DEFINITION RECORD 
(パブり ック名 定義 レコード） 
(PUBDEF) 



REC 


RECORD 


PUBLIC 


PUBLIC 


PUBLIC 


TYPE 


CHK 


TYP 


LENGTH 


BASE 


NAME 


OFFSET 


INDEX 


SUM 


90H 














(1) 


(2) 


(1 以上） 


(1 以上） 


(2) 


(1 以上） 


(1) 



RPT 



この レコード は坩 --, ま た は 複数の PUBLIC NAME の リスト を 与え ま すが, 各 名前 ごと に 
3 つの データが あります. （1) 名前の ベース， （2) 名前の オフセット 値， （3) 名前の 表現す 
る 実質の 型 

PUBLIC BASE (名前の ベース «) ' 
PUBLIC BASE の フォーマット はつぎのと おりです. 



GROUP 
INDEX 

(1 以上） 



SEGMENT 
INDEX 

(1 以上） 



FRAME 
NUMBER 

(2) 



COND 



GROUP INDEX フィールドの フォー マツ ト はすで に 述べて あり， 0〜32767 の 値 を 取り ま 
す. 0 でない グルー ブイ ンデッ クスは パブ リ ック シンボルの ついた グループに 結び付き， 6.8 の 
"ィ ックス アップの ための フレームの 概念" の F2c の 方法で 使用され ます. グループ ィ ンデッ 
クスが 0 の 場合， 関連 グループがない こと を 示して います. 

SEGMENT INDEX フィールドの フォーマット もす でに 説明した ように 0〜32767 の 値 を 取 
ります. 

0 でない セグメント インデックス は 1 つの LSEG を 指定し ます. この ii^, レコード 中で 定 
義 される 各 パブ リ ック シンボルの ロケーション は， 選択した LSEG の 第 1 パイ ト からの 負で な 
い 変位 （PUBLIC OFFSET フィールドで 指定し ます） として 扱われ， フレーム 番号 はっけら 
れ ません， 
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セグメント インデックス （グループ インデックスが 0 のとき のみ 有効） が 0 の 場合， レコ一 
ド 中で 定義され ている パブ リ ック シンボルの ロケーション は， フレーム 番号 フィールドの 値が 
定義す る フレームの ベースからの 変位と されます. 

セグメント インデックス および グルー ブイ ンデッ タスの 双方が 0 である 時の み， フレーム 番 
号が 存在 します. 

0 以外の グルー ブイ ンデッ クスは ある グループ を 指定し ます. この グループ は， この レコード 

中で 定義され るすべ ての パブリック シンボル を 参照の ための 「参照の フレーム」 とされます. 

つまり マイクロ ソフト LINK はつぎの 動作 を 行います. 

1. つぎに 示す 形式の フィ ックス アップ 

TARGET ： El (P) 
FRAME ： TARGET 

(この場合の 「PJ はこの PUBDEF レコード 中の パブ リ ック シンボルです） は マイクロ 
ソフト LINK によって つぎの 形式の フィ ックス アップに 変換され ます. 

TARGET ： SI (L), d 
FRAME ： Gl (G) 

この場合の 「SI (L)」 と 「dj は セグメント インデックスと PUBLIC OFFSET フィー 
ルドに よって 与えられます. （正常な 動作で は 新しい フィックス アップ 中の フレーム 指定 子 
を 古い フィックス アップ （FRAME ： TARGET) と 同一視し ます. 

2. セグメ ン トイ ンデッ クス， パブ リ ック オフ セッ ト と して パブ リ ック シンボルの ffl が 定義 さ 
れ， （オプションで） フレーム 番号 フィールドが { ペース， オフセット } の 対に 変換され る 

時， ベース 部分 は 示された グループの ペースと されます. ここで 0 以外の 16 ビッ ト オフ セ 
ッ トが， パブ リ ック シンボル 値の 定義 を满 足しない 場合 は ヱラ一 になります. 

グループ インデックスが 0 の グループ を 指定し ません. マイクロ ソフト LINK は シン 
ボル を 参照す る フィックス アップの フレーム 指定 を 変更す る ことはありません. そして マイク 
口 ソフト LINK はこれ を パブ リ ッ ク シンボルの 絶対値の ベース 部分 を， セグメント イン デック 
ス フィールド によって 決定され るセ グメン ト （LSEG または PSEG) の 正規 フレーム とします. 

PUBLIC NAME (パブリック 名） 



PUBLIC NAME フィールド は， オブジェクトの 名前 を 与えます. そして， その オブジェ ク 
卜の MAS 中の ロケーション は 他の モジュールに 使用可能になります • 名前 は 1 つ 以上の 文字 





を 含まなければ なりません. 
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PUBLIC OFFSET (パブリック オフセット） • 

PUBLIC OFFSET フィールド は 16 ビット 値で， LSEG (セグメント インデックス >0 の 場 
合） に 対応した パブリック シンボルの オフセット， または 指定した フレーム （セグメント イン 
デ ックス =0 の 場合） に 対応した パブ リ ック シンボルの オフ セッ ト です， 

TYPE INDEX (型 INDEX) ' 
TYPE INDEX フ ィ ール ドは パブ リ ッ ク シンボルの 表す 実質の 型の 記述子 を 含む 単一 の 前 
にある TYPDEF (型 定義） レコード を 識別し ます. リンカ はこの フィールド を 無視し ます. 



6.12.8 EXTERNAL NAMES DEFINITION RECORD 
(ェク スター ネル 名 定義 レコー ド） 

(EXTDEF) 



REC 


RECORD 


EXTERNA し 


TYPE 


CHK 


TYP 


LENGTH 


NAME 


INDEX 


SUM 


8CH 










(1) 


(2) 


(1 以上） 


(1 以上） 


(1) 




RPT 





この レコード は エクスターナル 名の リストお よび， 各 名前に ついて， 名前の 表現す る ォブジ 

ェク 卜の 型 を 与えます， マイクロ ソフト LINK は 各 エクスターナル 名に 相当す る パブ リ ック名 
(存在す る 時 は） の 与える 値 を 割り当てます. 

EXTERNAL NAME (エクスターナル 名） 

この フィールド は エクスターナル オブジェクトの 名前 （長さが 0 であって はならない） を 与 
えます. 

エクスターナル 名 レコードに 名前 を 含める こと は， パブ リ ック シンボル として 宣告され た 同 

—の 名称 を 含む モジュールに オブジェ ク ト ファイル をリ ンク する ための 暗黙の 要求です. この 

要求 は エクスターナル 名が 何 かの FIXUPP レコード によって 参照され るか 否かに よって 発生 
します. 

モ ジ ユール 中で EXTDEF レコード の頓序 づけ は， 各 EXTDEF レコード 中の ェクス ターナ 
ル 名の 頓序 づけと 共に モジュール によって 要求され る， すべての エクスターナル 名 配 [g の 順序 
を 発生し ます. よって エクスターナル 名 は 1, 2, 3， 4 …… と 番号 づけされ ます. この 番号 は 
FIXUPP レコードの TARGET DATUM や， または FRAME DATUM フィールドの 「ェク 
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スター ナルイン デッ クス」 として， 特定の エクスターナル 名 を 参照す るた めに 使われます. 

8086 の エクスターナル 名 は 1， 2, 3 …-" と 確実に 番号が つけられ ています. この 点 は 8080 の 
エクスターナル （外部） 名の 番号が 0, 1, 2, …一 と 0 から 始まって いた 点と 異 ります. これ は 
特定の 意味 を 持つ デフ オル ト値 として 0 を 使う， 他の 8086 ィ ンデ ックス （セ グメ ン トイ ンデッ 
クス， 型 インデックス 等） を 考慮した ためです. 

エクスターナル ィ ンデッ クスは 前方に 向かって 参照す る こと はあり ません. たとえば K 番目 
の才 ブジェク トを 定義す る エクスターナル 定義 レコード は， その オブジェ ク トを インデックス 
K で 参照す るすべ ての レコードの 前に 置かれます， 

TYPE INDEX (型 インデックス） 

この フィールド は 前に ある， エクスターナル シンボル によって 名前 付けされ たォ ブジェク ト 
の 型の 記述子 を 含む 1 つの TYPDEF (型 定義） レコード を 識別す る ものです. 
型 インデックス は マイクロ ソフト LINK では， 共有 変数の 割り振りに のみ 使われます. 

6.12.9 LINE NUMBER RECORD (行 番号 レコード） 

(LINNUM) 



REC 
TYP 
94 H 

(1) 


RECORD 
LENGTH 

(2) 


LINE 
NUMBER 
BASE 

(1 以上） 


LINE 
NUMBER 

(2) 


LINE 
NUMBER 
OFFSET 

, (2) 


CHK 
SUM 




PPT 





この レコード は ソースコード 中の 行 番号と， それに 対する 翻訳され た コードの 対応 づけの 手 
段 を トランスレータに 与える ものです. ， 
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LINE NUMBER BASE (行 番号 ベース） 

行 番号 ベース は， つぎの 形式 を 取ります. 



GROUP 


SEGMENT 


INDEX 


INDEX 


(無視され る） 




(1 以上） 


(1 以上） 



セグメント インデックス は， ある ソースの 行 番号に 対応す る の バイ トの ロケーション を 
決定し ます. 

LINE NUMBER (行 番号） 

0〜32767 の 行 番号 を 2 進 法で 与えます. 高位 ビット は 他の 目的で 使用す るた めに 予約され て 
おり， 0 になって います. —― 

LINE NUMBER OFFSET (行 番号 オフセット） 

LINE NUMBER OFFSET フィールド は 16 ビッ ト ffi で 行 番号 LSEG に 対応した オフ セッ 
卜です. （セグメント インデックス〉 0 の 時） 

6.12.10 LOGICAL ENUMERATED DATA RECORD 

(論理 ェヌメ リ テツ ド データ レコード） 

(LEDATA) 



REC 
TYP 
A0H 



RECORD 
LENGTH 

(2) 



SEGMENT 
INDEX 

(1 以上） 



ENUMERATED 
DATA 
OFFSET 

(2) 



DAT 



CHK 
SUM 

(1) 



一 RPT 一 



この レコード は， 8086 メモリ イメージの一 部 を 構成す る 連続 データ を 与えます. 
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SEGMENT INDEX (セグメント インデックス） 

この フィールド は 0 であって はならず， （LEDATA RECORD の 前に S かれた） セ グメン 
ト 定義 レコード に関する インデックス を 指定し ます. 

ENUMERATED DATA OFFSET 

この フィ 一 ルド は， （セグメント ィ ンデッ クスで 指定され る） LSEG の ペースに 関しての オフ 
セッ トを 指定し， DAT フィールドの 第 1 パイ 卜の 相対 ロケーション を 定義し ます. DAT フィ 
一 ルドの 連続した データ パイ トは メモリの 高位 ロケーション を 連 練して 占めます. 

DAT 

この フィールド はリ ロケータ ブル， または 絶対 データの 連統 した （最大 1024 までの） パイ ト 
を 与えます. 



6.12.11 LOGICAL ITERATED DATA RECORD 

(LIDATA) 



REC 
TYP 
A2H 



RECORD 
LENGTH 

(2) 



SEGMENT 
INDEX 

(1 以上） 



ITERATE] 
DATA 
OFFSET 

(2) 



ITERATED 
DATA 
BLOCK 

(1 以上） 



RPT 



CHK 
SUM 

(1) 



， 
し 



の レコード は， 8086 メモリ イメージの一 部 を 構成す る連統 データ を 与えます. 



SEGMENT INDEX (セグメント インデックス） 

この フィールド は 0 であって はならず， （LIDATA 
コードに 関係す る インデックス を 指定し ます. 



一 ドの 前に 置かれた） SEGDEF レ 



ITERATED DATA OFFSET 

この フィールド は， （セグメント インデックスで 指定され る） LSEG の ペースに 関しての オフ 
セット を 指定し， ITERATED DATA BLOCK の 第 1 バイトの 相対 ロケーション を 定義し 
ます .ITERATED DATA BLOCK の 連続した デ一 タパ イト は， メモリの 高位 ロケ一 ショ 
を連統 して 占めます. 
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ITERATED DATA BLOCK 

この 反復した フィールド は 反復す る データ パイ トを 指定す るた めの 構造です 
この 構造の フォー マツ トを つぎに 示します • 



REPEAT 


BLOCK 


CONTENT 


COUNT 


COUNT 




(2) 


(2) 


(1 以上） 



リンク は， ITERATED DATA BLOCK の 大きさが 512 バイト を 超える LIDATA レコ 
ードを 扱う こと はでき ません， 

REPEAT COUNT 

この フィールド は ITERATED DATA BLOCK の CONTENT の 部分の 反復 回数 を 指 
定 します. REPEAT COUNT は 0 であって はなり ません. 

BLOCK COUNT 

この フィールド は， この ITERATED DATA BLOCK の CONTENT 部に ある ITER 
ATED DATA の BLOCK COUNT を 指定し ます. この フィールドの 値が 0 である 場合， 
ITERATED DATA BLOCK の CONTENT 部 は データ バイトと して 解釈され ます • 0 以 
外の 場合， CONTENT 部に は ITERATED DATA BLOCK がその 数 だけ 繰り返されます. 

CONTENT 

この フィールド は， 前の BLOCK COUNT フィールドの 値に したがって， 2 つの 方法のう ち 
の一 方で 解釈され ます. 

BLOCK COUNT が 0 である 場合， この フィールド は 1 パイ 卜の カウントと， その カウント 
によって 数が 示される データ パイ ト になります. 

BLOCK COUNT が 0 以外の 場合， この フィールド は 別 の ITERATED DATA 
BLOCK の 第 1 バイ ト と して 解釈され ます. 

—番外の レベルから 数えて， ネス 卜 （入れ子） されて いる ITE RATED DATA BLOCK の 
数 は 17 以下に 制限され ています • つまり 反復 レベル 数 は 17 以下に 限定され ています， 
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6.12.12 FIXUP RECORD (フィックス アップ レコード) 

(FIXUPP) 



REC 


RECORD 


THREAD 


CHK 


TYP 


LENGTH 


or 


SUM 


9CH 




FIXUP 




(1) 


(2) 


(1 以上） 


(1) 




― RPT 一 





この レコード は 0 かそれ 以上の フィックス アップ を 指定し ます. 各 フィックス アップ は， 前 

にある DATA レコード 中の ロケーション に対して 変更 （フィックス アップ） を 要求し ます. 
DATA レコード は， それ を 参照す る 1 つ 以上の フィ ックス アップ レコード を 従える ことができ 

ます. 各 フィックス アップ は， ロケーション， モード， ターゲット， フレームの 4 つの データ 
を 指定す る FIXUP フィールド によって 指定され ます. フレームと タ一 ゲッ トは 完全に フィ ッ 
クス アップ フ アイ ルが 指定され るか， ま たは 前の THREAD フ ィ 一ル ド を 参照す る こ と で 指定 
されます. 

THREAD フィールド は， ター ゲッ ト または フレーム を 識別す るた めに， その後に 参照され る 
デフォルト ターゲット， または デフォルト フレーム を 指定し ます. フレーム 指定の ために 4 つ， 
ター ゲッ ト 指定の ために 4 つの 計 8 つの THREAD (ス レツ ド） が 指定され ます. スレッド によ 
つて— 度， ターゲット および フレームが 指定され ると， 型 （ターゲット または フレーム） とス 
レツ ド番リ （0〜3) が 同一 の THREAD フィールドが （同じ レコード， または 他の FIXUPP レ 
コード 中で） 現れる まで 後に 統く FIXUP フィールド によって 参照され ます. 

THREAD (ス レツ ド） 

THREAD フ ィ 一 ルドの フォー マツ ト はつぎの とおりです. 



TRD 


INDEX 


(1) 


(1 以上） 




― COND 一 
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TRD DAT (ThReaD DATa ： スレッド データ） サブ フィールド はつぎの 内部構造 を もつ 
バイ 卜です. • 









1 1 




0 


D 


Z 


METHOD 


THRED 








1 1 


1 



rzj は 1 ビットの サブ フィールドで， 現在， 機能が 定義され て おらず， o である 必要が あり 
ます. 

「D」 サブ フィールド は 指定され ている ス レツ ド型を 識別す る 1 ビッ 卜です. D = 0 の 場合 は 
ターゲット ス レツ ドが 定義され ています が, D=l の 場合 は フレー ムス レツ ドが 定義され てい ま 
す. 

METHOD は 0〜3 (D-0 の 場合)， または 0〜6 (D = l の 場合） を 取る 3 ビットの サブ フィ 
—ルドです. • 

D = 0 の 場合， METHOD は， （0， 1, 2, 3, 4， 5, 6, 7) を 4 で 割った 余りの 値 を 取ります, 
ここに 0, …… ， 7 が 6.8 に 示す ターゲット を 指定す る 方法 TO, …… ， T7 を 示して います. こ 
のように METHOD は， 第 1 または 第 2 の 方法で タ一 ゲッ 卜が 指定され たか 否か を 示す ことな 
く， ター ゲッ ト 指定に 必要な インデックス や フレーム 番号の 種類 を 示します. 方法 2b, 3, 7 は 
マイク ロソフ ト LINK では 使えない ことに 注意して ください. 

D=l の 場合， METHOD = 0， 1, 2， 4, 5 は， フレーム を 指定す る 方法 F0, …… ， に 対応し 
ます. ここで， METHOD は フレーム を 指定す るのに 必要な インデックス （存在す る 場合 は） 

の 糊 類 を 示します. 方法 3 と， 5d は マイクロ ソフト LINK では 使えない ことに 注意して くださ 
い. 

ス レツ ドは 0〜3 の 数で， ス レツ ド フィールド によって 定義され る フレーム または ター ゲッ ト 
のス レツ ド 番号と 結びつきます. ， 

インデックス は， METHOD サブ フィールド 中の 指定に よって セグメント インデックス， グ 
ループ インデックス， または エクスターナル インデックス になります. この サブ フィールド は 
METHOD に F4, または F5 が 指定され ている 場合 は 存在し ません. 



395 



第 6 章 インテル 才 ブジェク トモ ジュール フォーマット 



FIXUP (フィックス アップ） 
FIXUP フィールドの フォー マツ トを つぎに 示します 



LOCAT 

(2) 


[ 1 

FIX 
DAT 

(1) 


1 ] 

FRAME 
DATUM 
(1 以上） 


TARGET 
DATUM 

(1 以上） 


TARGET 

DISPLACEMENT 

(1 以上） 




- COND 一 


一 COND ― 


一 COND — 



LOCAT はつぎに 示す フォーマット を 持つ 2 パイ 卜です. 









1 1 




1 


M 


S 


LOC 


DATA RECORD OFFSET 








1 1 




f 



LOBYTE 1 HIBYTE 



「M」 は フィックス アップの モード （自己 相対 （M = 0), セグメント 相対 （M = l)) を 指定 
する 1 ビッ ト サブ フィールドです. • 

LIDATA レコードに は自 己 相対 フィックス アツ ブが 適応で き な レ 、場合 もあります. 

「SJ はタ一 ゲッ ト DISPLACEMENT サブ フィールドの 長さ を 指定す る 1 ビッ ト サブ フィ 
一 ルドです. FIXUP フィールド 中に TARGET DISPLACEMENT が 存在す る （以下 参照） 
場合 は， 2 パイ ト （16 ビッ 卜の 負で ない 数， S==0), または 3 パイ ト （24 パイ ト 数の 2 の 補数， 
S = l) の 値 を 取ります. し 

注意 ： 

3 バイ ト サブ フィールド は 将来の 拡張に より 存在し 得ます が， 現在 は 使用され ていません 
したがって， 現在 は S=0 に 強制され ます. 

LOC は， フィ ックス アップ される 先行 DATA レコード 中の バイ トが 何で あるか を 示す 3 ビ 
ッ 卜の サブ フィールドで, LOC = 0 の 場合, 「低位 バイ ト」， L0C = 1 の 場合 「オフ セッ ト」, LOC = 
2 の 場合 「ペース」， L0C = 3 の 場合 「ポインタ J， LOC = 4 の 場合 「高位 バイト」 に， それぞれ 
なります. LOC の 他の 値 は 無効です. 

DATA RECORD OFFSET は 0〜1023 をと る 数で， 先行す る DATA レコード 中の 低位 
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バイトの ロケーション （フィ ックス アップ される 実際の バイ ト） の 相対 位置 を 与えます • DATA 
RECORD OFFSET は DATA レコード 中の データ フィールドの 第 1 バイ トと 対応し ます， 

先行す る DATA レコード が LIDATA レコード であ る 場合， DATA RECORD OFFSET 
の 値が， ITERATED DATA フィールドの REPEAT COUNT サブ フィールド， または 
BLOCK COUNT サブ フィールド 中の 「ロケーション」 を 示す こと も あり 得ます， しかし， こ 
のよう な 参照 は エラ一 になり ます， このような 無効 レコード に対して マイ クロ ソフト LINK の 
動作 は 不定と なります. ' 

FIX DAT バイトの フォーマット をつ ぎに 示します， 



F 


FRAME 


T 


P 


1 

TARGET 













(注 1) (>±2) 

注 1: フレーム 指定 方法 2b, F3, F5d は 使えません. 
注 2: ターゲット 方 指定 方法 T3, T7 は 使えません. 

「FJ は， この フィックス アップの フレームが スレッド によって 指定され る （F=l) 力、， また 
は 明確に 指定す るか （F=0) を 与える 1 ビッ ト サブ フィールドです. 

フレーム は F ビッ トで 示される どちら かの 方法に よって 解釈され る 数です， F が 0 の 場合， 
フレーム は フレーム 指定 方法 F0, …… ， F5 に 対応す る 0〜5 の 数です. F=l の 場合， フレーム 
は スレッド 番号 （0〜3) です. これ は， 同一 スレッド 番号の ついた フレーム スレッド を 定義す 
る THREAD フィールド によって， 敁も敁 近に 定義され た フレーム を 指定し ます （THREAD 
フィールド は 同一 の， または 先行す る FIXUPP レコード 中に 存在し ます.） 

「TJ はこの フィックス アップに 指定され る ター ゲッ トがス レツ ド 参照に よって 定義され る 
(T=l) か、 または FIXUP フィールド 中で 明確に 指定され る （T = 0) か を 示す 1 ビットの サ 
ブ フィールドです. 

「PJ は ターゲットが 第 1 の 方法で 指定され る （TARGET DISPLACEMENT が 必要， P = 
0) 力、 または 第 2 の 方法で 指定され る （TARGET DISPLACEMENT が 不要， P=l) 力、 を 
示す 1 ビッ 卜の サブ フィールドです. ターゲット ス レツ ドは第 1 ノ第 2 厲性を 持たぬ ため， P ビ 
ットは ターゲット 指定の 第 1 Z 第 2 厲性を 与える 唯一 の フ ィ ール ド です. 

ター ゲッ トは 2 ビッ トの サブ フィールド として 解釈され ます. T = 0 の 場合， ターゲット フィ 
—ルド は， P の 値に よって （P は TO, …… ， T7 の 高位 ビットと して 解釈され ます） 方法 TO, 
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…… ， T3, または T4, …… ， T7 に 対応す る 0〜3 の 数 を 与えます. スレッド によって ター ゲッ 
トを 指定す る^ (T = l), ターゲット は スレッド 番号 （0〜3) を 指定し ます. ' 1 

FRAME DATUM は フレーム 指定の 「参照」 部で， セグメント インデックス， グループ ィ 
ンデッ クス， エクスターナル インデックスの いずれ かです. FRAME DATUM サブ フィ一 ル 
ドは， フレームが スレッド によって 指定され ず (F=0), 方法 F4, F5, F6 によって 明示され な 
い 場合に のみ 存在し ます. TARGET DATUM は， ターゲット 指定の 「参照」 部で， セグメ 
ント インデックス， グループ インデックス， エクスターナル インデックス または フレーム 番号 
のい ずれ かです. 

TARGET DATUM サブ フィールド は， ターゲットが スレッド によって 指定され ない 時 
(P=0) のみ 存在し ます. 

TARGET DISPLACEMENT は ターゲット を 指定す る 「第 1 の J 方法が 要求す る 2 バイ ト 
の 変位です. この 2 バイ ト サブ フィールド は P = 0 の 時の み 存在し ます. 



注意： 

この 方法に ついては， すべて 6.8 の * フィックス アップの ための フレームの 概念" に 説明し 
て あます. 

6.12.13 MODULE END RECORD (モジュール エンドレ コード） ， 

(MODEND) 



REC 
TYP 
8AH 



RECORD 
LENGTH 

(2) 



MOD 
TYP 



START 
ADDRS 

(1 以上） 



CHK 
SUM 

(1) 



- COND - 1 

この レコードの オブジェクト は 2 つあります. この レコード は モジュールの 終了 を 示し， 終 
了した ばかりの モジュールに 実行 開始の エントリ ボイ ントが 指定され ている か 否か を 示し ま 
す. 後者が 存在す る 場合， 実行 アドレス も 指定し ます， 
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MOD TYP 

この フィールド はこの モジュールの 厲性を 示します. ビッ ト 割り当てに 付帯す る 意味 はつぎ 
のとお りです， 



1 

MATTER 


Z 


Z 


Z 


Z 


Z 


L 


1 















MATTER はつぎに 示す， モジュール 厲性を 指定す る 2 ビッ ト サブ フィールドです. 



MATTER 
0 
1 

2 
3 



モジュール 特性 

非 メイン モジュールに スタート アドレス なし 
非 メイン モジュールに スタート アドレス あり 
メイン モジュールに スタート アドレス なし 
メイ ン モジュールに スタート アドレス あり 



「LJ は START ADDRS フ ィ 一ル ドがマ イク 口 ソフト LINK による フィックス アツ プが必 
要な 論理 アドレス として 解釈され る （L=l) か 否か を 示します. また， マイクロ ソフト LINK 
では L は 常に 1 に 固定され る ことに 注意して ください. 

「ZJ は その ビッ 卜に 現在 機能 割り付けられ ていない こと を 示します. この ビッ トは 0 である 
必要が あ ります. 

物理 開始 アドレス （L-0) は 使用で きません. 

START ADDRS フィールド （MATTER が 1， および 3 の 時の み 存在） の フォーマット は 
つぎのと おりです. 



399 



第 6 章 インテル オブジェクト モジュール フォーマット 



START ADDRESS 



END 
DAT 

(1) 


FRAME 
DATUM 

(1 以上） 


TARGET 
DATUM 
(1 以上） 


TARGET 
DISPLACEMENTSUM 

(2) 




- COND - 


一 COND - 


一 COND ― 



モジ ユー 



? レス は， モジュ 



ベての 属性 を 持ち 



論 ヌ11 開始 ァ ドレスから 物理 開始 ァ ドレスへの マツ ビング は， 他の （フィックス アップ や FIX 

く 同様の 方法で 行われます. START ADDRS フィールドの 前述の サブ フィールド は FIX 
UPP レコード 中の FIX DAT, FRAME DATUM, TARGET DATUM, TARGET 
DISPLACEMENT フィールドと 同じ 意味 を 持って います. f 第 1」 フィックス アップの みが 許 
されて います. フレーム 指定 方法 F4 は 認められません. 



6.12.14 COMMENT RECORD (コメント レコード) 

(COMENT) 



REC 


1 RECORD 


COMMENT 


COMMENT 


1 1 

CHK 


TYP 


LENGTH 


TYPE 




SUM 


88H 










(1) 


(2) 


(2) 


(1 以上） 


(1) 



この レコード によって トランスレータ は， オブジェ ク トに コメント を 含める ことができます 
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COMMENT TYPE 

この フィールド はこの レコードの 持つ コメントの 型 を 示します. これにより コメントに 対し 

て， 選択 的に 動作す るよう な 手段に 対して， コメント を 構成す る ことができます. この フィー 
ルドの フォーマット はつぎの とおり です. 



N 


N 














COMMENT 




P 


し 


Z 


Z 


Z 


Z 


Z 


Z 


CLASS 





NP(NOPURGE ： 除去な し） ビッ トが 1 である 場合 は， COMENT レコード を 削除す る 能力 
を 持つ オブジェ ク ト ファイル ユー ティ リ ティ プログラムに よっても， 除去す る ことができない 
こと を 示します， 

NL (NOLIST: リストな し） ビットが 1 である 場合 は， オブジェクト COMENT レコード 
のリ ス ト 能力 を 持つ 才ブ ジヱク ト ファイル ユー ティ リ ティブ ログ ラムの リ ヌ 
中に， COMMENT フィールドの 文章 を リストす る ことができな いこと を 示します. 

COMMENT CLASS フィールドの 定義 をつ ぎに 示します. 



0 
1 



2-155 



156〜255 



^語 トランスレータ コメント. 

ィ ン テル^ 作 権コメ ン ト. 

NP ビッ ト 設定し なければ なりません. 

ィ ン テル 使用の ために 予約. 

つぎの 注意 ： 1 を 参照して く ださい. 
ユーザー のために 予約. 

ィ ン テル 社の 製品に 対して， 



これらの 中の 値 は 意味 を 持ちません. 
つぎの 注意 ： 2 を 参照して く ださい. 



COMMENT 

この フィールド は コメント 情報 を 与えます. 



注意 ： 1 

クラス 値 129 は リンカの ライブラリ 検索 リス ト に加える ための ライブラリの 指定に 使い ま 
す. この場合， COMMENT フィールド は ライブラリ 名 を 含みます. すべての 他の 名称 指定と 
異なり， ライブラリ 名に は その 長さが つけられ ていない ことに 注意して ください. その 長さ は 
レコード 長に よって 決定され ます. 「NODEFAULTLIBRARYSEARCH」 スィ ツチに よって， 
リンカ は クラ ス 値が 129 の COMMENT レコ一 ドを すべて 無視し ま す. 
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注意 :2 

クラス 値 156 は MS- DOS レベル 番号の 指定に 使います. クラス 値が 156 の 時， COMMENT 
フィールドに は MS-DOS レベル 番号 を 指定す る 2 バイ ト 整数が 含まれます. 



6.13 レコードの 番号に よる リスト 

* 6E RHEADR 

* 70 REGINT 

* 72 REDATA 
本 74 RIDATA 

* 76 0VLDEF • 

* 78 ENDREC 

* 7A BLKDEF 

* 7C BLKEND 

* 7E DEBSYM 
80 THEADR 

* 82 LHEADR 

* 84 PEDATA 

* 86 PIDATA 
88 C0MENT 
8A M0DEND 
8C EXTDEF 
8E TYPDEF 
90 PUBDEF 

* 92 L0CSYM 
94 LINNUM 
96 LNAMES 
98 SEGDEF 

9A GRPDEF " 

9C FIXUPP 

* 9E (none) 
AO LEDATA 
A2 LI DATA 

* A4 LIBHED 
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* A6 L1BNAM 

* A8 LIBLOC 

* AA LIBDIC 

洤意： 

(*) が 文 頭に ついた レコード 型 は マイクロ ソフト LINK では 使えません. オブジェクト モ 
ジュール 中に あった 場合 も 無視され ます. 



6.14 共有 変数の 型に 関する マイクロ ソフト 表現 法 

本章 は 8086 と 80286 (80286 と 上位互換性の ある もの を 含む） 上での 共有 変数 割り振りに 関 
する マイクロ ソフト 規格 を 定義し ます. 

共冇 変数 は， 吸 終 サイズと 最終 ロケーションが コンパイル 時に 固定され ない， 初期化 されな 
い パブリック 変数です. 相互に リンク される 複数の モジュール 中に， 共有 変数が 直言され てい 

TRAN の 共有 ブロックの ような ものになります. また， C 言語で は， 初期化され ていない パブ 
リック 変数 は 共有 変数です. つぎに， C 言語に よる 同一 の 共有 変数の 異なる 宜 言の 例 を 示し ま 
す. 

char too [4] ； /* In file a. c * ノ 

char foo [1] : /* In file b. c */ 

char foo [1024] ； /* In file c. c */ 

a. c， b. c, c. c によって 作成され た オブジェクトが 相互に リンクされ ている 場合， リ 
ンカは 文字 ァ ライ メント 「fooJ に 1024 バイト を 割り当てます. 
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ォ ブジェク ト テキスト 中で， エクスターナル 定義 レコード （EXTDEF) 
定義 レコード （TYPDEF) によって 共有 変数が 定義され ます. 
共有 変数に 対する TYPDEF の フォー マツ ト はつぎのと おりです. 



REC 


RECORD 


0 


EIGHT 


CHK 


TYP 


LENGTH 




LEAF 


SUM 


8EH 






DESCRIPTOR 




(1) 


(2) 


(1) 


(1 以上） 


(1) 



EIGHT LEAF DESCRIPTOR (8 リーフ 記述子） フィールドの フォーマット はつぎのと 
お り です， 、 



E 


LEAF 


N 


DESCRIPTOR 


(1 以上) 


, (1 以上） 



EN フィールド は LEAF DESCRIPTOR フィールド 中の 次の 8 つの リーフが EASY (単 
純） であるか （ビット =0)， NICE (精密） であるか （ビット =1) を 指定し ます. 共有 変数の 
TYPDEF では， この バイト は 常に 0 です. 

LEAF DESCRIPTOR フィールド はつぎの 2 つの フォー マツ 卜のう ちい ずれ か を 取り ま 
す. 

デフォルトの データ セグメ ン ト 中の （near 変数） 共有 変数 フォー マツ ト はつぎのと おりです 



NEAR 


VAR 


LENGTH 


VAR 


62H 


TYP 


IN 


SUBTYP 






BITS 




(1) 


(1) 


(1 以上） 


a 以上） 



(OPTIONAL) — 



VARTYP (変数 型） フ ィ ール ドは SCALAR (ス カラ： 7BH), STRUCT (構造体 ： 79H) 
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または ARRAY (配列 ： 77H) のい ずれ かです. VAR SUBTYP フ ィ ール ドは リ ン 力に 無視 
されます. 

デフォルトの データ セグメント 中に ない 共有 変数の フォー マツ ト はつぎのと おりです. 



FAR 


VAR 


NUMBER 


ELEMENT 


61H 


TYP 


OF 


TYP 




77H 


ELEMENTS 


INDEX 


(1) 


(1) 


(1 以上） 


(1 以上） 



この VARTYP (変数 型） フィールド は ARRAY(77H) に 限られます. RECORD LENGTH 
フィールド によって NUMBER OF ELEMENTS を 指定し， ELEMENT 型 インデックス 
の フォーマット がその （near) 共有 変数の 形 をして いる 定義 済みの TYPDEF の インデックス 

になります. ，, 



LENGTH IN BITS や NUMBER OF ELEMENTS フィールドの フォーマット は， 
本 マニュアルの TYPDEF レコード フォー マツ トの 所で 説明した LEAF DESCRIPTOR フ 

ィー ルドの フォー マツ ト と 同一 です • 

リンク 時間の 意味 

先行して 記述され た フォー マツ ト のうちの 1 つの TYPDEF を 参照す る， すべての EXT 
DEF は 共有 変数と して 扱われます. 他 はすべ て 整合 パブ リ ッ ク シンボル 定義 （PUBDEF) を 持 
つ はずの エクスターナル 定義 シンボル として 扱われます. 共有 変数 定義に 整合す る PUBDEF 
は 共有 変数 を オーバー ライ ド します. 2 つの 共有 変数 定義 は， 定義の 中で 与えられる 名前が 整合 
する 時， 一致 するとい います. 2 つの 整合す る 定義が， 共有 変数が near, far にか かわらず一 致 
しない 時 は， リ ンカは 変数が near であると 仮定し ます， 

変数が near である 場合， 指定され た サイズの うちで， その サイズ を 最大と します. 変数が far 
である 場合， リンカ はァ ライ メント （配列） 要素の サイズ 指定に 矛盾が ある 時 は 警告 を 表示し 

たものに なります. すべての near 変数の サイズの 合計 は 64K パイ トを 超えられません. すべて 
の far 変数の サイ ズの 合計 は， ネの 《»« 们ァ レズ *8 宙 m 能 

せん， 



rHUGEJ 共有 変数 

64K バイ ト を 超える サイ 



た セグメント 中 （8086) かまた 
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装 m (80286) 中に K かれます, セグメント 中には， huge **ほ は 他の データ 項目 を 置き ま 
せん. 

リ ン 力が 大きな 共有 変数と near 共有 変数 を 整合させる 定義 を 見つける と， 警告 メ ッ セージ 
を 発します， near 変数 は 64K バイ 卜より 大きい こと はあり 得ない からです. 
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7.1 イントロダクション 

本章で は， 将来の MS-DOS の パージ ヨンに 対応す るた めの V3.3 の プログラム 手順に つい 
て 解説し ます. 

7.2 割り込み タイプ 

割り込み タイプ 22H (終了 アドレス） は， 絶対に ユーザーが 突 行して はいけ ません • この 割 
り 込み タイプ は， MS-DOS 自身 だけが 実行で きます. 

割り込み タイプ 24H (致命的 エラーに よる 中断 アドレス） は 注意して 使用して ください. 

割り込み タ イブ 24 H ハンドラ は システム コールの 01 H〜0CH, 30 H, 59 H について のみ 実 
行で きます. これ 以外の コール を 行う と スタックが 破壞 され， 「再 試行す る」 または 「無視す る J 
を 選択 し た 場合の 処理が 正 し く 行われな くなります. .• 

割り込み タイプ 24H ハンドラ は ES レジスタ を 保存し なければ なりません， また， ブ ログラ 

ムを 「再 試行す る」 か， 「無視す る J を 選択した 時， レジスタ SS, SP, DS, BX, CX, DX を 

保存し ます. lap.* 
割り込み タイプ 24H は 選択の 回答 を 受け取る と， 回答 を 伴って， IRET によって MS-DOS 

に 戻 ります. 

割り込み タイプ 24 H で IRET を 実行 しない プログラム では， 01 H から 0CH 以外の コール 
をす るまで システム は 不安定な 状態と なります. 「無視す る」 を 選択した 場合， 不正な データ や 
無効な データが 内部 システム バッファに 残ります. 

割り込み タイプ 23H (CTRL-C の 抜け出し アドレス） と 割り込み タイプ 24H (致命的 エラ 
一によ る 中断 アドレス） の トラップ は 避けて ください. 割り込み タイプ 24 H による トラップ ェ 
ラー を コピー 保護な どの 目的で 使って はいけ ません. この 方法 は， 将来の MS-DOS の パージ ョ 
ンで 使用で きなくなる 可能性が あります. 
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割り込み タイプ 23H (CTRL-C の 抜け出し アドレス） は， 絶対に ユーザーが 実行して はいけ 
ません. この 割り込み タイプ は， MS-DOS 自身 だけが 実行で きます. 

プログラムが 割り込み タイプ 25 H (アブ ソ リュート ディスク リード） または 26 H (アブ ソ リ 

ユート ディスク ライト） を 実行す る 前に， すべての レジスタ を セーブして ください. 
これらの 割り込み は， セ グメン ト レジスタ を 除く すべての レジスタ を破壞 します. 

メモリに， または メモリから 割り込み ベクタ を 直接， 害き 込み または 読み出し する こと は 避 
けて ください. 

ファンクション 25 H (割り込み ベクタ をセッ ト する） と 35H (割り込み ベクタ を 得る） で 割 
り 込み テーブル 中の 値 を 得る， または セッ 卜する ことができます. 

7.3 システム コール （ファンクション リクエスト） 

新しい システム コール を 使います. プログラムが MS-DOS の V 2.0 以前と 互換性 を 保つ 必 
要の ある 場合 を 除いて， システム コール は 新しい 方 を 使って ください. 詳細に ついては 1,8 の 
、、V2.0 以前の システム コール * を 参照して ください. 

ファンクション 01H から 0CH と 26H (新しい PSP を 作成す る） を 使う こと は 避けて くだ 

さい. 標^ 入出力の 说 み 出し， « き 込みに は 新しい システム コール を 使用して ください. 子プ 

ロセス を 起動す ると き は ファンクション 26 H の 代わ りに ファンクション 4 BH, コード 00 H 
(プログラムの ロードと 突 行） を 使います. ' 

複数の 処理 を 行って いると き は， ファイル シヱァ リングの システム コール を 使います. 詳細 
について は， 1.5. 2 の * ファイル？? 理の ファンクション リク エス ト * を 参照して ください， 

MS-Networks に は， ネットワークの システム コール を 使います. IOCTL の 様式の いくつ 
か は， MS-Networks 用に 用意され たもので す. 詳細に ついては， 1.6 の や MS-Networks" を 

参照して ください. 

ファンクション 0EH (ディスクの 選択） によって ディスク を 選択す る 時 は， AL に 返された 
値 を 注意して 扱います. AL 中の 値 は 論理 ドライブの 最大 数 を 返します が， どの ドライブが 有効 
であるか は 示しません. " ^ 
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7.5 メモ リ'? ？理 

7.4 デバイス 管理 

インストール 可能な デバイス ドライバ （装 St ドラ イノ、 ♦) を 使います. MS-DOS は， BIOS を 
追加で きる 構造 を 持った め， CONFIG.SYS に 登録す る ことによって， ブート 時に デバイス ド 

ライ バを インストール する ことができます. 転送す る データの 単位 は， ブロック デバイス ドラ 
ィパ は一 度に 1 ブロック， キャラクタ デバイス ドライバ は 1 バイ 卜です， 

この 2 つの デバイス ドライバの 例 は 2 章の *MS-DOS デバイス ドラ イノ、 を 参照して くださ 
い • 

デバイス ドライバ は バッファ リ ング された I/O を 使います. データ スト リーム は 64K パイ ト 
まで バッ ファリ ング する こ とがで きます. 

大量の 出力 を 画面に 送る 場合に， 1 回の コールで これ を 行う ことができ， 効率が 上がります. 

ファンクション 06H と 07 H (直接 コンソール I/O と 直接 コンソール 入力） を 使用し， 通 接 
コンソールと I/O を 行う プログラム ，く CTRL-C> を データと して 読み取る プログラム は， 
XTRL-C の 検^" が オフに なって いる こと を 確認す る 必要が あ ります. 

プログラム はこの "CTRL-C の 検査" が オフに なって いる こと を， ファンクション 33H を 使 
つて 確認し ます. 



7.5 メモリ 管理 



園 メモリ ffffi を 使います. 

MS-DOS は 各 メモリ 領域の 先頭に メモリ コントロール ブロック を 置く ことで 割り付けられ 
た メモリ を 管 fS します. 




てられた メモリの 解放)， 4AH (割り当てられた メモリ ブロックの 変更） を 使って 不必要な メモ 
リを 解放し ます. 

この こと は 将来の バージョンに 対し， 互換性 を 保つ のに 有効です. 

メモリ 管理の 詳細に ついては， 1.3 の や メモリ 管理， を 参照して ください. 

画 M り 付けされ た メモリ だけ を 使います. 
システム コールの メモリ 管理に よって 得られた もので ない メモリ を 直接 アクセスし てはいけ 

ません. 絶対アドレス 指定で はなく， 相対 アドレス 指定の み を 使用し ます. 

プログラムが 割り当てられ ていない メモリ を 使用した 場合， 他の メモリ 管理 を 破壊したり， 
他の アプリケーション を 失敗に 終らせます. 
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7.6 プロセス 管理 

EXEC ファンクション コールで プログラムの ロードと 実行 を 行います. プログラムの ロード 
および オーバーレイに は EXEC ファンクション （ファンクション 4BH) を 使います. EXE 形 
式の ファイルの ヘッダ を 参照して 直接 ロードす る こと は 避けて ください. EXEC ファンク ショ 
ン コール を 使う ことによって， 将来の MS-DOS の パージ ヨンで EXE 形式の ファイルの フォー 
マツ 卜が 変更 されても 互換性 は 保証され ます， 

割り込み タイプ 27H (プログラム を メモリに とどめた まま 終了） の 代わりに ファンクション 
31H (キープ プロセス） を 使います. ファンクション 31H を 使う と プログラムが 64K より 大 

きい 場合に 問題が 生じません. 

プログラムの 終了に は ファンクション 4CH (プロセスの 終了） を 使います. つぎの 手順の い 
ずれ かによ つて 終了す る プログラム は CS レジスタが PSP (プログラム セグメント プ レフ イク 

PSP 内の オフ セッ ト 0 に ロング ジャンプ を 行う. 

INT20H を 行う （CS:0 は PSP を 指して いる こと） 

AH = 0 で， INT21H を 行う （CS:0 は PSP を 指して いる こと） 

AH = 0 で， PSP の ロケーション 50H に対する ロング コ一 ル. 




7.7 ファイル • 

MS-DOS の ファイル 管理 システム を 使います. MS-DOS ファイルシステム を 使う ことによ 
つて， 将来の MS-DOS の パージ ヨンに 対し， ディスク フォー マツ ト と ディスク 内の ファイル • 
ディ レク ト リ 管理 を 通して， プログラムの 互換性が 保証され ます. 

FCB の 代わりに， ファイル ハンドル を 使います. ハンドルと は， ファンクション 3CH (ノ、 ン 
ドルの 作成）， 3DH (ハンドルの オープン）， 5AH (—時 ファイルの 作成）， 5BH (新しい フ アイ 
ルの 作成） によって ファイルが 解放， または 作成され る 時， MS-DOS が 返す 16 ビットの 値で 
す. ハンドル を 使用す る MS-DOS の ファイル 管理の ファンクション リクエスト は， 1.5.2 の 
、、フ アイ ル 管理の フ アン クシ ヨン リ ク エス ト * を 参照して く ださい. 

この コール は， FCB (フ アイ ルコント ロール プロ ック） を 使う V2.0 以前の フ アイ ル 管理の フ 
アン クシ ヨンの かわりに 使われます. これ は ファイル 操作 力ん FCB 情報 を 操作せ ず， 単に その 
ハンドル を 操作す るた めです. 

FCB を 使わなければ ならない 場合 は， プログラムが FCB を クローズし， メモリ 内に 移動 さ 
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せない よう に 気をつけなければ な り ません. 

割り込み タイプ 20H (プログラムの 終了)， ファンクション 00H (プログラムの 終了）， ファ 
ン クシ ヨン 4CH (プロセスの 終了)， ファンクション ODH (リセ ッ ト ディスク） を 実行す る 前 
に， 長さ を 変更した ファイル をす ベて クローズ します. 

変更した ファイルが クローズされ ていないと， ファイルの 長さ 力 5 , 正しく 香き 込まれません. 
必要の なくなった ファイル はすべ て クローズ します. これによ つて， ネットワーク 環境の 状 

ディスク 上の すべての ファイルが クローズされ ている 時 だけ， ディスク を 変更す る ことが で 

きます. 内部 システム バッファ 上の 情報が 変更 を 受けた 場合， ディスク 上に 不正確に 害き 込ま 
れる ことがあります. 

ロックファイル 

プログラム は ロックされ ている 領域への 禁止され ている アクセスに 依存して はいけ ません， 
ロック を 試行し， エラー コード を^べ る ことで， 領域の 状態 を 決定し ます. 

7 ログ ラム は ロック された 領域 を 含む ファイル を クローズしたり， ロック された 領域 を 含む 
オーブンした ファイル を そのまま にして 終了す る こと は 許されません • この場合， 結果が 保証 

されません， 割り込み タイプ 23H(CTRL-C の 抜け出し アドレス）， または 割り込み タイプ 24 
H (致命的 エラーに よる 中断 アドレス） によって 終了す る 可能性の ある プログラム は， この 割り 

込み を ト 7 ッ ブし， 抜け出す 前にす ベての 口 ッ ク された 領域 を 解放し なければ な り ません， 

7.8 その他の プログラム 手順 

■ タイミング に対する 依存 を 避けます. 
CPU の クロック， 処理 速度に よって タイ ミ ングが 異なります. 

また， ネットワーク 環境 内で は， タイミングに クロック を 使用す る プログラム は 信頼性が 弱 
くなります， 

■ MS-DOS に は 指定され た インター フヱ イス を 使います. 

ハードウェア， または メディアが 変更 されても， MS- DOS の 提供す る インターフェイス を 使 
用して いれば， プログラムの 変更な しに それらの 機能 を 使う ことができます. 

鼴 直接， ビデオ RAM を アドレス 指定して はいけ ません. 
指定され ない ファンク ショ ン コール， 割り込み， 機能 を 使って はいけ ません. 将来の MS _ D 
OS のバ一 ジョンで， これらが 変更され， （同一 名で) 存在す るか もしれ ないから です. これ 
らの 機能 を 使う と プログラムが 非常に 扱いに く くなります 
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画 COM 形式より， 

EXE 形式の ファイル はリ ロケータ ブル （再配置 可能） です が， COM 形式の ファイル は メモ 
リ イメージ を そのまま 持つ ファイルで， リ ロケーションの ための コントロール 情報が 含まれて 
いないため リ ロケーション は 行われません. EXE 形式の ファイル は， 将来の MS-DOS のパ一 
ジョンと 互換性 を 保った めの 拡張可能な ヘッダ を 持って います. 



■ 情報 を アプリケーションに 渡す 時 は 環境 を 使います. 

COMMAND.COM は 通常， すべての アプリケーションの 親 プロセスになる ので， カレント ド 
ライブと パス 情報 を 容易に アプリケーションに 渡す ことができます. ' 
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ベリファイ フラグの セッ 卜/リセ ッ ト （2EH) 135 

浦 助 出力 (04H) 54 

補助 入力 (03H) 53 

マシン 名 を 得る （5E00H) …… 
メディア ディスク リ ブタ パイ ト 
メディア ディスクリプタ テーブル 326 

メモリ © 理 3,409 

メモリの 割り当て (48H) 220 

メモリ マップ 

文字の スクリーン 出力 (02H) 
文字の プリンタ 出力 (05H) 56 

ャ 

ユニット 303 

ユニット コード 

3-n 

ライト 319 

ライ ト ハンドル （40H) 171 

ランダム ディスク アクセス 76 

ランダム ブロック リード （27H) 118 

ランダム ブロック ライ ト （28H) 121 

ランダム ライ ト （22H) 106 

ランダム リード （21H) 104 



リ ク エス ト ヘッダ 309 

リセット ディスク （0DH) 72 

リ一ド 319 

リ ロケーションと コントロール 情報 359 

レコード 長 309 

レシ スタ の 5fL 理 20 

連統非 破壊 読み込み 320 

ロー ド モジュール 359 

論理 ドライブマップ (440EH, 440FH) 213 

つ 

割り当てられた メモリの 解放 (49H) 223 

割り当てられた メモリ ブロックの 変更 (4AH) 

226 

割り当て リストの エントリ を 得る （5F02H) 270 
割り当て リストの ェント リの 作成 ほ F03H) 273 
割り当て リストの ェント リの キャンセル 

(5F04H) 276 

割り込み •一 K 26 

割り込み （タイプ） 26,407 

M り 込みべ クタ を 得る （35H) 145 

割り込み ベクタの セッ ト （25H) 115 

ワイルド キャラクタ （カード） 16 
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